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「恋は終わり際ぎわが肝かん心じんなのですよ」

　窓まど際ぎわの席で百もも瀬せはそう言った。

　読んでいた少女漫まん画がから顔を上げ、短めの髪かみをぐしゃぐしゃと搔かきながら。

　なぜ「失しつ恋れん探たん偵てい」なんて始めたのか、という問いに対する答えがそのセリフだったのだけど、しかし俺おれには彼女の言う意味がいまいち理解できない。

「どういうこと？」とさらに尋たずねる。

「恋にはいつか終わりが来ます。その時何なにか未み練れんを残してしまうと、上う手まく次の恋に踏み出せなかったり、ともすれば恋愛自体を嫌きらいになってしまったりもするわけです。そんなの、悲しいではないですか。あるまじきことではないですか。ですから私は、できる限り絡まった糸をほどいて恋を終えることができるよう、皆さんのお手伝いをしたいのです」

「ふーん、なるほど」

　一度うなずく。

「でも俺は、未練を残すことよりも『恋はいつか終わるもの』っていう百瀬の前ぜん提ていの方が悲しい気がするけどな……」

「そうですか？」

　百瀬は小さく首をかしげた。乱れて空気をはらんだ髪が、ふわりと揺れた。

「でも、事実そうでしょう。振られて終わる場合は当然として、相手にその気持ちを受け入れてもらえたとしても、さらには結婚したとしても──恋はいつか終わります」

　切れ長の目がまっすぐこちらに向けられる。漆しつ黒こくに潤うるんだその瞳ひとみには不ふ思し議ぎな力が宿っているように思えて、俺は慌あわてて視線をそらした。

「結婚した後もずっと仲が良い夫ふう婦ふだっているだろ」

「ええ、それはそうですね。ただその二人の間にある感情は、恋とはまた別種の物でしょう。そういう意味で、彼らの恋もまたどこかの段階で終わりを迎えたのです」

「……まあ、そうも言えるかもしれないけどさ」

「別の例を挙げましょうか」

　言って、百瀬は二、三度瞬まばたきした。

「たとえば、漫画を好きになるのと同じです。どんなに好みの作品でも、いつまでも最初に読んだ時と同じようにドキドキすることはできません。お気に入りではありつづけたとしても、いつかときめきは失われてしまいます。私はその、消えてしまう気持ちこそが恋であり、だからこそ貴とうといものなのではないかと思うのです」

「んん……」

　腕を組み、小さく唸うなる。

　確かに、「ドキドキ」だとか「ときめき」には寿じゆ命みようがあるのかもしれない。以前、雑ざつ誌しか何かでも「恋は三年で終わる」と書かれているのを見たことがあった。

　ただそれでも──俺おれは百もも瀬せの考えに共感することができなかった。はっきりした根こん拠きよや理由があるわけでもないのだけど。

　ちょっと話を変えよう。

「んー、じゃあさ、仮に恋の終わりを手伝うにしても、例えば探たん偵ていじゃなくて相談に乗る、とかじゃダメだったのか？」

「もちろん、人に話すことも失しつ恋れんの痛いた手でを癒いやす一つの手段ではあります」

　うなずいて、百瀬はもう一度髪かみを搔かいた。

「ただ根本的に、人は唯ゆい一いつ『事実』によってのみ救われるのではないかと私は思うのです。誰だれかに話す、という一時的な逃とう避ひではなく、きちんと実際に起きたことと向かい合い、それを受け入れることができた時に、初めてきれいに『恋が終わった』と言えるのだと思うのです。だから私は、恋に敗れた人たちがまずは事実を知ることができるよう、探偵という手段を選んだのですよ」

「うーん……」

　これもまた、微びみ妙ように納なつ得とくがいかない。言っていることはわからないでもないし、筋すじが通っているような気もするけど、諸もろ手てを挙げて賛成する気にもなれない。どんなに辛つらい事実でも、受け入れるのが土ど台だい無む理りなほど悲しい失恋でも、絶対そこに向かい合わなければ「恋が終わった」とは言えないのだろうか。

　彼女の事は良い後こう輩はいだと思っている。物もの静かだし、大人おとなしいし、賢かしこいし、なんだかんだで毎日きちんと部室にも来る。すぐ髪をくしゃくしゃにしてしまうその癖くせにも、それなりに愛あい嬌きようを感じていた。とはいえ、たまにこうやって覗のぞかせるその不ふ思し議ぎな思し想そうには、「よくわからないなあ……」と思わされてしまうのだ。

　俺が黙だまったのを見て会話が終了したものと判はん断だんしたらしく、当の百瀬は再び少女漫まん画がに目を落とした。古こ典てん文学でも読んでいるみたいに難しい表情で顎あごに手を当てながら。

　ぼんやりと、その姿すがたを眺ながめる。

　小さな顔に不ふ釣つり合いなほど大きい目。主張しすぎないが通った鼻はな筋すじ。薄うすい唇くちびるはどこか大人びた憂うれいを帯びているけれど、頰ほおに差すわずかな赤みやページをめくる指はやや幼い印いん象しようだ。

　俺の座った位置からは爆ばく発はつ状態になったその髪が、石せつ鹼けんみたいに白い肌はだが、ブレザーに包まれた小こ柄がらな体が、オレンジ色の日の光にうっすら滲にじんで溶けていってしまいそうに見えた。

　十月の放課後の日差しは、どこか儚はかない。

　何となく百瀬、と呼びかけると、彼女は何も言わずこちらを見て首をかしげる。

「……すまん、なんでもない、呼んでみただけ」

「そうですか。おや、先せん輩ぱい、そろそろクライアントが来る頃ころですよ」

　彼女は壁に掛けられた時計に目をやった。

「準備は出来ていますか？」

「おう、大だい丈じよ夫うぶだよ。っと、その前に、百もも瀬せ。髪かみの毛、ちゃんとしとこう」

　俺おれが彼女の頭に手を伸ばすと、百瀬は「はい」とうなずき漫まん画がを鞄かばんに戻した。大人おとなしくうつむくその髪を、手て櫛ぐしでささっと整えてやる。

　この時は、こうやって髪型を直されている時だけは、感情表現の希き薄はくな百瀬も少しだけ落ち着いたような表情を見せる。以前は何を考えているのかわからなくて随ずい分ぶん戸と惑まどったが、最近になって俺はようやく彼女の表情の変化に気付けるようになり始めた。喜んでいるときだとか上じよう機き嫌げんなときだとか寂しいときだとか不機嫌なときに彼女が見せる、小さな顔色の変化に。

「よし、綺き麗れいになったぞ」

　あらかた乱れを直し終え俺がそう言うと、百瀬はサラサラになった髪を一度撫なでた。

「うん、ありがとうございます」

　満足そうな声こわ色いろの百瀬。

　彼女は小さく息を吸い込むとその場で背せ筋すじを伸ばす。

　瞬しゆん間かん──俺は彼女がまとう雰ふん囲い気きが少しだけ変質したのをはっきりと感じ取った。

　それまでのリラックスした空気感が霧む散さんし、その目が全てを見み透すかしそうに光り始める。

　百瀬はこちらを向くと静かに、そしてどこか厳おごそかに探たん偵てい業ぎよ務うむ開始の合図を口にした。

「では先せん輩ぱい、参まいりましょうか」
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「はじめまして。千ち代よ田だ百もも瀬せです。そしてこちらが助手の野の々の村むら九つ十く九も」

「野々村です。よろしくお願いします」

　百瀬の紹しよう介かいを受け、俺おれは小さく頭を下げた。

「はっ、はいっ、こちらこそよろしくお願しますっ……」

　目の前の女生徒も、慌あわてた様よう子すで深々とお辞じ儀ぎする。

「噂うわさをお聞きして伺うかがいました、二年四組の、せっ、芹せり沢ざわ合ね歓むですっ……」

　十月十日、午後四時過ぎ。

　道どう立りつ宇う田た路ろ中ちゆう央おう高こう校こう南校こう舎しや四階の小さな部屋で、百瀬と俺は芹沢さんと向かい合っていた。

　彼女は俺たち失しつ恋れん探たん偵てい、八人目のクライアントだ。

「では早さつ速そくですが、ご事情をお聞かせ願えますでしょうか？」

　百瀬が事務的に尋たずねる。芹沢さんは一度目を伏せると、おずおずと説明を始めた。

「はい……えぇっと、か、彼と知り合ったのは小学生の頃ころでした……。三年生で同じクラスになったのがきっかけです……。席が近くておしゃべりすることも結けつ構こうあって……そうこうしているうちに、私、彼を好きになっちゃったんです……」

　聴ききながら、俺は芹沢さんの様子を観察する。

　フラフラと泳ぐ目や膝ひざの上できゅっと握られた手、一いつ生しよう懸けん命めい話す顔色がどこか気弱そうな印いん象しようだ。ふわふわの天然ものっぽい茶ちや髪ぱつが、暮れ始めた日に薄く煌きらめいている。左耳の上うえ辺りには大きな丸い髪かみ留どめが着けられていて、彼女の柔やわらかい雰ふん囲い気きにアクセントを加えていた。

「あ、あの、私、人見知りで……傍そばにいるだけでもドキドキしちゃって、本当に大変でした……。でも……出会って半年くらいたった頃、かな……？　向こうも私を親しく思ってくれたみたいで……いつの間にか、毎日一いつ緒しよに登とう下げ校こうするようになったんです……」

「なるほど」

　顎あごに手を当て、百瀬はうなずく。足を組み、やや尊そん大だいにも見える体勢で。鹿しか撃うち帽ぼうをかぶった英えい国こく紳しん士しや、フェルト帽に袴はかま姿すがたの日本人男性がこの姿勢をとれば探偵として様さまになるのだろうけど、おかっぱのちびっこ女子高生（以前一四七センチだと言っていた）がこうしていると正直ちょっとだけコミカルに見えた。

「当時、お二人の関係はどのようなものだったのでしょう？　仲のいい友達、と言った感じでしょうか？　それとも、恋人同士のような関係だったのでしょうか？」

「こ、恋人同士っ!?」

　芹沢さんは目を白黒させる。

「え、あの、えと、た、多分、そういう感じではなかったと思います……！　あぁ、でも、クラスメイトには将来二人は結婚するんだろ、ってはやし立てられたりしてたから……も、もしかしたら、周りから見たら、そうだったのかな……。うぅ……ちょっと、わかりません……」

　ずいぶんあたふたした様子だ。どうやら俺が彼女に覚えた印象は間違いではなかったらしい。

「でも……あの頃ころは本当に幸せでした……」

　芹せり沢ざわさんはかすかに頰ほおを緩めると、当時を思いだすようにしみじみ言う。

「学校外でも、よく二人で遊びました……。誕たん生じよ日うびは毎年プレゼント交換したりして、懐なつかしいなぁ……」

「プレゼント交換ですか」

　百もも瀬せが首をかしげた。

「どのようなものを交換されたのでしょう？」

「え、えと、その、そんな大したものじゃないんですよ……？　私があげたのは、クマのぬいぐるみとかだったかな……。今考えると、男の子にぬいぐるみってどうなんだろうって思いますけど……彼はにこーって笑ってくれて、『このクマ、一生大事にする』って言ってくれて……あの頃は、そういう仲がずっと続くんだ、って信じてました……」

「そうですか」

　百瀬は頭を少しだけ搔かいた。直したばかりの髪かみが、ややボリュームアップする。

「その関係に変化があったのは、いつ頃の事になるのでしょうか？」

「えっと、えっと……」

　もともと八の字形だった芹沢さんの眉まゆが、一層悲劇的にその角度を深めた。

「中学に入って、彼が美術部ぶに入部して、絵を描くようになってからです……。本当に楽しかったらしくて、彼、すぐに夢むち中ゆうになっちゃって、自然と私といる時間も減りはじめたんです……。あっ、でもその時は私も、好きなことが出来るのはいいことだなぁって思ってました……。寂しい気はしたんですけど……彼がすることなら応おう援えんしたいなって……」

　でも、と呻うめくように言って、芹沢さんはうつむいた。

「中学二年生になった頃、もう絵の事しか考えられない、みたいな感じになって、他の事を……勉強とか身だしなみとかを、気にしなくなっちゃったんです……。しかも、段だん々だん普段の言げん動どうも変わり始めて、おしゃべりも嚙かみあわなくなっちゃって……。高校に入学してちょっとした頃、彼、芸術雑ざつ誌しの賞を受賞したんですけど、その時期を境さかいに向こうから話しかけてくれることもなくなりました……」

　その話に、俺おれはふとある人物に思い当たる。うちの学年に、校内でも有名な「芸術家」がいたはずだ。えっと、名前は何と言ったか……。

「彼、酒さか井い春はる臣おみって言うんですけど……」

　そうだ。春臣だ。酒井春臣。

　──去年の夏前に「芸術便びん覧らん」というアート系けいの雑誌で絵画の賞を受賞し、その後も「北ほつ海かい道どう文化振しん興こう賞」だとか高名な画家の名前を冠かんした賞に入選したという男子生徒。実際に話したことはないけれど、その噂うわさは俺の耳にも十分に届いていた。

「最近は、雑誌でも春臣の名前を見るようになって、それで私、気付いちゃったんです。そのことを喜べなくなってる自分に……。彼の成功に、複雑な気持ちになっちゃってる自分に……」

　トーンダウンしていく芹せり沢ざわさんの声。その口くち調ようは自分の狭きよう量りようさを自ら責めているようにも聞こえる。

　それでも、

「そうですか」

　対面でうなずく百もも瀬せは、先ほどから一いつ貫かんしてすこぶる冷静な態度だ。バスの時じこ刻くひ表ようでも確かく認にんしているような、ややもすれば無感情にも見える表情。こいつはいつだってそうだ。クライアントがどれだけ苦しんでいようと、あくまでドライな態度を貫つらぬき通す。

「あ、そうそう、俺おれも校内でたまに見かけるんですけど、酒さか井いさん」

　見るに見かねてそんな風ふうに口を挟んだ。

「すげー背が高いですよね？　俺最初、バスケ部員かなんかだと思ってましたよー！」

　正直、発案者の百瀬と違って俺はこの探たん偵てい業務にさほど乗り気ではない。それでも、さすがに目の前で誰だれかが悲しんでいるのを他人事ひとごとみたいに眺ながめている気にはなれなかった。

「あっ……助手さん、春はる臣おみの事を知ってるんですね……」

「ええ、話したことはないですけど、名前と顔くらいは」

「そうだったんですかぁ……。確かに、春臣は大きいですね。百九十センチ超えるくらいだったかな……」

「九十超えですか、すげえな！」

　そんなにか！　気き遣づかいで始めた会話だったが、予想を超える情報に思わず素すで驚いてしまう。

「俺より二十センチ以上大きいのか……」

「そうですね。私とだと、四十センチくらい差があるんです……」

　芹沢さんは切なげに眼めを細めた。と、彼女は制服のポケットに手を入れると、携けい帯たいを取りだし何やら操そう作さしてからこちらに差しだす。

「小学校の頃ころから大きかったんですよ、春臣は……」

　百瀬と顔を突き合わせ、ディスプレイを覗のぞき込んだ。

　そこには、小学生当時の二人が映しだされていた。どこかの部屋で仲なか睦むつまじく手をつないでいる芹沢さんと酒井春臣の画が像ぞう。確かに、二人の身長差はかなりのものだ。頭一つと半分くらいの開きがある。

　画面の中の酒井春臣は、隣となりの芹沢さんの頭の辺りに目をやっていた。その視線の先には……髪かみ飾かざりがある。側そく頭とう部ぶ、ふわふわの髪かみにつけられた丸い髪飾り。

「……ん？」

　顔を上げ確認すると、どうやら今現在彼女がしているのと同じものみたいだ。表面には鳥の文もん様ようが彫ほり込まれている。小学校の時から使ってるなんて、よっぽどお気に入りなんだな。

　と、百瀬が顔を上げ、芹沢さんに尋たずねた。

「このぬいぐるみが、先ほどおっしゃっていたプレゼントでしょうか？」

　なるほど、言われてみれば、ベッドの上には茶色いぬいぐるみが置かれている。酒さか井い春はる臣おみの陰に隠かくれて全体は見えないのだけど、この形は多分クマだろう。

「はい、そっ、そうです……この写真は、ぬいぐるみをあげてちょうど一年後の春臣の誕たん生じよ日うびかな……？　五年生くらいですね。あれを置いてくれてるのを見た時、うれしかったなぁ……」

　言って、彼女は携けい帯たいを受け取りぼんやりと眺ながめ、ほんのわずかに笑えみを浮かべたが、

「……あっ、ご、ごめんなさい、話、それちゃいましたね……」

　すぐにそれをポケットにしまった。

「えぇっと、どこまで話しましたっけ……？　あ、雑ざつ誌しに名前が載のるようになったとこまでですね……。それで、今年に入った頃ころから彼、個展とかも開くようになったんです……。その準備で本当に忙いそがしくなりはじめて……とうとう、それまで毎日続けてた一いつ緒しよの登下校もできなくなって……」

　説明が再開される。俺おれは小さく咳せき払ばらいすると、改めてその話に耳を傾けた。

「それでも私は、春臣にちょっとでも暇ひまができたら会いに行くようにしてました……。取しゆ材ざいとか作業の合間だから、本当に短い時間だけなんですけど……会えなくなっちゃうのは、絶対に嫌いやだったんです……。なのに春臣、私といてもろくに話聞いてないし、受け答えも嚙かみあってないし……。私もう、本当に悲しくなっちゃって……」

　芹せり沢ざわさんはうつむく。その時の感情をもう一度反はん芻すうしているみたいに顔を歪ゆがめながら。

　しかし、彼女はゆっくりこちらを向くと、声に決意のようなものを滲にじませこう言った。

「だから……私、思ったんです……！　このままじゃどんどん忘れられちゃうばっかりで、春臣も遠くなるばっかりで……だったら、自分から何とかしなきゃいけないんだって……！」

　手をぎゅっと握る芹沢さん。そして彼女は、

「こっ……告こく白はくして、彼女にしてもらおうって、思いました……！」

　まっすぐ百もも瀬せを見て、それ自体がまさに告白であるかのように、はっきりとそう言った。
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「彼女にしてもらえば、昔みたいに、仲良くやれるかなぁって……もしかしたら、昔よりも仲良くなれるかもしれないなぁって、そう思ったんです……！」

　おどおどした芹沢さんが初めて見せる、強い意い志しの宿った表情。きっと本当に、一いつ世せい一いち代だいの覚かく悟ごだったのだろう。こういうタイプの女子が自分から告白するところは、あまり想そう像ぞうがつかなかった。

　ただ、

「その後、実際に告白はされたのでしょうか？」

「はい……先週、放課後彼に会いに行って気持ちを伝えたんですけど……」

　百瀬の問いに答えると、彼女は肩を落とし、胸にため込んでいた息を吐はきだし、

「……あ、あっさり振られました……」

　まるで独ひとり言ごとみたいに、静かにそうつぶやいた。

　その顔から高こう揚ようの気け配はいがあっという間に消え、元の悲しげな表情が戻ってくる。

　あまりにいたたまれなすぎて、俺おれは半なかば視線をそらすように隣となりの百もも瀬せに目をやった。百瀬は相変わらずの醒さめた表情で、何かを考えている様よう子すだった。

「……い……言われちゃったんです……。『合ね歓むの事、大事には思っていたけどそんなつもりじゃなかったし、今はそれどころじゃない』って……。か……絵画に時間を使いたいって……」

　芹せり沢ざわさんの下した唇くちびるが、小こ刻きざみに震え始めた。

「そ、それ以来、一度も彼とは話していません。連れん絡らくも取っていません……。私、そんなものだったのかと思っちゃって……。仲良くしてきた、重ねてきた時間は、春はる臣おみにとってあっさり忘れちゃえるものだったのかなって……」

　その声が、限界を超えて揺らぎをはらむ。そして、

「か、悲しい思いしてるのなんて私だけで……春臣は、こうなったことを、特になんとも思っていないんじゃないかって……」

　ついに、その目からぽろぽろと涙がこぼれた。ひっく、としゃくりあげ、目元を手でぬぐいながら彼女は続ける。

「……振られちゃったのは……し、仕方ないことだと思います……。そ、そのっ……悲しいですけど、今でも毎日泣いてますけど……もう諦あきらめるしかないかなって……。それでもっ……！」

　ふいに彼女は顔を上げた。真まっ赤かになった眼めで百もも瀬せを見る。

「春はる臣おみにとって、私がどんな存在だったのか、それだけは知りたいんです。ほんとに彼にとって私なんてどうでもよくて、心の中に、一ミリも残ってないのか、知りたいんです……」

　百瀬は目め線せんを机の上に落としたまま、頭をくしゃくしゃと搔かいた。髪かみが見る見るうちに存在感かんを増し、爆ばく発はつヘアーに逆戻りした。

「だから失しつ恋れん探たん偵ていさん、お願いします。彼の気持ちを、調べてもらえないでしょうか……！」

　言って、芹せり沢ざわさんはその場に立ち上がり深々と頭を下げた。

　短い沈ちん黙もくが部室内に流れる。

　ちらりと芹沢さんの様よう子すを窺うかがった俺おれは、彼女の手が強く握られているのに気が付いた。

　たっぷり三さん呼吸分ぶんほどの間があってから、

「わかりました」

　百瀬が静かにそれを破る。

「ではご依頼は『酒さか井い春臣の、自分に対する気持ちを知りたい』でよろしいですね」

「……はい……」

　顔を上げ、涙でぐしゃぐしゃになった顔で芹沢さんはうなずいた。

「失恋探偵百瀬、間違いなく、あなたの依頼を受じゆ理りしました」

　涙を拭ふき終え、ある程度落ち着きを取り戻した芹沢さんを廊下まで見送る。

「ごめんなさい、よろしくお願いします……。あの、本当にすみませんっ……」

　腫はれた目で何度も頭を下げる彼女に、俺は部室の扉とびらを開けながら少しだけ笑って見せた。

「いえ、これが俺たちの仕事ですから。そんな恐きよう縮しゆくしないで下さい」

　先ほども言った通り、俺はこの「失恋探偵」という活動にさほど乗り気ではない。出来れば「本来俺たちがやるべき活動」にもっと時間を使いたかったし、正しよう直じき他人の恋愛に首を突っ込むのもおせっかいな気がしていた。それでも、こうやって目の前でクライアントの辛つらそうな表情を見ると、ドライな百瀬の分もバランスを取ろうと気を回してしまう。

「で、すいません、最後に一個、お願いがあるんですけど」

「は、はい。何ですか……？」

　廊下に出つつそう切りだすと、芹沢さんは真ま面じ目めな表情で俺の顔を見上げた。

「あのですね、今回芹沢さんが俺たちに依頼をかけたことやその調査内容は、他た言ごん無む用ようでお願いしたいんです。あんまり噂うわさが広がりすぎたりするのはよくないので」

「……そっか。わ、わかりました！」

　こくりとうなずく芹沢さん。

「絶対誰だれにも言いません……！」

「はい、お願いしますね」

「……そっ、それでは、失礼しますっ」

「お気をつけて」

　ぺこりと頭を下げ、芹せり沢ざわさんはその場を去って行った。

　その背中を見送ると、俺おれは振り返り部室に戻る。その際、扉とびらに貼はられた「ミステリ研究会、部員募ぼし集ゆう中ちゆう！」の張り紙がちらりと目に入った。今年の春から張りっぱなしの、Ａ４の張り紙。何となく、百もも瀬せが初めてこの部屋に──ミス研けん部室に来た日のことを思い出す。

　あの頃ころ、このミステリ研究会に在ざい籍せきしているのは俺一人ひとりだけだった。一週間ほど前から始まった新入生勧かん誘ゆう活動が全くうまく行かず疲れ果てた俺は、ここでぼうっと『ロートレック荘そう事件』を読み返していた。そこにひょっこりやってきたのが彼女、千ち代よ田だ百瀬だ。

「ミス研、入部したいのですけど」

　という彼女を丁てい重ちように歓かん迎げいし、俺はようやく新入部員を一名確かく保ほすることに成功した。その時は、自分の代でこの部ぶ活かつが消しよう滅めつしてしまわないことにホッとしたものだった。

　しかし──あれから半年ほど経たった現在。

　俺と百瀬はミス研部員として本来すべき「ミステリ作品の鑑かん賞しよう、研究」に勤いそしむこともなく、「こんな活動」に身を投じてしまっている。




　部室内。伸びをしつつ元いた席に戻ろうとしたところで、

「明日あしたからさっそく聞き込みです」

　ノートに何事かを書きつけながら百瀬が短くそう言った。熱ねつ帯たい雨林の蔓つる植物みたいに絡み合った髪かみが、もそりと揺れる。

「いつも通り、放課後ごここに集合で動き始めましょう」

「……わかった」

　自分の定位置に腰掛けつつ、渋しぶ々しぶながら俺はうなずいた。芹沢さんのあんな表情を見てしまった以上、無む碍げに断るわけにもいかない。

　この変な義務感かんのせいで、これまでも俺はなんだかんだ言いつつそれなりに調査に首を突っ込むことになっていた。今回も結局、こうなるんだな……。

　ちなみに、俺たちは今俺が腰かけた席を「助手シート」と呼んでいる。その隣となり、部室最さい奥おうの百瀬の定位置は「探たん偵ていシート」、向かいの依頼者席は「クライアントシート」だ。

「そういえば先せん輩ぱい、酒さか井いさんの事をご存ぞん知じなんですよね？」

「ああ、うん、ちょっとだけだけどな」

「どういう方なんですか？」

　言って、百瀬はこちらを見た。

「そうだな……変わった奴やつだって話ばっかり聴きくかな。俺も一回だけ変なことしてるの見たことあるんだけど、その時は、全校集会で校長が話してる真まっ最さい中ちゆうにポケットから手てち帳よう取りだして、床に置いて一いつ心しん不ふ乱らんに何か描いてた」

　確か、去年のちょうど今いま頃ごろだったと思う。カエルみたいに床に這はいつくばる長身には本気でびっくりしたし、周囲の生徒たちも困こん惑わくのざわめきを上げていた。教きよ師うしが何人も注意しに来たのだが、それでも彼は何かを描き上げるまでその体勢を崩くずさなかった。

「なるほど、なかなか個性的な方みたいですね」

「うん……」

　……まあ、お前も人の事こと言えないけどな、とは言わないでおく。

　ていうかこいつ、話を聞きながらもさらにぐちゃぐちゃやったせいで、髪かみの毛、本当にしっちゃかめっちゃかになってるじゃねーか。

「これ以上搔かくと本格的に絡からまって直しにくくなるぞ。せっかくきれいなおかっぱなのに」

「おかっぱではなくボブですよ。そろそろ覚えてください……」

　口ではそう言いつつも、百もも瀬せは俺おれが手を伸ばし髪を直し始めるのを素直に受け入れた。なんというかこう、喉のどを撫なでられている猫ねこのようなおとなしさで。

「……今日きようはこれ以い降こう予定はないですよね？」

　その問いに、指先を髪に通しつつ俺はこの後のスケジュールを思いだす。

「そうだな。今日はもうクライアント来訪の予定もないから、この後は特にやることもないよ」

「では、自由時じ間かんということで……」

　言うと、彼女はもそもそと鞄かばんを漁あさり少女漫まん画がを取りだし、黙もく々もくとそれを読み始めた。

　……思わずため息が漏もれる。

　自分の意い思しでミステリ研究会に所属したはずなのに、部室内にはかなりの数の名作が用意されているのに、さらには自ら探たん偵ていの真ま似ね事ごとまでしているというのに──この百瀬からは、ミステリに親しもうという気が感じられないのだ。

「今日もこの部屋にある本は読まないのか？」

「そう。ですね。今日も。漫画に。しておきます……」

　すでに漫画の展開に意い識しきを集中し始めているらしく、彼女の返事はなんだか適当だった。

　入部当初から百瀬はこんな態度だった。毎日きちんと部室に来ては、自宅から持って来た少女漫画を読みふける。あまり他人の活動に口出しするつもりもなかったが、さすがにミス研部員が一いつ冊さつもミステリを読んでいないのはまずかろうと、当時の俺は押し付けるようにして数冊の世界的名作を貸したものだった。これを読めば必ずやミステリに夢むち中ゆうになるだろう、というものを厳げん選せんして。

　ただ、それを読んだ彼女は何をどう感化されたのか「私も探偵をやりたいです、先せん輩ぱい」なんて言いだしたのだ。意味が良くわからなかった俺は「なるほどね」と「そうかそうか」の二語を駆く使しして適当に話を合わせたのだけど、翌日から彼女は行動を始め、俺も助手としてその活動に参加させられることになってしまった。

　それが、失しつ恋れん探たん偵ていの始まりだ。

　──失恋探偵。

　業ぎよ務うむ内容は名前の通り、失恋に関する事じ項こうの事じ実じつ調査である。まあ、有あり体ていに言ってしまえば、振られた人のために色々と調べる探偵、ということになるのだろう。

　これまで百もも瀬せ（と俺おれ）は、お使い感覚の簡単なものから少々込み入った問題まで様さま々ざまな依頼に対応してきた。どうやら百瀬、少女漫まん画がしか読んでいないくせに謎なぞ解ときっぽいことが得意らしい。俺が状況把は握あくできていないうちに彼女が事じ態たいを大おお方かた理解することもままあり、ミステリファンとしてはなんだか複雑だった。




　一時間ほど読書したところで、部室の扉とびらががらりと開いた。

「こんちゃーっす！　おーい、モモ、帰ろうぜー！」

　見れば、そこには百瀬のクラスメイトであり数少ない友達でもある、四十八願よいなら志し穂ほ里りがいた。

　短い髪かみに、日に焼けところどころ赤くなった肌はだ。スポーティな印いん象しようの通り彼女は陸上部所しよ属ぞくだ。ちなみに彼かれ氏し持ちで、同じ陸上部の「尾お崎ざき君」という男子と付き合っているらしい。

「お、九つ十く九も先せん輩ぱいもこんちゃっす！　相変わらず、戦せん闘とう力りよく低そうな感じッスね！」

「何だよ戦闘力って」

　悪い奴やつではないのはわかるのだけど、俺はなんとなくこいつが苦にが手てだ。テンションが高いのはまあいいとして、デリカシーのないあたりが。

　そして実はこの志穂里は、失恋探偵の発ほつ足そくにも関わっていたりする。

「探偵をやりたいです」とのたまった翌日の放課後。百瀬はさっそく失恋探偵を宣せん伝でんするため校こう舎しや内でビラ配りを始めたのだけど、それを最初に手渡され説明を受けたのが彼女だったのだ。

　部室に行く途とち中ゆうだった俺はたまたまその場に通りかかり、慌あわてて百瀬を止めに入った。明らかに面めん倒どうなことを呼び込みそうな気け配はいがしたし、ビラには『ミス研が探偵を始めます』なんて書いてある。なんか、俺も巻き込まれてるっぽい。

　しかし、百瀬はそれに抵てい抗こうの意い思しを示した。そしてあろうことか、その場で初めて会ったばかりの志穂里まで「面白そうだしやればいいと思うッスけど」なんて言いだしたのだ。

　結局二人に押し切られる形で俺はその活動を（目立たないようにやるという条件付きで）許可した。以来、ミス研の活動に「失恋探偵」が加わることになり、ついでに百瀬は志穂里と言う友人を得たのだった。

「ねえ志穂里、途とち中ゆうで駅前の本屋寄っていい？」

「おお、いいぜ！　また欲しい漫まん画が出たの？」

「うん」

　言い合いながら部室を出ていく彼女たちに続いて、ため息を漏もらしつつ俺も部屋を後にした。ていうか、志穂里は大だい丈じよ夫うぶなんだろうか……尾崎君ほっぽって俺たちと下校して……。
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「ミステリ小説？」

「ええ、俺おれたちミス研けんで一本長編を執しつ筆ぴつしようって話になっていて、それの取しゆ材ざい中ちゆうで」

　翌よく日じつの放課後。俺と百もも瀬せは酒さか井い春はる臣おみの所しよ属ぞくする二年四組の前で廊下を歩く生徒たちに声をかけ、一人の男だん子しを捕つかまえることに成功した。

　あたりに酒井春臣本ほん人にんの姿すがたは見えない。おそらく、今日きようもすでに下げ校こう済みなのだろう。

「芸術家を題だい材ざいにした作品にする予定なんですよ。なので、実際にこの学校にいる芸術家、酒井春臣さんがどんな方なのか、クラスメイトの方に色々伺うかがいたいと思いまして……」

　実はこれが、昨日きのう百瀬が言っていた「聞き込み」だ。

　依頼解決にはまず情報が必要になる。故ゆえに俺たち失しつ恋れん探たん偵ていも、普通の探偵と同じく、こんな風ふうに周囲の人間への聞き込みから調査を始めることが多いのだ。

　ただ扱う事こと柄がらが「失恋」である以上、俺たちは自分が探偵であることは明かせない。調査の対たい象しように俺たちの動きがばれてしまえば何かしら悪あく感情を持たれかねないし、依い頼らい者しやをひっくるめての揉もめ事ごとに発展する可能性もある。

　というわけで、俺たちはこうしてなんやかんやと言いわけをしつつ、素すじ性ようがばれないよう情報収しゆう集しゆうするのが常だった。

「あー、そうなんだ。オッケオッケ。俺の知ってることなら教えるよー」

「ありがとうございます、助かります」

　うなずく男子生徒にほっと胸をなで下ろす。よかった、割と親切な人だったらしい。こういう男子が相手なら、余よ計けいなことをしなければ怪あやしまれることもないだろう。

　が、

「──ではさっそくですが、現げん在ざい酒井さんには大切な人、特別に思っている人がいる様よう子すはありませんでしたか？」

　いきなり百瀬が突っ込み気ぎ味みの質問をしてくださった。

「あるいは仲のいい異性など、思い当たる節ふしはありませんでしょうか。過去にいた、というような話でもいいのですが」

「え、えーと……？」

　目の前の男子生徒も少々面めん喰くらった様よう子すだ。それはそうだろう。クラスメイトのこととはいえ、会ったばかりの人間に開かい口こう一番立ち入った話を訊きかれれば、戸と惑まどうのも無む理りはない。

　実のところ、やる気がないはずの俺から聞き込み対象に話を切り出したのはこれが理由だ。百瀬は自分たちの正しよう体たいを隠かくすための気き遣づかいが圧あつ倒とう的にできないのだ。いつもこんな具合で訊きたいことを自由奔ほん放ぽうに訊いてしまい、「あわや身バレか!?」という窮きゆ地うちに自分たちを追い込んでしまう。

「あ、あはは！　すいませーん！」

　いつもどおり、慌あわてて会話に割って入る。

「実はですね！　今回の小説、芸術家の恋がテーマなんです！　なので、その辺どうなのかなーと思いまして！」

「ああなるほど、そういうことね」

　言って、男だん子し生徒はこくこくとうなずく。なんとか納なつ得とくしてもらえたらしい。

「うーん……あいつにそういう対たい象しようがいるとは思えないなあ……。関心がなさそうっつーか」

「関心というのは、恋愛に対する関心でしょうか？」

「いや、恋愛だけじゃなくてマジで絵を描くこと以外なんにも興きよ味うみがないように見えるんだよねー。一回スイッチはいると、授業も昼休みもそっちのけでノートに何か描いてたりするし」

「ふむ」

　うなずく百もも瀬せ。その隣となりで、俺おれは男子生徒の話をノートに書きつけた。調査に於おいて、俺は記録係がかりの役目も任されている。

「先生たちももう諦あきらめてるっていうか、あいつ、雑ざつ誌しに載のったりしてるじゃん？　だから咎とがめるわけにもいかない雰ふん囲い気きになってるし……マジでどうでもいいんだと思うよ、芸術以い外がいは」

「そうですか。では次に」

　言って、百瀬は髪かみをわしわし搔かいた。

「既すでに酒さか井いさんはこの辺りにはいらっしゃらないようですが、彼はいつも授業が終わり次第すぐに帰られるのですか？」

「んー、大体そうだねー。でもここ二週間くらいは特に早いかも。普ふ段だんどおり新作描かくほかにも、また個展の準備してるっぽくてさ。駅前の小っちゃいギャラリーでやるって話だよ。まあ、人からの又また聞ぎきなんだけ……ど……」

　答えつつ、男子生徒は百瀬の頭の辺りにチラリと視線をやった。もしやと思い俺もそちらに目を向けると……案あんの定じよう、その髪の毛は見事なまでに爆ばく発はつしていた。そりゃまあ、気になりますよね。小こ綺ぎ麗れいに化けし粧ようされた顔とその髪型がたのギャップには、俺も未いまだに違い和わ感かんを覚えるし。

　その後もいくつか質問を繰り返してから、

「わかりました。取しゆ材ざいは以上です。ご協力ありがとうございました」

　百瀬が頭を下げる。俺も隣でそれに続いた。

「長々とありがとうございました」

「いやいや、お安いご用だよ。小説執しつ筆ぴつ頑がん張ばってねー」

　そう言って微笑ほほえむ彼の表情は屈くつ託たくなくて、多分この人、本当にいい人なんだろうなと思う。なんか、噓うそついてることに罪ざい悪あく感かんを抱いてしまうな。ごめんなさい、本当は俺たち、小説なんて書かないんです……。

　と、男だん子し生徒は何かに気付いたような表情になると、百もも瀬せの方を向いてこう言った。

「……あ、もしかしてだけど。君たちあれだったりして。ほら、最近噂うわさの──失しつ恋れん探たん偵てい」

　──俺おれはその場で凍こおり付いた。

「知ってる？　この学校のどこかに、失恋に関する問題を解決してくれる探偵がいるって話なんだけど。あれ、探偵は可愛かわいい女の子だって説あるし、君たちもなんか恋の事とか訊きいてきたし、本当はこれって取しゆ材ざいじゃなくて調査だったんじゃないのー？」

　──実は最近、失恋探偵の存在がとみに校内で噂うわさになりはじめている。

　原因は一ヶ月ほど前の文化祭の日、俺たちに依頼を持ちかけた男子生徒だ。彼は失恋探偵の活かつ躍やくに感動し、その評ひよう判ばんを積極的に周囲に宣せん伝でんした。結果、それまで無名だった俺たちの存在はじわじわと校内に広まり始め、持ち込まれる依頼が増加したのだ。そして同時に──調査中、自分たちの正しよう体たいがばれてしまいそうになる機き会かいまで激げき増ぞうした。

　そして現在。

　男子生徒からド直球に「失恋探偵なの？」と訊かれてしまった百瀬は、

「……」

　質問を完全に無む視しし、髪かみをぐしゃぐしゃと搔かき視線を床に落としていた。

　──またか。

　自分の思し考こうに夢むち中ゆうになると、百瀬は周囲が全く見えなくなる。頭を回転させることに必ひつ死しになり、話しかけられてもまともな対応が出来なくなるのだ。

「お、おい百瀬！　訊かれてるぞ……！」

　俺は慌あわて返答を急せかす。しかし彼女は、

「え。ああ。そうですか」

　ようやくその顔を上げこう答えた。

「そうですよ、私たちが失恋探て──」

「──なー！　そうだよなー！　百瀬も俺も知らないよなー！」

　──可能な限り声を張り、百瀬のセリフをかき消した。

「全然名前も聞いたことがないですよ！　何か！　そう言う探偵さんがいるんですかね!?」

　何やってんだよ百瀬……！　何なに当たり前みたいに認めそうになってんだよバカ！

　頼むから、最さい低てい限げん隠かくすべきことくらいは隠してくれよ！

「あ、ああ、うん、そうらしいよ」

　突とつ然ぜん大声を出した俺に面めん喰くらった様よう子すで、男子生徒はうなずいた。

「へーっ！　初耳ですなあ!!　な!?　百瀬も知らないよな!?　な!?　だよなあ失恋の探偵なんて暇ひまなやつもいるんだなこの学校には！」

「ふーん、違ったのか。結けつ構こう怪あやしいと思ったんだけどなー」

　男子生徒は怪け訝げんな顔で俺たちの顔を交こう互ごに見る。かろうじて百瀬の声は聞こえなかったようだが、あまり釈しやく然ぜんとはしていないらしい。

「いやいやー！　俺おれらはしがないミス研けん部員ですから！　それでは本当にありがとうございました！　失礼します！」

　俺は百もも瀬せの手を取り逃げるようにして一いつ旦たんその場を離れた。これ以上ここにいると、百瀬がどんどん墓ぼ穴けつを掘り進んでしまいそうだ……。




　その後、一ひと通とおり聞き込みを終え（毎回フォローさせられてめちゃくちゃ疲れた……）部室に戻ったところで、百瀬に請こわれて入にゆう手しゆした情報を整理する。

「……聞き込みしたのが全部で六人。全員が酒さか井い春はる臣おみが誰だれかを気にしている様よう子すはないと証しよう言げん。むしろ、そういう感情を持ち合わせているように見えない、って回答だったわけだけど」

「ええ」

「この結果だけ見ると、マジで芹せり沢ざわさんの事なんとも思っていないように見えるな……」

「そうですね」

　リップクリームを薄い唇くちびるに塗りつつ、探たん偵ていシートの百瀬はうなずいた。

「やっぱり、絵画にはまって興きよ味うみがなくなったのか……」

　言いながら、ほんの少しだけ胸がちくりとする。今日きよう手に入れた情報は、全て芹沢さんを悲しませる方向に向かっていた。このままいけば、彼女には辛つらい事実を伝えることになるだろう。

　調査結けつ果かを聞いて、彼女はまた泣くのだろうか。あの悲しげな表情で、涙をぽろぽろこぼすのだろうか。俺たちのせいではないとはいえ……何だろう、変な罪ざい悪あく感かんを覚えてしまう。

「今までも何度かお話ししましたが」

　俺の表情に気付いたのか、彼女はリップをポケットにしまって静かに切りだした。薄うす桃もも色いろの唇が自然に潤うるみ、光こう沢たくを放つ。

「あまり芹せり沢ざわさんに感情移いに入ゆうしてしまうと、却かえって彼女のためにもなりませんよ。クライアントに肩かた入いれしてしまえば、先入観をもって調査に臨のぞむことになってしまいます。最悪の場合、結論にもバイアスをかけかねません」

「……まあ、そうかもしれないけど」

　俺はうなずく。

「ですから、感情移入はやめにして事実だけに向かうようにして下さい。それに、先せん輩ぱいの好きなミステリの名探偵たちだって、そうしてきたのではないですか？」

　……百瀬の言うことはもっともだ。

　確かに俺が知る探偵たちも、ストイックなまでに事実を追求し、依い頼らい者しやたちを救ってきた。

　ただ、引っかかるのだ。何というか、「じゃあクライアントが苦しんでも仕方ない、放っておこう」とあっさり納なつ得とくしてしまうのは、間違っている気がするというか。

　やりきれない気分になって、俺は無む言ごんで百瀬の背後に立つと聞き込み中に乱れた髪かみの毛を直し始める。いつものように、百もも瀬せは開いていたノートを閉じて黙だまり込んだ。

　必ひつ死しに頭を働かせているからだろうか、髪かみの向こうから伝わってくる彼女の体温はなんだか普ふ段だんよりも少しだけ高かった。サラサラの絹きぬみたいな髪を指でほどいていくたびに、甘いにおいがふわっと立ち上がる。少しだけ、自分の心しん臓ぞうが鼓こ動どうを速めるのを感じた。

　感覚が他人とずれていて、気き遣づかいも空気を読むことも上う手まくできない百瀬だけど、こういう部分は本当に普通の女の子なのだ。一人の、十六歳さいの、呼吸をして生活している生なま身みの女の子なのだ。そのギャップには、最近妙みようにドキリとさせられてしまう。

「……明日あしたは張り込みに参まいりましょうか……」

　そんな俺おれの気も知らないで、どこかとろんとした口くち調ようで彼女は言った。

「これ以上聞き込んでも新しん情報は出そうにありません。ここからは、足で情報を稼かせぎます……」
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　かくして、翌よく日じつ俺たちは授業が終わると同時に昇しよう降こう口ぐちで待ち伏せし、放課後ごの酒さか井い春はる臣おみの行動を探ることとした。

　実は、俺はこの「張り込み」が結けつ構こう好きだったりする。聞き込みと同様あまりミス研らしい活動とは言えないのだけど、学校の外に出て調査対たい象しようの後を歩いていると、散歩しているみたいでちょっと楽しいのだ。ちょうど今くらいの季節だと、絶ぜつ好こうの張り込み日和びよりだろう。

　……まあ、適当にやってしまうのは芹せり沢ざわさんにも申もうし訳わけないので、きちんと助手としての役割も果たそうとは思うのだけど。百瀬にも怒られそうだし。

　数分ほど下げ駄た箱ばこの陰で息をひそめていると、

「……来た」

　廊下の向こうから長身の男だん子し生徒がやってきた。髪も伸び放ほう題だい。制服もところどころ絵えの具ぐか何かで汚よごれ、なんだか全体的にだらしない印いん象しよう──間違いない、酒井春臣だ。

　まださほど乱れていない髪を頰ほおにこぼしつつ、百瀬は顔を傾けて彼の方を見やる。

「彼が酒井さんですか」

　珍めずらしく、少々驚いた様よう子すだ。

「本当に大きいですね」

　うん、まあでもそれも当然か、百瀬と比べると四十センチ以上の身長差があるわけだし。

「そうだなー、多分学年で一番身しん長ちよう高いんじゃないかな。バスケ部の人らよりでかいっぽいよ」

「そうですか」

　百瀬は下駄箱の陰からさらに身を乗り出し、酒井春臣の行く先を目で追い始めた。

　そんな彼女の背後で、

「……いいよな高こう身長って」

　思わず俺おれはぼやいてしまう。

「俺もあれくらい欲しかったよ。今ちょうど平均くらいだから、中ちゆ途うと半はん端ぱすぎるんだよな。あと十センチあれば、色々違ちがっただろうに……」

　やっぱりこう、背が高いっていうのは人生のいろんな局面においてアドバンテージだと思うのだ。スポーツにおいても恋愛においても、高身長はそれだけで武ぶ器きになる。できれば自分も「野の々の村むら君て背高いよね」というイメージを持たれるぐらいの上うわ背ぜいがほしかった……。

「ていうか、あれだけでかくなると周りの見え方も変わるんだろうなー。ライブとか行った時にステージ見やすいだろうし。百もも瀬せとか、隣となりにいたら頭しか見えなくなりそう」

「どうでもいいですが、先せん輩ぱい、早く行きますよ」

　百瀬の声に我に返った。見れば、酒さか井い春はる臣おみは既すでに靴くつをはきかえ表おもてに出ていくところだ。

「すまん……」

　慌あわてて歩きだすと、百瀬はちらりとこちらを見て、

「まあいいです。でも、もう少しやる気を見せてくれるとうれしいのですが」

　半なかばあきらめたような口くち調ようでそう言った。

　俺も、もう少し百瀬がミステリ研究に興きよ味うみを持ってくれるとうれしいのですが。




　酒井春臣の後ろ姿すがたは、帰き宅たくする学生で賑にぎわう学校前でも簡単に見分ける事ができた。

　足が長いから一歩の歩ほ幅はばも大きいのか、彼は悠ゆう然ぜんと人ひと波なみをすり抜け、駅に向かう坂道を下り始める。自然と俺は大おお股またで、背が低い百瀬は小走りに近い状態でそれを追う形になった。

　秋の涼しい風に吹かれつつ、酒井春臣の後ろ姿を観察する。広くて大きい、それでいてどこか繊せん細さいそうなその背中。

　なんだろう、ただ背の高い生徒が歩いているだけのはずなのに、その後ろ姿からは独特のオーラが放たれているような気がした。もしかしたら、絵画で評ひよ価うかされている、という前まえ情報があってそんな風ふうに見えてしまっているのかもしれないけど。

　そんなことを考えながら、時とき折おり百瀬の方を気にしつつ歩いてると、

「きゃあ！」

　突とつ然ぜん、右手から複数の女生徒の悲鳴が上がった。

　同時に、辺りを通りすぎる一いち陣じんの風。

「──！」

　その刹せつ那な、俺はある予感を察さつ知ちした。視線を瞬しゆ時んじに悲鳴のもとへ向ける。

　……思った通り、そこには強めの風によってスカートを見事にめくりあげられた女生徒三名がいた。一いつ瞬しゆん、各おの々おのの下着が目に入る。左から、水色、ピンクの横じま、薄黄き色いろのチェック。

　ふむ、思わぬ形で張り込みの臨りん時じ収入が入ったな。まあ、ミス研活動ができない分これくらいのラッキーはあってしかるべきだろう。

　静かに幸福を嚙かみしめつつ、ごくなんでもない表情で視線を前に戻すと、

「先せん輩ぱいはああいうのが大好きなのですね」

　左隣から、不ふ意いに百もも瀬せのそんなセリフが聞こえた。

「調査中だというのに、女の子のパンツを見て大喜びとは。やらしい」

　見れば、妙みような冷たさをはらんだ目つきで百瀬がこちらを見ていた。いつの間にかその髪かみはややボリュームアップしている。桜さくらの開花にたとえれば、三さん分ぶ咲ざき程てい度どだろうか。

「……お、大喜びはしてないだろ、ていうか、男は見ちゃうもんなんだよ、ああいうの」

「勝かつ手てに男の子をひとくくりにしないでください」

　俺おれの正当な反はん論ろんを、百瀬はばっさり袈け裟さ斬ぎりにする。

「事実そうなんだって。なんかこう、本ほん能のうみたいなもんなんだよ……」

「そうですか？　少なくとも、酒さか井いさんは見ていませんでしたよ」

「……マジ？」

　視線を前に戻すと、女じよ生徒のそばにいる男子一いち同どうは皆が皆「いいもの見たぜ」的な満足げな表情で歩いている。俺自じ身しんも、きっとつい先ほどまでああいう顔をしていたのだろう。

　だが……その幸福な空気感かんあふれる一いつ帯たいで、異い質しつな気け配はいを放っている者がいた。

　酒井春はる臣おみだ。

　彼は何かをつぶやきながら、絵の題だい材ざいでも探すように周囲の住宅街がいをじろじろ眺ながめて歩いていた。その目は真剣で、なんだか気き迫はくすら放っているように見えて……彼が至し近きん距離で繰り広げられたパンチラ×３（しかも全員結けつ構こう可愛かわいい）に全く関心がないことは明らかだった。

「酒井さん、先ほどからずっとあのような様よう子すでしたよ」

　とどめでも刺さすような顔つきで百瀬は言う。

「それでも先輩は、男の子はみなパンツを見たがるものだと主張されますか？」

「いやいや、あれがレアケースなんだって。ていうか、マジで異い性せいに興きよ味うみないんじゃないか？　あの様子だと」

「性欲の強さの基準を自分に置くのはどうかと思います」

「じゃあ実際周りの男たち見てみろって！　皆なんか幸せそうな顔してるだろうが！」

「天気が良くて上じよ機うき嫌げんなだけでは？」

「ちげーよ！　パンツ見えたからだよ！」

「人混みの中で大声でパンツとか言うのはやめていただけます？」

「あっ、ごめん……でも、本当に男はみんな──もふ！」

　瞬しゆん間かん、体が何か温あたたかいものにぶつかった。

　しまった、話に夢むち中ゆうになっていたせいで誰だれかに追つい突とつしてしまったらしい。

　慌あわてて一歩下がり、

「すみません、前ちゃんと見てなくて……」

　そう謝りかけた俺おれは、目の前に立っていた人物に絶ぜつ句くした。

　──酒さか井い春はる臣おみだった。

　いつの間にか彼はその場に立ち止まり、俺たちの方をじっと見ていたのだ。

　……やばい。もしかして、尾び行こうしているのを気付かれたか？　失しつ恋れん探たん偵ていにつけられているってばれちゃったか？

「……す、すんませんでしたホント……行こうぜ百もも瀬せ」

　言って、俺は百瀬の手を引き足早に歩きだした。こういう時はさっさと逃げるに限る……！　というか、それ以外に取れる手段がない！　が、

「あ、あの……」

　逃げかけた背中にそんな声を投げかけられた。

「ちょっと……待ってください……」

　低音成分のきいた、深い声。不ぶ器き用ようそうなニュアンスも滲にじんでいる。

　振り返ると、酒井春臣は何か言いたげにこちらを見ていた。

「なんでしょうか？」

　背中に嫌いやな汗あせが流れる。もしも俺たちの素すじ性ようがばれていたら……クライアントに迷めい惑わくをかけてしまう。ハラハラしながら彼のセリフを待ったが、

「あの……」

　酒井春臣が続けた言葉は、少しだけ意い外がいなものだった。

「お願いが……あるんです……」




　数十分後。

「すみません……では、しばらくその姿勢でいてください……」

　朴ぼく訥とつとした声こわ色いろでそう言って、酒井春臣は鉛えん筆ぴつを手に取った。

「すぐに終わらせるので……」

　彼が黙もく々もくと手を動かし始めたところで俺はため息をつき、

「……何で……こんな目に……」

　思わず、そうこぼしてしまう。

「こんなはずじゃ……なかったのに……」

「調査のためです、我が慢まんしてください」

　そう言う百瀬の声は、いつも通りの平然としたものだった。ボリュームこそできるだけ下げているものの、特にしんどそうなニュアンスは滲んでいない。

「確かにきつい体勢かもしれませんが、耐えるしかありません。頑がん張ばりましょう」

「そうだけど……」

　言って、俺はため息をつく。

「こんな格かつ好こうする必要があったのかよ……」

　ここは学校から徒と歩ほ二十分ほど離れた位置にある酒さか井い春はる臣おみの家だ。

　その二階にある彼の自室で、俺おれたちは彼の絵のモデルとしてポーズをとっていた。

　どうやら、坂の途とち中ゆうで俺たち二人の姿すがたをたまたま目にした彼は何らかのインスピレーションを感じ取ったらしい。どうしても、あなたたちの絵を描きたいのだと真ま面じ目めな表情で依い頼らいしてきたのだ。平均レベルのルックス（だと信じたい）のフツメンと、そこそこ可愛かわいいとはいえ髪かみぼさぼさのちびっこ女子の並びに彼が何を見出したのかはわからないのだけど、お願いします、と頭を下げるその声こわ色いろは真剣だった。

「直接話を聴きくチャンスです」

　との百もも瀬せの主張もあり、俺たちはその依頼を受けることとした。個人的にも、有名画が家かのモデルになるっていうのには興きよ味うみがあったし。

　ただ──実じつ際さい彼の家を訪れ、言われた通りにポーズをとった俺は今……非常にしょっぱい気分になっていた。

　彼が要求したポーズは……実に不ふ可か解かいなものだったのだ。

　何と言えばいいのだろう、ヨガにいそしむ二人の人間が高速で衝しよう突とつして絡からみ合ってしまった感じというか……隣となり合って生はえた木が、お互たがいに奇きみ妙ような形で絡まりあって成長してしまった感じというか……。

　二人のポートレイト的なものを描いてもらえるのではと期待していたのだけど……さすがに、この状況を絵にしたものが、俺と百瀬をまともに描びよう写しやしたものになるってことはないだろ。

　ちなみに現在、百瀬の頭は俺の足の間からにょきりと出て酒井春臣の方を向く形となっている。ゆえに、彼女の声は自分の股こ間かんの辺りから聞こえるわけで……何だろう、その方向に話しかけると女の子の声が返ってくるというのは、なかなかに異常な状況だった。倫りん理り的に大だい丈じよ夫うぶなのかもちょっと心配になる。多分大丈夫じゃない。

「はあ……」

　ため息を吐つきつつ部屋の中を見渡す。

　随ずい分ぶんと殺さつ風ぷう景けいだった。家具はほとんどないし、ところどころにイーゼルやキャンバスなんかが転がっているだけ。一応片かた隅すみにベッドがあるおかげでかろうじて人が暮らす空間であることはわかるのだけど、パッと見はどこかの使い古されたアトリエにしか見えない。

　……なんだかふと、この部屋には見覚えがある気がした。間ま取どりの感じだとか、わずかに置いてある家具のデザインだとか……。

　少し考えてすぐに気付く。芹せり沢ざわさんが俺たちに見せてくれた写メだ。小学生時代の彼らが映っていた写メの背景が、この部屋だったのだ。随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きは変わってしまったけれど間違いない。窓の位置やベッドの配置は全く変わっていない。

　しかし……あの画が像ぞうにあったクマのぬいぐるみは、どこにも見当たらなかった。




　一時間ほどで作業は終わった。彼はその場に立ち上がり、何かを確かく認にんするようにこちらとスケッチブックを交こう互ごに見てから、

「……できました……ありがとうございました」

　そう言って、不ぶ器き用ようそうに頭を下げた。

「いえいえー、お安いご用です」

　体の節ふし々ぶしに痛みを覚えつつ、ようやくポーズを解く。百もも瀬せはさほど疲れた様よう子すもなく俺おれの股また座ぐらから頭を抜くと、身だしなみでも整える様ような顔つきで髪かみをくしゃくしゃと搔かいた。

「えっと……どんな感じになったんですか？」

　関かん節せつを伸ばしつつ期待二割不ふ安あん八割で尋たずねると、

「ああ、こんな感じ……」

　酒さか井い春はる臣おみは、おずおずとスケッチブックをこちらに向けた。

　……思わず、押し黙だまってしまった。

　なんと形容すればいいのかわからないシュールな絵画が、そこにはあった。

　いや、上う手まいのはわかる。多分、こういう絵を描けるってことは、間違いなく技術もセンスもあるのだろう。素しろ人うとながらもそれくらいは理解できる。ただ……俺の目にはその絵が意味不ふ明めいな構こう造ぞう物ぶつがぐちゃぐちゃにわだかまっているだけのものにしか見えなかった。何を目的として描かれたものなのかも、これを描いた作者が評ひよ価うかされている理由も全くわからなかった。俺と百瀬の絡みのどこを抽ちゆう出しゆつすれば、こんな結果になるのだろう……。

　それでも、見せてもらった以上ノーコメントでいるわけにもいかない。俺は必死に感想を捻ひねりだす。

「あー、で、でもやっぱりすごいっすね！　何かこう……その、こんがらがり具合が……何かを表現しているようにも見える感じで……」

　……ダメだ全然うまく言えない！

「でも逆に……何も表現していないようにも見えなくもないところが……なんかもう……半はん端ぱないっていうか……」

　あああ、無む理りに褒ほめようとすればするほどに、自分が何を言っているのかわからなくなる……。焦あせりを覚えつつ必死に続ける言葉を考えていると、

「いつもこんな風ふうに、モデルは気になった人に声をかけていらっしゃるのですか？」

　隣となりの百瀬が質問を投げかけ始めた。

「特とく定ていの人、例えば恋人などの近しい人には頼んだりはしないのでしょうか？　なんとなく、画家さんには奥さんや恋人を題材にすることが多いイメージをもっていたのですが」

　……そうだよな、ちょっとだけ忘れかけていたけれど、俺たちが絵のモデルになったのはこうやって直ちよく接せつ話を聴きくためだったのだ。今回ばかりは、百瀬の事務的トークに助けられた……。

「いえ……恋人はいないので、人を描くときは知り合いに頼むことが多いです……」

　少々うつむき、低い声で酒さか井い春はる臣おみは答えた。

「いつも取しゆ材ざいしてくれる記者とか、スタッフの人とか……」

「そうですか。恋人はいらっしゃらないのですか。やはり、画家としての活動が多た忙ぼうなため、色いろ恋こい沙ざ汰たにうつつを抜かしている余よ裕ゆうがない、ということなのでしょうか」

「……ううー、うつつを抜かすというより、考えたこともないです、恋愛とか……」

　考えたこともない、か。

　相変わらず朴ぼく訥とつとした彼の声こわ色いろが、その言葉に噓うそがないことを如によ実じつに物語っている気がした。

「なるほど。お知り合いにモデルをお願いするということは、お友達を描いたりもされるのですか？」

「……いえ、そういうことはないですね……学校でもあまり人としゃべらないので……基本、絵の関係の人で……」

「やはり、こうやって第一線で活かつ躍やくされていると、同い年のクラスメイトとはあまり感覚が合わないのでしょうか？」

「……いえ、そんな……感覚が合わないというより、特に親しい人もいませんし……それに、今は本当に、絵にしか興きよ味うみがなくて……」

　そのセリフに、思わず百もも瀬せの顔を見る。しかし、彼女の表情に特に変化は見られなかった。

「そうですか」

「ええ……」

「……」

「あの、立ち入ったこと聞いちゃってすみません。こいつ、世せけ間んば話なしが好きで……」

　会話が途と切ぎれたところでいつも通りフォローに入ると、

「いえ……では、見送ります……」

　言って、彼は俺おれたちの前に立って部屋を出た。




　玄げん関かんに向かう途とち中ゆうの廊下で、突とつ然ぜん百瀬が立ち止まる。何ごとかと目をやると、彼女は扉とびらが開けっ放しにされた納なん戸どをじっと見ていた。中にはデッサン用だろうか、石せつ膏こう像ぞうやらその他画材やら、部屋から持ちだされたらしい家具がごちゃごちゃと詰め込まれていた。

　そしてその奥の方には──芹せり沢ざわさんが彼にプレゼントしたクマのぬいぐるみがあった。

　ほこりをかぶり、ひっくり返った状態のそれは、そこに放ほう置ちされてかなり経たっているのがはっきりとわかるほどに薄うす汚よごれていた。

「……どうしました？」

　酒井春臣が振り返って尋たずねる。

「いえ、あのぬいぐるみが気になりまして」

　言って、百もも瀬せは納なん戸どの奥を指さした。

「あれは、酒さか井いさんのものですか？　ずいぶんと、可愛かわいらしいですね」

「……ああ、以い前ぜん知り合いにもらったんですが……」

　興きよ味うみなさげにそう言って、彼は再び歩き出した。

「絵を描くのに邪じや魔まだったので、しまいました」

「そうですか」

　やや乱れた髪かみを揺らしつつうなずくと、百もも瀬せも彼の後を追ってとととと、と玄げん関かんに向かった。




　お礼に、と彼の個展のチケットをもらってから、俺おれたちは酒井家けを後にする。

「これで……確定だな……」

　大通りに出たあたりで、俺はため息混まじりにそうこぼした。

「本人のあんな態度見みちゃったら、もう他の可能性は考えられないわ。それにあのぬいぐるみ……あんな風ふうに放っておくってことは、酒井春はる臣おみは本当に芹せり沢ざわさんに興味がないんだ……」

　うん、どう考えてもやはり間違いないと思う。

　酒井春臣は芹沢さんの事を気にかけていない。

　絵画に夢むち中ゆうで、彼女のことを意い識しきの端はしにもとどめていない。

「そうですね、現状はそのようにしか判はん断だんできません」

　膝ひざで鞄かばんをぽむぽむ蹴けりつつ歩いている百瀬も、そう言ってうなずいた。

「周囲への聞き込み、本人への聞き込み、あのぬいぐるみ。その全てから、彼が芹沢さんを特別に思っている様よう子すはまったく見られませんでした」

　なるほど……じゃあこれで、二人の考えはまとまったようだ。

　依い頼らい者しやにとって──最も不幸な結論に。

　芹沢さんの予想は、残ざん酷こくな形で的てき中ちゆうしてしまったのだ。

　悲しむ彼女の表情を想そう像ぞうして少しだけ凹へこんでしまう。

　これまでも何度かそういう場面は見てきたが、だからと言ってそれに慣れることは出来ないし、百瀬のようにドライになりきることも出来ない。

「……調査結けつ果か、報告するか……」

　言って、俺はスマホをポケットから取りだした。

「芹沢さんにもメール送っちゃうな……」

　メールアプリを起き動どうさせると新しん規き作さく成せい画面を呼びだし、送り先に芹沢さんのアドレスを入れる。クライアントへのアポ取りも俺の仕事だ。

　しかし、

「日にちは明日あしたで大だい丈じよ夫うぶか？　別に、特に予定もないよな？」

　尋たずねつつ隣となりに目をやると……いつのまにやら百瀬は顎あごに手を当て視線を地面に落としていた。

「……百もも瀬せ？」

「はい」

「どうしたんだよ？」

　尋たずねると、百瀬は一度「ううん」と唸うなり、

「本当にそれで確かく定ていなのでしょうか」

　ポツリとつぶやくようにそう言った。

「本当にただ、酒さか井いさんの頭には絵画のことしかないのでしょうか？」

　……こいつ、この結けつ論ろんに納なつ得とくしていないのか。

「……んー。でも、百瀬も正直そうであるようにしか見えなかったんだろ？」

「ええ、先ほどの様よう子すを見る限りでは」

　百瀬はうなずく。

「ただ、私はまだ『酒井さんが芹せり沢ざわさんを気にかけていない』と確定したとは思えないのです」

「……何でだよ？」

「……」

「おい……」

「……」

　黙だまり込む百瀬。何かを全力で考えているらしく、彼女は右手で髪かみをわさわさ搔かきはじめた。

　……こうなってしまえば、もうこいつから何かを聴ききだすのは無む理りだろう。自分の思し考こうに迷い込んだ百瀬をそこから連れだすのは難しい。とりあえず、芹沢さんを呼びだすのはもうちょっと待った方がよさそうだな……。

　スマホをポケットにしまい、お互い無む言ごんのまま帰り道を歩いた。

　大型スーパーの前を抜け駅前を通り過ぎ、鮮せん魚ぎよ市いち場ばを越える。

　橙だいだいが滲にじみ始めた空を眺ながめながら、一いつ体たい百瀬は何に引っ掛かりを覚えているんだろうと考えた。さっき本人も認めたとおり、酒井春はる臣おみが絵画以い外がいに興きよ味うみを持っていないのは間違いない。それなのに、どこにまだ考える余よ地ちがあるっていうんだろうか……。

　と、そこで俺おれはふと──あることを思いつく。

「……あーそうだ、あのさ」

　改めて、百瀬にそう切りだした。

「明日あしただけど、酒井春臣の個展行かないか？　せっかく俺ら、チケットもらったし」

　無む視しされるかもしれないと思っていたが、百瀬はやや驚いた表情でこちらを向いた。

「先せん輩ぱい、ああいった絵画に興味があるのですか？」

「ああ、いや、そうではないんだけど……芹沢さんから彼が離れるようになった原因を、きちんとこの目で見ておこうと思ってさ」

　何となく、自分にはそうする義ぎ務むがある気がした。芹沢さんに辛つらい事実を伝える可能性があるなら、俺おれと百もも瀬せは出来る限りそのバックグラウンドについても知っておくべきなんじゃないかと。何ていうかこう……一種の誠せい意いみたいなものとして。

　百瀬はしばらく黙だまり込み、一通り髪かみの毛を搔かきまわしてから、

「そうですか」

　こくりとうなずいた。

「あまり興きよ味うみがないのですけど、先せん輩ぱいがそうされるなら、私も参まいりますよ」
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　入り口に掲かかげられたボードには、「酒さか井い春はる臣おみ個展　未来」と書かれていた。

　彼の絵のモデルになった翌よく日じつ。駅の近くのギャラリーにて。

「ここですね」

　その前に立ち、百瀬は入り口から中を覗のぞき込む。ちなみに今日きようの彼女は私し服ふく。ミリタリーっぽいデザインのブルゾンにクシュっとした白いワンピース、足あし元もとはショートブーツといった出いで立たちだ。

「一応、昨さく晩ばん色いろ々いろ調べてきたのですが、今回の個展は、酒井春臣さんが『未来』という言葉を元に湧わき上がったイメージを作品にし、それをまとめて展示した一種のテーマ展らしいです」

「なるほど」

「札さつ幌ぽろでやる方が本ほん番ばんで、いわばここでやってるのはプレイベントみたいなものらしいのですが、既すでに目ざとい絵かい画が関係者が雑ざつ誌しやネットで絶ぜつ賛さんを繰り広げているようですね」

「へー」

　そうなんだ……。「プレイベント」だとか「目ざとい関係者」だとか、なんだか現実味のないフレーズだな。昨日きのう俺たちの絵を描いた男子は、やっぱり凄すごい人だったらしい。あまりそのことを実感としては感じ取れなかったのだけど、そう言う話を聴きくと芸術関かん連れんのセンスが全くない俺でもどれだけ彼がずば抜けているのかを少しだけ理解することができた。

　つーか百瀬、わざわざ調べてきたんだな。なんだかんだでちょっと楽しみだったのか？

「では、参りましょう」

「おう」

　言い合って、俺たちはその狭い入り口をくぐり、ギャラリーに足を踏み入れた。




　展示されている絵は、一いつ見けん何の脈みやく絡らくもないように見える抽ちゆう象しよう画がばかりだった。

　淡あわい色合いがひたすら重ねられたもの。冷たい色で描かれた立方体が幾いく重えにも重なっているもの。無む数すうの色が乱らん雑ざつに塗られただけに見えるもの。サイズもタイプも様さま々ざまな絵が、ギャラリーの真まっ白しろな壁に掛けられていた。

　はっきり言ってしまおう、俺おれはその価か値ちを全くもって理解できなかった。専門家がどの辺りを評ひよ価うかしているのかもわからなかったし、好きだという人の気持ちも想そう像ぞうできなかった。

　この絵を描くために酒さか井い春はる臣おみが芹せり沢ざわさんを遠ざけたのだと思うと、なんだかやりきれない気分になる。

　もちろん、自分のセンスが悪いから理解できないだけで、実際はこれらの絵画は素す晴ばらしいものなのだろう。それでも、芹沢さんの悲しげな表情を思いだすと、なんだか胸の奥がもやもやしてしまう。

　妙みような義ぎ務む感かんを覚えて途とち中ゆう退出する気にもなれず、俺はきちんと全ての作品を見て回った。そしてその最さ中なか、ぼんやりといくつかの小しよう品ひんを眺ながめつつ、ふとあることに気が付いた。

「……ん？」

「あ、これ……」

「こっちのにも入ってる」

　──今回展てん示じされているどの作品にも、常に共通して描かれているモチーフがあるのだ。

　楕だ円えん形けいの、複雑な文もん様ようを持った、小さなモチーフ。

　うっかりすれば見落としてしまいそうなのだけど、間違いない。全ての絵画に、その楕円形は描き込まれていた。もしかしたら、酒井春臣のサインのようなものなのかもしれない。

　ギャラリーを出ると、俺より少し遅れて百もも瀬せが出てきた。その手には、今回の個展のパンフレットがあった。どうやら、出入り口付近で販はん売ばいしていたものを買ったらしい。

「どうだったよ？」

　何の気なしに尋たずねると、

「素す晴ばらしかったです」

　短く百瀬は答え、俺と同じようにギャラリー向かいのガードレールに体重を預けた。

「最初はちょっと理解できないと思ったのですけど、なんでしょう、いつの間にか心を奪うばわれている自分に気がつきました」

「あー、そうなんだ」

　やっぱり、俺のセンスが悪いだけなのか……。ギャラリー内では、中学生くらいの男の子も目を爛らん々らんと輝かせて作品を見てたし。

「それから、常に同じモチーフが描き込まれているのも気にかかりました」

「あ、あれだろ？　あの楕円形のやつ。俺も気になったんだよな。サインみたいなものなんだろうか？」

「どうなのでしょう。私もそれを知りたくて、これを買ってみたのですが」

　百瀬はパンフレットを掲かかげてみせる。

「どこかで言げん及きゆうされているでしょうか」

　言って彼女はうつむき、ぱらぱらとページをめくり始めた。

　ふと、彼女の髪かみが目に入る。ギャラリーに入る前まではサラサラだったのに、今はずいぶんと乱れてしまっていた。きっと絵画を見ながら搔かいたのだろう。整えてやりたくてうずうずするが、さすがに人前で女子の髪をいじくるのも恥はずかしい。

　もどかしい気持ちのまま、俺おれはパンフレットのページを繰る百もも瀬せを眺ながめた。

「ありましたね」

　しばらくして、彼女の視線があるページで固定される。

「お、なになにどんな感じ？」

「ちょっと待っててください」

　言って、彼女は無む言ごんでその紙面を読み始めた。しかし、数秒ほどしたところで突とつ然ぜんそれをぱたりと閉じこちらを向く。

「先せん輩ぱい」

「ん？　どうだった？　やっぱりあれ、サインだった？」

「いえ、そうではなくて、私、気付きました」

「……へ？」

「気付いたのです」

　そう言う彼女の眼めには──高こう揚ようの色が滲にじんでいた。

　すぐに理解する。

　こいつは「依い頼らいに関する重要な事実」に気が付いたのだ。何か俺たちが見落としていた事実に気が付いたのだ。

　今までもそうだった。彼女は探たん偵てい業ぎよ務うむにおいて何かひらめいた時に、こんな風ふうにその表情に高揚を滲にじませる。目の前でクライアントに泣かれても動じない百瀬が、はっきりと気持ちの高ぶりを表おもてに出す。

「先輩、ここに誘さそってくれてありがとうございます。おかげで重要な事実に気付くことができました、お手て柄がらですよ」

「そ、そうか……」

「ただ、問題は証しよ拠うこをどう用意するかですね。このままでは何も裏付けがないためまだ報告できません。とりあえず、私、単独で色々と動いてみます、聞き込みもしませんからフォローがなくても大だい丈じよ夫うぶですし、小こ回まわりが利く方がよさそうなので」

「お、おう……」

「申もうし訳わけありませんが、しばらくは部室待たい機きでお願いします」

　何が何だかわからなくて、俺はぎこちなくうなずくことしかできなかった。
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　翌よく週しゆうの木曜。放課後。

　ミス研の部室内で俺おれたちは定位置につき、芹せり沢ざわさんと向かい合っていた。前日「証しよ拠うこを用意できました。芹沢さんに連れん絡らくしてください」と百もも瀬せから依い頼らいを受け、さっそく、結けつ果か報告の場を設けたのだ。

　この一週間、百瀬はほとんど部室に顔を出さなかった。家で調べものだ、と言ってすぐに帰ってしまったり、会わなきゃいけない人がいる、と言ってどこかへ行ってしまったりで。俺としては本を読む時間が確かく保ほできてありがたかったのだけど、そのうち諸もろ々もろ（百瀬が一人で失敗しないかとか）心配になって、そわそわしたまま一週間を過ごすことになってしまった。

「……ふう」

　ノートを開き、俺はちらりと部室内を窺うかがう。

　寒さが日々深まっていくこの頃ころだが、なんだか今日きようは日差しが暖かい。この部屋に差し込む陽よう光こうも、赤みを含んで辺りを穏おだやかに照らしている。

　しかし、

「……うぅ」

　そんな中、芹沢さんの表情にはあからさまに緊きん張ちようが滲にじんでいた。前回話を聴きいたときもかなりのものだったけど、今回はあの時とき以上のガチガチぶりだ。顔色はどこかさえないしその手はぎゅっと握られ、額ひたいには汗あせが浮かんでいる。そんな風ふうに追い詰められたような表情をされてしまうと、こちらも何だか心苦しくなってしまった。

　百瀬はどんな話を芹沢さんにするんだろうか。酒さか井い春はる臣おみが芹沢さんに恋をしていないのは恐らく間違いない。いや、正直なところ「全く興きよ味うみがない」と断言してしまってもいいのではないかと思う。そんな状態で……彼女は一体何に気付いたっていうんだろうか……。

「それでは、調査結果を報告させていただきます」

　一度髪かみを搔かいてから、落ち着いた口ぶりで百瀬は話し始めた。

「は、はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

　芹沢さんは一度立ち上がり、すごい勢いで頭を下げてから椅い子すに座り直した。

「まず、今回私たちは酒井さんのクラスメイトへの聞き込みと、本人への質問という形で調査をさせていただきました」

「ほっ、本人への質問ですかっ!?」

　芹沢さんは驚きの声を上げる。

「はい、ですがご安心ください。たまたま向こうから声をかけられ、その流れで二、三尋たずねただけですので。私たちが失しつ恋れん探たん偵ていであることや、芹沢さんに依頼をいただいて動いているということは、酒さか井いさんには明かしていません」

「そ、そういうことですか……ごめんなさい、驚いてしまいました……」

　ほっとしたらしく、芹せり沢ざわさんは息を吐きだした。が、

「本人への聞き込みからわかったことは」

「……はいっ」

　百もも瀬せのセリフに、一いつ瞬しゆんでその顔に緊きん張ちようの色が戻る。

「酒井さんは、本当に絵にしか興きよ味うみを持っていない、ということでした」

　ほとんどタメもなくそう告げた百瀬に、思わず耳を疑ってしまう。そういうことはクッションを交えつつ伝えるべきだろ……！　いきなり言われるのはきついだろうが……！

　しかし彼女は、さらに厳きびしい言葉をつらつらと重ねていく。

「私が尋たずねた際、彼は言いました。自分には特に親しい人はいない。ただひたすら、絵にしか興味がないのだと。私も助手も、その言葉に噓うそはないと感じました。酒井さんが誰だれのことも大事に思っていないのは、恐らく間違いないものと思われました」

　……沈ちん黙もくが訪れる。

　百瀬の後ろにある窓から、運動部の掛け声がかすかに聞こえてきていた。

　その瞬しゆん間かんだった。

　──芹沢さんの目から、涙がぽろぽろとこぼれ始めた。

　大おお粒つぶの雫しずくがその頰ほおを伝い、ぽたぽたと音を立てて彼女の制服の上に落ちる。

　しかし芹沢さんはそれをぬぐいもせず、

「……そっ……そうですか……」

　崩くずれそうなほどにその声を震わせ、絞しぼりだすように言った。

「そうですよね……もう春はる臣おみにとって私は……なんでもない……い、いてもいなくても変わらないような存在で……」

　涙は止まる気け配はいを見せない。それでも、俺おれはそれを拭ふいてあげる事も止める事もできない。

「そんな私が彼を……す、好きになったのが、間違いだったんですよね……」

　胸が締しめ付けられる。

　芹沢さんは、ずっと酒井春臣が大切だったのだ。それこそ、小学校の時からずっと彼を思い続けてきたのだ。その気持ちが……こんな結末を迎えるなんて。

　こんな失しつ恋れんで終わってしまうなんて。

　しかし、

「──ただ、私はあることに気が付きました」

　その空気を寸すん断だんするように、百瀬が平へい坦たんな声こわ色いろで切りだした。

「これを見てください」

　彼女が取りだしたのは、先日個こ展てんで購こう入にゆうしたパンフレットだ。作品の写真が載のっているページを開き、百もも瀬せは説明を始める。

「ご存ぞん知じかもしれませんが、今回の酒さか井いさんの個展のテーマは『未来』でした。彼が自分の中で今後の世界や自分の生活をイメージし、それを抽ちゆう象しよう的な絵画に落とし込んだんですね」

　ページをめくり、百瀬はいくつかの作品を芹せり沢ざわさんに見せる。

「ご覧らんいただいているとおり、明るい色しき調ちようのものから暗い色調のもの。何が描いてあるのかかろうじてわかるものから全くわからないものまでさまざまあるのですが、全ての作品に共通して登場するモチーフがあります」

　彼女は冊さつ子しの中でも最も大きな作品写真が載のっているページを開き、一点を指で示した。

「この、楕だ円えん形けいのモチーフです」

　芹沢さんはようやく涙をぬぐい、そのパンフレットを覗のぞき込んだ。

「この冊子には美術雑ざつ誌しの編へん集しゆう長ちようと酒井春はる臣おみさんの対たい談だんが載っているのですが、そこでこのモチーフについて言げん及きゆうされています。読み上げましょう。『この楕円は、時とき折おり僕の作品に登場する物なのですが、実のところこれが何なのかは僕自じ身しんわかっていません。ただ、描きたい色や構こう図ずをイメージした時に、ふと浮かんでくるものなのです。もちろん、このモチーフが浮かばない作品もあるのですが、今回未み来らいをイメージしながら作品作りを進めたところ、全てに入ることとなりました。おそらく、僕の中で何か重要な意味を持つ物なのだと思います』」

　読み終わり、百瀬はパンフレットを持ち上げるともう一度作さく品ひん写真のページを開く。

「見み覚おぼえがありませんか？」

　芹沢さんは真剣な面おも持もちでしばらくそれを眺ながめてから、

「……えっ、えっと……ごめんなさい……わかりません……」

　自分を責めるような口くち調ようでそう言ってうつむいた。

「というかその……私には何が描いてあるのかも……ちょっとわからないです……」

「そうですか。まあ、わからなくて当然ですよ。芹沢さんには、こういう風ふうに見えませんから」

　言って、両手でぐしゃりと髪かみを搔かくと百瀬はその場に立ち上がった。クライアントへの報告中に彼女が席を立つのは珍めずらしい。そのまま百瀬は芹沢さんの隣となりまでてこてこと歩み寄ると、

「失礼します」

　そう言って彼女の頭に手を伸ばし──髪飾かざりをぱちりととりはずした。

　鳥の模も様ようが彫ほられた、丸い髪飾り。

「この髪飾り、かわいいですよね。昔、好きな子役がテレビでこれを着けているのを見て、私も憧あこがれていました」

「あっ、はいっ……そうですよね……実は私もあれを見て、両親に買ってもらったんです……」

　髪かみ留どめのあった辺りを触りつつ、ぎこちなくうなずく芹沢さん。ふむ、そうなのか。それなりに有名なものだったんだな……。

　と、百もも瀬せはそれをおもむろに自分の頭まで持って行くと──左耳の上の辺りに取り付けた。

「!?」

　何してんだこいつ……！　何勝かつ手てに人のアクセサリー着けてんだよ……！

　彼女の隣となりで、椅い子すに座ったままの芹せり沢ざわさんもぽかんと口を開けている。しかし、百瀬は俺おれたちの表情も意に介かいさずに、

「すみません、一度、お立ち頂いただけますでしょうか？」

　芹せり沢ざわさんをその場に立ち上がらせると自分も隣に並んだ。そして、

「さて、四十センチほど、とのことでしたからこれくらいでしょうか」

　意味の解わからないことを言いながら膝ひざを曲げ、身をかがめた。

「芹沢さん、そこに立ったままでこちらをご覧らんください。そうすれば、酒さか井い春はる臣おみさんが描いたものの意味がわかりますので」

「は、はい……」

　いぶかしげな表情で視線をそちらに向ける芹沢さん。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「……えっ」

　その目を見開くと、彼女は口くち元もとに手を当てた。

「う、うそっ……」

　……何だ？　いったい何に気付いたんだ？

「では、次に先せん輩ぱい」

　言って、百瀬は今度は俺のところまで歩いてくる。

「立ってください」

「……おう」

　言われたままに立ち上がると、彼女は突とつ然ぜんこちらに身を寄せ、再びその場に小さくしゃがみ込んだ。

「こちらを見てみてください」

　体が密みつ着ちやくしていることにドキドキしつつ、視線をそちらに向ける。当然、目に入るのは百瀬の頭だ。

　普ふ段だんから隣に立っている時に目につくのは主にその黒くろ髪かみなのだけど、さらに彼女がしゃがんだ今は頭とう頂ちよ部うぶ付近まで見渡すことができた。側そく頭とう部ぶには例の髪飾かざりがある。正面から見ると円形のそれは、真ま上うえから見ると楕だ円えんに見えた。そして、その表面に浮かんでいる鳥の文もん様よう……。

「……これは！」

　──ようやく気付いた。
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　これだ。

　酒井春臣の作品に描き込まれていたのは、これだ。

　角度がつき、楕だ円えん形けいに歪ゆがんで見える髪かみ飾かざり。

　慌あわてて冊さつ子しを確かく認にんすると、間違いない、モチーフの楕円形の中の模も様ようと、髪飾りの陰いん影えいが完全に一致している。

　そしてすぐに、百もも瀬せが身をかがめている理由も理解できた。

　これは──彼女と酒さか井い春はる臣おみの身長差さを再現しているのだ。酒井春臣の身長が百九十センチを超える程ほど。芹せり沢ざわさんは恐らく、百五十センチちょっとだろう。その差は、ちょうど四十センチ程てい度どになる。必然的に、酒井春臣の目と彼女の髪飾りも、同じくらいの高低差になるわけで……つまりこのモチーフは──背の高い彼の目め線せんから見た、鳥の模も様ようの髪飾りだったのだ。

「おそらくですが、酒井さんの想そう像ぞうする『未来』には、常に隣となりにあなたがいるイメージがあった、ということなのだと思われます」

　曲げていた膝ひざを伸ばし、百瀬が芹沢さんに告げる。相変わらず、小こ憎にくらしいほどに落ち着いた表情で。

「本人はまったく自覚のないまま、未来のビジョンの中に芹沢さんの存在を見出していたのではないかと」

「な、なるほど……でも……うーん」

　それを受けて、芹沢さんは半はん信しん半はん疑ぎの表情だ。

「あの、ごめんなさい。なんだかうまく信じられません……。このモチーフが本当に私だなんて……」

「そうですね」

　百もも瀬せはうなずき、探たん偵ていシートに戻る。

「確かに、ここまでの話はあくまで私による『酒さか井いさんの心理の推すい測そく』でしかありません。調査結けつ果かとしては、証しよ拠うこが欠けています。なので先日、私はその考えの裏付けを取るべく、もう一いち度ど酒さか井いさんに会いに行きました」

　……そんなことしてたのかよ。会わなきゃいけない人って、彼の事だったのか……。

「私は彼に話しました。個展の絵に描かれていた楕だ円えんのモチーフの意味がわかったかもしれない。確実にそうだとは言いきれないが、もしよかったら説明したいので、放課後ご話せないかと。さすがの彼も絵に関わることには興きよ味うみがあったらしく、時間を作っていただけました。そこで、私はこの画が像ぞうを見せたのです」

　言って、彼女は携けい帯たいを操あやつり別の画像を表ひよ示うじする。映し出されたのは、ちょっと古めのデザインの服を着た女の子の画像だった。そして、その髪かみには──芹せり沢ざわさんがしているのと同じ、鳥の髪飾かざりがつけられていた。そうか、これがさっき二人が話していた子役だな。

「酒井さんは、驚いた様よう子すだったもののすぐに話を呑のみ込んでくれました。楕円のモチーフがこの髪飾りであると気付いてくれたのです。彼はその場でノートを開き、一いつ心しん不ふ乱らんに何か絵を描き始めました」

　芹沢さんは緊きん張ちようの面おも持もちでこくりとうなずく。

「一時間ほどで、スケッチは完成しました。それが、これです」

　言って、百瀬はポケットから携帯を取り出し、ディスプレイを芹沢さんに向けた。

「あ……！」

　芹沢さんは、目を見開き息を呑む。俺おれも助手シートから再び身を乗りだし、百瀬の携帯を覗のぞき込んだ。

　そこに映しだされていたのは、中央辺りに例のモチーフを配置したラフなスケッチだった。もうなんだか見慣れ始めたその楕円形の向こうには──女の子の横顔がある。ふわふわの髪に生き真ま面じ目めそうな表情。それでもどこか楽しそうに頰ほおを緩めた少女。上からの角度のアングルが、はっきりとこの絵が何なのかを物語っていた。

　──酒井春臣の目め線せんから見た、隣となりを歩く芹沢さんのポートレイトだった。

「以前、自分にはこの髪飾りを着けた友人がいたのだと彼は話してくれました」

　百瀬は説明を再開する。

「とても大切で、本当に仲が良かったのだけど、最近は少し疎そ遠えんになっていたのだと」

「少しって……全然、少しじゃないよ……」

　言って、芹沢さんはぽろぽろと涙をこぼし始めた。

「モチーフの意味を知ることで、改めて自分がどれだけその友人を大切に思っているかがわかったそうです。そして、できれば今後も一いつ緒しよにいたいと思っている自分に気づいた、とも」

　芹せり沢ざわさんが、口元に手を当てる。

「この絵のタイトルは、『不ふ可か欠けつ』だそうです。さて、ご依い頼らいは、『酒さか井い春はる臣おみの自分に対する気持ちが知りたい』でしたね？」

　芹沢さんはこくりとうなずいた。

「残念ながら、失しつ恋れんは覆くつがえらないと思われます。彼はあくまで、芹沢さんのことを『友人』と認にん識しきしている様よう子すでした。ただそれは、絵画にしか興きよ味うみがなかったはずの彼にとって唯ゆい一いつの、そして、どんな未来にもそばにいたいと心の底で思うほどの、かけがえのない『友人』ということであるようです」

　そこで、抑えきれなくなったのか、芹沢さんは声を上げて泣き始めた。

「以上で、調査結けつ果かの報告を終わります」

　机の上で、百もも瀬せはとんとんとパンフレットをまとめる。

「この事実をどう受け止めるかはあなた次第です。でも、いつかまたあなたに恋の終わりが訪れたら、そしてそれにどこか引っかかりを感じていたら、もう一度ここにいらしてください」

　そう言うと百瀬はにこりと笑った。実じつ年ねん齢れいよりもやや幼く見える笑えみ。

　芹沢さんの前で、初めて見せた笑みだった。

「──失恋探たん偵ていが、あなたの恋の終わりをお手伝いします」

「自分でも自覚できてない気持ちって、やっぱあるんだなー」

　芹沢さんの去った部室で、机に肘ひじをつきながら俺おれはぼんやりそうこぼす。

「もちろん、自分の気持ちを全部自分で把は握あくできてるとは思ってなかったけど……実際ああいうのを目まの当たりにすると、結けつ構こうびっくりするわ」

「そうですね。それにきっと、そういう無む意い識しきの感情は誰だれしもがもっているのでしょうね」

　言って、百瀬は髪かみをくしゃくしゃと搔かいた。

「私も、先せん輩ぱいも」

「だよな……。じゃあさ、例えば自分でも気づかない恋もあったりするんだろうか。自覚してないだけで、実は誰かを好き、みたいな」

「……あるかもしれませんね」

「ふうむ……」

　うなずいて、俺はすこし考える。

　実は、百瀬には以前から訊きいてみたいことがあったのだけど……このタイミングで探りを入れてみようか。今なら素直に答えてくれそうだし。

　ほんのわずかに緊きん張ちようし、小さく息を吸い込んでから、

「……だったら百瀬にもいたりしてな──無意識に好きな人」

　俺おれはそう切りだした。

「自分では気づいてないけど実は恋してる、みたいな人がいたりして……」

　──実は俺たち、失しつ恋れん探たん偵ていなんてやっている割に、お互いの恋の話は一度もしたことがない。

　──これまで百もも瀬せがどんな恋をして、どんな人を好きになってきたのかを全く知らないのだ。

　──さらには今いま好きな人はいるのか、彼かれ氏しはいるのか、みたいな基本的なことすらも。

　もちろん、知っておかなければまずい、というわけではないと思う。というか、行動を見ている限りでは彼氏がいるってこともないと思う。でも今回のように依頼を解決するところを見ると、ちょっとばかりその恋愛遍へん歴れきが気になってしまうのだ。直ちよく截さいに訊きくのは恥はずかしいから、微びみ妙ような言い回しにはなるけれど。

　しかし、

「恐らくないと思います」

　百瀬はこちらを向くと、妙みようにあっさりそう言った。

「それに、そういうことがあったとしても、私は一生それに気付けないでしょうね」

「……なんで？」

「私は、恋をしたことがないのです」

　思わず、息を呑のんだ。

「そして、これまで恋をしてこなかったように、これからも、未来永えい劫ごう恋をする気がしないのです。私にとって、恋とは、漫まん画がの中と周りの人たちだけに起きるものなのです」

　……マジか？

　マジで言ってるのか？

　十六歳さいにもなって、百瀬は誰だれかを好きになったことがないっていうのか？

　いや、それ自体はそんなに珍めずらしい事じゃないのかもしれない。クラスにもそんなことを言ってる奴やつが何人かいた気がする。それでも百瀬は……失恋探偵として、恋の事実を解き明かしているのだ。まさか恋愛経験のない人間が、そんなことをできるとは思えない。

「……でもお前、その割にはよく依頼解決できるよな。本当に恋したことがないなら、失恋に関する調査を持ちかけられても、どうにもできなさそうなもんだけど」

「恋心はわからなくても、少女漫画いっぱい読んできましたからね」

「いや、さすがにそれだけじゃ無む理りだろ……」

「でも、実際にわかるんですもの」

　……返す言葉を失ってしまう。

　本当に、漫画の情報だけで依頼を解決することなんてできるのか……？

　誰かを好きになってなくても、恋の事情を読み取ることができるんだろうか……。

　正直、そんなの不可能だとしか思えない。それでも百瀬の口くち調ようは噓うそをついているようには思えなくて、少なくとも当人は本気でそう信じているようで……俺は混乱してしまう。

「……ていうか百もも瀬せ、また髪かみがぐちゃぐちゃじゃねーか」

　とりあえず落ち着こう。俺おれは椅い子すから立ち上がり彼女の背後に回った。いつものように、手て櫛ぐしでもしゃもしゃになった髪を整えてやる。

「せっかくきれいな髪型がたなんだから丁てい寧ねいに扱えよ……トムだっけ？」

「……ボブです」

　早くもぼーっとしたような声こわ色いろで、百瀬は言った。

「いい加か減げん、覚えてください……」

「そっかそっか。ボブな、覚えたよ……」

　しばらく髪を直していると、百瀬は次し第だいにうとうとと頭を揺らしだした。そして数分後、ようやくいつも通りの髪型に戻った頃ころには、口を無む防ぼう備びに小さく開き、「くー」と寝ね息いきを漏もらし始めていた。

　──その表情に、俺は妙みように不安な気分になってしまう。

　これまでも、こんな気持ちになることは何度かあった。

　突とつ然ぜん百瀬のことが危なっかしく見えることが。何かが酷ひどく欠落しているように見えることが。そんな彼女の姿すがたを黙だまって見ている気にはなれなくて、フォローしてやらなきゃいけない気がしてしまって、だから俺は百瀬から離れられない。
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　百もも瀬せと初めて出会ったのは四月上じよう旬じゆん、入学式の日の午後のことだった。

　その日のスケジュールを全て終え、一年生はまさにこれから帰き宅たくしようというところ。対する在校生は、彼らを自分たちの部ぶ活かつに引きずり込まんと待ち構えているところだった。

　宇う田た路ろ中ちゆう央おう高こう校こうの新入部員勧かん誘ゆう活動は熾し烈れつを極める。

　各部活の生徒が昇しよう降こう口ぐちから正門までの狭い空間にぎっしり待たい機き。新入生が目に入ればすぐさま突とつ進しん、あの手この手で入部を迫るのだ。

　彼らの猛もう攻こうを潜くぐり抜け一年生諸しよ君くんが正門にたどり着いたころには、おろし立ての制服はくちゃくちゃ、新入生カラーの緑みどりのリボンもゆるみ、藍あい色のボタンはとれかけの無む残ざんな姿すがたになっていること必ひつ至しだ。俺おれも去年は酷ひどい目に遭あいました……。

　ただ、二年生になってわかった。勧誘する側も命がけなのだ。ラグビー部はスクラムを組み吹すい奏そう楽がく部ぶは派は手でにファンファーレを吹き鳴らし、部員の確保に努める。必然的に、弱小部は不利なポジションに追いやられることが多く、実際ミステリ研究会も駐ちゆう輪りん場じようの裏という新入生が来るはずのないスポットに押し込められていた。

　だが俺はそこで、おかっぱの小こ柄がらな一年生に出会った。

　一いつ瞬しゆん、そのふてぶてしい顔色から自分と同じように隅すみに追いやられた在校生なのかと思ったが、彼女の胸元のリボンは緑色。恐らく、帰宅したいのに人の波に流され、ここまでたどり着いてしまったのだろう。見れば、その鞄かばんのポケットには既すでに複数のビラが押し込まれていた。

　そしてさらに気づいた。あの子のブレザー、他の生徒と少々違う。

「……あ、ねえ君」

　気付けば俺は、彼女にそんな風ふうに声をかけていた。

「あのー。つかぬ事を訊きくけど、もしかして……稲いな穂ほ五丁目のあたりに住んでる？」

　女の子は少々警けい戒かいした様よう子すでこちらを見上げた。しまった。ちょっと不ぶし躾つけ過ぎたか。慌あわてて事情を説明する。

「……あ、ああ、ごめんごめん、急に話しかけて。その……君のブレザー、フードセンターの裏の『ホンダ』で買ったやつでしょ？　ボタンの色が他と違うからさ」

　彼女の制服のボタンは、他の生徒が着ている物と違いやや赤味を帯びていた。これは稲穂五丁目にある学生服専門店「学生服のホンダ」で売られているものだけの特とく徴ちようなのだ。あそこの奥さんとうちの親が知り合いで「今年は中央高校の制服の納のう入にゆうが遅れてねー、しかも少しだけ仕し様ようが他と違ったのよー」と嘆なげいてたのを聴きいたから間違いない。

　あの小さな店で制服を買うのは、せいぜいその半はん径けい数百メートル以内に住んでいる人くらいだ。俺の家もホンダからほど近く、実際あそこで制服を購こう入にゆうした。

「そういうことですか」

　やや警戒を解いた様子で、彼女は小さく息を吐きだした。艶つや々つやの髪かみがさらりと揺れる。

「ええ、私、あの辺りに住んでます。稲穂公園の手前に」

「ああ、あの辺ね。俺おれ、稲いな穂ほ小学校の向かいに住んでるからよく遊びに行ったよ、稲穂公園」

「そうなのですか。ではご近所さんなのですね」

　もう一度うなずいた彼女の表情には、すでに緊きん張ちようの色は見られなかった。見た目ほど取っ付きづらいタイプでもないのかも知れない。

「……で、君、これからどうするの？」

　言いながら、俺おれは改めて正門までの道のりを確かく認にんする。

「これ、君が通るの明らかに無む理りだよね」

　相変わらずその界かい隈わいの人口密みつ度どは下がっていない。いつか音楽雑ざつ誌しで見た夏フェスのステージ前みたいな混こん雑ざつ具合が先の方まで続いている。

「そうですね。困りました」

　こくりとうなずく一年女子。しかし、困ったという割にその表情は妙みように冷静だ。感情表現が希き薄はくなだけだろうか。

　と、そこで俺はふと思いつき、

「……そうだ、俺が盾たてになろうか？　門出るとこまで」

　女の子にそんな提てい案あんをした。

　彼女はよくわからない様よう子すで「？」と首をかしげる。

「えっと、君割わりと小さいし、この中通ってくの危ないから、俺がその、カバーするというか、押しつぶされないよう守るっていうか」

　実際問題、この子が一人でこの人ひと混ごみを抜けるのにはかなりの危険が伴うだろう。屈くつ強きような運動部員にもみくちゃにされ、すり潰つぶされてしまいそうだ。とはいえいつになれば混雑が解消されるかもわからないし、後ろが詰まっている以上引き返すこともできない。なら、ここは俺が彼女をかばいつつ正門まで送り届けてやるくらいしか脱だつ出しゆつ手段はない気がするのだ。

「ああ、なるほど」

　ようやく理解した様子で彼女はうなずいた。

「しかし、初しよ対面の先せん輩ぱいにそんなことをお願いするのはさすがに申し訳わけありません」

「いやいや、先輩だからこそ盾になれるんだよ。勧かん誘ゆう対たい象しようにならないし。ていうか俺も、こんなところにいつまでもいたくないし」

「んん」

　顎あごに手を当て、彼女はしばらく考える。

「確かに、ここを一人で抜けられる気はしませんね」

　そして、こちらに向き直るとやや申し訳なさげに眉まゆを寄せ、

「では、申し訳ありませんが、お言葉に甘えさせていただけますでしょうか？」

　俺の顔を覗のぞき込んでそう言った。




「本当にありがとうございました」

　数分後、無ぶ事じ正門にたどり着くことができた彼女は、そう言って深々と頭を下げた。

「おかげで無む傷きずで帰ることができそうです」

「いやいや、お安いご用で……」

　なぜか新入生と間違われまくり、制服のポケットというポケットにビラをぶち込まれた俺おれは無む理りに笑って見せる。まさか、自分がここまで満まん身しん創そう痍いになるとは……。しかも結けつ構こう刷すってきたはずのミス研のビラ、いつのまにかほとんどどこかに行っちゃったし。残ったのは……手の中の一部だけか。

　なら……、

「あの、よかったらこれ」

　言いながら、俺は彼女にその一部を差し出した。

「俺、ミステリー研究会の部長なんだけど、気が向いたら来てみてよ」

　女の子はそれを受け取り、不ふ思し議ぎそうな顔でその文面を眺ながめた。

「南校舎の四階の東の端はしに部室があるからさ。結構一いつ杯ぱい名作あって、読み放ほう題だいだよ」

　もちろん、本気で勧かん誘ゆうするつもりじゃない。なんというか、せっかく一枚残ったのだから記念（？）に渡しておこうと思ったのだ。持って帰るのもあれだし。

「わかりました」

　言って、彼女はしばらくそれを眺ながめてから、丁てい寧ねいに折りたたみ鞄かばんにしまった。

「では、失礼します。今日きようは本当にありがとうございました」

「うん、気を付けて」

　改めて頭を下げる女の子に、俺はそう言って手を振って見せる。彼女はゆっくりと振り返ると学校前の坂を下って行った。

　……なかなかかわいい子だったなと、その背中を眺めつつぼんやり思った。

　諸もろ々もろばたついていたせいで名前も訊きくことができなかったけれど、ああいう子が後こう輩はいとしてミス研に入ってくれたら、楽しいだろうな、なんて。

　まあ、そうは言っても今後彼女と会うこともあるまい。それ以上に、今はすべきことがある。

　俺は息を吐きだし振り返ると、今後の勧誘の方法と、さしあたりどうやって校舎まで帰るかを考え始めた。




　──しかし、その一週間後。彼女はミス研部室を訪れることになる。

　──そしてそのさらに半年後には、その友人まで部室に入り浸びたり、のどかにガールズトークを繰り広げることに。
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「でさ、ほんとに尾お崎ざき君、毎日線せんを一本ずつ書き足してんだよ！　休みの日の分も次の部ぶ活かつの時にまとめて書いてて、だから今ではかなりの数の『正』の字がそこにあるのさ！」

「すごいね」

　数少ない友人、四十八願よいなら志し穂ほ里りのセリフに、百もも瀬せはこくこくとうなずいた。

「本当に志穂里のことが好きじゃないと、そこまではできないよ」

　芹せり沢ざわさんの依い頼らい解決から二週間後。午後五時過ぎ。

　既すでに日が落ちて三十分ほど経たっただろうか。部室内の気温も少々下がってきたのだけど、二人はそんなことどこ吹く風で話に花を咲かせている。どうやら今日きようは陸上部が休みらしく、こんな時間から志穂里は部室に押しかけてきて、こうやって暇ひまつぶしをしているのだ。

　千ち代よ田ださん……僕たちのミス研活動……どこへ行ったんでせうね……。

　しかし百瀬、よくもまあ志穂里の話をそんなに熱心に聞けるな。志穂里の話にはフリもボケもオチも何もない。はっきり言ってしまえばただの「のろけ話」なのだ。最初は耳を傾けそれなりに反応していた俺おれも、十五分ほど経つと退たい屈くつさが限界に達し、会話を離り脱だつしてしまった。

　ちなみに、志穂里が今現在しているのは「尾崎君は毎日二人の愛の記録を残している」という話だ。どうも彼、毎日部活を始める直前に「今日も自分たちはラブラブカップルです」という意味を込めて校庭の塀へいに一本ずつ線を引き、「正」の字を書いているらしい。

「……」

　どうでもいい。

　超どうでもいい。

　こんなことを覚えてしまったせいで食った脳のうの容量がもったいないほどにどうでもいい。

「ケンカしちゃった日は、その線はどうなるの？」

「それでも尾崎君は毎日書いてくれるんだよね！　それがこう、気持ちを確かく認にんする印しるしみたいにもなってんだ。ああ、今日も私たちは付き合ってるんだなって」

　……しかしまあ、これだけ放ほう置ちされるとさすがにちょっとばかり疎そ外がい感かんを覚えてしまう。手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。早くこの状況終わらないかなー……。

　なんて考えていたそのタイミングで、

「……失礼します」

　部室の扉とびらが開き、男子生徒が顔を覗のぞかせた。短めに整えられた髪かみに穏おだやかそうな顔立ち。なかなかのイケメンだ。

「……失しつ恋れん探たん偵ていさんは、ここでよろしいでしょうか……？」

　……クライアントか。

「あ、言うのすっかり忘れてましたが、今日きようクライアントさん来るんでした」

　さほど悪びれもせず言う百もも瀬せにため息をついてから、

「あー、はい！　失しつ恋れん探たん偵ていここで大だい丈じよ夫うぶです！」

　俺おれはその場に立ち上がり、やや声を張って案内する。突とつ然ぜんでちょっと驚いたけれど、志し穂ほ里りたちの会話を傍そばで聴きいているくらいなら失恋探偵の業ぎよ務うむに取り組んでいる方がまだマシだ。このまま事情確かく認にんに持ち込むか。

「今すぐお話伺うかがいますー。……ほら志穂里、クライアントさん来たから」

　一応申し訳わけなさそうな表情を作りつつそう言うと、クライアントシートに腰かけていた彼女はそそくさと席を立った。

「お？　お邪じや魔まっスねー、申し訳無いっス」

　空気が読めないところのある奴やつだが、さすがに探偵業の邪魔はできないと思ったらしい。

「モモ、ついでに九つ十く九も先せん輩ぱいもまた明日あしたー！」

「うん、またね」

「ついでってなんだよ」

　軽やかな足取りで退室する志穂里。それと入れ違いに、クライアントがおずおずと入室する。背せ丈たけは平均程度、目鼻立ちが整い身だしなみのきちんとした好青年だ。清せい潔けつ感あふれるその外見には、男の俺も素直に好印いん象しようを覚えた。なんかクラシック音楽とか好きそうだな、この人。

　ただ、本来微笑ほほえみが似に合あいそうな彼の顔は……どこか疲れ果て憔しよう悴すいしきった様よう子すだった。

「……では……すみません……よろしくお願いします……」

　頭を下げながら、彼は百瀬の前に腰かける。

「三年四組の……時とき田た幾いく郎ろうと申します……」

　と──俺は彼の様子を観察していて、わずかに「場違いなもの」が視し界かいに入った気がした。

　その佇たたずまいやいでたちからは程遠いはずの「あるイメージ」。

　…………いや、気のせいだ。

　小さく頭を振って、俺は脳のう裏りに焼き付いた「それ」を振り払う。

　どう見てもこの人は、「そういうタイプ」じゃない……。




　お互い軽い自じ己こ紹しよう介かいを済ませてから、簡単に事情を説明してもらう。

「……そもそも彼女と……菜な奈な緒お悠ゆうさんと出会ったのは……二年半ほど前の入学当初でした……。同じクラスになって、同じ保健委員になったのがきっかけです……」

　語りだす時田さんの声は暗く沈んでいた。失恋探偵の性質上、依頼者が明るい気分で訪ねてくることはまずないのだけど、それでもここまであからさまに落ち込んでいるのは珍めずらしい。

「実は彼女、かなりのギャルなんです……。メイクも派は手でだし髪かみの色も明るいし、そんな女性が自分の身み近ぢかにいることが……最初はちょっと怖こわかったりもしました……。その、私、ああいう目立つタイプが苦にが手てなんです……」

　ほう。この人、ギャルが怖こわいのか。まあ、俺おれとしてもその気持ちはわからなくはない。怖いよね、派は手でな女子。

「でもですね、向こうは私にフレンドリーに話しかけて来てくれました……。『お前、マジダサいけど服装とか髪かみ型がたちゃんとすればもうちょっとまともになりそうだから、頑がん張ばってみろよ』なんてアドバイスもくれまして……彼女に言われた通り制服の着こなしを直し、髪型も変えていくうちに、いつの間にか私たちは友達同士になっていました……」

　……これはちょっと意い外がいな情報だ。時とき田たさん、あまり「高校デビュー」みたいなタイプには見えないけど、それまではもっと野や暮ぼったい感じだったんだろうか？

　しかし、百もも瀬せは特にそこには言げん及きゆうせず、

「なるほど」

　二、三度まばたきすると質問を続ける。

「菜な奈な緒おさんとの付き合いはどのようなものだったのでしょうか？」

「……基本的には放課後ご話したり、一いつ緒しよに帰る際に二人で買い食いしたり、そういうのが主でした……。彼女お勧すすめのレゲエのＣＤを貸してもらって、私も自分で新しくＣＤを買ったりするくらい好きになったりもしましたね……。それでですね……」

　彼は整った顔を苦しげに伏せた。

「今年の夏前だったでしょうか……気付いてしまったんです……いつの間にか自分が菜奈緒さんに……好意を抱いてしまっていることに……。彼女と仲良くできるのがこんなにうれしいのは……彼女の事が好きだからなんだって……」

　何だか罪の告こく白はくでもするようなその言い方に、胸に鈍い痛みを覚える。実際、好きになってしまったことに罪ざい悪あく感かんを覚えているのかもしれない。

「今年の夏前、ということは、出会ってから二年以上経たって恋を自覚されたのでしょうか？」

「ええ……自分がああいうタイプの女性を好きになるとは夢にも思っていなかったので、時間がかかったんだと思います……」

　なるほど。確かに本来であれば、こういう人は優ゆう等とう生せいタイプの、清せい楚そな感じの女の子を好きになりそうだ。それがうっかりギャルに恋なんて、自分の気持ちに気付くのに時間がかかったとしても、さほど不ふ思し議ぎはない。

「ただ、そんな気持ちを自覚したとはいえ、すぐに踏み出そうとか告白して恋人同士になろうとか思う事もなくて……とりあえずは、少しずつでも距離を近づけようと思いました……。今まで以上に、これまで以上に、深い仲になれないかなと……。もう私たち受験も近くて、放っておいたらはなればなれにもなってしまいますし、実はこう、彼女に壁を感じる部分もゼロではありませんでしたから……」

「壁、ですか」

　百もも瀬せは下した唇くちびるに指を当てる。

「どういう部分に壁を感じられたのでしょう？」

「ええと、例えば……彼女、ブログをやっているようなのですがそのアドレスを教えてもらえなかったりですとか……。あと、彼女の好きなものは沢たく山さん教えてもらったのですが……逆に彼女に、私の好きなものは教えることができていなかったりもして……」

「好きなもの？」

「ええ、そうです……」

　百瀬の問いにうなずき、彼はしばし考えるようなそぶりを見せてから、

「……これとかですね」

　言って、彼は制服のシャツのボタンを開け始めた。白い生き地じに隙すき間まが生まれ、中に着込んだＴシャツの生地が覗のぞく。

　そしてそこプリントされているものに。

　あまりにも彼に似つかわしくない「それ」に──俺おれは思わず息を呑のんだ。

「!?」

　──美少女だった。

　桃もも色いろの髪かみを輝かせ、不自然に大きな目と胸をアピールするようにこちらに向けたアニメ調の美少女のイラストが、そこに鎮ちん座ざしていたのだ。
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　硬こう直ちよくする俺おれに気付くこともなく、時とき田たさんは続ける。

「このキャラ、『俺の妹は10万14歳さい』っていう漫まん画がのヒロインの桐きりケが谷やヨシノちゃんなんですけど……こういう作品を、菜な奈な緒おさんにオススメすることができていなかったんです。普ふ段だんから彼女、こういうのを『キモい』って言ってましたしね……」

　……いや、実を言うと本当はちらっと見えていた。

　彼が部屋に入ってきたときにシャツ越しにこのキャラは透すけて見えていたのだ。しかし、彼の佇たたずまいやルックスとあまりにもかけ離れたそれを、俺は気のせいだと判はん断だんした。残念ながらそれは……現実だったということか……。

「なるほど、萌もえ系けいと言いますか、そういうジャンルの作品ですね」

　さほど驚いた様よう子すもなく、百もも瀬せはうなずく。

「ええ……そうですね……」

「ちょ、ちょっと待ってもらえますか!?」

　額ひたいに手を当て、俺は二人の会話を一いつ旦たん遮さえぎった。

　ダメだ、話を整理しないと到とう底ていついていけそうにない。ていうか二人とも、何ごく当たり前みたいに会話を進めようとしてるんだ……。

「と、時田さん、つまりその、あなたは……いわゆる『オタク』ってことですか？」

「はい……そうですね……」

　あっさりうなずいた彼に、めまいが込み上げる。もちろん今の時代萌えっぽい作品が市民権を得つつあるのは知っている。イケメンなオタクだっているのだろう。それでも、目の前の時田さんと「オタク」という単語が上う手まく結びつかなかった。

　……が、俺はそこで、先ほど覚えた疑問を思い出す。

「そういえば時田さん、菜な奈な緒おさんに服装アドバイスしてもらったって言ってましたけど……もしかしてそれまでって、結けつ構こうオタクっぽい格かつ好こうだったんですか……？」

「そうですね……」

　言って、彼は携けい帯たいを取り出し何やらいじってからこちらに差し出す。

「これ、一年の春の写真です」

　受け取って確かく認にんした画面には……これぞオタク、というステレオタイプなイメージ通りの少年が写っていた。

　天パの髪かみは伸び放ほう題だい、眉まゆはぼさぼさで度の強い眼鏡めがねがその目を妙みように小さく見せている。シャツをきつくズボンに入れているからなのか、制服もなんだか奇きみ妙ようなシルエットになっていた。

「なるほど……」

　携帯を彼に返した。あのガリガリ少年が二年と半年で目の前のイケメンになるのか……。すげえな、菜奈緒さんのプロデュース力……！

「じゃあその、これまで好きになってきた女の子のタイプも、そういうオタク趣しゆ味みに寛かん容ような女子というか、同じオタク仲間、って感じだったんですね……」

「あ、いえ、そうではなく」

　彼はゆるゆると首を振った。

「二次じ元げんの女子ですね」

「……へ？」

「二次元の、漫まん画がやアニメに登場するキャラです……。三次元の女性を好きになったのは初めてだったんです……」

　マジか!?

　マジでいるのか！　二次元の美少女キャラにしか恋できない人……！

　テレビとかネットでそういう人がいるとは聞いていたけど、まさかこんな形でお目にかかるとは……！

「話がそれましたね」

　驚きよう愕がくで言葉も出ない俺おれを尻しり目めに、百もも瀬せはそう言って髪かみを搔かく。これだけ意い外がいな事実が判はん明めいしたというのに彼女は相変わらず冷静で、俺はそのことにもちょっと驚いた。

「で、時とき田たさんは菜な奈な緒おさんに、オタク的な作品を勧めることにされたのですね？」

「ええ……」

　時田さんはうなずく。

「……ただ、壁を超えたかったんです……。私と菜奈緒さんの間にある……見えない壁を……」

「なるほど」

「もちろん……かなり危険が伴うのはきちんと理解できていました……。さっきも言ったとおり、菜奈緒さん、私のオタク趣しゆ味みを『キモい』と言っていましたから……。だから、まずはオタクでなくても楽しめそうな作品をピックアップして紹しよう介かいして、もしも嫌いやがられたらすぐにやめようと……そう思っていたんです……」

　少しずつ、優しげな彼の声が震え始める。

　そしてその向かいで、なんとなく話の先が読めてしまって俺は額ひたいに手を当てた。そんなことすれば……ギャルにオタク系けいの作品なんて勧めれば、何が起きるかはわかりきったことだろう……。仮にそれが、時田さんのようなイケメンによるお勧めでも、だ。

「ですから、私は菜奈緒さんに……今度お気に入りの作品をお貸しするので、是ぜ非ひ見てくださいと提てい案あんしました……。彼女は予想どおり『え？　オタクっぽいやつをってこと？』と気き乗のりしない様よう子すだったのですが、ちょっと考えてからうなずいてくれたんです……。まあ、他人に見られるのはまずいから、現物ではなくリストにしてくれ、と警けい戒かいもしていたようでしたが……」

　そこまで言うと、時田さんは一度黙だまり込む。

　窓の向こうのグラウンドから、運動部が練習終わりの挨拶が聞こえてきた。

「実際に、彼女に作品を勧めたのはいつのことになりますか？」

　続きを促うながすように百もも瀬せが尋たずねた。

「……先月中なか頃ごろですね……厳げん選せんに厳選を重ねたので、ちょっと時間がかかりました……。やっぱり彼女は『うえー、これ全部見みんのかよー』『超ちようめんどくせーし』と愚ぐ痴ちっていました。それでも、個人的なおすすめや魅みり力よくを語ると最終的には受け取ってくれました……」

　息を大きく吐きだす時とき田たさん。

　そして彼は、

「た、ただ……翌日から……菜な奈な緒おさんの態度が……変わりました……」

　口元を震わせ、そう続けた。

「『キモいから近寄るな』と言われたりだとか……掃そう除じの時間も……同じ作業を振り分けられると『何でお前なんかと一いつ緒しよに』と嫌いやがられたり……『適当に雑ぞう巾きん掛がけしてんじゃねーよ』と、お、怒られたり……。あからさまに……きつくあたられるようになったんです……」

「なるほど」

「私……鈍い方ではありますが……その理由はすぐにわかりました……。私は……完全に『やり方を間違えた』んだって……。渡したリストの作品の中に……菜奈緒さんにとって、絶対受うけ入れられないものがあったんだって……」

　言って、彼は拳こぶしをぎゅっと握った。

「もっと仲良くなりたくて……距離を縮めたくて渡したリストなのに……なのに！　それをきっかけに私は……彼女に！　嫌きらわれてしまったのです！」

　感極きわまったのか、突とつ然ぜん時田さんの声に力がこもる。

　……けどまあ想そう像ぞうどおりの結末だ。

　ギャルにいきなりオタク系けいの作品を見せて、嫌われないはずがないだろう……。

「正直……こっ、ここまで関係が悪化するとは思っていませんでした……。仮に作品を好きになってもらえないとしても、私があそこまで嫌われるようになることは無いだろうって……。ですから、ほ、本当に、つらくて……親友と同時に、す、好きな人まで失ってしまって……どうすればいいのかわからなくて……」

　握られた彼の手が震え始める。その目には、今にもこぼれそうなほどに涙が滲にじんでいた。

　自じ業ごう自じ得とくとは言え、高校に入ってからずっと仲良くしてきた人に嫌われてしまうというのは本当に辛つらく苦しい事なのだろう。しかもその相手に恋心まで抱いていたのだとしたら、きっとその絶望は、身を切られるほどの痛みを伴うに違いない。

「死ぬほど……後こう悔かいしました……。こうなったら……全てオタクグッズも捨てて……ま、漫まん画がやアニメを見るのもやめにしようかとも思いました……。でも……結局はそうすることもできなかったんです。どうしても……こ、これまで愛してきた物から……は、離れられることができませんでした……」

　彼の細い目から、ぽたぽたと涙がこぼれた。鼻水も少々たれ始める。

「ただ……思ったんです……な、菜な奈な緒おさんは……どの作品を見て、あ、あそこまで私の事を……嫌きらったのかと……」

　時とき田たさんは、一度その右手で顔を乱らん暴ぼうにぬぐった。しかしすぐに各かく種しゆ液体が目や鼻から流れ出し、さほど状況は改善しない。爽さわやかだったその印いん象しようが一気に野や暮ぼったいものになっていく。

「恐らく……菜奈緒さんが……あの一晩で読んだり見たりすることができた作品は……一つか二つだと思うんです……ううっ……」

「そうでしょうね、一巻で終わる漫まん画がや映画ならいくつか鑑かん賞しようした可能性もあると思いますが、複数巻かんの漫画や小説でしたらいくつもは無む理りでしょう」

「ですよね……ただ、もうあんな風ふうに嫌われてしまった私には、それを確かく認にんする術すべは、おふっ……ありません……。共通の友達だって一人もいませんから、誰だれかに訊きいてもらうこともできません……。なので、最近噂うわさの失しつ恋れん探たん偵ていさんに、それを調べていただこうと思ったのです……」

　言うと、彼は小さく「ひぅ」と息を吸い込んだ。

「そして……その作品を胸に刻みつけることでですね……うっ……自分の愚おろかさを……頭の悪さを……きちんと……じ、じ……自覚して……」

　──あ、やばい。

　そう思った次の瞬しゆん間かん。

「──一生っ!!　悔くやみ続けたいと！　思うのですぅうぅぅぅぅぅ!!」

　ついに涙るい腺せんを決けつ壊かいさせ滂ぼう沱だの涙を流し、時田さんは嗚咽おえつを上げた。

「うぁぁぁぁぁおぉぉぉぉぉんんん！　ぶろぉあああああぉぉぉおおおぉぉぉぉぉ！」

　……凄すさまじい号ごう泣きゆうぶりに、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　何も言えず、微び動どうだにできず……かろうじてできたのは「漫画のキャラみたいな泣きっぷりだな……」なんてぼんやり思う事だけ。漫画好きな人は、自身の振る舞いも漫画チックになるものなのだろうか……。

　……と、いかんいかん、フォローしなくては……！　時田さんは辛つらい思いをしたのだ。そして今も、酷ひどく傷つき苦痛を味わっているのだ。なら何か、言葉をかけなくては……！

　だが、

「ではご依頼は『菜奈緒悠ゆうが自分への態度を変えるきっかけとなった作品を知りたい』と言うことでよろしいですね」

　俺おれが言葉を切り出す前に、百もも瀬せが依頼内容の確認を始めてしまう。

「はいぃぃぃぃ！　おねがいじまずぅぅぅぅぅぅぅ!!」

「失恋探偵百瀬、間違いなく、あなたの依頼を受じゆ理りしました」




「まあ、色々びっくりしたな……」

　他た言ごん無む用ようのお願いを終え、時田さんが去った部室にて。未いまだに頭がぼんやりするのを自覚しながら、俺おれはそうこぼした。

「まさかあの人がオタクだとは思わなかったよ……しかも、あんなに大泣きするとか……」

　これまでも、依頼内容を話しながら泣きだしてしまうクライアントは何人かいた。彼らは大体経けい緯いの説明の最さ中なかに言葉につまり、涙をこぼし、そして時に嗚咽おえつも漏もらした。

　その度たびに俺は彼ら彼女らに慰なぐさめの言葉をかけ続けてきたわけで、それなりにそういうシチュエーションには慣れているはずだったのだけど……。結果として、俺は時とき田たさんに言葉一つかけることができなかった……。

「辛つらかったんだろうな、あの人……」

「いつも言っていることですが」

　時田さんからもらった「作品リスト（菜な奈な緒おさんに渡したものとほぼ同じ体てい裁さい）」に目を通しつつ、百もも瀬せは静かに言う。

「感情移いに入ゆうしすぎてはダメですよ。あくまで中立でいる必要があること、忘れないでくださいね。それに、恋はいつか終わります。恋に落ちれば誰だれしもが、いつかああいう思いをするのです」

　……まあ、そう言うだろうなこいつは。

　悪わる気ぎがないのはわかっているのでそれ以上追つい及きゆうはせず、助手シートから彼女の手元のリストを覗のぞき込んだ。そこには十個近い作品のタイトルが羅ら列れつされている。





『俺の妹は10万14歳さい』

『かわいさ余って身長が百倍』

『なずなオーバーハイテンション』

『琴きん線せんのジュジュ』

『あの魔王こ勇者ぼくがロングソード向けたらどんな顔するだろう』

『ライこい！』

『インディー主人公緋ひ田だ高たか尾お山さんで爆ばく死し』

『ベッドルームで捕つかまえて』

『ぱんちら！』






「……んん」

　一通りタイトルを読み終え、俺は思わず唸うなってしまう。

「これは……なあ……。菜奈緒さんが引くのも当然じゃないか？」

　大だい体たい予想されていたことではあるが、そこに並んでいたタイトルは明らかにまずそうなものばかりだった。妹ものに、無む駄だに長いタイトルに、あからさまにエロそうなのとか……。

「正直、時田さんミスったなーとしか思えんわ……」

　もちろん、気持ちはよくわかるのだ。好きな人に自分の好きな物を見てもらって、一いつ緒しよに楽しみたいという発想は感覚的に理解できる。それでも、相手からしてみれば興きよ味うみもない作品を勧すすめられるのは結けつ構こうな負ふ担たんだ。しかもそれが評ひよ価うかがわかれやすい「オタク系けい作品」でなおかつこれだけの数ともなれば、嫌きらわれてしまっても文もん句くは言えないと思う。

　本人の言葉を借りるなら、「完全にやり方を間違え」ているのだ。

　きっと百もも瀬せも同じような感想を持っただろう。むしろ女の子である分、俺おれより厳きびしい印いん象しようを時とき田たさんに対して持ったかもしれない。なんて思ったのだが、

「そうですか？」

　意い外がいにも、彼女はそう言って首をかしげる。

「だって、菜な奈な緒おさんってギャルなんだろ？　こういうの渡して見てほしいって言うのは、どう考えても危なすぎるだろ」

「先せん輩ぱいだって、私にしきりにミステリを勧めるじゃないですか」

「まあそうだけど、なんかほら、最後の奴やつとか、めちゃめちゃ不ふ穏おんな空気放ってるじゃん。エロ系を女子に勧めるのはさすがにいかがなものなんだろう……」

「ああ」

　言って、百瀬はこちらを向いた。

「『ぱんちら！』はタイトルこそこんななのですが、内容はエロくないですよ。パン屋の娘むすめが主人公こうの、日常系けい四コマですから」

「……え、マジ？」

「はい。残念ながら、先輩が大好きな方のパンチラではありません」

「そうなんだ……いやそんなにパンチラ好きじゃねーけど。ていうか百瀬、何でそんなこと知ってるんだよ？　もしかして……読んだことあるのか？」

「ええ。というか、このリストにあるのは全部見てます。家にもありますよ」

「マジか！」

「はい。メインで読むのは少女漫まん画がですが、それ以外も話題作さくはチェックしますからね」

　当たり前みたいな表情で彼女はうなずいた。

「それに、ここに記き載さいされている作品は漫画、アニメ、ラノベと色んな媒ばい体たいが混ざっていますが、全部がここ五年くらいでブームになった大だい人気作です。ほとんどがメディアミックスもされていますし、現代のサブカルチャーに興味のある人なら大体知ってると思います」

「へえ、何となく全部漫画かと思ってたわ……。アニメもライトノベルも入ってるのか……」

「ええ、最近は形を問わずああいった界かい隈わいには名作が山ほどあるのです。純じゆん粋すいにクオリティの高い作品がコンスタントに作られているのです。もしかして先輩、オタクっぽいというそれだけの理由で見み下くだしてしまうタイプですか？」

「……まあそこまでではないけど、百瀬がそういうの読むってのが意外で……」

　彼女が少女漫まん画がが大好きなのはよく知っていたけれど、その興きよ味うみの範はん囲いがオタク文化におよぶとまでは思っていなかった……。あんまりそういうのを楽しめそうなタイプには見えないんだけど……結けつ構こうストライクゾーンは広いんだな……。

「で、どうなんだ？　この中に、ギャルが嫌きらいそうなのってあるのか？　その、エロいのとか……キモかったり怖こわかったり、グロかったりするのとか……」

　百もも瀬せはあごに手を当てる。んん、とうなり、しばし悩むようなそぶりを見せてから、

「可能性がある、と言う意味ではまず『なずなオーバーハイテンション』、これは去年まで連れん載さいされていた青年漫画で、生なま々なましいセックスシーンがありますね」

　噴ふきだしそうになった。女子高生がさらっと「セックス」とか言うなよ……。

「しかも、そのシーンでははっきり形がわかるほどに女性器きが描かれていて、発はつ売ばい当時話わ題だいになりました」

「これで決まりだろ！」

　思わず叫んだ。そんな漫画を女子に勧すすめたのかよ時とき田たさん。どう考えてもアウトだろ……。

　しかし百瀬は納なつ得とくいかない様よう子すだ。

「そうでしょうか。でも、他にも同どう程てい度どには人を選びそうなのもありますよ」

　女性器と同程度!?

「どれだよ!?」

「『琴きん線せんのジュジュ』も少々ハードです。アバンギャルドな作さく風ふうのアニメ監かん督とくが制作した劇げき場じよう用アニメなのですが、肉にく片へんが飛び散るグロテスクな描びよう写しやが一部にあることで話題になりました」

　もはや言葉を失う。何つーか、どれがまずかったっていうか全体的にアウトなんじゃ……？

　ただ、百瀬は相変わらず俺おれの反応が解せない様よう子すで、

「そういうシーンがあると言うことは、それほどハードルの高いことなのでしょうか？」

　髪かみをわしわし搔かきながらそんなことを言いだす。

「お話の内容を問わずハードな描写があるだけで、嫌われてしまったりするのでしょうか」

「ふ、うむ……」

　言われて考える。

　確かに、どんな描写もどういうシチュエーションでされるかによって大分印いん象しようが変わるだろう。例えば、物語の中で誰だれかが大失敗をするとして、その人物がこれまでどんなことをしてきたかによって読者は快感を覚えることも不快感を覚えることもあるはず。そういう意味では百瀬の言うとおり、危ない表現もセーフになる可能性……が……、

「……いややっぱないわ！　肉片とか、その……女性、器……は状況うんぬんでどうこうなるレベルじゃねえ！」

「そうですか」

　うなずいて、百瀬は俺がメモをしたノートをぱたりと閉じた。

「まあ、そうだとしてもきちんと調査はしなければなりません。とりあえず明日あしたは実際に菜な奈な緒おさんの様よう子すを見に行ってみましょう。聞き込みするよりも先に、まずは実際の状況の雰ふん囲い気きを摑つかみたいですからね」




　　　　[image: ]




　かくして翌日。

　授業が終わり次し第だい三年四組の教室前まえに集合した俺おれたちは、廊下で人でも待つような表情を浮かべつつ、ちらちらと教室内を窺うかがい始めた。

「時とき田たさんは……一番後うしろの席か。しかし、二人とも同じクラスでよかったよー、張り込み楽で。なんか、日差しもあったかいし……」

「ぼんやりしないでください先せん輩ぱい。菜奈緒さんもまだ室内にいらっしゃるかもしれません」

　辺りは授業から解放され昇しよう降こう口ぐちに向かう生徒でにぎわっていた。これなら、俺たちの存在もさほど怪あやしまれはしないだろう。普ふ段だんよりも気き遣づかいの必要がなさそうなその状況に、俺の心持ちも少なからず緩む。が、

「お前、苫小牧とまこまい産さん大だいとか目め指ざしてんのかよ……ちょーつまんねーな」

　数分後、時田さんの席を訪れたギャルが開かい口こう一番そんなセリフを彼に吐はきかけて、のんびりした気分は一いつ瞬しゆんで霧む散さんした。

「どうせ地元でそこそこの大学入って札さつ幌ぽろ辺りで就しゆう職しよくしてとか、そんな事考えてんだろ」

「な、菜奈緒さん……！　その……まあ、そうですけど……」

　手に模も試しの結果らしい紙を持ったまま、声をかけられた時田さんはびくりと顔を上げる。その表情には緊きん張ちようと困こん惑わくが見て取れて、彼がひどく身み構がまえたのは明らかだった。なるほど。彼女が菜奈緒さんか……。

「お前、そういうのが何かキモいんだよ。もうちょっと都会に出たいとか新しいことにチャレンジしたいとか、自分の意い志しはねーのかよ」

「……え、あの……」

「はあ……なんでそうも内うち向むきなんだろうな」

「……」

「結局オタクはアニメばっか見てて外に出るのが怖こわいんだろうな。ダセえ……」

　……いやきつすぎだろ!?

　正直、ここまでとは思ってなかった。せいぜい変に距離を取られて、やりとりせざるを得ない時だけ心無い言葉をかけられるくらいじゃないかと。しかし、目の前の菜奈緒さんは明らかな罵ば倒とうを時田さんにぶつけていて、依い頼らい時じに時田さんがあんなに泣いていたのにも少しだけうなずけた。

　人待ち顔をキープしつつ、俺おれは改めて菜な奈な緒おさんの様よう子すを確かく認にんする。

　明るい茶ちや髪ぱつのセミロングに低めの身長、整った顔立ちの彼女は「美少女」と呼んでも差さし支つかえないタイプの女生徒だった。短すぎるほどに短いスカートやガツンと濃いメイク、というギャルの基本スタイルを押さえつつも、どこか気のよさそうな気け配はいも感じ取れる気がする。

　ただ──今の彼女は見み下くだすような視線を時とき田たさんに向け、彼の前で仁に王おう立だちしていた。その佇たたずまいと可愛かわいらしいルックスのギャップには、どこかアンバランスな印いん象しようを覚えた。

「……ほ、他の志し望ぼう校こうも全部この辺の私大じゃねえか」

　彼女は時田さんの手元の紙を覗のぞき込み、その内容に驚いたのか硬い声こわ色いろでそう続けた。

「一個くらい無む理りめなの入れとけっつーの。安あん牌ぱいで埋うめるとか、何のための模も試しだよ」

「……ぅう」

「うわ、全部Ａ判はん定てい……超ちよう意味ねえ……」

　一応周囲に気を配り、近くに誰だれもいないことを確かく認にんしてから、

「……きついな、菜奈緒さん」

　俺は百もも瀬せにそう言う。

「なんつーか、ここまでの感じとは思ってなかったわ……。予想外がいにヘビーじゃね……？」

　彼女たちから俺たちまで、距離は五メートルほども空あいているだろうか。それでもその気まずい空気はビンビン伝わってきて、何だか会話でもして気を紛まぎらわせたくなってしまう。

　しかし、

「そう。です。ね」

　百瀬はむしゃむしゃと髪かみを搔かき、すでに何かを全力で考えはじめている様よう子すだ。俺の言葉にリアクションを返す余よ裕ゆうもないらしい。

「きつい。です。ね」

　……息を吐はきだすと、俺は意い識しきを教室内に戻した。こういう時の百瀬には何を言っても無む駄だだろうな……。あきらめて、おとなしく張り込みを続けよう……。




「どれだけ酷ひどいもんを見せたんだよ時田さん」

　部室に戻り、なんだか胃いの辺りに妙みような重みを覚えつつ俺はそう吐きだす。

「どうすれば仲良かったはずの人にあそこまで嫌きらわれることができるんだよ……」

　あの後も、菜奈緒さんは時田さんに高圧的な言葉を浴びせ続けた。進路に関してのみならず、普段のきょどった態度がキモい、口くち調ようがキモい、など彼の内面外面両方にその話題を波及させながら。最終的に菜奈緒さんが「あーほんとつまんねー」と時田さんの元を離れ、迎えに来た友人数人と教室を出ていったのは、罵ば倒とうを始めてから十数分後だった。

　その場に残された時田さんは──昔ドラマで見た「男に乱暴された直後の女性」みたいに生気の抜けた表情で彼女を見送っていた。

「確かに、不自然なほどに厳きびしい接し方でしたね」

　言って、百もも瀬せは両手で髪かみをくしゃくしゃと搔かいた。

「しかも、たまたま話さざるを得ない状況になったわけでもなく菜な奈な緒おさんは自ら時とき田たさんの席に向かったわけで、もう意い図と的に傷つけようとしているとしか思えない態度でした」

「……ああ、確かにそうかもな」

　百瀬の意見に俺おれもうなずく。

「何となく、すぐにやりとりしてくれてラッキーくらいに思ってたけど……あそこまでとなると攻こう撃げきの意い思しがあったのかもな……。本当に見せられた作品が許せなかったんだろうな……」

　正直、並なみ大たい抵ていのキモさの作品を見せられた程度では、あんな風ふうに誰だれかを嫌きらうことはないと思う。普通にエロいものだとかオタクっぽいものを見せられたところで、人格全否定みたいな態度を取るようになるなんてことは、まずないはずだ。

　となると、時田さんが彼女に見せたのは──俺の想そう像ぞうも及ばないような作品だったということになる。エロいとかキモいとかを超ちよう越えつした、もう本当におぞましい代しろ物ものだったということに。

　時田さん……何でそんなもんを好きな人に見せちゃったんだ……。

　自じ業ごう自じ得とくだという俺の考えは変わらない。それでも、時田さんの心しん境きようを慮おもんぱかると自分の事のように凹へこんでしまう……。

「とりあえず、明日あしたは聞き込みに参まいりましょう」

　そんな俺の心しん情じようを察しているのかいないのか、百瀬は静かにそう言った。

「今日きよう菜奈緒さんは、友人数名と帰き宅たくしていましたね。彼女たちから話を聴きくことができれば、調査にも有ゆう意い義ぎな情報を得ることができるかもしれません」

「……そうだな。あの人らに聞き込みすれば、色々わかりそうだな」

　百瀬の言うとおり、菜奈緒さんは自分と同じようなギャル三人と連れ立って下校していた。彼女たちはずいぶんと仲がいい様よう子すだったし、菜奈緒さんが今回の時田さんとの不ふ和わについて話している可能性もあるだろう。上う手まくすれば、どの作品を見た結果ああなったのかも訊ききだせるかもしれない。

　ただ、隣となりで髪を搔き続けている百瀬の表情には、どこか納なつ得とくのいっていないような色が浮かんでいて……そのことが、少しだけ気にかかった。
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　翌よく日じつの放課後。

　聞き込みに出かけた俺と百瀬は、「現代文ぶん化か研究会」という架か空くうの部ぶ活かつを装よそおって菜奈緒さんの友人三人に声をかけた。「オタクとギャルの文化の相あい性しようについて研究しているのです。どなたか、そのような組み合わせで友人同士な二人をご存じありませんか？」なんて口こう上じようで。

　彼女たちは「あー！　いるいるー！」「ね、悠ゆうと時とき田たがそんな感じだべ」と食いつき、取しゆ材ざいの協力要よう請せいを快かい諾だく。廊下で話を聴きくわけにも行かないため、俺おれたちは三人を連れて学校近くの喫きつ茶さ店てんへ移動した。

「やべー超ウケる！　取材とかされんの初めてだし！」「ね！　ウケんべ！　どうするよエロ系けいの質問とかされたら！」「さーすがにそれはねーよー！」

　話しかけた直後も、喫茶店へ向かう最さい中ちゆうも、そして店に入った今いま現在も、彼女たちは妙みようにはしゃいだような様よう子すだった。

「とりま飲み物もの頼むべ」「ノムラさーん、マジおごりでいいんすかー？」

「ああ、はい、どうぞ、好きなものを頼んでください。あと野の々の村むらです……」

　その勢いにやや気け圧おされつつ答えると、彼女たちは「あざーす」とか口々に言いながらメニューに目を通し始めた。

　改めて、三人の様子をざっと窺うかがう。

　髪かみを明るい色に染め、派は手でめのメイクを顔に施ほどこし、スカートを極きよく限げんまで短くしているという点は三者とも共通している。ただ、各かく自じの個性もきちんと主張したいらしく、制服の着こなしや髪型や小こ物もの使づかいにはそれぞれのオリジナリティが見られた。縦たてロールの茶ちや髪ぱつだったり、金きん髪ぱつに近いストレートロングだったり、ネイルに強いこだわりが見えたり。

　注文を終え、飲み物とお菓か子しが到とう着ちやくしたところで、

「さて、先ほどもお話ししましたとおり、今回はギャルとオタクの組み合わせに関して色々と伺うかがいたく、このような場を設けさせていただきました」

　俺はノートを開くとそう切り出す。

「お手数をおかけしますが、是ぜ非ひご協力いただければと思います」

「おー任せろー！」「答えれることだったら超ちよう答えるわ！」

「ありがとうございます」

　相変わらず楽しげな表情でこくこくとうなずく彼女たち。俺は改めて頭を下げるとノートを開きページにペンをあてがい、いつでもメモが取れる態たい勢せいに入った。ここからは、百もも瀬せに進行をバトンタッチだ。

「では早さつ速そく伺います」

　百瀬が口を開いた。ちなみに彼女の髪は今日きようも盛せい大だいに乱れまくっていたが、ギャル三人は特に突っ込んでくる様子もない。もしかしたら、これも一つの個性くらいにとらえてくれているのかも知れないな。

「皆さんのご友人、菜な奈な緒お悠ゆうさんとそのオタクの方は、具体的にはどのような間あいだ柄がらだったのでしょうか？」

「あー、すげー仲のいー友達って感じかなー」

　言って、金髪ロングヘアーは腕を組んだ。

「めずらしーよなー、あーゆーのと仲良くなるってー」「ね、珍めずらしいべ！　つうか悠ゆう、会いに行くたびに時とき田たと話してたし」「普通にうちらといる時も時田の話題超ちよう出しまくってたしな」「素すでガチで友達だったねー。まー時田、見た目だけはイケメンではあったけどさー」

「そうですか」

　言って、百もも瀬せは髪かみを搔かく。

「では、皆さんの前で出される時田さんの話題というのは、どんな内容だったのでしょう？」

「んー、オタク過ぎて困るー、って話とかー？」「後はまあどういう髪型がたを勧すすめたとか、ＣＤ超沢たく山さん貸してやったとかそう言う話？」「ね、『あいつキモいんだよー』とか言ってたけど、別に全然本ほん気きで言ってる感じじゃなかったべ？」

「なるほど。ではお二人の関係は概おおむね良りよう好こうで、特に喧けん嘩かする様よう子すや不ふ和わの起こる様子、何かが嚙かみ合わないことなどはなかった、という事でしょうか？」

「そーだねー、喧嘩の気け配はいなんてー、一ミリもなかったよー」「まあ、元もと々もと悠は簡単に喧嘩するタイプじゃないけど。超ちよう優しいし」「ね、誰だれかを嫌きらいになることもほとんどないっぽかったべ？」「その上うえ頭もいーからねー」「あんな超いい奴やつそうそういないし」

　ふむ……という事は菜な奈な緒おさん、元々はかなり人間ができたタイプの女子ってことになる。昨日きのうの一件のせいで、きつい印いん象しようばかりが先に立っているけれど、本来はそうでもないらしい。

　そして彼女、どうも最近の不和のことを周囲には話していないようだ。この三人は、今でも二人の仲がいいままだと思っている。上う手まくすれば今日きよう中に真しん相そうがつかめるかも、なんて思っていたが、それもちょっと難しそうだ。

　が、縦たてロール女子がふと思い出したような表情になると、

「……あー、でもあの子、たまに超ちよう悩んでたじゃん？」

　毛け先さきをいじりながらそんなことを言い出す。

「悩んでいた、ですか？」

「うん、夏休み入る前とか、私らに超ちよう相談してきたし」「あー、んなこともあったねー」「『結局タイプが超違うから、あいつの考えてる事がたまにわかんなくなる』みたいな」「ね。確かに、オタクの頭の中とかよくわからんべ」「うんー全然わからんー」

　……意い外がいだった。そういうのを気にしているのは時田さんだけだと思っていたんだけど……彼だけでなく、菜奈緒さんは菜奈緒さんで相手との住む世界の違いを不安に思っていたのか。

「それに最近ー、二人でいるとこもあんま見なくなったよねー」「時田の事こと話題に出す機き会かいも超減へったよな」「ね、やっぱうちらみたいのとオタクが仲良くなるのは無む理りだったんだべ」

　口々に言い合う彼女たちを眺ながめながら、百瀬は考えるような表情で髪を搔いた。数秒ほどうつむき、彼女は改めて女じよ生徒たちの方を向くと、

「話は変わるのですが」

　そう言ってそれまでの話題を一いつ旦たん切り上げる。そして、

「菜な奈な緒おさんに映画や漫まん画が、ドラマなどで苦にが手てなジャンルがあった、というような話はご存じないでしょうか？」

　突とつ然ぜん何の脈みやく絡らくもなく、そんなことを尋たずね始めた。

「例えば、ホラーものが苦手、残ざん酷こくな描びよう写しやが苦手、甘ったるい恋愛モノ、性せい描写が苦手、といったお話は」

　その意い味み不明な方向転てん換かんにはさすがに違い和わ感かんを覚えたらしい。ギャルたちは訝いぶかしげな表情をその顔に浮かべる。

「……ん？　超ちよう話変かわったな」「つーか苦手なジャンルー？　どーしたんー？」「ね。それなんか研究に関係あんのかね？　よくわからんべ」

　……ああああ、いかん。

　ここまで割と順じゆん調ちようだったから気を抜いていたが、百もも瀬せさんがあっさり道を踏み外はずしてくださった。何やってんだよいきなり素すで訊ききたくなったこと普通に訊いてんじゃねーよ……思いっきり微びみ妙ような空気になってるじゃねえか……。

「じ、実はですね！」

　俺おれは会話に割って入る。

「こう、比ひ較かく研究したい対たい象しように『好きな物語の嗜し好こう』というのもあるんですよ！　なので……実際に菜奈緒さんに嫌きらいなものがあったら参考にさせていただきたいなと！」

「あー、そーゆーことかー」「何かと思ったわ。超ちようビビったし」

　うなずく彼女たち。よかった、どうやらセーフらしい……。

「苦手なジャンルだべ？」

　改めて、ネイル女子は腕を組む。

「いつも言ってたのは、やっぱオタクっぽいのはキモいってこととか？」「本屋とかでもアニメキャラとか見ると『キモい』って超ちよう笑ってたし」「まー、全然本ほん気きで嫌ってる感じではなかったけどねー」「他には……」

　縦たてロール女子が宙を見上げる。

「あ！　その、先週ウイングベイみんなで行った時さ、テレビでグロい映画やってて超引ひいたって言ってたっしょ悠ゆう！」「あー言ってた言ってたー」「ね！　血がどばーとか人間がぐちゃーとか、そういうのマジ無む理りって泣きそうになってたべあん時！　えぐいやつはダメだあいつ！」

　──えぐいやつはダメ。

　……おいおい、出ちゃったぞ……。

　結けつ論ろんに直結するようなヒントがあっさり出ちゃったぞ……。

　だって、昨日きのう百もも瀬せは言っていたじゃないか──「琴きん線せんのジュジュ」はグロいって。肉にく片へんが飛び散るようなアニメだって。

　しかし、

「ふむ」

　うなずく百もも瀬せはあくまで落ち着いた様よう子すだ。その表情もそれまでとの変化が全く見えない。

「残ざん酷こくな描びよう写しや、えげつない描写は苦にが手てとしているのですね」

　……なんだろう、妙みようにそっけないな……。自分が質問してここまでの手て掛がかりが入ったのだから、もうちょっと食いついても良いだろうに……。

　と、訝いぶかしがる俺おれの前で、

「……あ」

　今度は突とつ然ぜん縦ロール女子が何かに気付いたようにその目を見開いた。

「ねえ……ていうかさ……」

「んー？」「どうしたよ？」

　残りの二人が首をかしげた。俺も視線を百瀬から彼女に向ける。

　縦ロール女子は僅わずかに眉み間けんにしわを寄せると、

「もしかして……千ち代よ田ださんとノムラさん……」

　探さぐるような口くち調ようでそう切りだした。

「オタクとギャルの研究とか超ちよう噓うそじゃね……？」

「……!?」

「本当は他に事情があって、悠ゆうの事こんな風ふうに超訊きいてきたんじゃね……？」

　──その場に硬こう直ちよくした。

　……やべえ……察したか？　俺たちの正しよう体たいを察したか？　でもどうやって……？　やっぱりさっきの百瀬の暴走がまずかったか……？

　そして、焦あせりを覚える俺の前で彼女の口から核かく心しんをつく「単語」が漏もれる。

「……失しつ恋れん……」

　ああ、やっぱりバレ──

「ノムラさん──失恋したんでしょ悠に！」

　──てない!?

「だからさ！　ほんとは小説とか噓で、悠にコクって振られて、それでも超ちよう気になるからこんなに質問しまくってきたんじゃね!?」

「あー！　そうかもー！」「ね、言われてみればそうっぽいべ！　つーかそれ、めっちゃストーカーチックじゃん！」

「……」

　キューキャー盛り上がる彼女たち。その向かいで俺は、拍ひよ子うし抜ぬけするあまり全身の筋きん肉にくが弛し緩かんしていくのを感じていた。よかった。さすがにアウトかと思ったが、助かった……。

「つーかこれー、悠に言った方がよくねー？」「ね、確かに！　落ち着いて話し合えば何とかなるかもしれんべ！」

　……いや、やっぱ助かってない！　これはこれで厄やつ介かいなことになりかねん！

　俺おれは慌あわててその場に立ち上がると、

「ちょ、違いますよ！　あと野の々の村むらです！」

　叫ぶようにしてそう主張したのだった。




「……『琴きん線せんのジュジュ』っぽいな」

　なんとか誤ご解かいを解き終え彼女たちが去り、俺はため息交まじりに言う。

「まさにその、菜な奈な緒おさんの嫌きらいなグロいアニメなんだろ？　ちなみに、リストの中に他に残ざん酷こく描びよう写しやのある作品ってあるのか？」

「いえ、無いですね」

「だったらもう確かく定ていだろ」

　言って、腕を組むと俺は頭の中で話をまとめる。

　菜奈緒さんは前から時とき田たさんと自分の住んでる世界の違いに不安を抱いていた。で、今回オススメの作品を教えられたので見てみたところ、まさに自分の嫌いなタイプ、グロ系けいの作品だった。これまではキモいキモいと言いつつ色々と許容しようとしていた彼女もさすがにショックを受けて、時田さんの事も嫌いになってしまった。

　こういうことじゃないか？

　そう考えれば、彼女の極きよく端たんにきつい態度にも納なつ得とくがいく。エロ系やその他キモい系よりも、グロい作品の方がうっかり目にしてしまった時のショックは大きいだろう。それまで友人だった人を嫌いになっても不ふ思し議ぎはない。まあもちろん、証しよ拠うこがない以上調査はしばらく続くだろうけど、ここまで経けい緯いが把は握あくできていればさほど難なん航こうはしないはず。

　なんて思ったのだが、

「断言するのは早そう計けいに過ぎます」

　言って、隣となりに腰かけている百もも瀬せはボールペンの頭でほっぺたをむにむにとつついた。

「まだ何かが確定的になったわけではありません。情報も圧あつ倒とう的に不足しています。この状況で選せん択たく肢しを限定してしまうのは危険ですよ」

「まあそうだけど……こうなれば、さすがに他の可能性は低いだろ……」

「そうでしょうか？」

　言って、百瀬は乱暴に髪かみを搔かいた。

「私にはあまりそうは思えません。むしろなんだか、一層慎しん重ちように調査した方がいい気がしてきました」

　……なんでだ？

　今のところ調査が順じゆん調ちように進んでいるのは間違いないだろう。スムーズに情報は集まっているし、もう少し色々調しらべれば簡単に結けつ論ろんにたどり着けそうな気もする。

　なのに何な故ぜ、一層慎しん重ちようになんて思うのだろう……。

　そんな疑問が表情に出ていたのか、

「そもそも、単に残ざん酷こくなシーンがあると言っても描かれ方はそれぞれの作品で違うはずです」

　百もも瀬せはそう言葉をつづけた。

「必ずしも、それらが『オタク文化』に慣れない人に不快感を与えるとは思えません。それに、菜な奈な緒おさんは時とき田たさんの事を理解しようとしていたのではないかと思うのです。聞き込みをした三人にも、彼の事を相談していたとのことでしたし。だとしたら、本当に彼女は『リストにある作品を見ただけ』で仲のよかった友人を嫌きらいになるでしょうか」

　……まだこいつはそんなことを言うのか。

　まあ確かに相談の件はそういう風ふうにとらえる事もできるだろう。ただ、

「……そうは言ってもさすがにきついって」

　全ぜん非ひオタクを代表するつもりで、俺おれはそう答えた。

「オタクの人たちは自分の好きな作品を広く理解されるものだと思うみたいだけど……現実はそうじゃないんだよ。『二次元』ってだけで普通に無む理りな人もいるんだって……。その上グロかったりとかエロかったりとか、もう完全にアウトなんだよ」

「そうなのでしょうか。本当に菜奈緒さんは、そうやって彼を嫌ってしまったのでしょうか」

　言いながらうつむき、脚あしを組む百瀬。何となく、俺はそちらに視線を落とす。

　基本的には細ほそ身みな彼女だが、二の腕やスカートから覗のぞく太ももなんかは割とぷにぷにしていて、俺はそれを観察するのが好きだった。いや、決していやらしい意味ではなく。今日きようも、綺き麗れいに組まれた百瀬の脚は柔らかそうだ。いや、決していやらしい意味ではなく。

　……しかし百瀬、何な故ぜか表情が不安げな気がするな……。いつものように冷静な顔色なのだけど、ほんのちょっとだけ、そこに何かを心配しているようなニュアンスが滲にじんでいるようにも見える……。なんだろう、こいつ、何を気にかけているのだろうか……。

　と、彼女はゆっくり顔を上げると、

「なら、一度ニュートラルな感覚の人に作品を見せて、どう思ったかを確かく認にんしましょう」

　こちらを向いてそう言った。

「オタク文化に慣れていない人にリストの作品を鑑かん賞しようしてもらい、感想を聞くのです」

「ああ……なるほどね」

　それはまあ、悪くない考えだと思う。第三者の意見があれば、さすがの百瀬も一般人にとって「オタク作品」がどれだけハードルが高いものなのか理解してくれるだろう。それに、各作品に非オタの人がどんな感想を抱くのかがわかれば、調査にとって有益なデータになるはず。

　ただ、引っかかる事もある。

「……誰だれに見てもらうんだ？」

　俺は百瀬に尋たずねた。

「まあそりゃ、オタク文化慣なれしていない人なんていくらでもいるだろうけど……全部で九作品か、そんなにたくさん見てもらうの結けつ構こうハードル高いだろ？　誰だれに頼むんだよ？」

　そう、それだけの数の作品の鑑かん賞しようとなると結けつ構こうな重じゆう労ろう働どうになる。正直、好きなタイプでない作品なら一つ見るのも億おつ劫くうになるだろう。しかも、それが九個ともなれば、半はん端ぱな作業にはならない。百もも瀬せは誰にそれを頼むつもりなのだろう？　なんて思ったのだが……彼女は無む言ごんで俺おれを見る。そして、

「先せん輩ぱいに決まってるじゃないですか」

　他に誰がいるんだ、とでも言いたげな口くち調ようで端たん的てきにそう言い放った。

「それになんだか私も、先輩の感想、気になりますし」

　……マジ？
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　というわけで翌よく日じつ。土曜日の朝。

　俺は時とき田たさんチョイスの作品を鑑かん賞しようするため、千ち代よ田だ邸ていに向かった。

　ローテンションだった。一ミリも気が乗らなかった。

　現げん段階でこの週末が悲ひ惨さんな物になるのは約束されたようなものだろう。確かに良い案だとは思ったけど……自分がその犠ぎ牲せいになるとなれば、正直かなり悲ひ壮そうな気分になってしまう。

　それに何というか……落ち着かない。

　自宅から彼女の家までは徒と歩ほ五分くらいの距離なのだが、考えてみれば実際に訪問するのは初めてだ。ご両親とかいるんだよな、お邪じや魔まする以上顔を合わせることにもなるだろう。どうやって挨あい拶さつしようか……。そんな必要は無いのかも知れないけれど、何だか緊きん張ちようしてしまう。

　しかし、到とう着ちやくしたこぎれいな一戸建て、チャイムを鳴らし出てきた百瀬は、

「では行きましょう」

　などと言いつつ俺に大きめの紙かみ袋ぶくろを二つ、ナチュラルに手渡した。中にはぎっしり漫まん画がや小説、ＤＶＤが詰められていた。重い。

　彼女は静かにドアを閉めると、敷しき地ちの外へ向かって歩いていく。

「……え、どっか行くのか？　部屋で読むんじゃないの？」

「ええ」

　わけがわからずうろたえる俺に、こちらを見ないままで彼女はうなずいた。

「年上の男の人を連れ込んで、まかりまちがって彼かれ氏しかと思われたらどうするのですか」

「……」

「でも安心してください。私、いい場所を知っているので、そこへ向かいましょう」

　言うと、彼女は荷物を持たせる事を詫わびもしないままでさっさと自宅前まえの坂を下り始めた。

　……あー、百もも瀬せさん。あれですか。俺おれを家にも入れたくないと。

　坂道を下り始めた彼女を追い、俺も仕方なく足を前に繰りだした。ぎりぎり彼女に聞こえないような音量で、大きくため息をつきながら。




　一度スーパーに寄って飲み物を購こう入にゆうし、ぽつぽつ雑談しながら宇う田た路ろの街を歩いた。駅前を越えコンビニの前を過ぎ、坂を上って学校の前を右に曲がると山道に入る。そのまま三十分ほど歩き、そろそろ「どこに行くのだろう？」と不安になり始めたところで、

「あそこです」

　そう言って、百瀬は前方を指さした。どうやら、目的地に到とう着ちやくしたらしい。

　白しら魚うおのようなその人ひと差さし指ゆびの先には──展てん望ぼう台だいがあった。年ねん季きの入ったボロボロの東あず屋まやと、その向こうに見える、宇田路の街。

「おお……」

　思わず俺は、そんな声を漏もらしてしまう。

　足早にそちらに駆かけ寄り、手すりに手をかけて景色けしきを見渡した。

　山と海に挟まれた平野。さほど広くもないその土地に、背の低い建物がひしめき合っている。駅前の大型スーパーに、百瀬の家や俺の家も見えた。そして、それらを囲む無む数すうの住宅、商店や、ビルたち。学校の近くに、こんなところがあるなんて知らなかった……。

「実はここ、私の秘ひ密みつの場所なのです」

　俺の隣となりまで歩いてくると、あっさりした口くち調ようで百瀬は言った。

「小学生くらいの時、色々あって家出した時にたまたま来たのが最初だったのですが、それ以降も辛つらい事があるたびに私はここを訪れて宇田路の街を眺ながめました。もうどれだけの時間この場所で過ごしたかもわかりません。誰だれかにこの場所の事を教えるのは初めてなのですが、ここならきっと落ち着いて作品を楽しめるでしょう」

「……そう……なんだ……」

　──妙みようにドキリとしてしまう。

　こいつにとって俺は「ただそばにいるだけの年上の男」でしかないのだろうと思ってきた。本人が取ってきた態度からも、事実その通りなのだと今でも思う。それでもこういう場所に、彼女の「秘密の場所」に連れてきてくれるということは。しかもそれが「誰かにこの場所の事を教えるのは初めて」なのだとしたら。百瀬もそれなりに俺の事を、特別に思ってくれているのだろうか……。

　隣に立つ彼女の顔をちらりと盗ぬすみ見る。百瀬は俺の視線に全く気付かない様よう子すで、わずかに目を細めて宇田路の町を見下ろしていた。その表情は、何だか普段よりもぐっと大人おとなびて見えて……もう一度、心しん臓ぞうがフォルテッシモで高鳴った。

　──なんて感かん傷しように浸ひたるのも束つかの間ま「では先せん輩ぱい、早さつ速そく好きなのから鑑かん賞しようしてください」と百瀬に促うながされ、俺おれは東あず屋まや内ないに腰こし掛かけると紙かみ袋ぶくろの中をあさり始めた。

　ぎっしりつまった漫まん画が、ラノベ、ＤＶＤの表紙には、漏もれなく二次じ元げん美び少女のイラストが描かれている。百もも瀬せこれ自分で買ったのか。勇気あるな……。しかも、袋の中にはちゃんとポータブルＤＶＤプレーヤーまで入っているし、本当に準備万ばん端たんだ……。

　と、俺は袋の中のＤＶＤのうち何枚かに、「レンタルブック高たか橋はし」と書かれたシールが貼はってあるのに気が付く。これは何だろう。

「ああ、それはですね、よく考えたら志し穂ほ里りに貸したまま返ってきていないＤＶＤがあったので、行きつけの貸本屋で借りてきたのです」

　なるほど、レンタルブックの店って、ＤＶＤとかも置いてるのか。行ったことがないものだから知らなかった。ていうか、ちゃんと返せよあいつ。

「さて……」

　一度伸のびをして息を吐きだすと、気き乗のりしないながらも俺は作品の鑑かん賞しようを始めた。

　もうここまでくれば逃げることも出来ない。さっさと終わらせることに力を注そそごう。




　途とち中ゆうコンビニで昼食の買い出しをしたりしつつ、日が沈むまでに計五作品の鑑賞が終わった。「続きは明日あしたにしましょう」という百瀬の提てい案あんでその日は解散となり、翌よく日じつ再び集合、作品鑑賞を再開した。

　そして──

「……全部見み終わったわ」

「お疲れ様です」

　──九作品全すべてを鑑賞し終えたのは日が沈む直前、辺りが橙だいだい色いろに染まり始めた頃ころだった。

　最後に読んだ『かわいさ余って身長が百倍』を袋に戻しながら、「どうでした？」と尋たずねる百瀬に俺は答える。

「……正直……面白かったわ」

　言いながら吐はきだした息は、いっぱいになった胸の温度が移ったのか妙みように熱っぽかった。

「最初は偏へん見けん全開で入ったけど……あれだな……オタク系けいの作品でも良いものは良いんだな」

　そう、リストに載のっていた作品は──ぶっちゃけ面白かったのだ。

　びっくりするほど面白かったのだ。

　最初に読んだ『ぱんちら！』から最後に見た『かわいさ余って身長が百倍』まで、もれなく全てがよくできていた。度ど合あいの差こそあれ、手に取る作品全てにそれぞれの魅みり力よくがあって、鑑賞している間中退たい屈くつな気分になることも不快な気分になることもなかった。

「でしょう？」

　百瀬はこちらを向く。彼女の表情は、何だか少しだけうれしそうにも見えた。

「こちらの文化圏けんにも、本当に素す晴ばらしいものが沢たく山さんあるのですよ」

「みたいだな……」

　正直な所、これまで俺おれは無む意い識しきにオタク的な作品を見み下くだしていたのだと思う。薄っぺらくて、エロ目的で、変に鬱うつ屈くつした価か値ち観かんのものがほとんどなんじゃないかと。しかし、その先せん入にゆう観かんはこの二日で見事に破は壊かいされた。個人的にお気に入りの作品までできてしまう有あり様さまだった。

「特に気に入ったのは『ライこい！』でさ」

「ああ、あれは私も大好きです」

　俺のセリフにこくりとうなずく百もも瀬せ。

「実によくできた漫まん画がですよね。近年まれに見るレベルだと思います」

「うんうん。ラブコメとかちゃんと読むの初めてだったけど、ヒロインのリオンちゃんの二に面めん性せいにどハマりしたわ。可愛かわいすぎる。最後の笑顔とか、あーこの子もこんな風ふうに笑うんだって泣きそうになったし。完全に反はん則そくだろ、ずるいなあれ」

「ええ。実際、あの子の人気が凄すさまじくてアニメ化も決まり、現在絶ぜつ賛さん放送中ちゆうですからね。リオンちゃんを人気アイドル声せい優ゆうが演じて、ＤＶＤの売れ行きもすごいことになっているようです。──それにしても」

　百瀬は顎あごに手を当てる。

「先せん輩ぱいのような人は、あれを『二面性』と呼ぶのですね」

　……ん？　どういうことだ？　若じやつ干かんそのセリフが引っ掛かったが……今は話を先に進める。

「で、やっぱり他のも人気作だってだけあって、本当によかったよ。『ライこい！』の次は『あの魔王こ勇者ぼくがロングソード向けたらどんな顔するだろう』かな……。これ、ラノベだけどアニメになってたりはしないの？」

「ああ、それはコミカライズされてますね」

　百瀬はうなずく。

「ただ、コミックス版の方はまだ原作のラストまで行っていないのですが」

「……あー……」

　言われてみて、なるほどと思う。確かに、コミックス版は原作よりも後に始まるものだろうし、完結のタイミングに差が出るのは当然だろう。

「それでもコミカライズはコミカライズの魅みり力よくがあってお勧すすめなので、今度お貸ししますよ」

　と、そこまで言うと百瀬はほんのわずかに笑い、しかし、と前置きしてから、

「本当に気に入ったのですね。今回の作品」

　俺の顔をひょこっと覗のぞき込んだ。

「おう」

　力強くうなずいて見せる。

「もちろん、好みの度ど合あいに差はあったけど、酷ひどいと思うのは一つも無かったな……。だからほんと……菜な奈な緒おさんの気持ちが、全くわからんくなったわ……」

　そう。確かに『琴きん線せんのジュジュ』は血が飛び散り肉にく片へんが飛び散るアニメ作品だった。ただ、あくまでそれらはデフォルメされたスタイリッシュな表現がされており、さほどえぐい印いん象しようは受けなかったのだ。『なずなオーバーハイテンション』だって言われた通りめちゃくちゃエロかったけれど、それはあくまで主人公たちの関係を描くために必要な描びよう写しやである気がした。もちろん、苦にが手てな人はあれでも抵てい抗こう感かんを覚えるかもしれない。けれど、じゃああれをいきなり見せられたからって『オタクキモい最悪』ってなるのは、少々極きよく端たんな気がするのだ。

「でしょう」

　百もも瀬せはうなずく。

「私は初めからそこが気になっていたのです。あれだけ慎しん重ちようだった時とき田たさんが、無む茶ちやなことをやってしまったようには思えなかったのです。となれば、菜な奈な緒おさんの変化の理由は全くわからないことになります」

「……だよなあ」

　思わずため息を漏もらしてしまった。つまりこれ、調査は振り出しに戻ったってことだよな……。聞き込みや張り込みで俺おれが思ったことも全部的まと外はずれだったってわけで……つまり、俺たちは依頼解決に一歩も近づけていなかった事になる。そう考えると、さほど探たん偵てい業ぎよ務うむにやる気のない俺としても、正直結けつ構こう気落ちしてしまった。

　しかし、

「ただ──」

　言って百瀬はまっすぐ俺を見る。

「──先せん輩ぱいの感想を聴きいて、一つ仮か説せつが浮かびました」

「……仮説？」

　予想外がいの単語に思わず尋たずねた。俺の感想を聴いてって……一体どういう事だろう。

「ええ。まだ確かく証しようは持てませんし、引っかかるところもあるのですが」

　百瀬は立ち上がりうーんと伸びをする。

「とりあえず山を下りましょう。私、お腹なかが空すいてしまいました」

「……おう……」

「なんだか甘あまいもの食べたいです。ドーナツとかどうでしょう？　先輩のおごりで」

「……なんでおごりだよ!?」

　ナチュラルにわがままを言う百瀬に一応突つっ込こみを入れつつ、俺たちは展てん望ぼう台だいを後にして山道を下り始めたのだった。




「やっぱり基本形こそが王道にして至し高こうですね」

　三十分後、駅前のドーナツ屋にて、百瀬はオールドファッション（マジでおごらされた）をもぐもぐ頰ほお張ばる。

「ポン・デ・リングもＤ─ポップも素す晴ばらしいものですが、原点に立ち返ってこそ物の真しん価かは見えるものなのです」

「……へー」

　軽くなってしまった財さい布ふに悲ひ愴そうな気分を覚えつつ彼女の話を適当に聞き流すと、俺おれはスマホでウェブブラウザを起き動どうし「ある単語」で検けん索さくを始めた。

「その点先せん輩ぱいはフレンチクルーラーとシュガーレイズドですか。まあ、悪くないチョイスです。ただ、二点選えらぶならやはりオールドファッション、百歩譲ゆずってもチョコファッションは──」

　と、そこまで言って彼女は怪け訝げんそうに俺の顔を覗のぞき込む。

「何を見ているのですか？」

「……ああ、実はさ……ちょっと『ライこい！』で、気になることがあって」

「何が気になったのでしょう？」

「あの、修しゆう学がく旅行でリオンちゃんたちが行った町が、ちょっと宇う田た路ろ築ちつ港こうに似てたから……もしかしたらモデルだったりするのかなって思って……」

『ライこい！』の二巻辺りには、リオンちゃんと主人公が友人数すう人にんと出かける回がある。そこで彼らはいつものように言い争いを始めてしまうのだが、そのシーンがなんとなくこの宇田路から二駅ほど離れた宇田路築港の景色けしきに似ているような気がしたのだ。はっきりとそのことが作中で言げん及きゆうされているわけではないし、基本「ライこい！」は東とう京きようを舞台としているのだけど、ネットで調べれば何か情報があるかもしれない。と言うわけで、俺は「ライこい　舞台　宇田路築港」と検けん索さくサイトに打ち込んだのだった。

　……漫まん画がの舞台を調べちゃうとか、俺も少しずつオタクに毒どくされているのかもしれないな……。でも気になるのだから仕方がない。

「ああ、言われてみれば、確かに似てますね」

　言って百もも瀬せもうなずく。

「正直、確かく証しようが持てるほどではないですが、あそこが『聖せい地ち』である可能性はあるでしょう」

「……『聖地』？」

「ええ、漫画やアニメの舞台になった場所はファンの間で『聖地』と呼ばれ、そこを訪れるのは『聖地巡じゆん礼れい』と呼ばれているのです」

「はー、なるほどね」

「結果がわかったら教えてください」

「おう」

　うなずくと同時に画面に検索結果が表ひよ示うじされた。俺は再び視線をそちらに戻す。

　ざっと見ていく限りでは……ううむ、なんだかめぼしい感じのサイトはなさそうだ。基本的に上がってくるのは「『ライこい！』の舞台は東京のこの辺だ！」的なまとめサイトばかりで「宇田路築港」は検索ワードとして無視されてしまっているっぽい。やっぱり俺おれの思い違いなんだろうか……。

　が、半なかばあきらめ気ぎ味みにいくつかのサイトをたどっているうちに、俺おれは個人が運営しているとあるブログ記事にたどり着いた。手元のコーヒーを飲み干ほしてから、俺はあまり期待せずにその内容に目を通す。





タイトル：とりま見終わった

本ほん文ぶん：今ライこい！見終わった。このヒロインのリオンが人気なのか。。。ォタクの気持ちはよくわからんわ。。。。。。でも、なんか宇う田た路ろ築ちつ港こうっぽいとこ出てきたし、ぉもってたより全ぜん然ぜん面白くてびっくりした。。。。






　……おお、やっと同意見の人を見つけることができたようだ。やっぱ、あれが宇田路築港に見える人は他にもいたんだな。

　しかもこのブログ主、文章を読む限りでは初めて「ライこい！」を鑑かん賞しようし終えた直後らしい。今の俺と似たような状況なわけだ。もしかしたら前の記事辺あたりでも「ライこい！」に言げん及きゆうしてるかもしれないな……。

　俺は画面上の「前の記事へ」というボタンを指で触った。やや間があって、画面に一つ前の記事が表ひよ示うじされる。





タイトル：ォタクの恋愛モノ

本文：今日きようゎ、知り合ぃのォタクにァニメとか漫まん画がとかィロィロォススメされた。ぃきなり九個も題名ぉしえられてメンドかったんだけど、そぃつゎ「絶対気きに入ります！」ってぁつく語ってきた。ふだんあんまりジコシュチョ→しない奴やつだからちょっとびびった。。。。いちおー「どれがぃぃんだよ？」って聞いたら「特にこのライこい！はヒロインが最高に可愛かわいいんです！この世で一番好すきなヒロインなのです！」とかぃってた。なんか、ォタクに人気の恋愛モノらしい。。。ぁんまりしつこいから、とりま出てる分ぃまから全部見みてみよぅとぉもぃます→






　……ん？

　一度目めをこすり、改めて文面を見直す。

「オタク」に「オススメ」された……？

「九個」も「題名」を「教えられた」……？

　──鼓こ動どうが一いつ拍ぱく高鳴る。

　この文体……いわゆるギャル文字と呼ばれるものじゃないのか？

　そしてこのブログの主、この後の記事で「宇田路築港」について言及しているという事は、この辺の土地にゆかりのある人である可能性がある……。

　……。

　まさか。

　まさか……これ……。

　手に汗あせをかきつつ、俺おれは画面を触って筆ひつ者しやのプロフィールページに移動した。

　そこに書かれていたブログ主のハンドルネームは──『７Ｏ』。

　……７Ｏ……ナナオー……ななお……。

「……うわ」

　思わず声を上げた。

「菜な奈な緒おさんのブログじゃねえか……！」

　それまで明後日あさつての方向を向いていた百もも瀬せが、すごい勢いでこちらを向いた。

「しかもこれ……時とき田たさんにリスト渡された日の記事だ……」

　……うん。何度も見返してみたが間違いない。これは……菜奈緒さんのブログだ。ハンドルネームと九個も題名を──という点だけでもまず確かく定ていだろうし……よく見たら、このブログの背景は学校の校舎から見た宇う田た路ろの街の写真だ……。

　そう言えば……依頼を受けたあの日、時田さんは菜奈緒さんがブログのことを教えてくれないと嘆なげいていたけど、もしかしてこれがそれか……？　見つけちゃったよ……完全に偶ぐう然ぜん……。

「見せてください」

　百瀬がそう言いこちらに手を伸ばす。彼女はスマホを受け取り何度か画面を触ると、

「確かにそのようですね」

　小さく言ってうなずいた。

「だよな……ていうか、こう書いてるってことは……あの日菜奈緒さんは『ライこい！』を見たってことだよな……」

　思わず額ひたいに手を当てる。

「何でアレ読んだ次の日に態度変かえるんだよ……いや、他の作品でも納なつ得とくいかないけど、特にアレは……」

『ライこい！』はリストにあった作品の中でも最も世せ間けん受けしやすそうな内容だったと思う。極きよく端たんなエロシーンも残ざん酷こくなシーンもなく、コミカルで可愛かわいらしいそのお話は個人的にも一番のお気に入りだった。逆に言えば、あのお話に本気で嫌けん悪お感かんを抱く人がいるとは到とう底てい思えない。そして実際──全ぜん巻かんを完かん読どくしたらしい菜奈緒さんに、あの内容を明めい白はくに嫌悪している気け配はいは感じられない。

　……一体何がどうなっているんだ？

　ただ、戸と惑まどう俺とは対たい照しよう的に、

「なるほど、やはりですか」

　百瀬は改めて何度かディスプレイを触ってから、顎あごに手を当てた。

「大だい体たい事情は読めました」

「……は？」

　あまりに平へい坦たんなその口くち調ように、皿さらのドーナツに手を伸ばしたまま俺おれはぽかんとする。

「……事情が……読めた……？」

「ええ」

　こくりとうなずく百もも瀬せ。

「先せん輩ぱいの感想を見た時に思いついたのが、まさに『菜な奈な緒おさんは「ライこい！」を見たのではないか』と言う仮か説せつでしたから。根こん拠きよは弱かったのですが、どうやら正しかったようです」

「……マジかよ……」

　もう……全くもって話が読めない。何をどう考えればそんな仮説にたどり着くのかも、そしてその仮説の具体的な内容も全くわからない。

「まあ、もう少し確かく証しようがほしいところですが、比ひ較かく的てき簡単になんとかなりそうです。証しよ拠うこも早ければ今夜中に用意できるでしょう。準備が整い次し第だい先輩にも連れん絡らくするので、時とき田たさんの呼び出しをお願いします」

「……」

「全く理解できない、といった表情ですね」

　百瀬は俺の顔を覗のぞき込むとそう言う。当たり前だ、この程てい度どの情報で事態を把は握あくできちゃう百瀬の方がおかしいんだよ……。

「まあ、今回は仕方がないです。オタク文化に疎うとい先輩には、ちょっとハードルが高い依い頼らいでした。でも、一つヒントを出すなら」

　彼女は小さく首をかしげた。

「先輩の言う『二に面めん性せい』というやつがキーですね」




　──その晩、日付もそろそろ変わろうかという頃ころに百瀬から電話があった。予想通り調査結けつ果か報告のための材料がそろったので、時田さんを呼び出してほしいという内容で。事情が全くわからず「お、おう……」と返事することしかできなかった俺だったが、その後ご何となく覗いてみた菜奈緒さんのブログの最さい新しん記事で、とある「予想外なやりとり」がされているのを発見する。

　……何だこれ。

　何が起きているのかさっぱりわからない。いや、正確に言えば、何が起きているのかはぼんやりわかるのだが……その結果、なぜこんなことになっているのかがよくわからない。

　ただ明日あしたが……調査結けつ果か報告をする明日が、時田さんにとっても菜奈緒さんにとっても重要な日になるであろうことは何とか理解することができた。

　パソコンを閉じ小さく窓を開けると、冷たい風が室内に吹き込んで酷ひどく胸がざわつく。

　明日あした……時とき田たさんの失しつ恋れんは、一体どこにたどり着くんだろう……。




　　　　[image: ]




「お忙いそがしいところ、突とつ然ぜんの呼び出しで申もうし訳わけありません」

　日が沈みかけた放課後の部室で、百もも瀬せは向かいに座る時田さんにぺこりと頭を下げた。

「調査の結果、菜な奈な緒お悠ゆうさんが時田さんへの態度を変えたきっかけがどの作品かわかったので、さっそく報告させていただきたいと思いまして」

「は、はい……全然大だい丈じよ夫うぶですので……よろしくお願いします……」

　言って、時田さんは頭を下げ返す。その額ひたいにはすでに汗あせが滲にじみ、整った顔は血の気が引いていた。凄すさまじい緊きん張ちよう感かんに苛さいなまれているのだろう。

　そしてかく言う俺おれも、これから百瀬が告げる事実を淡い高こう揚ようを持って待っていた。今こん回かい百瀬は、どんな推すい理りを展開するのだろう。時田さんと菜奈緒さんの間に、一体何なにを見出したというのだろうか……。

「では報告させていただきます」

　言って、百瀬は髪かみをもしゃりと搔かいた。先ほど整えたばかりの綺き麗れいなボブヘアーが、少しだけ空気を孕はらんでふくれる。

「まず今回は菜奈緒さんのご友人への聞き込み、リストアップされていた作品の分ぶん析せき、張り込み、本人の書いたブログの確かく認にん、という形で調査を進めました」

「ブ、ブログですか!?」

　時田さんが驚きの声を上げる。

「……菜奈緒さんのブログ、発見されたのですか……!?」

「ええ、偶ぐう然ぜんではありますが、この助手が見つけてくれました」

「なるほど……」

　おずおずとこちらを向く時田さんに、どーもと頭を下げて見せる。

「その結果わかったのは、菜奈緒さんがあの日鑑かん賞しようしたのは『ライこい！』だった、ということです」

「……えぇ……？」

　時田さんは、少々面めん食くらった様よう子すで声のトーンを落とした。

「……『琴きんジュジュ』でもなく『なずな』でもなく？」

「ええ」

「……は、はあ……『ライこい！』……ですか」

　怪け訝げんな表情で彼はそのタイトルを繰り返す。まあ、こういうリアクションになるのも当然だろう。時田さんも、渡した作品の中でもハードなものが今回の原因になったと思っていたはず。俺おれだって未いまだに全く実感は持てていない。

　彼はしばし悩むように小さくうなってから、

「……こ、こんな事を言うのも失礼ですが……本当にそれで間違いないのでしょうか……？」

　申もうし訳わけなさげにそう切り出した。

「リストの中でもあの作品は一番おとなしい内容だったと思います……他にはもうちょっとパンチのある作品もあったりするので、私としてはそちらなのかと思っていたんですが……」

「ええ。ブログにそう記きじ述ゆつがありましたので」

　言って、百もも瀬せは携けい帯たいをポケットから取り出し、例の記事を読み上げ始める。

「菜な奈な緒おさんはリストをもらった日、こう書いています。『いちおー「どれがぃぃんだよ?」って聞いたら「特にこのライこい!はヒロインが最高に可愛かわいいんです!この世で一番好すきなヒロインなのです!」とかぃってた。なんか、ォタクに人気の恋愛モノらしい。。。ぁんまりしつこいから、とりま出てる分ぃまから全部見みてみよぅとぉもぃます→』」

　一ひと通とおり聞き終えると、時とき田たさんは未いまだ納なつ得とくいかない表情ながらもこくりとうなずいた。

「そう書いてあるなら、確定ですね……。間違いなさそうです……菜奈緒さんは……『ライこい！』をきっかけに……きつくなった……」

「はい。ただ一点ご注意いただきたいのは、彼女が態度を変えた経けい緯いが時田さんの思っているものとは違う、ということです。時田さんは、作品を鑑かん賞しようした結果オタク趣しゆ味みを気持ち悪がられ、結果嫌きらわれてしまったとお考えのようですが、そうではありません」

「……どういうことでしょう？」

　時田さんは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　そんな彼に、百瀬はごく落ち着いた声こわ色いろで、世せけ間んば話なしでもするような口くち調ようで──こう答えた。

「菜奈緒さんは、作品を嫌ったのではなくむしろ強く影えい響きようを受けたのです──彼女は『ライこい！』のヒロインであるリオンちゃんの真似をしたのです」

「……はい？」

「彼女の性格を模も倣ほうし、態度をコピーしようとしたことであのような結果になった、というわけですね」

　その説明に──時田さんは完全に黙だまり込んだ。

　そして俺も、彼の向かいで混乱に陥おちいる。

　菜奈緒さんが、リオンちゃんの真似をした？　結果、あんな態度になった？

「……いやいや……」

　数秒の間を空あけて、時田さんはそんな声を漏もらす。ワックスで整えてあるらしい髪かみを搔かきながら。

「さすがに……それはちょっと説せつ得とく力りよくがありませんよ」

「なぜでしょう？」

　何なに食わぬ顔で首をかしげる百もも瀬せ。

「何な故ぜって、だって──全然似にてないじゃないですか……」

「似ていない？」

「ええ、今の菜な奈な緒おさんとリオンちゃんの態度は、色々と違いすぎます……」

　彼は静かに、それでも実感のこもった声でそう言う。

　そして俺おれも、彼の意見に完全に共感していた。

　そう、大だい前ぜん提ていとして──大きな相そう違い点てんがあるのだ。

　今の菜奈緒さんの態度と「ライこい！」のリオンちゃんには、重大な開きがあるのだ。

　リオンちゃんの真ま似ねをしようとしてあんな行動に出たという言う推すい理りには、正直無む理りがあるとしか思えない。

　──ここでちょっと、リオンちゃんというキャラについて説明しよう。

　リオンちゃん、こと高たか槻つきリオンは、この春はる高校に入学した十五歳さいの女の子だ。彼女は入学直後に知り合った主人公こう「ヒイロ君」にことあるごとに嚙かみ付き、「ライオンガール」という呼び名をつけられる。ただ、全八巻中の三巻目冒ぼう頭とう、夏休み前にクラスメイトたちと行った遠足にて、その態度が照てれ隠かくしの強がりだったことが判はん明めいし、時折心優しい内面を覗のぞかせるようになる。そして最終的に、リオンちゃんは自分の気持ちを受け入れ主人公に告こく白はくする事で物語はハッピーエンドを迎えるのだ。

　つまり、彼女の魅みり力よくはそのきつい人ひと当あたりと、時折滲にじませる優しさの落らく差さだと言えるだろう。暴ぼう言げんを吐はき、主人公に高こう圧あつ的な態度を取り続ける彼女が一いつ瞬しゆん見せる気き遣づかいや笑顔に、俺たち読者は胸をときめかせるのだ。だからこそ、オタクの皆さんに彼女は大だい人にん気きなのだし「ライこい！」が名作たりえているのだ。

　なのに菜奈緒さんは──ただひたすら時とき田たさんにきつく当たっている。

　──あんなのが、リオンちゃんの真似であるはずがない。

「探たん偵ていさんは、『ライこい！』を読まれたことがあるのですか？」

　時田さんは尋たずねる。

「ええ。全巻初しよ版はんで持ってます。雑ざつ誌し連れん載さい中ちゆうから注目していました」

「だったらわかるでしょう？　リオンちゃんは──『ツンデレ』です」

「そうですね」

「確かに、きつい所もあります。嫌いやなことも言いますし乱らん暴ぼうに人を扱ったりもします。でも、それは『デレ』を引き立たせるための『ツン』であって……そのギャップこそが、彼女のアイデンティティではないですか。本当はヒイロ君の事が、皆の事が大好き、というのがリオンちゃんではないですか。でも菜奈緒さんは、本当に私にきつく当たるばかりで……」

　……そのセリフに、俺はなるほどと内ない心しん小さくうなずいた。ああいうのを……「ツンデレ」というのか。そのフレーズは聴きいたことがあったし意味も知っていたけど、実際にそういうキャラにお目にかかるのは初めてかもしれない……。

「確かに、リオンちゃんは非常によくできたツンデレですね」

　言って、百もも瀬せはうなずいた。

「ツンとデレのバランスがよく、二つの属ぞく性せいが分ぶん離りすることなく彼女の中に綺き麗れいに収まっています。となると、そこから『きつい』という要素だけを抜き出したのは明らかに不ふ自然です」

「でしょう？　さすがにちょっと、ありえませんよ……。というかそもそも、きちんと真ま似ねできていたら私も気づいたでしょうし……そうならなかったからこそこうして調査をお願いしたわけで……」

　言って、時とき田たさんは不満げに息を吐はきだした。温おん厚こうそうな彼だが、大好きな作品に関する話題となると冷静でいられないのだろう。……が、彼は何かに気付いたような表情になると、

「もしかして……リオンちゃんがデレる三巻まで読まなかったとか、そういうことを思われたのでしょうか……？」

　百瀬を見てそんな風ふうに続けた。

「でも、それはちょっと考えられません……。菜な奈な緒おさん、『出てる分は全部見みる』と書いてますし、全ぜん巻かん見たのは間違いないですよね？」

「ええ、そうですね」

　ごく冷静な表情で、百瀬はうなずいた。

「こう書いてある以上、菜奈緒さんが間違いなく発売済ずみの巻を全て鑑かん賞しようしたのでしょう」

　そして彼女は、こんな言葉をそこに付け足した。

「ただ、『ライこい！』の、『何の』全巻か、は記き載さいされていませんが」

　そのセリフに──時田さんは目を見開いた。

　……なんだ？　どうしたんだ？　『何の』全巻か、ってどういう意味だよ……。全ぜん然ぜん話についていけない……。

「では、私の推すい理りについて細かく説明をしていきましょう」

　言って、百瀬はもう一度携けい帯たいに視線を落とした。

「菜奈緒さんは時田さんからリストを受け取った日の記事に、このように記載しています」

　言って、彼女は該がい当とう箇か所しよを読み上げる。

『ぁんまりしつこいから、とりま出てる分ぃまから全部見てみよぅとぉもぃます→』

「……はい……」

　時田さんはうなずいた。

「ここで彼女は『出ている分を全て見る』と書いているだけで、『ライこい！』の調達方法に関して触れていません。全巻買かったのかもしれませんし、漫まん画が喫きつ茶さのようなところで読んだのかもしれませんし、友達やレンタルショップで借りたのかもしれません」

「……おふ、そうですね……」

「では次に、ちょっと前に書かれていたこのブログ記事をご覧らんください。二週間ほど前のものですね。受じゆ験けん勉強の話題や、友達と遊びに行った報告の合間に挟まれた短い文章です」

　言って、百もも瀬せはその記事を読み上げる。

『そうそう、今日きようからレンタルブック高たか橋はしに「ライこい!」の新しいのがぉかれ始めてたから、借りて見てみた→ぁぃかわらずリオンはキツイな。。。。。。デモぉとこどもはこぅぃぅ子がスキらしい。。。難しいなあ。。。。。。』

「……新しいの……？」

「ええ、そう書かれています」

　怪け訝げんな表情で尋たずねる時とき田たさんに、百瀬は携けい帯たいの画面を向けて見せた。

「『ライこい！　の新しいの』と。『ライこい！』最終巻かんが発売されたのは半年前。レンタルショップで新刊が取り扱えるようになるのは発売から一ヶ月後なので、このブログが書かれている時点では、とっくにレンタルが始まっているはずです。ちょっと不自然ですね」

　ところで、と百瀬は前置きする。

「このレンタルブック高橋、私も頻ひん繁ぱんに使うのですが、数年ほど前からコミック以外の商品も取り扱い始めました。不ふ景けい気きに煽あおられた形なのでしょう。新たに取り扱いが始まったのは、ゲームや音楽ＣＤ、そして──映像ソフトです。となると、当然一つの可能性が浮かびますね」

「……もしかして……」

「はい。彼女が原作漫まん画がではなく──ＤＶＤなりブルーレイなりでアニメ版を見ている可能性です」

　百瀬はそう言って髪かみを搔かいた。それまでおとなしかった髪かみ型がたが一いつ瞬しゆんでボリュームアップし、見事に大だい爆ばく発はつした。

「確かく認にんしたところ、ちょうどこの記事が書かれた頃ころ、レンタルブック高橋にアニメの映えい像ぞうソフト第三巻が入荷したそうです。時田さんは菜な奈な緒おさんに渡したリストに、その作品が何の媒ばい体たいで発表されたものかを記き載さいしていませんでしたね？　恐らく菜奈緒さんはリストをもらったその日、帰りにそのままレンタルブック高橋へ向かったのでしょう。そこで彼女は、先に目に入ったアニメ版をレンタルしたのではないでしょうか。ちなみに、アニメ版は概おおむね三話で原作一巻分ぶんを消しよ化うかする形です。ＤＶＤブルーレイともに一巻につき二話が収しゆう録ろくされており、菜奈緒さんは三巻まで、全ぜん六話分ぶんしか見ていない可能性があります。つまり──原作二巻のラストまで。リオンちゃんがデレる直前までしか見ていない可能性が」

「……」

　もはや声も出ない様よう子すで、時田さんは口をぱくぱくさせている。

「もちろん、普ふ段だんからツンデレ作品に慣れ親しんでいる人や、『ライこい！』の事じ前ぜん情報を得ている人は、その段階でもリオンちゃんが後にデレることがわかるでしょう。しかし、オタク系けい知識が皆かい無むの菜奈緒さんに、そこまで読み取れるでしょうか？　ただ単純に、きつい女の子であると判はん断だんしても仕方がないのではないでしょうか？　また、ブログの記き載さいを全て確かく認にんしましたが、菜な奈な緒おさんは常に『ライこい！』を『見た』と表現しており、一度も『読んだ』とは書いていません」

　呆ぼう然ぜんと黙だまり込む時とき田たさん。

「と言うわけで、菜奈緒さんがリオンちゃんの真ま似ねをしようとした結果、時田さんにとって『嫌きらわれた』としか思えない態度になったとしても、そして時田さんが彼女のその変化の意い図とに気付けなかったとしても、何の不ふ思し議ぎもないのです」

　部室内に沈ちん黙もくが訪れ、百もも瀬せは無む言ごんで髪かみを搔かき続ける。

　しばらくの間を置いて、

「……なるほど……」

　時田さんは、未いまだ夢の中にいるみたいな口くち調ようでそう言った。

「それなら……確かにあり得ますね……。菜奈緒さんがリオンちゃんを真似ようとして、結果……ああいう態度になった可能性は……」

　そこまで言うと彼は「ただ」と前置きしてから、

「なんだか、全然実じつ感かんがわきません……」

　申もうし訳わけなさげにそう続けた。

「だって、わかったのはそうする可能性があった……ということだけで……『そうした』という証しよ拠うこがあるわけではないですよね……？　正直、あの菜奈緒さんがオタク作品のキャラを真似たとは到とう底てい思えません……。大体、理由が無いじゃないですか……。私だって……確かに彼女の影えい響きようでレゲエは好きになりましたが……じゃあ例えばこう、自分でレゲエっぽい格かつ好こうをしようとまでは思わないですし……」

　……確かにそのとおりだ。百瀬の言うとおり、菜奈緒さんが「そうしうる」と言うことはよくわかった。ただ、理由が全くわからない。何がどうなれば「二次元キモい」と言っていた彼女がまさにそのキモかったはずの「二次元」を真似することになるのだろう。

「では、証拠をお見せします。これを見ていただければ、菜奈緒さんの真しん意いも理解していただけるでしょう」

　言って、百瀬は改めて携けい帯たいをいじり始める。どうやら、昨さく晩ばん行われたやりとりを見せるつもりらしい。そうか……やっぱりあそこには、今回の真相が隠かくされていたのか……。

　そんなことを考えながら、俺おれは百瀬が見せるつもりの「やりとり」を具体的に思い出してみる。ネット上で展開された二人の会話。

　……その時。

　俺は──ようやく理解した。

「ツンデレ」の意味を知り、彼女が「リオンちゃんの真似をした」という前ぜん提ていを把は握あくすることで、あのやりとりを理解することができた。

　そうか……菜な奈な緒おさんはだからあんなことを……。

　ただ……だとしたら、この流れはまずくないか？

　菜奈緒さんの気持ちが「そう」なのだとしたら──今百もも瀬せは、ここでその「証しよ拠うこ」を見せるべきではないんじゃないのか？

「……ちょっと待った！」

　ブログを携けい帯たいに表ひよ示うじさせ終え、時とき田たさんに差し出そうとしている百瀬を慌あわてて止める。

「なんですか？」

「そ、その証拠は……俺おれたちから見せるよりも、菜奈緒さん本ほん人にんから見せてもらった方が良いだろ！　と、時田さん！」

「……はい？」

　全く経けい緯いがわからない様よう子すで、時田さんはこちらを見る。

「菜奈緒さん、もう今日きようは帰ってましたか？」

「……あ、ああ、どうでしたかね……少なくとも、私が教室を出た時には帰る気け配はいはなかったと思いますが……。そ、そういえば、何か私の方をチラチラ見てたかも……」

「そうですか……」

　ほっとしつつうなずく。まあでも「昨日きのうの書き込み」から考えればそうだろう。きっと彼女は──時田さんの帰りを待っている。

「なら、今すぐ会いに行ってあげてください」




　三人で部室を出ると、廊下に据すえ付けられている窓から北きた校舎に目をやった。部室があるこの南みなみ校舎と教室のある北校舎は、ちょうど中なか庭にわを挟んで向かい合う位置にある。視線をちょっと下げた正面、二階にある三年四組の教室には──菜奈緒さんの姿すがたがあった。彼女は落ち着かない様子で教室内をうろうろと歩き、時とき折おり机の上に置かれたままの時田さんの鞄かばんに視線をやっていた。

「ほら、やっぱり待ってます。行ってあげてください」

　俺がそう言うと、時田さんは一度その顔に困こん惑わくを浮かべた。きっとまた、きついことを言われるのではないかと不安なのだろう。

「大だい丈じよ夫うぶですよ」

　俺は笑って見せる。

「多た分ぶん時田さんにとっても、悪い結果にはなりませんから」

「そう……なんですか……」

　視線を落とす時田さん。彼はしばらく逡しゆん巡じゆんしてから覚かく悟ごを決めたように顔を上げ、

「……わ、わかりました。ありがとうございました……」

　ぺこりとお辞じ儀ぎして小こ走ばしりで去っていった。

「なんでわざわざあんなことを？」

　彼の姿すがたが階段に消えたところで、百もも瀬せはこちらを見上げる。

「確かにこのやり方でも真しん相そうは伝わります。でも探たん偵ていとしては、きちんと自分で全てを説明したかったのですが」

「ああいうのはな、本ほん人にんが伝えるべきことなんだよ」

　言って、俺おれも三年四組の教室に向かって歩きだした。

「他人の俺らじゃなく、菜な奈な緒おさん当人が言うべきことなんだ」

「……」

「ていうか、俺たちも行こう。この後あと二人がどうなるか見届けたいし」

　そう言って手て招まねきすると、百瀬は不ふ思し議ぎそうな表情でととと、とこちらに寄ってきた。




「ちょ、ちょっと時とき田た……どこ行ってたんだよ！」

　俺と百瀬が北きた校舎二階の廊下に到とう着ちやくしたところで、三年四組の教室からそんな声が聞こえた。

「話したいことあったのに、ま、待たせんなよ……！」

　静かにそちらに近づきロッカーの陰に陣じん取どると、いつものように「誰だれかを待っている振り」を始める。まあ、こんな放課後ごにこんな場所で誰かを待つなんて不自然極きわまりないけれど、どうせ誰も通らないだろうし問題ないだろう。

「そ……そんなこと言われましても……」

　菜奈緒さんの無む茶ちやな要求に、時田さんは困こん惑わくの声を上げた。

「その……一ひと言こと言ってもらえれば……用事があるってお教えしましたのに……」

「そんな事情は知らんし……私の気持ちくらい察しろ」

「ええー……」

　……そこまで聞いて、菜奈緒さんの声こわ色いろが先日聞いた時とは全く違う事に気付く。口くち調ようは以前のままなのだけど、今日きようの彼女の声にはあからさまに緊きん張ちようが滲にじんでいるのだ。

　ただ、それでも菜奈緒さんは、

「ていうか……何してたんだよ、こ、こんな放課後に……」

　慎しん重ちように話を進めていく。

「え、い、いや……ちょっと、知ち人じんと会う約束が……ありまして……。ですから、話があると先に言っていただければ、その旨むねお伝えしたんですが……」

「知人？　つまり時田は私の話より……その人が大事とかそういうわけ……？　私が話すことがあるとしても……そっちキャンセルしてもらえないんだ……」

「あ、そ、その……そちらの用事の方が……先に予定に入ってましたし……というか、私からお願いした用事ですし……」

「……私の方も、本当に大事な話だったんだけど」

　震える声で菜な奈な緒おさんは言う。

「……な、菜奈緒さん……？」

　違い和わ感かんに気付いたらしい。時とき田たさんはやや虚きよを突かれたような表情になった。

「私がこんなに……時田のことばっか考えてるのに……時田は他のとこにフラフラ遊びに行くとか……。私……こんな態度に……きつい事ばっか言うようになった理由……説明しようと思ったのに……」

　時田さんが後ずさる。いまだに彼女に対する恐きよ怖うふ心しんは消えていないらしい。

「ど、どうしたんですか……急に……」

「は、話さなきゃ……いけないと思って……」

　言って、彼女は肩を落とし項垂うなだれた。その表情からは、これまで浮かんでいた虚きよ勢せいすら消え始めていた。

「間違えてたのにやっと気づいたから……謝らなきゃと……思って……」

　変わり始めた教室内の空気に、廊下の俺おれも思わず制服のネクタイをぎゅっと握る。

　そして、

「……どういうことですか……？」

「わ、私は……」

　菜奈緒さんは、静かに説明を始めた。

「お前の好きな『ライこい！』見て……ヒロインの真ま似ねして……こうなったんだ……。でも……色々手て違ちがいで……勘かん違ちがいしてて……。だからごめん……きついことばっか言ったよな……本当に……酷ひどい事したと思ってる……」

　時田さんの顔に驚きの色が浮かんだ。すでに百もも瀬せから説明されていたことではあったが、本人の口から聞かされてようやく実感が持てたのかもしれない。

「……なんでそんなことを……？　ご、ごめんなさい、全く意味が、わ、わかりません……」

　その問いに、菜奈緒さんは目を伏せ一度ギュッと唇くちびるを嚙かむと──

「……可愛かわいいと……思われたくて……」

　──吐はきだすようにしてそう答えた。

「友達として……仲良くしてきたけど……そうじゃなくて、女子として……女の子として見てほしくて……。だって……」

「……」

「私は……時田が……時田のことが……す、好きだ……から……」

　──鼓こ動どうが破は裂れつしそうになる。

　ついに菜奈緒さんが──自分の気持ちを彼に伝えた。

　隣となりに立っている百瀬がぎこちなく髪かみを搔かく。さすがのこいつも、こんな光こう景けいを目まの当たりにして多少は動どう揺ようしているのだろうか？

「いつからかわかんないけど……私……お前の事……好きになってたから……」

　菜な奈な緒おさんの向かいで時とき田たさんは口をぽかんと開けている。脳のうの処理が全く追いついていない様よう子すだ。

「でも……時田……もう私の事嫌きらいになったよな……」

　菜奈緒さんは続ける。

「許してもらえるとも思ってないよ……ましてや、好きだとか言っちゃった以上……これからも仲良くできるとも思ってない……。だけど……」

　彼女の目から涙がこぼれ始めた。大おお粒つぶのそれはマスカラやアイシャドーを溶かしながら、その頰ほおを伝っていく。

「やっと……自分が間違ってるのに気づけたから……とんでもないことしてるのわかったから……ちゃんと謝らないとって……説明しなくちゃって思って……」

　言うと、彼女はその場にしゃがみ込み、両手で顔を覆おおう。

「ごめん……本当にごめんなさい……」

[image: ]

　教室に沈ちん黙もくが舞い降りた。時とき折おり菜奈緒さんのすすり泣く声が聞こえるだけの、張りつめた空気感。その中心で時田さんは──どこか悄しよう然ぜんとした、感情の見えない表情で立ち尽くしていた。

　そして彼は、しばしの間を空あけてから──

「か、可愛かわいいと思われたかったからって……」

　──震える声で、そんなセリフを口走った。

「何でそんなこと……するんですか……。何でわざわざ……リオンちゃんの真ま似ねなんて……二次元の真似なんて……するんですか……」

「……だって」

　両手で顔を覆おおったまま、嗚咽おえつ交じりに菜な奈な緒おさんは言った。

「時とき田た……可愛いって言うのは二次元キャラばっかりだったし……どうすれば……三次元の自分が可愛いって思ってもらえるかとか……わからんかったし……」

　少しずつ、彼女の手のひらが震えだす。

「思いつくことが、これくらいだったんだよ……」

「……」

「……だから……ごめん。あんなひどいことして……。傷ついたよな……もうほんと、三次元より二次元の方が良いって……思っちゃったよな……。それはもう……仕方ないよ……全部私のせいだ……。ごめんなさい……」

　時田さんを傷つけた自分を責めるような、恋の終わりを嘆なげくような、聴きいているこちらが苦しくなる悲しげな声。うずくまり続ける彼女を、時田さんはぼんやりとした表情で見つめていた。

　しかし──彼は突とつ然ぜん「ひぅ」と息を吸い込む。

　そして──

「……う……うぁあぁぁああぁああああ！」

　──大声を上げて、泣き始めた。

　依頼に来たあの日同どう様よう目や鼻から大量の涙を流しながら。

「確かにっ！　私は！　二次元が大好きですよおおおお！」

　突然の彼の様よう子すの変化に、菜奈緒さんは弾はじかれたように顔を上げた。

「いづも二次元のこと考えてますし……二次元のためなら死ねるんですッ！　愛してるんです！　でも！　菜奈緒さんは!!　初めて二次元の女の子を超えるくらい好きになった三次元の女の子なんでず！」

　菜奈緒さんが目を見開いた。

「二次元は二次元で今でもずぎでず！　でも菜奈緒さんの良いどごろは……二次元とはぢがうどごろなんでずよ！　わだじは！　全くべづのがだぢで恋してるんですよ！　だがら……だがら……！　二次元の真似なんかしないで……今まで通りでいてくだざいよおおおお！」

「……ちょ、ちょっと待って……」

　言いながら、菜奈緒さんはふらふらと立ち上がった。

「……それ……どういう……」

「ずぎなんでず！」

　時とき田たさんは答える。

「ずっど前がらっ!!　私は菜な奈な緒おざんが！　好きだっだんです!!」

　それに、と彼は叫ぶ。

「今だっで！　あんなにひどい事された今だっで！　だいずぎなんでずうううううううう！」

「……そっか……」

　言って、うつむく菜奈緒さん。彼女は小さく「そうだったのか……」と繰り返すと、

「……うれしい……」

　震える声でそうこぼす。そして──

「よかったあぁぁぁぁ！」

　──大おお粒つぶの涙を、その目からボロボロとこぼした。

「うぶぉああああああ！」

「うわぁぁぁぁあ！」

　揃そろって嗚咽おえつを上げ始めた二人。

　俺おれは百もも瀬せの方を向き小さくうなずくと、静かにその場を離れた。




「ほら、こうしてよかっただろ」

　並んで部室に向かいながら、俺は隣となりの百瀬にそう言う。

「やっぱり、気持ちを伝えるのは本人であるべきだったんだよ」

「確かに、それはそうかもしれませんね」

　そう言って、百瀬は素直にうなずく。

「今回ばかりは、先せん輩ぱいの優やさ男おとこぶりに助けられました」

「だろ？　これからも、俺の意見にはきちんと耳を傾けるんだぞ」

「調子に乗らないでください」

　ちょっとだけムッとした様よう子すでそう言うと、百瀬は部室へ向かう足を速めた。

　……さて、ここで俺が昨さく晩ばん見た証しよ拠うこの話をしよう。

　菜奈緒さんのブログ、最新記事のコメント欄らんにこんな書き込みがされていた。





投とう稿こう者しや：ＭＭＳ

こんにちは、少し前の記事に「ライこい！」について書かれたものがあったので初めてコメントさせていただきます。私も「ライこい！」が大好きです。最初の頃ころのリオンちゃんのとげとげした性格には本当に驚いてしまいますよね。ところで、どうも７Ｏさんはアニメ版の「ライこい！」を鑑かん賞しようされているようですが、原作の漫まん画が版もごらんになられましたか？こちらはすでに完結しているのですが、物語中ちゆう盤ばん以い降こうからリオンちゃんの印いん象しようは大きく変わるので必見ですよ。






　……もうお気づきだろう。投とう稿こう者しやである「ＭＭＳ」は「百もも瀬せ」だ。昨日きのうの張り込み直後、彼女はそのブログの最さい新しん記事のコメント欄らんに書き込みをしたのだ。

　返事はすぐにあった。





投稿者：７Ｏ

こんにちゎＭＭＳサン！はじめましてです☆

ぇっと、知らなかったんですけど「ライこい！」って元わ漫まん画がなんですか？わたし、てっきりァニメなんだとばかりぉもってました。。。。。てゆ→か、リオンの印いん象しよう変わるんですか？そぅだったらまぢでやばぃんです。。。ぃろぃろ事情があって。今日きようの帰り、さっそくさがして読んでみます。。。。。。






　そしてさらにその晩、菜な奈な緒おさんは新たにこんな記事をブログにアップした。





タイトル：間違えてた

ほんとうに、とんでもない勘かん違ちがいをしていることに気付いた。。。

どうしよう、ずっと勘違いしたままで、ぁぃつに接してた。

ぉかしぃとゎ思ってたんだ。ぁぃつ、全然喜ぶ様よう子すも無かったし、気付くかなとぉもったケド全然気づかなかったし。。。てゆ→かどこがかわぃぃのかゎたしも全然わからんかったし。。。

もうダメだ。。。。。。ぜったぃぁぃつゅるしてくれないよ。。。。。

ぁんな風ふうに接してゅるしてくれるはずなぃ。。。。。。ホントに、酷ひどい事しちゃったもん。。。

かなしぃ。。涙とまんない。。。。

何でこんな失敗しちゃったんだろぅ。。。。。。こんなめちゃくちゃに、やり方を間違えちゃったんだろぅ。。。。。。

でも。。。せめて最後にぁぃつに。。ほんとのこと全部言わなきゃ、あやまらなきゃだめだょね。。。

ぁんなことしてぉぃて。。。。。何も説明しないとか絶対だめだょね。。。。。。

ぅん。。。。ちゃんと話そう。。。キツく当たったわけも。。。わたしの気持ちも。。。。。

ゅるされないとしても。。。。。。。自じ業ごう自じ得とくだ。。。。。。

そうしなきゃ。。。だめだ。。。






「しかし、タイプが違うカップルか……」

　百瀬と二人で部室に戻り、お互いそれぞれの席に腰こし掛かけたところで、俺おれは思わずそんな風ふうにこぼした。

「上う手まくいくといいなー。どんな仲になるのかは想そう像ぞう付つかないし、今回みたいにすれ違っちゃうこともあるんだろうけど……やっぱり、自分が関係したカップルには、仲良くやってほしいもんだわ……」

「上手くいくか、ですか」

　百もも瀬せはそう言って、髪かみをもちゃりと搔かいた。

「恋はいつか終わる、と言う前ぜん提ていがあってになりますが、私は上手くいくと思いますよ」

「……ほう」

　予想外のその発言に、ちょっと驚いた。こいつのことだから「きっと上手くいかないでしょうね」とか言い出すと思ったんだけど……。

「どうしてそう思うんだ？」

「だってほら、カップルとは違いますけど、私と先せん輩ぱいだって壊かい滅めつ的な仲にはならずに済んでいるではないですか。まあ、頻ひん繁ぱんに『この人、何なんだろう』とは思いますが。ただ、結局大たい切せつなのは属ぞく性せいの問題ではなく、個人の資し質しつです」

「この人何なんだろうとか思うんだ……。まあ、それはそれとして確かに俺おれたちは大分タイプは違うよな。百瀬、よくそれでミス研入ろうと思ったな……」

「ああ、そういう意味では」

　言って、百瀬はこちらを見る。

「最初私は、先輩は自分と似たタイプなのでは無いかと思ったんですよ」

「……マジ!?」

　大声を上げてしまった。何をどう受け取ればそんな風ふうに思うんだ？　どう考えたって、俺と百瀬は正反対と言っても良いような性格だろ……。

「あの時先輩、私たちがお互い近所に住んでいることを見抜いたではないですか。その様よう子すに、なんだか私は共感してしまったのですよ」

「……あー！　そんなこともあったな！」

　そのセリフに色々と思いだして、俺はこくこくとうなずいた。確かに、あの時俺は百瀬の着ているブレザーをきっかけに稲いな穂ほ五丁目の辺りに住んでいるのではないかと予想したのだ。

「その話を聴きいたときに、こうやって、事実を色々と推すい測そくするのが好きな人ということは、私と似たタイプなのかもしれないと思いました。だから私はミス研に興きよ味うみを持って、入部を希望したというわけです。他にやりたいこともなかったですし」

「……なるほどね」

　ようやく理解できた。なぜ百瀬がミス研を選んだのか。この子は、俺が自分と同じタイプなのだと勘かん違ちがいしていたんだな。

「すみませんねー結果として、さほど似ていなくて」

　半分笑いながら、俺は軽くそう言った。不ふ可か抗こう力りよくだったとは言え、何か百瀬「騙だまされた気分です」とか言いだしそうだし。

　が、

「いえ、今は今で、私とても楽しいですから」

　彼女は静かにそう答えて、俺おれは思わずその顔をまじまじと見てしまう。

　楽しい。

　とても楽しいのか、百もも瀬せはこのミス研けんが。

　表情に全く出さないからわからなかったけれど、失しつ恋れん探たん偵ていの活動、そんなに気に入っているんだろうか。

　と、そのタイミングで部室の扉とびらが開く。

「どーもどーもー」

　志し穂ほ里りだった。

「志穂里ーおつかれ」

　静かに百瀬が立ち上がる。俺は助手シートに腰かけたままで「おつかれさまでーす」と適当に挨あい拶さつした。

「いやー実はさー、さっき調ちよ理うり部の友達にこんなのもらっちゃって……」

　言って、彼女は右手に持ったタッパーのようなものをこちらに掲かかげてみせる。

「タコ焼きなんだけど、一人じゃ食べきれそうにないから、みんなで食べない？」

「ほんと？」

　百瀬のお腹なかがぐうと鳴る。志穂里の元に歩み寄り、彼女は開いたタッパーの中を覗のぞき込んだ。

「おいしそう」

「でしょ？　あ、九つ十く九も先せん輩ぱいはあれすか？　『俺は食わねえ……』とかスカす感じすか？　あれ、そうでもない。なら三人で食べましょう！」

「……お前、俺をどういう人間だと思ってんだよ……」

　机を囲んで、三人でタコ焼きを食す。見た目にたがわず、なかなかに美お味いしかった。空腹だったこともあり、正直かなりこの差し入れはうれしい。

「──でね、尾お崎ざき君くん料理めちゃくちゃへたくそでさー、ホワイトデーが今から心配でー──」

「──私結けつ構こう得意だから、今度教えてあげようか──」

　いつものように、尾崎君に関する話を始める二人。百瀬は美味しそうにタコ焼きを頰ほお張ばり、うっかり唇くちびるに青海の苔りをくっつけていた。うわ……なんか、取ってやりてえ……。さすがにそんなことはしないけど……。

　と……なにやら志穂里がこちらをじっと見ているのに気がついて、俺は慌あわてて百瀬から目をそらした。唇を凝ぎよ視うししているの、気付かれたかも知れない……。
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　宇う田た路ろ駅の１番線ホーム。

　その中ほどにある待まち合あい室のベンチにならんで腰こし掛かけ、俺おれと百もも瀬せは「彼女」が来るのを待っていた。各おの々おの手元の本に目を落とし、時とき折おりホーム入り口の方を窺うかがいながら。

　つい最近まで暖かい日が続いていたというのに、今日きようの宇田路は雪がちらつきそうなほどに冷え込んでいる。待合室の中は暖だん房ぼうが効いていて凍こごえてしまうことはないのだけど、循じゆん環かんする人工的な暖かさには冬が来たことを実感させられた。

　と、改めて上げた視線の先、改かい札さつに続く階段から女性が一人ホームにやってきたのが見えた。

　背せ筋すじを伸ばしてその姿すがたを再度観察し、

「やっと来たぞ……」

　俺は百瀬に小声で呼びかける。

「結けつ構こう待ったな、二時間くらいか」

　やや距離があるせいでその顔をはっきり確かく認にんすることはできないけれど、すらっと伸びた脚あしに細ほそ身みの体、高めの身長からも間違いないと断言できるだろう。

　──彼女が今日の調査対たい象しようだ。

　女性はしばしホームで携けい帯たいをいじってから、定てい刻こくに到とう着ちやくした札さつ幌ぽろ行きの列車に乗り込んだ。百瀬は「行きましょう」と鞄かばんを手に取り、小走りで動き出す。俺もそれに続き、寒風が吹き抜けるホームに出た。

「この辺りに座りましょうか」

　車両の通路、ぎりぎり張り込み対象の見えるボックス席の前に立ち止まり、百瀬はぐしゃりと髪かみを搔かいた。

「おう」

　俺はうなずき、早くも腰を下ろし始めている百瀬の向かいに移動する。調査対象の目につかないよう、可能な限り自然な動作を心掛けながら。

　──今回の調査は俺にとってちょっと特別なものだった。

　これまでのように手を抜こうとも思わないし、きちんと事実を究きゆう明めいしたいと思う。事実、今日まで俺はかなり積極的に調査に参加してきた。こんなこと、失しつ恋れん探たん偵ていが始まってから初めての事なのだけど。

　というのも今回のクライアントは──俺のクラスメイトなのだ。

　初しよ対たい面めんの生徒ばかりだったこれまでの依頼者と違い、彼女と俺は旧きゆ知うちの仲なのだ。

　動き始めた列車の窓から日が落ちかけた宇田路の街を眺ながめながら、俺は彼女が部室を尋たずねて来た時のことを思い出す。

　あれは六日前。強い雨の降る、放ほう課か後ごのこと。
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　──六日前




　窓を打つ雨音に部室のドアを開ける音が重なって、俺おれは手元の小説から顔を上げた。

　時じ刻こくは午後四時過ぎ。

「二年女子が依頼に来る予定です」と先ほど百もも瀬せが言っていたから、きっとそのクライアントが来たのだろう。以前は依頼が来る度たびに「また読書時間が削けずられる……」と悲しくなったものだけど、なんだかこういう生活にも慣れ始めてしまったな……。

　しかし、そんなことを考えつつ扉とびらの方に目を向けた俺は、思わず小説をその場に落としてしまった。

　そこに立つ女生徒は、つい先ほどまで同じ教室で授業を受けていたクラスメイトであり──

「……矜きよ持うじヶが谷やさん？」

　──俺の友人だったのだ。

　矜持ヶ谷摩ま緒お。

　成績優ゆう秀しゆう、一年の頃ころからクラス委員を連続で務める才女で、長い黒くろ髪かみが印いん象しよう的な和わ風ふう美人だ。すらっと背が高くモデル体型なことや振る舞いが上品なこともあって、その外見はどこか「良家のお嬢じよう様さま」風にも見える。彼女に恋こい焦こがれる男子の数は両手の指では足りないほどだったし、教きよ師うし陣じんからのウケもかなり良いようだった。

　かと言って、彼女は決してお高くとまることもない。俺みたいな中ちゆうの下げ系けい男子にも気軽に話しかけてくれるし、男女問わず友達も多くいる。

　だからこそ、本当に魅みり力よく的な女の子だと知っているからこそ、俺は彼女がここを訪れたという事実に混乱を覚えた。まさか矜持ヶ谷さんが……今回のクライアント？

　一方、矜持ヶ谷さん本人も驚きを隠かくせない様よう子すだ。彼女は室内と扉に貼はられた張り紙を交こう互ごに見る。

「え、ええと……わ、私、部屋を間違えたかしら……」

　そう尋たずねる彼女の顔には、らしくもなく困こん惑わくの色が浮かんでいた。

「あー、いや、どうだろう。もし矜持ヶ谷さんが、こう、恋愛関係で色々あったんなら、間違いじゃないと思うけど……」

「……ここ、ミス研の部室じゃないの……？」

「まあ……そうでもあるんだけど……」

「なるほど……。では、ここでいいのかしら……。その……」

　彼女は少しためらう様子を見せてから、

「失しつ恋れん探たん偵てい……」

　その単語を、小さく口に出した。

「ああ……うん」

　うなずくと、彼女はしずしずと部室に入室し、

「よろしくお願いします」

　俺おれたちの目の前で、深々と頭を下げる。

「お知り合いですか？」

　その様よう子すを見ていた百もも瀬せは、不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。




　百瀬に彼女が俺の友人である旨むねを伝え、お互い軽い自己紹しよう介かいを済ませると、

「私には、付き合っている彼かれ氏しがいたのだけど」

　矜きよ持うじヶが谷やさんは事情の説明を始めた。その綺き麗れいな顔に曇り気ぎ味みの表情を浮かべて。

「野の々の村むら君は知ってるわよね？　小こ早ばや川かわ健たけるという、三年生の先せん輩ぱいよ」

「ああ、もちろん知ってる……。本当、仲良かったもんね」

　小早川健。

　宇う田た路ろ超ちよう有名生徒だ。その知名度は、校内だけに限定すれば間違いなく酒さか井い春はる臣おみをも超える。

　彼の何がすごいか。

　まず、成せい績せきがいい。受験シーズンが本格的に近づいてきた三年生たちだが、小早川先輩は模も試しにおいても常に七十を超える偏へん差さ値ちを叩たたきだし続け、当然校内ランキングでは一位の座に君くん臨りんし続けている。

　そして、顔がいい。小早川先輩、超イケメンだ。男性アイドルとしてデビューしたらかなりの人気が出そうな整った顔立ちで、背も高くスタイルも抜ばつ群ぐん。札さつ幌ぽろ辺りに買い物に行くと十じつ中ちゆう八はつ九くモデルのスカウトをされるらしい。

　さらに、父親が地主だ。ここから見える山だとか森だとかは、だいたい小早川家の所有物であるそうだ。故ゆえに、身もふたもない言い方をしてしまえば、とんでもない金持ちである。

　ダメ押しに、性格まですこぶる良いそうだ。確かに、学校で見かけるたびに、彼はクラスメイトに囲まれ、人のよさそうな笑顔を浮かべていた。

　百瀬にそれを教えると、

「なるほど、私も噂うわさ程度では聞いた事がありますね」

　彼女は乱暴に髪かみを搔かきながらうなずく。一年生にまでその威い光こうは届きつつあるんだな。

　彼と矜持ヶ谷さんが並んで歩く様さまは、まるでちょっとした絵画みたいに美しく見えたものだった。周囲の生徒も羨せん望ぼうのまなざしを彼らに向けていたし、俺も二人を見かけるたびに、幸せのおすそ分けをしてもらったような気分になった。

　ただ、矜きよ持うじヶが谷やさんがこうしてこの部屋を訪れているということは……、

「その彼に、小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいに……この間、振られてしまったの」

　だよな……振られたんだよな……。そうでもなければこんな場所に来る必要はない。彼女は俺おれたち失しつ恋れん探たん偵ていのクライアントなのだ。

　何だろう……別に自分が二人の仲を取り持ったわけでもないのに、妙みようにショックを受けてしまう。できれば二人には、ずっと幸せでいてほしかったんだけど……。

　ただ、俺がそんな風ふうに思ったところで、

「では、経いき緯さつを聞かせていただけますでしょうか？　できれば付き合い始めたきっかけから、詳しよう細さいに教えていただければ幸いです」

　百もも瀬せの事務的な態度は、もれなく矜持ヶ谷さんにも炸さく裂れつする。

　本当、せめてもう一ミリでもいいから気を使ってくれないだろうか。ひいきしろって言うつもりもないけど、仮にも俺の友達なわけだし。

　矜持ヶ谷さんは気持ちを落ち着かせるように、ふう、と息を吐はきだした。

「……付き合い始めたのは半年ほど前で、私から告こく白はくしたのがきっかけだったわ……。体育祭の実行委員で色々助けてもらっちゃって、それがすごくうれしくて、彼の事を好きになったの。気持ちを伝える時は本当に緊きん張ちようしたし、付き合うと言ってもらえた時には天にも昇る気持ちだった……」

　ふむ。ざっくりその流れは知っていたけど、それを本人がどう思っていたか聴きくのは初めてだ。クールな彼女が「天にも昇る」なんて意い外がいで、ちょっとだけドキリとしてしまう。

「自分で言うのもなんだけど、彼かれ氏し彼女になってからも仲は良い方だったと思う。毎日登下校も一いつ緒しよで、お昼だってたまに一緒に食べていたし、相手の家族にも会ったりしていたし……。最近、向こうが受験期間に入ったせいで会う回数は減っていたのだけど、それでも自分の気持ちに変化はなかったわ。彼も本当に私のことを大切にしてくれていた……」

　小さくうつむく矜持ヶ谷さん。俺はその薄い唇くちびるが震えているのに気が付いた。

「でも、先週突とつ然ぜん『話がある』と呼びだされたの。電話口での声がとても深しん刻こくだったから、何かあったのかしらってドキドキしながら待ち合わせの喫きつ茶さ店てんに向かったわ。そこで先輩は……」

　言って、矜持ヶ谷さんはギュッと目をつぶった。

「『これ以上付き合えなくなった』って……」

　──俺の胸に痛みが走る。

　予想は付いていたのに、心構えもしていたのに、これまでのどの依頼よりも鮮せん明めいで切実な痛みが。

　そしてさらに、震える声で彼女が続けた「別れの理由」に──

「親が、結婚相手を連れて来たらしいの……」

　──俺は完全に絶ぜつ句くした。

「婚こん約やく者を決められて、断れないみたいで……」

　……親に？

　婚約者を？

　決められた？

　うまく言葉を飲み込むことができず、フレーズだけが頭を何周かする。

「彼の家ね、この土地に古くからある家いえ柄がらだから、結婚とかそういうことは、一族の意い思しで代々決められて来たそうなの。より小こ早ばや川かわ家けが繁はん栄えいするため、本人の気持ちは関係なしにね……」

　一族の意思……繁栄するため……。つまりそれって、「政せい略りやく結婚」てことだよな……？

「私、そんなの嫌いやで、何とかならないのって食い下がったわ。でも、小早川先せん輩ぱい本人の意思ではどうにもならないらしくて、家が関わることだから、自分一人の意思ではどうにもできないって泣かれてしまって。だから私──」

　言って、彼女は俺おれの方を向いた。

「──先週、小早川先輩のご両親を説得に行ったの」

「……マジか」

「ええ。先輩が抵てい抗こうできないなら、私がなんとかしなきゃいけないもの。もう、なりふりなんてかまっていられなかったわ……」

　驚きを隠かくすことができない。気け高だかい彼女が、いつもどこか余よ裕ゆうのある矜きよ持うじヶが谷やさんがそんな行動に出るなんて……。

「ただ、一人で必死でご両親を説得したんだけど、やっぱりダメだった……。『気持ちはわかるが本当に申し訳ない、ただ、健たけると小早川家の今後のためにも必要なことなんだ、許してくれ』と言われてしまって。そうなれば、もう打つ手はないわ……」

　ぽろぽろと、彼女の目から涙がこぼれ始めた。

「結局、私たちは別れてしまった……」

　……本人たちの意思とは別の理由で恋をあきらめなきゃいけないなんて、どれだけ辛つらかっただろう。好きだった人と、気持ちの通じた相手と「家」の都つ合ごうで別れなきゃいけないなんて……もうまるで「ロミオとジュリエット」みたいじゃないか。

　一秒でも、一ミリでも、一グラムでもいいから彼女の苦痛を取り除きたいと思う。それでも、今の俺にできる事は何もなくて、歯は痒がゆさのあまり膝ひざの上で拳こぶしを握った。

「なるほど。では、本日はどんな要件でここにいらっしゃったのでしょう？」

「……ええ、その」

　相変わらず温度の感じられない百もも瀬せの問いに、矜持ヶ谷さんは涙を人ひと差さし指ゆびで拭ぬぐった。

「正直ね、状況的にはもうどうにもならないと思うの。きっと、ここからもう関係は元に戻せない。だからせめて、その『親が決めた結婚相手』がどういう人なのかを知りたくて……」

「ふむ」

　百もも瀬せは顎あごを撫なでる。

「その人がすごく素す敵てきな人だったら、仕方ないなって納なつ得とくできるかもしれない。この苦しい気持ちにも、少しだけ答えが見いだせるかもしれない……。もちろん本当は、自分で調べるべきなんだと思うわ。私自身が小こ早ばや川かわ先せん輩ぱい本人に訊きくべきなんだって。でも、今はそうする勇気も出なくて……情なさけないけれど、別れたって事実に向かい合える自信がなくて……」

　彼女は俺おれの方を向いた。

「だからね……今回別れたこともほとんど誰だれにも言っていないの。凛りんに話したくらいかしら……。こうやって口に出すのはこれが二回目ね……」

「そうなんだ……」

　凛、というのは俺たち共通のクラスメイトにして彼女の親友である西にし尾お凛の事だ。そういえば、彼女は最近妙みように矜きよ持うじヶが谷やさんを遊びに連れ出していたけど、あれは元気づけようとしてのことかもしれないな……。

「でも、昨日きのう偶ぐう然ぜんあなたたちの張り紙を見かけたのよ。北校舎一階の掲けい示じ板ばんに張ってあった、メアドだけ書いてある『失しつ恋れん探たん偵てい』の張り紙を。その時思ったの、この人たちにお願いしようって。どういうことをしている探偵なのかは噂うわさで知っていたし、もうこれ以上もやもやするのは本当に辛つらかったから……。だから……」

　言って、矜持ヶ谷さんは弱々しくこちらを見た。

「お願いします。私の代わりに、彼の結婚相手の人となりを……調べてください……」

　──改めて、胸がジクリと痛んだ。

　誇り高い、上品な彼女が決してこれまで見せなかった弱み。

　悲しげな、切なげな表情。

　矜持ヶ谷さんは今、酷ひどく傷ついている。辛い思いをしている。

　なら──応こたえたい。

　彼女の希望に応えたい。少しでも気持ちを静めるのに力を貸したい。

　これまでどんな依頼を持ちかけられても、目の前でどんなにクライアントに泣かれてもどこか他人事ひとごとだった俺が──本気でそんなことを思った。

「わかりました」

　言って、百瀬はいつもの受付完了のセリフを述べる。いつのまにやら、普段よりも数段激しく爆ばく発はつした髪かみを揺らしながら。

「では、今回のご依頼は『小早川健たけるの結婚相手の人となりを知りたい』ということでよろしいでしょうか？」

「……はい、お願いします」

　矜持ヶ谷さんは、こくりと頷うなずいた。

「失恋探偵百瀬、間違いなく、依頼を受じゆ理りしました」

「矜きよ持うじヶが谷やさん」

　俺おれも彼女に呼びかける。

「俺らがちゃんと調べてくるから、ちょっとだけ待っててくれよ」

　矜持ヶ谷さんはもう一度涙を拭ぬぐうと、

「うん……よろしくね」

　弱々しくそう言って笑った。
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　宇う田た路ろ駅を発車して約一時間。日もすっかり沈んだ頃ころに、列車は札さつ幌ぽろ駅に到とう着ちやくした。

　女性は車内アナウンスと同時に席を立ち、そそくさと車両の出口に向かう。俺も自然な動作で立ち上がると、当たり前のような顔をして彼女の後を追った。百もも瀬せもそれに続き、無む言ごんでとことこついてくる。

　さて、ここから彼女がどう動くかはわからない。

　今日きようの夕方宇田路駅からどこかへ向かう、という事までは事前の調査でわかっていたが、彼女が何の目的で、何をしに、どこへ向かうのかまでは把は握あくすることができていない。買い物にでも行くのだろうか？　あるいは、時間を考えれば食事か？

　張り込み対たい象しようはホームを下り改かい札さつを出ると、駅ビルを抜けてまっすぐ街に繰り出した。俺たちもそれに続く。冷たい風にさらされて、隣となりで百瀬が首をすくめた。

　どうやら、歩く方向から考えて女性は大おお通どおり公こう園えんの方に向かっているらしい。彼女の進む路ろ地じは駅構こう内ないに比べれば比較的空すいていて、これならうっかり見失うこともないだろう。

　それにしても……百瀬がしゃべらない。

　電車が宇田路を出た辺りからずっと、彼女は口を閉ざしたままなのだ。元々口数が多い方ではないけれど、これはちょっと不自然で──ああ、やはり不ふ機き嫌げんなんだなと、俺は確信する。

　こいつはどうもここしばらく機嫌が悪い様よう子すなのだ。いつもよりむすっとしているし、髪かみの搔かき方も乱らん暴ぼうだ。決して表情に出るわけではないし、きっと周囲の人たちも気づいていないだろうけど……俺は百瀬が放つ不機嫌オーラをひしひしと感じ取っていた。

「……やりづれえなあ」

　思わず小声でそうこぼしながら、俺はその異い変へんに気づき始めた日のことを思い返してみる。

　四日前、宇田路の某ぼう高級レストランで張り込みをした、あの日のことを。
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　──四日前




　依頼を受けた二日後。午後七時過ぎ。

　俺おれと百もも瀬せは宇う田た路ろ駅から徒歩二十分ほどの位置にあるレストランの店内にて、テーブル越しに向かい合っていた。

　見上げれば、上品ながらも豪ごう奢しやになりすぎない照明。

　目の前には、真まっ白しろな布がかけられた円えん卓たく。

　腰掛けている椅い子すにはベロア生き地じ。

　なんつーかもう……明らかに格かく調ちようが高い。

　もちろん、事前にある程度そういう店であることはわかっていた。それでも、実際入店してみると改めて「すごい所に来てしまったな……」と実感する。

「……はあ」

　席についてから数度目のため息が漏もれた。

　こんな店に……客が皆おめかしして来るような店に──なぜ俺はしょぼい私服で来てしまったのだろう。

　視線を落とせば古着っぽいストライプのシャツに紺こん色いろのニット、色落ちしたジーンズにボロボロのスニーカーで決めた俺の体が目に入る。どう見ても、貧びん乏ぼうな高校生丸出しの服装だ。

　それなりの格かつ好こうをしてくるべきなのはわかっていた。ドレスコードこそないっぽいものの、フォーマルな装よそおいで臨のぞむべきなのだと。それでも、部屋をひっくり返したところでそれらしき服を見つけることができず、とはいえ制服はよれよれで小こぎ汚たなくて、苦くじ渋ゆうの決断として俺はこの格好を選択したのだ。結果……完全に浮いている。

　対して、俺の向かいに座る百瀬は黒いシックなワンピースというこの場にふさわしい格好だ。低身長のせいで幼く見えがちな彼女だが、体のラインが出る服装のおかげでどこか普段よりも大人おとなびて見える。ただ、入店前に整えたはずの髪かみが早くも乱れ始めていて、そこだけは本当に慙ざん愧きに堪たえない。

　小さくため息を漏もらしつつ、俺は右手の方、窓まど際ぎわの席に視線をやった。

　その席には、一いつ瞬しゆん目を疑ってしまうような美少年が──小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいが、スーツ姿すがたで腰かけていた。出されたメニューに目を通すこともなく、誰だれかを待っているような様よう子すで。

　俺と百瀬がこの店を訪れたのは、こうやって彼を張り込むためだった。先日の聞き込みの結果、今日きよう彼がこの店で夕食を取ることが判はん明めい。「なかなか高級な店ですね、婚こん約やく者と食事する可能性があるでしょう」と百瀬が判はん断だんし、様子を窺うかがうこととなったのだ。

　しかし……もう少し彼の近くの席に座りたかったな……。俺は身じろぎし、椅子の位置を小早川先輩の方に寄せたが、

「そわそわしすぎですよ」

　百瀬が低めの声でそう忠ちゆう告こくする。

「もう少し落ち着いたらどうですか」

「いやでも……彼の動き、観察したいし……」

　小さく咳せき払ばらいして俺おれは答えた。

「どこに調査のヒントがあるかわからないだろ……？」

　これまでは、張り込み対たい象しようの観察は主に百もも瀬せの仕事だった。あくまで俺は彼女について、記録すべきことがあればメモを取る程度だった。

　それでも今回ばかりは、彼女一人に任せておく気にもなれない。矜きよ持うじヶが谷やさんのためになるのなら、自分にできることは可能な限りやりつくしておきたいのだ。

「それはそうですが」

　百瀬は言って小さく息を吐はきだす。

「普段やらないことをやってるせいで動きが不自然です。向こうにも怪あやしまれますよ」

「あ、マジか……」

「ええ。挙きよ動どう不ふ審しんです。一歩間違えば変質者です」

「そこまで!?」

　そんな話をしているうちに入店から十五分ほどが経たち、入り口のドアから鐘かねの音が聞こえた。

　店員が応対に向かい、やりとりする声がかすかに聞こえる。俺の座った位置からその様よう子すは見えないけれど、「あちらの窓まど際ぎわのお席です」なんてフレーズも聞こえた。窓際……小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいの席だ。

　ややあって、足音が入り口からこちらへやってくる。コツコツという響ひびきから考えて……恐らくハイヒールをはいているのだろう。その音は入り口付近から俺たちのテーブルの横を通り過ぎ、予想通り小早川先輩の方へ向かった。その際、音の主ぬしの姿すがたを確かく認にんしようと顔を上げて──俺は小さく驚いた。

　女性にしては高い背、モデルみたいに長い手足にすらっとした体つき。

　横顔をほんのちょっとと、あとは後うしろ姿くらいしか見ることができていないのだけど、それでも美人だとはっきりわかるオーラをまとった女性が、小早川先輩の席に近づいていくのだ。

　髪かみは一ひと目めで丁てい寧ねいに手入れされていることがわかる茶色のロングヘアーで、上品な服装もこの店に見事にマッチしている。恐らく香こう水すいをつけているのだろう、花のようでいてどこかお香こうめいた色気のある香かおりが、彼女の歩いた後にふわりと香った。

　ただ、何より気になったのは──彼女が店内に入ったにも関わらず、目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶりサングラスをかけ、マフラーを口元まで上げていることだった。

　──有名人か。

　反射的に、俺は理解する。

　顔を隠かくして行動しなきゃいけない美人。

　週しゆ刊うか誌んしなんかに撮とられている、お忍しのび有名人そのものだ。

　きっと彼女は何らかの形で、人ひと前まえに出る仕事をしている女性なのだ。モデルだとか、女じよ優ゆうだとか、アナウンサーだとか。
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　……矜きよ持うじヶが谷やさんがどう思うかが気になった。恋人を奪うばったのが有名人だったら……彼女は悔くやしいと思うんだろうか。それとも、そんな人が相手なら仕方がないと諦あきらめるだろうか……。

　小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいと二、三言こと挨あい拶さつし椅い子すに腰かけると、彼女は帽ぼう子しとマフラーを外し店員に渡した。続いて、サングラスも外すとテーブルに静かに置く。チャンス！　とばかりに全力で顔を盗ぬすみ見ようとしたが……こちらに背を向ける形で座っているせいで上う手まくその容よう姿しを窺うかがうことは出来なかった。彼らはメニューを見ながら何かを話し始める。

「……ちくしょう、顔見えなかった。百もも瀬せは見えた？」

　手元のメニューに視線を落としつつ、俺おれは尋たずねた。

「いいえ」

「だよな、あんま顔、周りに見られたくないみたいだ。やっぱり有名人だな……あの人」

「有名人ですか」

「うん、まず間違いなくそうだろ」

　うなずくと、百瀬も横よこ目めでちらりと彼女の様よう子すを盗み見て、髪かみを激しく搔かいた。

　しかし……婚こん約やく者しやとの食事かもしれないという百瀬の読みは当たりだったようだ。彼らは親しげながらもどこか適切な距離感かんを保った様子で、その関係が単純な「友人」や「親しん戚せき」でないのは間違いない。友人でも親しん戚せきでもない同い年くらいの女性。しかもこんな高級なレストランで二人っきりで食事……となれば、何かしら、特別な仲という事になるのだろう。

　しばらくメニューを眺ながめた後で小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいは店員を呼び、店の名物であるというコース料理を注文した。俺おれと百もも瀬せも短く相談してから、同じものを店員にオーダーする。値ね段だんはビビるほど高いけど他に何頼たのめばいいかわからないし、これくらいの出費は覚かく悟ごの上で入店したのだ。百瀬は百瀬で、普通にこの店には以前から来たかったようだし。

　料理が運ばれてくるまで、会話する二人の様よう子すを観察する。時とき折おり笑顔を浮かべながら話す小早川先輩と、静かに落ち着いて言葉を返している様子の彼女。ボリュームを抑えているせいか内容までは聞こえないのだけど、割と話は弾はずんでいる様子だ。

「なんかちょっと……楽しそうだな……」

　声のトーンを落とし、百瀬にしか聞こえないように気を付けて俺はそう言った。

「ついこないだまで矜きよ持うじヶが谷やさんと付き合ってたのに、別れたくないって泣いてたのに……。結けつ構こう、仲がよさそうな感じにも見えるし」

　彼女だった矜持ヶ谷さんは今もあんなに辛つらそうなのだ。それなのに、小早川先輩はその顔に穏おだやかな笑えみを浮かべていて……なんだろう、薄はく情じような気がしてしまう。

　しかし、

「それは当然でしょう」

　視線をこちらに向けないままで百瀬は答えた。普ふ段だんよりもそっけない声こわ色いろで。

「家が決めた婚こん約やく者しやである以上、小早川先輩が彼女をぞんざいに扱うことはできません。今の彼は、一族のメンツを背負っているわけですから」

「……なるほど」

　腕を組みうなずく。名めい家かの生まれだと気にしなきゃいけないこともあって大変なんだな……。

「でも百瀬、よくそういう事情わかるな。メンツとか、俺全然想そう像ぞうつかなかったよ」

「少女漫まん画が情報です」

　百瀬は妙みように乱らん雑ざつに髪かみを搔かいた。

「あのジャンルは、お金持ちとの恋愛というシチュエーションに事こと欠かきませんから」

「ああ、そういうことか……」

　納なつ得とくです。

　しかしなんだろう……今日きようの百瀬、妙みように激しく髪を搔いている気がする。

　手つきも乱らん暴ぼうだし頻ひん度ども高い。何かこう、気にくわないことでもあるんだろうか……。

　と、店の奥から皿を持った店員が出てきた。料理ができたらしい。

　──実は俺、いわゆるコースメニューを食べるのは初めてだ。というかそもそもフレンチを食べたこと自体がほとんどない。故ゆえに、ここから順じゆん番ばんに出され始めた料理が何を材料とし、どのように味付けされたものなのかはほとんどわからなかったのだけど……一応出されたものから順じゆん番ばんに説明しておこうと思う。俺おれの貧ひん弱じやくな語ご彙いをフル活用して。





　１．前ぜん菜さい？　クリーム色のソースっぽいものがかかった何か。

　　　給きゆ仕うじしてくれた店員によると「トリュフのピューレ入りラビオリ」というものらしい。

　　　ラビオリという言葉の意味は解わからなかったが、栗くりっぽい味のソースが美お味いしかった。

　２．これも前菜？　何か野菜とエビの身を固めたもの。

　　　「テリーヌ」という名前の料理だそうだ。

　　　ウニっぽい匂においのするソースがついてて美味しかった。

　３．根こん菜さいの上にフォアグラが載のったもの。

　　　名前はそのまま「フォアグラソテー蕪かぶ添ぞえ」。

　　　フォアグラを食べるのは初めてだったのだけど、コクがあって美味しかった。

　４．魚のソテーみたいなの。

　　　「スズキのソテー、バジル風ふう味み」というらしい。

　　　バジルの香かおりが淡たん泊ぱくな白身とよく合って美味しかった。

　５．メインディッシュ？　赤ワインのソースで味付けされた大きめの牛肉。

　　　「牛フィレ肉のロッシーニ風ふう」だそうだ。

　　　ソースがちょっと大人おとなっぽい味で、トリュフの香りもして美味しかった。

　６．デザート。ワゴンに載ったケーキから好きなものを選べる。

　　　俺はチョコケーキを選んだ。たくさん食べた後に嬉うれしい甘さ控えめで、美味しかった。

　　　ちなみに、百もも瀬せはラズベリーのタルトを食べていた。美味しそうだった。






　結けつ論ろん、全部死しぬほど美味しかった。




　いや、本当に、本当に驚くほどに美味しかったのだ。説明はこんなにふがいない結果になってしまったけど、正直感かん動どうを覚えたほどだった。「仕方がないとは言え財さい布ふに響ひびきますな……」なんて内ない心しん思ってもいたが、このクオリティのものを食せるならまったくもって後こう悔かいはない。どうしよう、俺ちょっと、美び食しよくに目覚めてしまいそうだ。

　かなりの量だったにも関わらず百瀬も全て平たいらげ、

「美味しかったです」

　と口元を拭ふきながら言う。

　だが……小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいたちはすでにこのレベルの料理に慣れているのか、特に感かん激げきする様よう子すも味に驚く様子もなく、ごく当たり前のような表情で食事を続けていた。女性の方に至っては、魚さかな料理とかちょっと残してたし。信じられないな……あんなに美味しかったのに。

　それからもう一点、気付いたことがある。

　同じコースを頼んだはずなのに、運ばれてくるメニューに俺おれたちと小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいたちで、ちょっとした違いがあったのだ。

　まず一いつ品ぴん目め、こちらのラビオリと違い向こうにはフランスパンと、それに塗るクリームらしいものが出されていた。そしてメインディッシュとなる肉にく料理。こちらのロッシーニー風ふうと違い、あちらにはパイ生き地じで包まれた牛ではないっぽい肉が出ていた。

「なんか、俺たちと先輩たちでメニューが違ったの、何なんだろうな……」

　食後のコーヒーを飲み、あちらのテーブルの様よう子すに気を配りつつ俺はそう言う。

「もしかしてあれか、常じよう連れんさんだけは特別メニューが出される、みたいな……。何か見た感じ、俺らのとこに出てきたのよりも若じやつ干かんグレードが高そうな感じだったし」

「かもしれませんね」

　百もも瀬せはうなずく。

「だよな。……ていうかもしかして、ブログとかで取り上げられたい、みたいな狙ねらいもあるんだろうか」

　顎あごを撫なでながら思し考こうを巡らせる。

　有名人に店のことを紹しよう介かいしてもらえれば、知名度のアップや宣せん伝でん効果も期待できるだろう。彼女が本当に名の知られた人であれば、メニューをちょっと変えても十分取り返せるくらいの利益が出るはずだ。そう考えれば、店が彼らを特別扱あつかいするのはごく自然なことだろう。

　うん……やはりそうだ。全てがつながっている。

　彼女は結けつ構こう名が知られていて、店が宣伝効果を期待できるような女性なのだ。

　食後にしばらく会話すると、女性と小早川先輩は席を立ち、並んで店を出ていく。女性の顔を見るとしたらこの時だけがチャンスだろうと思っていたが……殊ことの外彼女のガードは堅く、横顔すら拝おがむことはできなかった。かろうじて認にん識しきできたのは、先ほども香かおっていた花のような匂においだけだった。




　店を出て、自宅に向かって歩き出しつつ隣となりの百瀬に話しかける。

「まー、進しん展てんとしてはまずまず、って感じかね。婚こん約やく者しやは有名人のきれいなお姉ねえさんで、性格はどちらかというと大人おとなしそうな感じ。背は高くて服もオシャレで、必死に顔を隠かくしてることを考えると結構名の知れた人かもしれない。小早川先輩とは、今のところ笑顔で会話できるくらいの仲……と」

「そうですね」

　百瀬はうなずいた。

「できればあの人の名前とか具体的にどういう仕事してるのかだとか、所しよ属ぞく事務所だけでもわかればよかったんだけど……まあそれは今後の調査でだな。それにしても……」

　そこまで言うと、俺は小さくため息を漏もらす。

「正直ちょっとショックだわー」

「何がですか？」

「いや、やっぱり小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいの雰ふん囲い気きが」

　百もも瀬せはくしゃりと髪かみを搔かいた。

「なんていうかさ、確かに家が決めた婚こん約やく者しや相手だとああいう風ふうに接せざるを得ないっていうのはわかるけど……もうちょっとこう、矜きよ持うじヶが谷やさんに対する気持ちというか、未み練れんみたいなものが垣間かいま見みえちゃってもいいんじゃないかなーと思うんだよ。ていうか、本当に好きだったならにじみ出るんじゃないかなって」

　店内にいたのは大体二時間ほどにもなるのだろうか。席の配置上、俺おれからは常に小早川先輩の顔が見えていたのだけど、彼は常に落ち着いた表情で、時とき折おり穏おだやかな笑えみを浮かべているだけだった。そこに、つい先せん日じつ恋人との悲ひ劇げき的な別離わかれを経験した悲ひ哀あいは感じられなかった。

「だからちょっと、薄はく情じような気がしてさ」

　矜持ヶ谷さんは今もあんなに苦しんでいるのだ。俺たちに彼のその後の調査を依い頼らいするくらい胸を痛めているのだ。だからほんの少しでもいい、彼にもそういう苦しみの片りんを見せてもらいたかった……。

　ただ、

「そうですか」

　そこまでしゃべったのに、百瀬の返事はたったそれだけだった。

　彼女はこちらをちらりと見ることもないまま、いつもよりやや足早に家への道をまっすぐ歩いている。何だろう。普段だったらもうちょっと丁てい寧ねいに同意するなり、反論するなりしてきそうなものなのに……。

　……やっぱり、不ふ機き嫌げんっぽいな。

　髪かみの搔かき方が雑なのもそうだけど、考えてみれば、今回の依頼を受けて以来彼女は妙みように静かな気がする。リアクションも薄めだし話しかけてくることもあまりない。元々物静かなほうではあるけれど、

　どうしたのだろう、俺のせいか……？
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　札さつ幌ぽろの街を歩き始めて十数分。俺たちは大おお通どおり公こう園えんを越え老舗しにせ百ひや貨つか店てんの前に差し掛かった。

　それまでひたすら歩いていた張り込み対たい象しようがややその足取りを緩め、建物のそばにいる人々を見渡すようなしぐさを見せる。どうも、誰だれかを探しているらしい。

「……待ち合わせかな？」

　百瀬に声をかけてみる。

「誰だれかとここで落ち合う予定っぽいな」

　……相変わらずノーリアクションだ。まあ、返事を期待していたわけではないけど。

　目当ての人物を見つけることができなかったのか、張り込み対たい象しようの女性は建物に背を向けその場に立ち止った。この寒い中どこか店に入る様よう子すもないということは、待ち合わせ相手はすぐに来るという公こう算さんなのだろう。俺おれたちもそれに倣ならい、道の脇わきで立ち止まると人待ち中を装よそおう。

　ちらりと隣となりの百もも瀬せに目をやった。相変わらず寒そうに身を縮こまらせ、視線だけ女性に向けている彼女。

　……こいつは、張り込み対象が誰と待ち合わせているのか読めていたりするんだろうか。

　正直、俺にはいまいちそこが理解できていない。今回の張り込みを提てい案あんした百瀬が、何を思い、どこまで考えてそうしたのかを読み取ることができていない。ここまでで何か「調査が大きく進しん展てんした」と思えるようなことはなかったし……。

　ただ、わざわざ札さつ幌ぽろまで出てこようなんて言い出す以上、全く手がかりや思い当たることがないなんてことはないはずだ。

　俺は再び調査の過か程ていを思い出す。

　何かこう、ヒントになるようなことがあっただろうか……。




　　　　[image: ]




　──三日前




　レストランでの張り込みの翌日。放課後。

「──昨日きのう、小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいを追ってレストランに張り込み行ってきたんだけどさ」

　俺は矜きよ持うじヶが谷やさんに声をかけ、教室の片かた隅すみでそんな話を始めた。

　周囲の生徒が帰り支じ度たくを始める中、念のため、可能な限り声を殺しながら。

「そこそこ婚こん約やく者しやの雰ふん囲い気きも摑つかめたよ。今回の調査、割と順じゆん調ちように行きそうな感じかも」

「そう……もう張り込みまでしてくれてるのね……」

　その顔に申もうし訳わけなさげな表情を浮かべ、矜持ヶ谷さんはうなずく。

「ありがとう、本当に……」

「いやいや、お安い御ご用ようだよ。ただ、そこで婚約者の詳しい素すじ性ようはわからなかったから、その辺もうちょっと調査するよ。そんなに時間はかからないと思うから、待っててね」

　……こうやって、依い頼らい者しやに調査の経過の話をするのは初めてのことだ。これまではきちんと全てが明らかになってから報告の場を設けていたし、百瀬も確かく定ていした事じ実じつ以外はクライアントに伝えたくない様よう子すだった。

　まあ、当然と言えば当然のことだと思う。何かを話した後にそれがひっくり返ってしまうのはまずいし、そもそも依い頼らい後ごは結けつ果か報告までクライアントと会うことも基本ない。

　ただ、今回の依頼でそういう「どんでん返し」はないだろう。クライアントも俺おれの友人だ。その気持ちを少しでも早く楽にするため、現状を伝えるのは決して悪い事ではないはず。

　実際、矜きよ持うじヶが谷やさんもその辺りは気になるらしく、

「わかったわ。ちなみに、レストランってどこのレストランに行ったのかしら？」

　言って首をかしげる。

「ああ、えっと、花はな園ぞのの方にあるフレンチなんだけど……知ってるかな？」

「花園のフレンチなら、きっと『シェ・ハラ』ね。小こ早ばや川かわ家けの人たち、みんなあそこ好きだったみたいだし……」

「そうそう、そこだよ」

　やっぱり知ってるんだな……。もしかしたら、矜持ヶ谷さんも先せん輩ぱいと一いつ緒しよに行ったことがあるのかもしれない。

　続いて彼女に「小早川先輩の知り合いに有名人じんの女の人とかいなかった？」と尋たずねようとしたところで、

「──よーし、じゃあこれからみんなでカラオケ行こうか！」

　教室の中央辺りで、そんな声が上がった。

「そろそろみんなテスト勉強始はじめる時期でしょ？　だからその前に景けい気き付けに遊んでおこう！」

　見れば、スポーティでボーイッシュな体格にショートヘアーの女生徒が、席から立ち上がり周囲に呼びかけていた。

　──彼女は西にし尾お凛りん。

　矜持ヶ谷さんの親友にして、彼女の失しつ恋れんを知る数少ない人のうちの一人だ。

　西尾さんのその呼びかけに、数人の男女が「あー行く行く！」「俺も参加したいんだけど、いい？」と名乗りを上げる。

「もちろんいいよ！　ほら、柏かし木わぎも、新あら井いもフミも行こう！　椎しい名なはまたあれ歌ってよ！」

　何の衒てらいもなく周囲に声をかけ続ける彼女。そしてその流れで西尾さんは、

「摩ま緒おと野の々の村むらも行こうよ！」

　こちらにととと、と駆け寄ってきた。

　──最近、西尾さんは放課後毎日のように彼女を遊びに連れだそうとする。

　──ことあるごとに矜持ヶ谷さんの元に近づき、バカ話を切りだし、お茶だのカラオケだのに誘いだす。

　もともと仲の良かった二人だけど、こんなに頻ひん繁ぱんに連れ立って出かけるようになったのは本当に最近、ちょうど矜きよ持うじヶが谷やさんが振られた以降のことだ。

　だからきっとこれは──彼女なりの気き遣づかいなのだと思う。

　振られてしまった矜持ヶ谷さんを元気付けるための、精せい一いつ杯ぱいの気遣い。

「ええ、いいけど……なんだか最近、本当に遊んでしまってばかりね」

　矜持ヶ谷さんはそう言って、不安げに眉まゆをひそめた。

「凛りん、中間試し験けんでも赤点すれすれだったんでしょう？」

「いいのいいの！　正直もう、私わたし勉強とか捨ててるし！」

「そういうこと言わないの！　まあ、私は行ってもいいけど……」

「よーし！　じゃあ摩ま緒お参加ね！」

　満面の笑えみを浮かべる西にし尾おさん。が、彼女は不ふ意いに何かに気付いたような表情になると、その笑顔に意い地じ悪わるなニュアンスを混ぜながら続けた。

「──あ、でももうお店でおっさん臭くさい料理頼たのむのやめてよ？　仮にも女じよ子し高生なんだから可か愛わいげのある物頼みなさい！」

「……矜持ヶ谷さんおっさん臭い食べ物好きなの!?」

　意い外がいな情報に、俺おれは思わず食いついてしまった。

「そういうイメージなかったけど……」

　どちらかというと、矜持ヶ谷さんは創作和わ風ふう料理とかが似に合あいそうな印いん象しようだ。おっさん臭いって、具体的にどういうものが好きなんだろう……。

「そうそう、意い外がいとこの子、好みおかしいんだよ！　こないだカラオケ行ったときもさ、私がポテトとか頼む横でイカの一いち夜や干ぼしとか頼み始めて」

「マジか!?　完全に酒のつまみじゃん！」

「でしょー！」

　言って、西尾さんは笑う。

「他にもさ、銀ぎん杏なんとかわさび漬づけとか好きでさー。先週ごはん一いつ緒しよに食べに行ったときには、私匂におい強い食べ物苦にが手てなのにガーリックトーストとか頼み始めるし……その上ほら」

　言って、彼女はポケットから携けい帯たいを取り出し、しばらく操そう作さすると画面をこちらに向けた。そこには──教室でスルメをかじっている矜持ヶ谷さんの画が像ぞうが表ひよ示うじされていて、俺は思わず噴ふき出した。

「この子、おやつ代わりにスルメ持ち歩いてるの！」

「仕方ないじゃない！　好きなんだもの！」

　それまで黙だまっていた矜持ヶ谷さんが抗こう議ぎの声を上げた。

「凛だってそのうちわかるわよ！　大人おとなな食べ物の楽しみ方が！」

「楽しみ方がわかっても学校にスルメは持ってこないよ！」

　周囲の生徒から笑い声が上がった。もうほんと、この二人のやりとりは漫まん才ざいみたいだな。

　……と、俺おれはふと気が付く。

　いつの間にか、矜きよ持うじヶが谷やさんの表情から悲しみの色が消え去っていることに。

　ついさっきまで浮かんでいた愁うれいが、見えなくなっていることに。

「まーでも、あと二十年くらいすれば実じつ際さい私もそういう食べ物を好きになるのかもねー……」

　西にし尾おさんはうっすらと目を細めた。そして彼女は、

「──そうなった時も、こんな感じで摩ま緒おとご飯はん行けるといいなー」

　そう言って、穏おだやかな笑えみを矜持ヶ谷さんに向けた。

「……そうね。そういうのも楽しそうだわ」

　少しだけ声のトーンを落とすと、どこかせつなげに微笑ほほえんだ。

「悲しいこともあるけど……そんな未来が待ってると思うと、ちょっと元気が出るわね」

　……本当に、西尾さんがいてよかったと思う。

　もちろん、彼女がどれだけ頑がん張ばっても矜持ヶ谷さんの悲しみが消え去るわけではない。振られてしまったという事実は、どうやっても変わらない。それでも、西尾さんという親友の存在は、そして彼女のさりげない気き遣づかいは、矜持ヶ谷さんにとって大きな支えになっているはずだ。

「──で、野の々の村むらも行くでしょう？」

　矜持ヶ谷さんの言葉にぐっときたのか、なんだか泣きそうな表情で西尾さんはこちらを見る。

「用事とかあったらあれだけどさ」

　皆の視線がこちらに向けられた。しかし俺はうんと答えかけて、

「……ああ、俺はちょっと無む理りなんだ」

　ギリギリのところで首を振って見せる。

「ちょっとこのあと予定があってさ」

　正直に言えば、俺もそのカラオケには行きたかった。矜持ヶ谷さんが少しでも楽しそうな顔をするところを見たかったし、そういうのを抜きにしてもきっと楽しい時間を過ごせるだろう。

　ただ──今いま俺がすべきは調査だ。

　西尾さんとは違うやり方で、俺は矜持ヶ谷さんの気持ちを救いたいのだ。

「そっかー残念」

「ごめんよー、また今度誘さそってよ！」

「うん！　じゃあね！」

　手を振り去って行く西尾さんと矜持ヶ谷さん。

　二人は他にも何人かのクラスメイトと連れ立って賑にぎやかに教室を出て行った。

　さて、では自分も部室へ向かおうかと歩き出して、

「……ん？」

　足元に小さな携けい帯たいのストラップが落ちているのに気が付いた。

　拾い上げ、しげしげと眺ながめる。

　小さな花が毬まり状じように丸まったチャームのついたストラップ。これは確か……西にし尾おさんのだな。彼女の水色の携けい帯たいからこれがぶら下がっているのを何度か見たことがある。さっき画が像ぞうを見せた際、外れて落ちたのだろう。

　追いかけて渡そうか、なんて考えてから、俺おれはやはりそれをポケットにしまった。鍵かぎや携帯みたいな必ひつ需じゆ品ひんではないし、そこまで焦あせる必要もない。

　俺は自じ席せきにおいてあった鞄かばんを拾い上げると、教室を出た。




　部室で百もも瀬せに先ほどの一連の流れを話しつつ、ポケットからストラップを取り出し眺ながめる。革かわ製せいのベルト部分と、その先についたシルバーの花のチャーム……男の俺が言うのもなんだけど、なかなかに可愛かわいいデザインだな。なんか、縫ぬい目とかもきれいだし……。

「でさ、その西尾さんて子、匂におい強い食べ物ダメらしいんだけど、矜きよ持うじヶが谷やさんも気にせずガーリックトーストとか頼むらしくて──」

　と、そこまで言ったところで、

「──先せん輩ぱい」

　百瀬が話をさえぎった。

「ん？」

「それ『ダフニー』のストラップじゃないですか」

「……ああこれ？」

　俺はストラップを掲かかげて見せる。

「どうしたんですか？　先輩の物ではないですよね」

「さっきさ、その西尾さんが落としたんだよ。ていうかこれ、有名なブランドのやつなの？」

「いいえ」

　百瀬は首を横に振る。

「『ダフニー』は最近できたばかりの、本当にマイナーなブランドです。ファッションに興きよ味うみのある人にもほとんど知られていないレベルでしょう。沈じん丁ちよ花うげを全てのアイテムにモチーフとして織り込んでいるのですが、北ほつ海かい道どうにお店はないので、買おうと思ったら東とう京きように行くしかありません。ネットショップもないですし」

「へー」

　改めて、俺はそのストラップをしげしげと眺ながめる。

「西尾さん、意い外がいとファッションにこだわるんだな……。しかもなんか、言われてみれば結けつ構こう高そうだし……」

　正直、俺自じ身しんはブランド物なんて一つも持ったことないし興味すら抱いたことがなかった。それでも、このストラップは明らかに細さい部ぶのつくりがしっかりしているし、デザイン的にも随ずい所しよにこだわりが感じられる。わざわざ東京の店まで行ってこれを手に入れるなんて……西尾さん、思っていた以上にオシャレなんだな。

「ってまあそんなことがあったんだけど、俺おれたちは俺たちでやれることをしよう。まずは、あの女の人が誰だれかを特とく定ていする方法だな……」

　俺はポケットにストラップをしまい、その場に立ち上がり考える。いつまでも感かん傷しように浸ひたっていてもしょうがない。

　ネットで探すのが早いだろうか、北ほつ海かい道どう在ざい住じゆうの、実家がお金持ちっぽい女性有ゆう名めい人じんという条件で。ある程度それで候こう補ほ者しやは絞しぼり込めそうだし、うまくすればどんぴしゃで「この人だ！」って人が見つかるかもしれない。

　なんて考えたところで、

「張り込みましょう」

　百もも瀬せが突とつ然ぜんぽつりとそう言った。

「……へ？　また小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいを？」

「いえ」

　首を横に振ると、彼女は顔色一つ変えず、ごく当たり前のような声こわ色いろでこう言いきった。

「その西にし尾おさんを張り込みましょう」
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　百ひや貨つか店てん前まえで立ち止まって十分ほど。

　気温は先ほどよりさらに下がり、いつ雪が降ってもおかしくないほどの寒さになってきた。そう言えば、今年は初はつ雪ゆきがまだだな……去きよ年ねん一昨年おととしはちょうどこの頃ころに降っていた気がするから、今年もそろそろなのかもしれない……。

　ふと見ると、隣となりで百瀬が小さい体をさらに縮こまらせ、寒さに必ひつ死しで耐えていた。いつの間にかくしゃくしゃになった髪かみも、今はなんだかちょっとした防ぼう寒かん具ぐのように見える。

　ただ、その表情は相変わらずむすっとしていて、ここまで来るとさすがに気がかりで──

「……なあ。何で百瀬……最近そんな不ふ機き嫌げんなんだよ？」

　──俺はとうとう、そう切り出した。

「なんか普ふ段だんよりしゃべる頻ひん度ど少ないし。口くち開いても一ひと言こと二言だし。明らかに、おかしいだろ」

　黙だまり込む百瀬。

「気に障さわることしたなら謝るけど、教えてくれないと俺もわからないよ……」

　彼女は顎あごに手を当て考えてから、

「気に障る、というわけではないですけど」

　視線を落としたままでそう言う。

「先せん輩ぱいの、今回の調査に対する姿し勢せいはどうかと思います」

「……へ？」

　……姿勢？　調査に対する？

　どういうことだ。

　今回俺おれは、これまでになく積極的に調査に参加している。それは百もも瀬せだって望んでいたことだろうし、批ひ判はんされるいわれはないはずだ。なのにこいつ、一いつ体たい何が気にくわないんだ？

「やる気を出してくれるのは嬉うれしいです。積極的に考えて調査を進めようとしてくれるのは助かります。でも」

　言って、百瀬はこちらを見る。

「先輩は今回、完全にクライアントに肩かた入いれしてしまっています」

　──心しん臓ぞうがギクリと高たか鳴なった。

「いつも感情移いに入ゆうはしないでほしいと言っていますが、もう今回はそれも超えてしまっています。完全に、肩入れです」

「……」

「レストランで調査したあの日、先輩は小こ早ばや川かわ先輩の態度が納なつ得とくいかない、と言いましたよね。違い和わ感かんを覚えるわけでもおかしいと思うわけでもなく、納得がいかないのだと。気持ちがわからないとは言いません。友人が辛つらい失しつ恋れんをすれば、中立の立場でいる事は難しいでしょう。それでも、矜きよ持うじヶが谷やさんは探たん偵ていに調査を依い頼らいしたのです。先輩の友達としてではなく、依頼者しやとして彼女は部室に来たのです。であれば、調査対たい象しようにそういう感想を持つのは危険です」

　百瀬は視線を前に戻した。

「それだけじゃありません。この間先輩、矜持ヶ谷さんに調査の経過を話したんですよね？　あれも問題です。事実が確かく定ていする前にクライアントに情報を明かしても、良い事なんて一つもありません。それに先輩は今日きようの張り込みにも──西にし尾おさんを調査することにも反対しました。彼女が自分の知り合いだという、ただそんな理由で」

　言われて、俺はちらりと張り込み対象の方を見る。

　そこには彼女が──西尾凛りんが、寒そうに眉まゆを寄せ、それでもどこかうれしそうな表情でたたずんでいた。

　確かに、百瀬に西尾さんの張り込みを提てい案あんされたあの日、俺はそれを拒きよ否ひした。

　知り合いのことをこっそり調べるなんて決して気が進まなかったし、彼女を張り込むことに何の意味があるのかもわからなかった。ただ、百瀬の口くち調ようは有う無むを言わせぬ気け配はいがあって、俺が反対しても一人で調査を始めてしまいそうで、結局俺は今日この場に臨のぞんでいる。

「それら全ての行動が先輩の個人的な感情によるものです。探偵として、あるまじき態度です。それが──嫌いやです」

　……百もも瀬せの言う通りだとは思う。

　確かに、彼女が挙げた俺おれの言げん動どうは、全て俺個こ人じんの意い思しでとったものだ。探たん偵ていという立場を度ど外がい視しして選択したものだ。そこに関して、反はん論ろんするつもりはない。

　ただ……それの何が悪いのだろう。

　俺が矜きよ持うじヶが谷やさんに肩かた入いれしているとして、友人の幸せを願って何が悪いんだ？　彼女が辛つらい思いをしないよう祈ることの、何が間違いだっていうのだろう？

　それに、今回の張り込みを反対したのだって、西にし尾おさんが知り合いだからという点だけが理由ではない。

　どう考えたって、無む駄だなのだ。

　わざわざ聞き込みをし、彼女が今日きよう札さつ幌ぽろに行くという情報をつきとめ、ここまで追いかけてきたけど……彼女が今回の調査に関係があるはずがないのだ。

　確かに、西尾さんはそれなりに小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいと面めん識しきもあるようだった。ただそれも、「親友の恋人」「恋人の親友」という微びみ妙ように距離のあるものでしかなかったし、それにそもそも西尾さんは──矜持ヶ谷さんの親友だ。

　あんなにも矜持ヶ谷さんを気き遣づかい、彼女を少しでも慰なぐさめられるよう手を尽くしている。

　調査する必要なんて、あるはずがない。

　だから──俺が取っている行動は、決して間違いじゃないはずだ。

　──と、その時、

「……お待たせ」

　西尾さんの方から、男性の声が聞こえた。

　そちらに視線をやった俺は、現れた人物の姿すがたに──呼吸が止まりそうになる。

「結けつ構こう待った？」

「ううん、さっきついたとこ」

「そっか。ならよかった」

　そう言ってうなずいたのは高身長、細ほそ身みの体に高そうな服を身に着けた美少年。

　──小早川先輩だ。

「じゃあ、ご飯はん食べに行こうか。店なんだけど、このビルの上にあるとこでいい？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　言って、西尾さんもうなずく。

　つい先日教室で、矜持ヶ谷さんに向けていたのと同じような笑えみを浮かべて。

　──なぜだ？

　──なぜ二人が今、こんなところで会っている？

　意味が解わからない。まったく意味が解らない。

「じゃあ、行こう」

「うん」
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「先せん輩ぱい」

　百もも瀬せが立ち尽くす俺おれの服の裾すそを引く。

「行きましょう、二人が行ってしまいます」

　視線をそちらに向けると、彼女たちは建物の中に入っていくところだった。

　頭の中で弾はじけまくる「最悪の予>よ感かん」に吐はき気を覚えながら、俺は百瀬に手を引かれてフラフラと歩きだした。




　レストランでの食事は一時間ほどで終わった。西にし尾おさんたちからは離れた席に通されてしまったため、話を聴きくことはできなかったが……遠とお目めに窺うかがう限りでも、二人はずいぶんと親しん密みつな様よう子すだった。全く味の感じられない料理を食べ終えた俺は、百瀬に手を取られて店を出ていく西尾さんたちの後を追う。

　建物を出て次に二人が向かったのは……大通りに面したカフェだった。店内奥に腰かける彼らに続き俺たちも近くのカウンター席に座ると、二人は静かに会話を始めた。

「でも本当に……最初はこんなに仲良くなるとは思わなかったな……」

　小こ早ばや川かわ先輩はカプチーノをスプーンでかき混ぜる。西尾さんはやや慌あわてた様子で、

「ちょっと……こんなとこでその話していいの？」

　と彼を咎とがめるが、小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいは余よ裕ゆうの表情で笑った。

「大だい丈じよ夫うぶ、そのために、わざわざ札さつ幌ぽろまで来たんだし」

「……それもそうかもね」

　言って、西にし尾おさんは息を吐きだす。やや緊きん張ちようが解けた様よう子すで、彼女はゆっくりとコーヒーに口を付けた。

「確かに私も、こんな風ふうになるとは思わなかったな……。親が連れてきたのが健たけるだった時、本当にもうこの世の終わりかと思ったもん」

「本気で大おお泣なきしてたもんな、あの時」

「当たり前じゃない」

「でもまあ、今はこうやってちゃんと婚こん約やく者しやらしくなれたし……よかったよ……」

　……絶望的な気分が胸を支配する。

　間違いない。

　レストランで見た女性は彼女だ。

　西尾さんが──矜きよ持うじヶが谷やさんの親友である彼女が、小早川先輩の婚約者なのだ。

　考えてみれば、条件は全て揃そろっている。西尾さん、背も高いし細ほそ身みだ。男の子みたいな体型だと思っていたが、それは言いかえれば「モデル体型」ということでもある。ロングヘアーのウィッグをつけ、サングラスとマフラーを装そう着ちやくすれば完全にあの時の女性そのままになるだろう。それに彼女、家いえ柄がらがよくてもおかしくない。なんせ、東とう京きようでしか買えないようなブランド品を持っているのだ。

　──それでも。

　そうであっても。

　頭が上う手まくついてこない。目の前で起きていることを、事実だと認にん識しきすることが出来ない。

　と、そこで西尾さんが「ちょっとお手洗いに」と席を立った。小早川先輩は鞄かばんから手てち帳ようのようなものを取り出し、それを眺ながめ始めた。

「……どうしてわかったんだ……」

　何も考えられず、俺おれは百もも瀬せに尋たずねる。

「お前……西尾さんに会ったこともないのに……何でこんな……」

「まず気になったのは、レストランで私たちと先輩たちに出されたメニューの違いです」

　百瀬は答えた。

「あの時、先輩はレストラン側が広こう告こく効果を期待し、特別メニューを出したのではないかと判はん断だんしたようでしたが、私はこう考えました。あれは先輩たちが『メニューの変へん更こうを依い頼らいした』からああなったのではないかと。というのも、彼らのテーブルに出ることがなく、私たちのテーブルに出されたメニューには、全て『トリュフ』が入っていました。あの独どく特とくの香かおりを嫌きらう人は少なくありません。さらに、あの日の女性は魚のソテーも残していましたね？　あれもニンニクとバジルがふんだんに使われていて香かおりの強いものでした。そして先せん輩ぱいの話によると、西にし尾おさんも匂においの強いものが苦にが手て。まずはその共通点てんに、少しだけひっかかりを覚えました」

「……なるほど」

　痛む頭を押さえつつ、吐はきだすように俺おれは言う。

「……でも、それだけじゃないだろ……？　香りが強い食べ物が苦手な人なんて……いくらでもいるし……」

「そうですね」

　百もも瀬せは一口コーヒーを飲んだ。

「そちらはまあ、疑いを持ったきっかけでしかありません。私が張り込みを提てい案あんするほどの確信を得たのは、レストランの日に女性がつけていた香こう水すいです」

　香水……確かにあの日、あの女性からは甘いにおいがした。どこかお香こうみたいなニュアンスもある、色っぽい香り。

「実はあの香り、ある花の香りなのです。北ほつ海かい道どうではあまり見ないので、馴な染じみがないかもしれませんが」

「……何の花だよ？」

「『沈じん丁ちよ花うげ』です」

　──その回答に、俺はようやく百瀬の言いたいことを理解する。

「沈丁花、英語で言うと──『ダフニー』ですね。ちなみに、その香りは香こう料りようを利用して再現するのが難しく、これまで香水にされることはあまりありませんでした。ただ、先日美容関係で話題になったのが、新ブランドの『ダフニー』が沈丁花の香りを完かん璧ぺきに再現することに成功し、香水として発売を開始する、というニュースです。つまり、あの日ひ女性がつけていた香水は『ダフニー』のものである可能性が極めて高い。そして西尾さんも、『ダフニー』のストラップを所持していた。この宇う田た路ろであのブランドのアイテムを持っている人がそう何人もいるとは思えません。故ゆえに、彼女があの日の女性である可能性が高いと──小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいの婚こん約やく者しやである可能性が高いと判はん断だんしたのです」

　……頭がずきずきと痛みだして、俺は反射的にこめかみを押さえた。

「もちろん、確かく信しんがあったわけではありません。西尾さんが政せい略りやく結けつ婚こんを迫られるような家いえ柄がらかどうかまでは探れませんでしたし、もしかしたら、私が知らないだけで『ダフニー』以外にも沈丁花を香水にしたブランドがあるかもしれません。だからこそ、証しよ拠うこを得るためにこうやって張り込みをしたわけですが」

　百瀬は視線をテーブルに落とし、両手でカップを持つ。

「目的は、達たつ成せいされましたね」

　わずかに目を上げ小早川先輩たちの席を確かく認にんする。

　百瀬の言うとおりだ。

　目の前の光こう景けいこそが、彼女の推すい理りがあたっていたという「ゆるぎない証しよ拠うこ」だ。

「ただ、予想が外れていた部分もあります」

　付け足すように百もも瀬せは言う。

「実は私、仮に二人が婚こん約やく関係にあったとしても、単に親に強いられているだけだろうと思っていました。小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいも、西にし尾おさんも、あくまで自分の気持ちを偽いつわって婚約者でいるのではないかと。でも」

　──と、西尾さんがトイレから戻ってきた。

　小早川先輩の元へ戻る彼女の表情には──到とう底てい作り物とは思えない穏おだやかな笑えみが浮かんでいた。

「どうも、単純にそういうわけでもなかったようです」




　その後も彼らは会話をつづけ、その端はし々ばしの情報からどのような経いき緯さつで二人が今の関係に至ったかを知ることができた。

　そもそも、矜きよ持うじヶが谷やさんと付き合い始めたくらいの時期から、小早川先輩は「見合いをさせたい相手がいる」と両親に言われていたらしい。最初は拒きよ否ひしていた彼も徐じよ々じよに家からの圧力が強くなり、数ヶ月前、渋しぶ々しぶ見合い相手に会うことを了りよう承しようした。

　──そして引きあわされたのが、西尾さんだったのだ。

　二人は狼ろう狽ばいし、混乱し、苦く悩のうした。

　小早川先輩は、まさか自分の恋人の親友を親から勧すすめられるなんて、西尾さんは親友の恋人を親から勧められるなんて思ってもいなかったのだ。

　しかし、両家の親の意い思しは強く、二人は何度も食事を共にする機き会かいを用意され……そうこうしているうちに、少しずつ気持ちに変化が起き始めたらしい。

「最初は絶対ありえないって思ったけど」

　小早川先輩はそう言う。

「こんな風ふうに落ち着くなら、悪くなかったって思えるな……」

　そのセリフに──俺おれは頭に血が上るのをはっきりと感じた。

　──悪くなかった？

　──本気で言っているのか？

　確かに、彼らに非ひは全くない。

　家の都つ合ごうで引き合わされ、何度も会う機会を与えられ圧力をかけられ……その結けつ果か気持ちに変化が起きたとしても、誰だれもそれを責めることはできない。

　でも──矜持ヶ谷さんはどうなる？　恋人を失った彼女は……しかもそれが、親友に奪うばわれたのだと知った彼女はどうなる？

　そんなことまで小早川先輩は──「悪くない」で済ませるのか？

　──反射的にその場に立ち上がった。

　彼と話さなくては。

　矜きよ持うじヶが谷やさんの苦しみを、忘れさせるわけにはいかない。

　彼女の気持ちを、傷つけたという事実を──二人は最後まで背負いきるべきだ。

　だがその時、百もも瀬せが慌あわててカップを置き、こちらに手を伸ばす。

　そして俺おれが足を踏みだす寸前で──

「行かないで」

　──俺の体をぎゅっと抱きしめた。

「ここにいて」

　彼女の腕に力が込められる。

　突とつ然ぜんのことに思し考こうが停止する。

　髪かみから立ち上る甘い香かおり。厚あつ着ぎの服越ごしにはっきりと感じる彼女の体の柔らかさと温かさ。背中に回された手はがっちりと俺の体を摑つかんでいて、でも、本気で引きはがしにかかればあっさり外れてしまいそうで、鼓こ動どうがあっという間に加か速そくしていく。

　隣となりの客がちらりとこちらを向いたが……「カップルの痴ち話わげんか」だと思ったらしい、すぐに視線を元に戻した。西にし尾おさんたちは、話に夢むち中ゆうでこちらに目もくれない。

「先せん輩ぱい」

　百瀬は耳みみ元もとで小さく言う。

「ダメです」

　──急速に、頭がクールダウンしていくのを感じた。

　そうだ……こんなことするわけには……直ちよく接せつ西尾さんたちと話すわけにはいかない。

　どれだけ歯がゆくても、悔くやしくても……俺たちはあくまで探たん偵ていだ。

　できることはただ……事実を探ることだけ。

　たったそれだけなのだ。

　と、その時、

「私は……」

　西尾さんの零こぼした、そんなセリフが聞こえた。

「……摩ま緒おに悲しい思い、させたくなかったよ」

　──心しん臓ぞうが、痛いほどに高たか鳴なった。

「あの子に、秘ひ密みつなんて……作りたくなかったよ……恋人ができる時は……あの子に一番に祝ってもらいたかった……私も幸せって……言ってもらいたかったよ……」

　涙をこぼし始めた西尾さんを慰なぐさめるように、小こ早ばや川かわ先輩は彼女の背中に手を添える。

　そして彼は、

「──仕方ないじゃないか」

　苦く悩のうも苦く心しんも後こう悔かいも罪ざい悪あく感かんも一切滲にじませず、優しげにそう言った。

「そりゃ凛りんとしては、あの子を目の前で見なきゃいけないから、辛つらいだろうけどさ……」

　言って、彼は西にし尾おさんの手を取った。

「……できるだけそのことは忘れて、僕らは僕らで、ちゃんと幸せになろう」




「とりあえず今夜はゆっくり休んでください。明日あしたの報告のことは私が考えておきますので」

　百もも瀬せの家の前にたどり着いても、俺おれの頭から悲しみは消え去らなかった。手の震えが止まらない。

　心配してくれているのか、百瀬は俺の顔を覗のぞき込んだ。もうその表情に、不ふ機き嫌げんな色を見ることはできなかった。

「先せん輩ぱい、今日きようはよく頑がん張ばりました。我が慢まんしてくれて助かりました。だから、一度気持ちを落ち着けてください。難しいかもしれませんが、きちんと眠って、明日に備えましょう」

　かろうじて、俺はうなずく。

「眠る前にホットミルクを飲むと落ち着きますよ。好きな本や漫まん画がを読むのもいいと思います。もし誰だれかと話したくなったら、私に電話してください、しばらくは起きていますから」

　言い終えると、百瀬は俺の顔を見て少しだけ悲しげにもじもじしてから、

「ではまた明日。おやすみなさい」

　玄げん関かんに吸い込まれるように消えていった。

　一人で息を吐はき見上げた空には星なんて一つもなくて、この世には、どうしようもない不幸があることを、俺は知る。




　──その晩、俺はほとんど眠ることができなかった。
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　翌日の放課後。

　俺たちは、ミス研部室で矜きよ持うじヶが谷やさんを待っていた。彼女はクラス委員の雑ざつ務むを終えてからここに来るとのことだったから、十分くらいで到とう着ちやくするだろう。

　室内には、すでに重苦しい空気が漂ただよっていた。

　これまでも、クライアントに伝えにくい事実を伝えたことは何度もある。ただ今回は、その重みが違う。

　彼女の依い頼らいは、

「小こ早ばや川かわ健たけるの婚こん約やく者しやがどんな人間か知りたい」

　というごくシンプルなものだった。矜持ヶ谷さんはただ、気持ちの整理をつけたかっただけなのだ。なのにその結果、自分の大切な親友こそが「婚こん約やく者しや」だなんて。そして小こ早ばや川かわ先せん輩ぱい自身も既すでに心変わりし、自分のことを忘れようとしているなんて知ってしまったら、一体どうなるのだろう。

　深く傷つくのは間違いない。しばらくは学校にだって来られないだろうし、西にし尾おさんとの関係は完全に崩ほう壊かいするだろう。最悪、もう恋なんてできなくなる可能性もあるんじゃないだろうか。俺おれたちが探り当ててしまった真相は、一人の女の子の人生を狂わせるに十分な残ざん酷こくさをはらんでいる。

　正直、それを知った先に何か彼女にとってのプラスがあるとは俺には到とう底てい思えなかった。

　救いようのない事実を知ることに、何か意味があるようには思えなかった。

「……」

　……なら、と。

　当とう然ぜん俺は一つの考えに行き当たる。

　──全てを彼女に伝えなければいいんじゃないか。

　──傷つきすぎないギリギリのラインまでにとどめた説明をすればいいんじゃないか。

　ここで事実を隠かくしたって、誰だれにも気づかれやしない。調査は上う手まくいかなかったと。婚約者の特定には至らなかったとそう言ってしまえばいいのだ。

　もちろん、そうなれば彼女の中のもやもやは消えないだろう。失しつ恋れん探たん偵ていは調査もろくにこなせないのかと思われるかもしれない。それでもあんなことを……西尾さんが婚約者だなんてことを伝えるよりは、何千倍ばいも、何万倍も彼女のためになるはず。

　俺は自分の中で考えをまとめると、膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握った。

　ただ──

「……」

　──百もも瀬せにそれを切り出そうとして、ためらいを覚えた。

　深しん刻こくな表情でノートに視線を落としつつ、時とき折おりこちらをちらちらと窺うかがう彼女。

　実は、以前にも同どう様ようの提てい案あんをしたことがあるのだ──数ヶ月前まえ、文化祭の日の依い頼らいに際して。

　あの日、俺たちは「判はん明めいした事実をクライアントに伝えるか否いなか」でちょっとした言い合いになった。伝えづらい真相が調査によってわかったところで、俺が百瀬に「全ぜん部ぶ話すのはやめておこうぜ」と提案し、意見が対立したのだ。

　結果として、百瀬は度たび重かさなる説せつ得とくにも決して折れず、分かったことは漏もれなくクライアントに報告した。そしてすべてを知った依頼者は──失恋探偵に感かん謝しやした。本当のことを知れてよかったですと。お二人のおかげですと涙なみ目だめに笑えみを浮かべて深々と頭まで下げて。

　その上、彼はその後ご周囲に失恋探偵のすばらしさを語ってきかせ始めた。どうも彼、かなり人じん望ぼうのあるタイプだったらしく、俺たちの好こう評ひようはアンダーグラウンドな噂うわさとして校内に一気に広まった。その事実を前に、当時の俺は百瀬に対する見方を少しだけ変えたものだった。

　それでも──今回は文化祭の件よりもずっと事じ態たいが深しん刻こくだ。

　あの時も、事の真相はクライアントにとって辛つらいものだったが……今回はもはや次元が違う。「本当のことを知れてよかったです」で済むとは思えない。

　正直なところ、今の俺おれの考えを百もも瀬せに伝えれば口こう論ろんになるのは間違いないだろう。それも、前回よりも激しい口論に。何せ今回は、俺も意見を譲ゆずる気がないのだ。

　しかし、そうだとしても、

　仮にその口論の結果、二人の関係にひびが入ってしまうとしても──やはり俺は、引くわけにはいかない。

　大切な友人を、無む為いに傷つけるわけにはいかない。

　小さく息を吸い込み、一度ぎゅっと目をつぶってから、

「なあ百瀬」

　俺は呼びかけた。

「矜きよ持うじヶが谷やさんにさ、全ぜん部ぶ話はなすのやめよう」

　百瀬は目を見開き、ゆっくりとこちらをむいた。その髪かみはすでに盛せい大だいに乱れまくっている。

「あの子を過かじ剰ように傷つける必要なんてないだろ？　調査結けつ果か全部話はなしたら、きっと矜持ヶ谷さん本当に辛つらい思いするし……だからこれから伝える内容、ちょっと考えさせてくれないか？」

　しばし黙だまり込み、両手でぐちゃぐちゃと髪を搔かく百瀬。彼女は深しん呼吸するように息を吸い込むと、

「以前にも、そういった話は出ましたね。文化祭の時に」

　慎しん重ちようにそう切り出した。

「私はそれを、了りよう承しようできません。例え依い頼らい者しやがどんなに傷つこうとも、その事実がどんなに過か酷こくなものであろうと、探たん偵ていは本当のことを伝えなくてはなりません。報告内ない容ようは、先せん輩ぱいが決める物でも私が決める物でもないのです」

「……その考えはよくわかるよ」

　できるだけ声のトーンを抑えて、俺はそう言った。

「実際、文化祭の時の依頼者も全部知しることができてよかったって言ってたもんな……。でも、今回はあの時よりも、さらに状況がきついと思うんだよ。だからやっぱり……配はい慮りよは必要じゃないか……？」

「確かに、矜持ヶ谷さんが知ることになる事実は非常に辛つらいものです」

　一ひと呼吸置おいてから、彼女はそう答えた。

「自分も同じようなことがあったらと思うと、心の底からぞっとします。それでもきっと、本当の救いなんて事実の中にしかありません。私たちが噓うそをついて、事実を隠かくして、そうすれば確かに矜持ヶ谷さんはさほど傷つかずに済むでしょう。でもそれが、本当にきちんと『失しつ恋れんを乗り越えた』ことになるのでしょうか？　彼女の『絡まった糸』がほどけたことになるのでしょうか？　『探たん偵てい』である私たちに依い頼らいをくれた際に、彼女が望んだことなんでしょうか？」

「……」

「私はそうは思いません。彼女にとって、その恋が大切なものだったなら、きちんと本当のことを知った方がいいと思うのです。そしてきっと、彼女もそれを望んでいると思うのです。ですから、矜きよ持うじヶが谷やさんには、きちんと事実を伝えます」

　三さん呼吸分ぶん程ほどの沈ちん黙もくをはさんで、

「……百もも瀬せさ」

　痛む頭を押さえつつ、俺おれはため息をつく。

　──やはりダメだ。

　──こいつとは、決定的に考えが合わない。

「お前に矜持ヶ谷さんの何がわかるんだよ？　あの子が望んだのは、あくまで先せん輩ぱいの婚こん約やく者しやの人ひと柄がらを知りたいって事だろ？　絶対にそんなとんでもないことを知らされるなんて考えてねーよ」

「だからと言って噓うそをつくのですか？　先輩、そう言う気の遣つかい方をするのは間違っています」

「じゃあ、どうするんだ？　彼女がそれで立ち直れなくなったら」

「それでも、私は」

　百瀬は一いち度ど言葉を切り、

「矜持ヶ谷さんを信じて、伝えることしかできません」

　相変わらず落ち着きはらった口くち調ようでそう言った。

「そうするのが、探偵の役やく目めですから」

「……信じるって、知った風ふうな口きくのもいい加か減げんにしろよ。ほとんど話したこともないくせに、勝かつ手てなこと言うなよ……。矜持ヶ谷さんのこと何も知らないで、何が信じたいだよ……」

　抑え込んでいたはずの怒りが、徐じよ々じよに頭をもたげ始める。

「いい加か減げんにしてくれよ……！　そうやって、結けつ局きよく百瀬は自分の美び学がく守りたいだけだろ！」

　気が付けば、そんな風に怒ど鳴なってしまっていた。

「何でそんな人の気持ちがわかんねーんだ！　矜持ヶ谷さんがどう思うか考えてみたのかよ！」

「考えました」

「じゃあなんでそんなこと言えるんだよ！　恋したこともねーくせに偉えらそうなこと言ってんじゃねえよ！　あの子は漫まん画がのキャラクターじゃねーんだぞ！　それでも本当のことをあの子に伝えるべきだっていうなら、失しつ恋れん探偵ってなんなんだよ!?　何のために存在するんだよ！」

　彼女は膝ひざの上で手をぎゅっと握った。

「……お前が恋できなくて本当によかった」

　声が震えるのを自覚しつつ、俺は続ける。

「そんな百もも瀬せに好かれたって誰だれも幸せにならねーよ。人の気持ちのわからない奴やつに好かれたって、不幸な人が増えるだけ──」

「──バカにしないでください！」

　──百瀬が、叫んだ。

　まっすぐこちらを睨にらみつけ、綺き麗れいな形の眉まゆをいからせて。

「先せん輩ぱいにこそ、一体何がわかると言うのですか！」

　思わず息を呑のむ。凍こおりついたように、指ゆび先さきひとつ動かせなくなってしまう。

　──初めて聞く、百瀬の怒ど鳴なり声。

　その表情からは冷静さが失われ、唇くちびるはわなわなとふるえている。

「はっきり言います。先輩のその優しさは、絶対に矜きよ持うじヶが谷やさんのためになりません。先輩は結局そうやって、彼女を助けた気になりたいだけです。失しつ恋れんした相手に優しくすることで、エゴを満たしているだけです……先輩こそ、矜持ヶ谷さんの気持ちを全然尊そん重ちようしていません」

　声せい量りようこそいつもどおりに戻ったものの、そこには隠かくしようもない程ほどに彼女の感情が滲にじんでいた。

「『恋』という気持ちが本当に大切なものなら、事実を知って、きちんと受け止めるのが誠実な在り方ではないですか……目をそらすのが、正しい在り方だとでも言うのですか……？」

「……」

「だから私は、事実を全て伝えます」

　──と、その時、

「……あの」

　恐る恐る、といった様よう子すでドアが開き、矜持ヶ谷さんが申もうし訳わけなさげに顔を覗のぞかせた。

「仕事、終わったのだけど……お取り込み中だったかしら……？」

「……いえ、大だい丈じよ夫うぶです、申し訳ございません」

　言って、百瀬は髪かみをぐずぐずと搔かいた。

「調査結けつ果かをお話ししますので、おかけください」




　百瀬の説明は、二十分ほどで終わった。

　彼女は昨日きのうの出で来き事ごとを全て矜持ヶ谷さんに説明した。

　婚こん約やく者しやが西にし尾お凛りんであったことから、二人がお互たがいに好こう意いを持っているということまで。

　話を聴きき終えた彼女は、しばらく光の消えた目で百瀬を眺ながめた後、突とつ然ぜん手で口くち元もとを覆おおった。

「……！」

　すぐにその意味に気付き、俺おれは慌あわててその場に立ちあがる。

　転げるようにして部屋の隅すみの掃そう除じ用具入いれに駆かけ寄り、中にあったバケツをひっつかんで矜持ヶ谷さんの口元に差し出した。

　同時に彼女は嘔おう吐とし始めた。

　苦しそうに肩を上下させ、その目から涙を流し、彼女は胃いの中のものを全て吐はきだしていく。

　俺おれはただ、その背中を撫なでる事しかできない。

「……」

　百もも瀬せは青ざめた表情でその様さまを眺ながめていた。

　食べたものを全て吐くと、さらに彼女は胃い液えきまで吐きだし始める。

　その表情は──普ふ段だんのきれいな矜きよ持うじヶが谷やさんから想そう像ぞうもつかないほどゆがんでいた。




　憔しよう悴すいしきった彼女を一人で帰すわけにもいかず、体調を崩くずしたと矜持ヶ谷家のご両親に連れん絡らくし迎えに来てもらった。震えが止まらない娘むすめの様よう子すを見て、昇しよう降こう口ぐちに彼女を引き取りに来た母親はひどく驚いた様子だった。

　矜持ヶ谷家の車が去り、その場で俺は百瀬に話しかける。

「……なあ、これが、百瀬の望んだ『解決』だっていうのか？」

「……」

「私しじ情ようを全くはさまないで、ただわかったことを機き械かい的てきに告げて、それが失しつ恋れん探たん偵ていの正義だっていうのか？」

「……間違ってはいません」

　めちゃくちゃに乱れた髪かみのままで、百瀬はつぶやくように言った。

「これが正しいのです」

「……だったら、俺はもう、失恋探偵はやめるよ」

　反射的に、そんなセリフが唇くちびるからこぼれた。

「やるなら一人でやってくれ、ミス研と関係ない所で」

　百瀬は、その目を見開く。しかし、

「じゃあな」

　短く言うと、俺は彼女を置いて歩き出した。

　百瀬はただ呆ぼう然ぜんと、その場に立ち尽くしているだけだった。




　部室に戻り鞄かばんをひっ摑つかみ、一人で学校を後にする。校舎の前の坂道を半分ほど下ったところで、ようやく少しだけ落ち着きを取り戻した。

　込み上げてきたのは、手の震えだった。

　胸が痛い。目の奥がジンと熱くなる。呼吸が苦しい。

　──終わった。

　失恋探偵を辞やめるなんて──はっきり宣せん言げんしてしまった。
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　恐る恐る開いた引き戸の向こう。ミス研部室内に、百もも瀬せの姿すがたはなかった。

　矜きよ持うじヶが谷やさんへの結果報告の翌日。

　放課後のこと。

　これまでは、こうやって部室の扉とびらを開けると最初に目に入るのは百瀬の顔だった。彼女、授業が終わり次第ここに直行するらしく、大たい抵ていは俺おれより先に到とう着ちやくしているのだ。

　しかし今日きようは──その姿が見えない。

　探たん偵ていシートにも助手シートにも窓まど際ぎわにも本ほん棚だなにも、彼女の小さなシルエットは見当たらない。

　予想はしていた。前日にあんなやりとりをした以上、さすがのあいつも平然と部室に来るなんてことはないだろう。それにそもそも、俺は失しつ恋れん探偵にミス研部室を使わせないと宣せん言げんしたのだ。ミステリに興きよ味うみがない彼女がこの部屋にくる理由は……完全になくなった。

　それでも、なんだか体の一部分がごっそり欠けてしまったような気分になる。生きるための器き官かんを一つ失ったような、心こころ許もとない気分になる。

　眠い目をこすり、胃いの違い和わ感かんにお腹なかを押さえながら俺は助手シートに腰かけた。

　結局、昨晩はほとんど一いつ睡すいもすることができていない。無む理りに目をつぶっても様さま々ざまなことが脳のう裏りをよぎり、湧わき出る思し考こうはひたすら空から回まわりを続け、気付けばいつのまにやら朝を迎えていたのだ。考えてみれば、その前の晩もあまり眠ることができなかったわけで、二日続けて十分に睡すい眠みんがとれていないことになる。

　目をこすりながら登校した二年七組の教室でも、決して気が休まることはなかった。俺の右後方、教室の中央辺りにある矜持ヶ谷さんの席は丸一日空あいたままで、そちらに目を向けるたびに自じ責せきの念に苛さいなまれた。

「やっぱり……結局誰だれも幸せになってないじゃねーか……」

　窓の外を眺ながめながら、ふとそんなセリフが口をついてこぼれた。

　思ったとおりだ。俺の考えが正しかったのだ。

　百瀬が本当のことを矜持ヶ谷さんに告げ、その結果、誰一人として幸せにはなっていない。

　百瀬のしたことは──間違いだったのだ。

　小説も読まずにしばらくぼんやりしていると、部室の扉が音を立てて開く。

「……九つ十く九も先せん輩ぱい？」

　顔を覗のぞかせたのは……志し穂ほ里りだった。

　一いつ瞬しゆん淡あわい期待を抱いた自分に嫌けん悪お感かんを覚えつつ、

「……おーどうした」

　適当にそう答える。知り合いが来てくれたのだからもうちょっと丁てい重ちようにもてなすべきなのかもしれないけど、今はそんな気分にもなれない。

「昨日きのう色々、電話でモモから聴きいたッス……。今日はあの子、学校も休んでるッス……」

　珍めずらしく、落ち込んでいるような声こわ色いろの志穂里。彼女は室内にとぼとぼと入ってくると、クライアントシートに腰かける。

「……そうか。休んだのかあいつ」

　胸の痛みがわずかに蘇よみがえった。正直なところ、淡たん泊ぱくな百もも瀬せがそういうダメージの受け方をするとは思っていなかった。ミス研には来ないとしても、まさか学校まで休むとは。

「えっと、どこまで突っ込んで訊きいていいのかわからないッスけど……」

　彼女は心こころ遣づかいみたいなものをその口くち調ように滲にじませ、話し始める。

「九つ十く九も先せん輩ぱいは……本当に失しつ恋れん探たん偵てい辞やめるッスか……？」

　少し悩んでから、俺おれは彼女の方を見ないままでうなずいた。

「そのつもりだよ」

「そうスか……いいコンビだと思ってたんだけどな……」

　決意が揺らぐことはなかった、といえば噓うそになる。それでもやはり、これ以上彼女に協力できないという結論は変わらなかった。一晩かけて考えてみても、意見を曲げる気にはならなかった。その活動に致ち命めい的な欠けつ陥かんを見つけてしまった以上、そして実際に友達をひどく傷つけてしまった以上、これまでどおりのうのうと活動を続けるわけにはいかない。やはり、きちんとけじめはつけるべきだ。

「あの子も……モモもミス研辞めるって言ってたッス……」

　肩を落とし、志し穂ほ里りは続けた。

「近いうちに、退たい部ぶ届けも提てい出しゆつするそうッス」

　胸の辺りがさっと冷たくなる。

　やっぱりそのつもりなのか。今日きようだけじゃなく、明日あした以降も百瀬はこの部屋に来ないのか。

「まあ、二人が決めたことなら止めるつもりもないッスけど……」

　志穂里はゆっくりと顔を上げ、こちらを見る。

「後こう悔かいだけは、しないようにしてくださいね……」

　椅い子すから立ち上がると、じゃあまた、と手を振り彼女は部室を出て行った。

　……意い外がいだな。あいつの事だから、「そんなのダメッス！」とか「すぐにモモに謝りに行ってください！」とか言うかと思ったのに。

　再び一人きりになった部室。視線を改めて窓の外に戻すと、雪がちらちらと舞い始めていた。

　ため息をつき、本ほん棚だなから適当に推すい理り小説を取りだしぱらぱらとめくる。半なかば忘れかけていたけれど、俺がすべき本来の活動はミステリ研究なのだ。百瀬がもう来ないなら、今後は去年までのようにひっそりと本を読んで過ごそう。そもそも、俺はそんな生活を望んでいたはず。

　しかし……変に胸が騒さわいでしまって全く文面に集中できない。手が震えて上う手まくページがめくれない。こんな調子じゃここにいても仕方がないし、今日は早めに帰ろうか、なんて考えたところで、ポケットの中でスマホが震えた。

　ディスプレイを確かく認にんすると志穂里からのメールだった。





件名：お願い

本文：今、モモの家族と電話したんですけど、あの子昨日きのうからご飯はんも食べずに部屋にこもってるらしいです。さすがに心配なんで、様よう子す見に行ってあげてくれませんか？






　……あいつ、飲まず食わずで閉じこもってるのかよ。学校休んだだけじゃなかったのか……。

　眠気でぼんやりした頭に様さま々ざまな考えがよぎる。

　体によくないな……親おや御ごさんだって不安になるだろう。百もも瀬せ、もともと結けつ構こうよく食べる方だから、お腹なかも空すかせているはずだ……。

　ただ……自分があいつのところに行くのは違う気がする。

　行ったところでまた言い合いになりかねないし、俺おれ自身、今も百瀬が矜きよ持うじヶが谷やさんを傷つけたことを許せないでいる……。

　俺は画面をタッチし「お前が行ってやれよ」と返信した。そもそも、何で志し穂ほ里りはあえて俺に行かせようとするんだ。事情は知ってるくせに……。

　返事はすぐに来た。

『ちょっと今日きよう、私が行くのは無む理りなんです。それに今、私がどれだけ話したってモモの気持ちはどうにもならないでしょう。この状況を変えられるのは多分九つ十く九も先せん輩ぱいだけです』

　その文面に、ぎくりとする。

　……確かに、それはそのとおりなのかもしれない。

　あんな風ふうに揉もめた当人であるということは、一番彼女を説得できるのが自分であること、そうする責任もあることを意味しているのかもしれない。

　そしてさらに、

「……そうだ」

　俺はふと思いだす。そういえば、あいつに「ライこい！」のＤＶＤを借りたままだ……。先日の時とき田たさんの依頼の後、アニメ版が見たくなった俺はすでにＤＶＤを持っていた彼女に一巻から三巻まで借りたのだ……。

　もちろん、今日返さなくてはいけないわけではない。別に百瀬も早く返せとは言っていなかったし、俺もまだ三巻の特とく典てん映えい像ぞうを見ることが出来ていない。でも、今後百瀬と自分の関係がどうなるかわからないことを考えれば、早めに返しておいた方が良いんじゃないだろうか。そして、それを渡すついでにちらっと話をするくらいなら、決して問題はないだろう。

　……うん。それだけだ。

　ＤＶＤを返して、ちょっと声をかけるだけ。

『わかった、行ってくる』

　志穂里にそう返信して、俺は荷物をまとめ始めた。

　なんとなく気持ちがはやるのは……きっと天気が悪くなり始めたからだろう。




「なあ、百もも瀬せ……」

　初めて足を踏み入れた千ち代よ田だ邸ていの二階。彼女の母親に案内してもらった百瀬の部屋の前で、何度目かわからない呼びかけを俺おれはもう一度繰り返す。

「開けろよ……」

　返事はない。

「『ライこい！』も返したいし、プリンとシュークリームも買ってきたんだぞ。お腹なか空すいてるだろ」

「……」

「志し穂ほ里りも心配してるからさ……ちょっとでいいから、顔出せって……」

「……」

「おーい」

「……」

「……おーい」

　呼びかけはじめてから早はや数十分。相変わらず、室内からは何の物音もしなかった。

　頭をぐしぐしと搔かく。

　読みが甘かった。完全に、事態を甘く見ていた。

　実際に家を訪れれば当然会話ができるのだと。何らかの形で状況が変わるのだと、そう思い込んでいた。しかし、何度その扉とびらをノックしても室内から返事はなく、名前を呼んでもリアクションが返ってくることはなかった。

　最初のうちは「もしかして、この中にあいつはいないんじゃないか？」なんて思ったりもした。それでも、時とき折おり扉の向こうからは物音が聞こえる。ベッドの上で身じろぎするような、服がこすれるような衣きぬ擦ずれの音。間違いない。百瀬は部屋の中にいて、俺の呼びかけをことごとく無視しているのだ。

　じゃあ……どうすればいい？

　ここまで来てしまって、結果彼女に拒きよ絶ぜつされて、どうすればいいんだ？

　謝るべきか？　いや、俺は今も自分の考えが間違っていたとは思わない。やはり、矜きよ持うじヶが谷やさんには事実を伏せるべきだったと思う。なら逆に、怒ってみるか？　いや、それも百瀬の態度を硬化させるだけだろう。このまま声をかけ続ける……のもきっと無意味だ。散々それを試して、今のところ結果が出ていないのだ。

　そしてふと、俺の頭にもう一つ疑問が浮かぶ。

　そもそもどうするかという以前に──俺はどうしたいんだ？

「ライこい！」のＤＶＤが返したいだけなら、ここにそれを置いて立ち去ればいい。それでもそうしようという気にならないのはどうしてだ？

　何のためにここにきて、何のために彼女に声をかけ続けているんだ？

「……」

　答えははっきりしている。

　──俺おれは百もも瀬せと話したいのだ。

　会って、顔を見て、会話がしたいのだ。

　ただ──わからない。

　なぜそんな風ふうに思うのかわからない。

　両手で髪かみをぐしゃぐしゃと搔かく。

　吐はきだす息が熱い。

　あんな風ふうに喧けん嘩かした百もも瀬せに、自分から部室を使わせないと宣せん言げんした百瀬に、俺はなぜそんなことを思うのだろう。

「……あーもう……」

　混乱のあまり、口をついて言葉が出た。

「わかんねえよ……どうすればいいのか……」

　扉とびらの向こうに変化はない。

「志し穂ほ里りに聴きいたよ……お前、部ぶ活かつ辞やめるつもりなんだろ……？　だったら最後にちょっとくらい、話させてくれてもいいだろうが……。なんでそんなに意い地じ張るんだよ……」

　本心みたいなものが口から勝かつ手てにこぼれていく。

　自分でも何を言いだすかわからないまま、それでも俺はそれを止めることはできない。

「これまでの俺たちの仲って、そんなもんだったのかよ……俺はお前の事、そ、それなりに大だい事じな後こう輩はいだと思ってたのに……。入部してくれた時とか嬉うれしかったし、ミステリ読まないくせに、部室にいてくれるとなんか楽しかったし……違う。言いたいのはそんなことじゃない！　言いたいのは……そんなことじゃなくて……ああもう、ほんとわかんねえ！」

　気持ちがヒートアップする。

　言葉が熱を帯びる。

「わかんねえけどなんか……話したかったんだよ！　このままなんて絶対やだったんだよ！　ああもういいよ噓うそだよ『ライこい！』返したいとか！　なのに……なのになんで開けてくれないんだよ！　なあ百瀬！」

「……」

「ちゃんと話そう！　これからのこともこれまでのことも！　その上で気持ちが変わらないなら……部活辞めるなら止めねーよ！　だから最後に顔見せてくれよ！」

　……言いながら、これでダメならもうどうにもならないのだろうと本能的に実感した。

　これ以上、俺が百瀬に言えることはない。噓をつくこともできなくて、とりつくろうこともできなくて、そんな俺おれが言える本ほん音ねはこれだけだ。情なさけなくも取り縋すがるだけ。そしてもしそれでも百もも瀬せが話を聴きいてくれないなら、この扉とびらを開けてくれないなら──もう打つ手はない。

　それなのに、

「……」

　扉の向こうから、百瀬の声は上がらなかった。

　それまでどおり続く沈ちん黙もく。廊下の窓の向こうから、鳥の鳴く声が聞こえる。

　──ダメか。

　──ここまでやってダメなのか。

　ジンと手がしびれだした。

　大声を出したせいか、わずかに喉のどに痛みを覚えた。

「……帰るわ」

　体中から力が抜けてしまって、つぶやくように俺は言う。

「すまんな、無む理りやり押しかけて……とりあえず、あんま引きこもりすぎんなよ。志し穂ほ里りも……家族の人も心配してたし……」

　床に置いていた鞄かばんを拾い、「ライこい！」だけをそこに残しながら、人の関係なんてあっけないものなんだなと思う。

　どれだけ仲良くしていても、たった一度の喧けん嘩かで、あっさりその全ては覆くつがえる。案あん外がい、百瀬の言っていた説「恋はいつかは終わるもの」というのも正しいのかもしれない。

　こんな風ふうに、俺と彼女の仲が終わるのなら。

　恋愛よりは幾いく分ぶん頑がん強きようそうな「友情」すら、ここまで脆もろい物なのだとしたら。

「じゃあな……寒くなってきたから、風か邪ぜとか気を付けて」

　最後に短く言って、廊下を歩きだした。

　その時──室内で、布のこすれあう音がした。

　小さな足音がこちらに近づいてきて──ゆっくりと扉が開く。

　……肌はだはボロボロ。メイクも崩くずれおち、くたっとしたパジャマに身を包んだ百瀬が、ぼんやりとそこに立っていた。そしてその髪かみは──これまで見たことがないほどに乱れ、ぐちゃぐちゃに絡まりあっていた。

　完全に憔しよう悴すいしきっているように見えるその姿すがたに驚いていると、

「……どうぞ」

　かすれた声で百瀬は言う。

　……どうやら、話くらいは聞いてくれる気になったらしい。

　淡い喜びと安あん堵ど感、そして緊きん張ちよう感を覚えつつそちらに向き直り、俺は彼女の後についてその部屋に入った。




　初めての百もも瀬せの部屋にドギマギしつつ辺りを見渡す。八畳じようほどの、それなりに広さを感じる空間。本ほん棚だなにぎっしりと詰まった少女漫まん画がや青年漫画、ＤＶＤ、少々のラノベが圧あつ巻かんだが、それ以外の部分は概おおむね女の子らしいインテリアや雑ざつ貨かで彩いろどられている。甘い香かおりが漂ただよっているのはアロマか何かだろうか。床には着替えやら読みかけの漫画やらがちょっとばかり散らかっていて、ああ、百瀬はここで生活しているのだと、妙みように生なま々なましく実感した。

「……とりあえず、プリンとシュークリーム、どっちがいい？」

　言って、俺おれはコンビニの袋ふくろを掲かかげて見せた。

「……どっちもいらないなら、俺が両方食べるけど……」

　黙だまりこくっている百瀬のお腹なかから「ぐう」という音がした。

「プリンで」

　かすれた声で、彼女は答える。

　袋からプリンを取り出して手渡すと、百瀬はベッドに腰掛けさっそくふたを開けてパクパクと食べ始めた。やはりかなりの空くう腹ふく状態だったのだろう。

　ぼんやりとそれを眺ながめていて、ふとパジャマのボタンとボタンの隙すき間まからわずかに胸のふくらみが覗のぞいているのに気づいた。下着はつけていないらしい。不自然なほどの肌はだの白さにどきりとしつつ、慌あわててそこから目をそらす。こんなタイミングで何考えてるんだ俺は……。

　少し悩んでからベッドの向かいの床に腰を下ろすと、高低差のせいで百瀬の顔を見上げる形になった。とりあえずここからは、計算も何もなく本ほん音ねを口にするしかない。今いま更さら噓うそをついたってどうにもならないだろう。思うことを伝え、気になることを尋たずねるしかない。

　あっという間にプリンを食べ終えた彼女に、

「……色々志し穂ほ里りにも聞いたけど」

　少し考えてから俺はそう切りだす。

「これからお前……失しつ恋れん探たん偵ていどうするんだよ……？　どっか他に場所見つけて……一人で続けるのか？」

　その活動にこだわりがあったわけではない。むしろ俺は常に百瀬に引っ張られて参加しているだけだった。それでも、それなりに思い入れはあったし俺が抜けた後に彼女がどうするつもりなのかは気がかりだった。

　しかし、

「辞やめるつもりです」

　百瀬は短くそう言う。

「……どうして……」

「先せん輩ぱいの気き遣づかいがなければ、失恋探偵の活動は成り立たないからです」

　意い外がいなセリフに、鼓こ動どうが少しだけ速くなった。

「私がそこに注意を払えない以上、先輩の存在は失恋探偵にとって必要不ふ可か欠けつでした。きっとあの気き遣づかいがなければ、私たちの正しよう体たいは周囲にあっさりばれていたでしょうし、ろくに活動もできなかったでしょう」

　……百もも瀬せは、俺おれのそういう部分を評ひよ価うかしてくれていたのか……。正直、完全に無意味なものだと思われている気がしていた。普段の態度から考えて、むしろ邪じや魔まくらいに思われている可能性もあるんじゃないかと……。こんなタイミングでそんな風ふうに持ち上げられて、なんだか少しだけ救われたような気分になった。が、

「ただ、かと言って先せん輩ぱいと活動を続ける気には絶対なれません」

　そんなセリフで、上じよう昇しようした気持ちを叩たたき落とされる。

「ですから、失しつ恋れん探たん偵ていはもう終わりです」

「……そうか」

　言って、うなずいた。

　何な故ぜだろう、残念だった。理由も根こん拠きよもわからないが、彼女がそう決めたことが残念だった。だが……俺にはもう、彼女を説得することも、その決断を思いとどまらせることもできない。俺自身も、決してあの活動を続けたいと思えないのだから。

　本当に仕方がないのだ。

「じゃあさ……」

　半なかば縋すがるような気持ちで、俺は続ける。

「こ、これからは……たまには部室遊びに来いよ。ほら、ミス研部員ではなくなるんだろうけど、そこは別に自由だし……」

　喧けん嘩かした相手にこんなことを言うのは悔くやしかったが、彼女との関係が完全に切れてしまうのは、何としても避さけたかった。やっぱり俺にとって、百瀬は大切な後こう輩はいだったのだと思う。半年以上を共に過ごし、いろいろなことを経験してきた、たった一人の俺の後輩なのだ。その関係が一度の喧嘩で終わってしまうなんて……あまりにも悲しすぎる。

　それなのに、

「いいえ」

　言って、百瀬はうつむく。

「行きません」

「……なんでだよ……」

　その頑かたくなな口くち調ようにめまいを覚えつつ尋たずねると──

「……できるだけ、先輩の顔を見たくありません」

　──彼女は感情の見えない表情で答えた。

　頭の中が真まっ白しろになる。

　指先がしびれる。耳鳴りがし始める。

　顔を、見たくない？

「……どういうことだよ……？」

　わかりきったことを尋たずねる自分の声は、あからさまに震えていた。

「もう先せん輩ぱいに、会いたくないんです」

「……」

「これ以上、そばにいたくないんです」

　はっきりと、理解する。

　──嫌きらわれた。

　百もも瀬せに嫌われた。

　顔を見たくないと思われる程ほどに。会いたくないと思われる程に。完全に嫌われてしまった。

　……息を大きく吸い込むと、冷たい雪の匂においがした。

　立ち上がり、おずおずと手を伸ばし彼女の頭を撫なでる。ふわふわになった髪かみごしに、彼女の体温を感じた。

「……百もも瀬せ」

　嫌いやがるかと思ったが、特に抵てい抗こうするでもなく彼女はぼーっとした表情でこちらを見上げた。

「……俺おれ、帰るわ」

「……」

「……考えてみれば、この半年くらい、結けつ構こう楽しかったよ」

　不ふ思し議ぎと、何の感情もわいてこなかった。体だけ残して、自分という人間が空からっぽになってしまった感覚。ただ……なんだか寒いな。窓の外に目をやると、ちらつく程度だったはずの雪がもうずいぶんと大おお粒つぶになっていた。

「……もう会いたくないって言うなら仕方ないけど……俺はもっと百瀬と一いつ緒しよにいたかったから、悲しいよ」

　百瀬はぼーっとした表情のままこちらをじっと見ていた。

　何だかその表情には、これまで百瀬が見せた事のない感情が滲にじんでいる気がした。

「今までありがとな、百瀬がそばにいてくれて、結構幸せだった」

　彼女から手を離し、鞄かばんを拾い上げる。

　百瀬はただ、俺の顔を何を考えているのかわからない表情で見つめていた。そして俺も、何な故ぜかそんな彼女の瞳ひとみから目が離せない。

　彼女の輪りん郭かくが、うっすらとぼやけてあいまいになる。

　薄いさくら色の唇くちびる。長いまつげで縁ふち取どられた円つぶらな瞳。左目の下の、小さな泣きぼくろ。

　こんなタイミングだというのに、奇き麗れいな顔立ちだな、と思う。

　四し六ろく時じ中ちゆうずっとそばにいて当たり前のようになってしまっているけれど、百瀬は可愛かわいい。

　そんな彼女が、穏おだやかな電でん灯とうの光の下、俺の顔をまっすぐ見ているこの光こう景けいは、なんだか現実味のない絵画のようだった。

「……」

　彼女の顔が徐じよ々じよにこちらに近づいていたのに気づいたのは、随ずい分ぶんとお互いの距離が縮まってからだった。

　同時に、その大きな眼めがゆっくりと閉じられ──身動きが取れないうちに彼女の唇くちびるが俺おれの唇に触れた。

　一いつ瞬しゆん、起きている事が理解できない。

　頭が真まっ白しろになる。

　百もも瀬せの柔らかい唇の感かん触しよくが、妙みように鮮あざやかに口元に感じられる。

　ごくわずかに香かおる、プリンの匂におい。
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　どれくらいそうしていたのだろう、数分なのか数秒なのか、とにかく「キスしている」という事実を十分に理解し始めた辺りで、ようやく百瀬が顔を離す。

　立たち膝ひざからもう一度ベッドの上に座り直したところで、

「……え？」

　彼女はその顔を引きつらせた。

　真しん空くう状態みたいな沈ちん黙もくが、部屋の中に流れる。

　お互いの吐と息いきまで、鼓こ動どうの音まで聞こえてしまいそうな無音。

　やや間があってから、

「……わ、私は……今、先せん輩ぱいに……何をしました？」

　震える声で、彼女はそう尋たずねた。その顔は血の気が引いたみたいに真まっ青さおで、彼女が静かにパニックに陥おちいっていることがはっきりとわかった。

「い、いや……多分……キ……キ……ス……ですかね」

「な、何な故ぜ……？」

「そ、それは……俺おれが訊ききたいんだけど……」

　百もも瀬せの手が震え始める。

「わ、わ……私は一体、な、何をしているんですか……？　せんぱ……先輩に……キ……その……キ、ス……とか……まったく……わけが……」

　壊こわれたロボットみたいにつぶやく百瀬。そんな彼女の目の前で、当とう然ぜん俺も激しく混乱していた。体中から変な汗あせが噴ふきだす。喉のどがからからに乾き始める。

「……」「……」

　何を言えばいいのかわからない。

　どうすればいいのかわからない。

　なぜ百瀬は、突とつ然ぜんこんなことを？　だって……もう顔も見たくないんだろ？

　百瀬も縦じゆう横おう無む尽じんに目を泳がせ、全身をわななかせている。こんな風ふうになってしまった彼女を見るのは初めてのことだ……。

　と、ここで、俺はようやく我に返る。

「……あ、あの！　……よ、よくわからんけど、俺帰かえるわ、あはは」

　これ以上ここにいる気にはなれなかった。頭がどうにかなりそうだった。

「そ、そうですか……」

「うん……じゃあ……」

「はい……」

　小さく手を振り、俺はそそくさと部屋を出た。




　自室についた。鞄かばんを投げ捨てベッドにダイブする。

「……」

　──百瀬と、キスをしてしまった。

　プリンの匂においが脳のう裏りによみがえる。

　柔らかくて少しだけ湿しめった、唇くちびるの感かん触しよくを思い出す。

「～～！」

　枕まくらに顔をうずめて、ひたすらもだえた。

　何もかもが理解できない。百瀬自じ身しんも、どうやらずいぶんと混乱しているようだった。自分でも、自身のとった行動に驚いていた様よう子す。

　何だよ、もうほんと何なんだよ。喧けん嘩かして、決けつ別べつする覚かく悟ごまで決めたのにこんなことになるなんて。脈みやく絡らくがなさすぎるだろう。それこそ、彼女の行動にはまったく筋すじが通っていない。

「……うぁぁぁぁぁぁ」

　思わず声が漏もれる。

　正直、ファーストキスだ。女の子とあんなことするなんて、生まれて初めてだ。いやもちろん、男とだってしたことはないけれど。まさかあんな形で、心こころ構がまえも予よ感かんも何もなくすることになるとは思っていなかった。

　どうしよう、どうする？　俺おれはこれから、どうすればいいんだ？

　そんなことを考え必ひつ死しで頭を回したが……すぐにどうにもできないことに気付いた。

　……そうだ。もう、俺と百もも瀬せをつなぐものはなくなってしまったのだ。

　失しつ恋れん探たん偵ていは終わった。

　百瀬は俺のことを嫌きらっている。

　きっと明日あしたから、本ほん格かく的てきに百瀬のいない生活が始まる。

「……」

　人間関かん係けいの終わりって、こんなものなのだろうか。こんなにも不ふ可か解かいで、意味のわからないものなのだろうか。

　……せめて、キスの意味くらいは知っておきたかったなと、天てん井じようを見上げながら思った。
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　が。翌よく日じつ部室の扉とびらを開くと、

「こんにちは」

　部屋の奥、探偵シートに百瀬がいた。綺き麗れいなボブヘアーに丁てい寧ねいに化けし粧ようされた顔。すこぶる冷静な表情で。

　思わず、一いち度ど扉を閉めその場に立ち尽くす。

　……なんでいるんだ……？　意味が全然わからない。

　少しだけ考えて、説せつ得とく力のある仮か説せつを思いついた。

　……幻まぼろしかもしれない。

　昨晩、ひたすら百瀬のことを考えすぎたせいで見えてしまった幻。

　うん、きっとそうだ。もう一度扉を開ければ、そこには誰だれもいないはず。

「ははは……そうだよな」

　なんて言いつつ改めて引き戸を引くと──やはりそこには百瀬がいた。

「先せん輩ぱい。今日きようは、事情があってここに来ました。ミス研に戻るわけではありませんが、ちょっとお話しさせてください」

　彼女は静かにそう言う。狼ろう狽ばいの露あらわだった昨日きのうとはうって変わって、完全に落ち着きを取り戻した様よう子すだ。

「できれば、もう少し近くに来てくれると話しやすいのですが」

　言って、彼女はくしゃりと髪かみを搔かいた。

「……お、おう……」

　状況に激しく困こん惑わくしつつもうなずいて入室し、ドキドキしながら助手シートに腰かけた。こいつ……あんなことがあったのに、よくそんな態度でいられるな。

「まずは、先せん輩ぱい、昨日は申もうし訳わけありませんでした」

　言って、彼女はこちらを向いてぺこりと頭を下げる。

「あんなことをしてしまって、さぞ不快な思いをさせてしまったことと思います。その件については、素直に謝ります」

　……不快？

　どうなのだろう……。俺おれは、「あんなこと」されたのが不快だったのだろうか。よくわからない……。ただ、そんなことを本ほん人にんに言うわけにもいかず、俺は曖あい昧まいにうなずいておいた。

「で、今日きよう私がここに来た理由ですが、一点お願いがあるのです」

「……なんだよ？」

「最後にもう一件だけ、一いつ緒しよに依い頼らいを解決していただけませんでしょうか？」

　……依頼？

　また失しつ恋れん探たん偵ていに依頼が来たっていうのか？　いつの間に？　少なくとも、昨日俺が部室にいる間には、クライアントは来なかったけれど……。

「……誰だれの依頼だよ？」

　尋たずねると、百もも瀬せは俺の背中の向こう、扉とびらの方に向かって声を上げた。

「入ってきて」

　引き戸がするすると開く。

　固唾かたずをのんでその様よう子すを見守ったが、そこに立っていたのは、

「……どうも」

　志し穂ほ里りだった。

　一いつ瞬しゆん意味が解わからない。が、短い間を置いてすぐに理解する。こいつが、俺たちのクライアントになるっていうことは……、

「尾お崎ざき君に、振られちゃいました……」

　言って、志穂里は顔色を曇らせうつむいた。




「付き合い始めたのは、五月の二十日だよ……。陸上部で一緒になってすぐに私は彼に恋しちゃって、向こうも私のこと気にしてくれてるみたいだから、ゴールデンウィーク終わってしばらくした辺りでコクったんだ……」

「はい」

　志し穂ほ里りが始めた説明に、百もも瀬せはうなずく。

「その後は、どのような付き合いをされたのでしょうか」

　それまでのタメ口ではなく敬けい語ごになった辺りに確かつ固こたるこだわりを感じて、呆あきれるのを通りこして感心してしまう。こいつは実の友人を相手にしてまで事務的な態度を取るのか……。

「いや、もうそりゃ普通に仲のいいカップルって感じだったよ。毎日一いつ緒しよに帰って、それなりにキスしたり、エロいこととかもして、どんどん信しん頼らい関係も深まって……たまには喧けん嘩かもしたけど、別に当たり前だろ？　で、もうすぐ付き合って半年だから、お祝いしようって、そういう話をしてたんだけど……ちょうどその前日に突とつ然ぜん別れようって言われて……」

「なるほど、半はん年とし記念日の前日、ということは十一月十九日。三日前ですね」

「うん。夕方ごろ、急に呼びだされて……」

　三日前ってことは……ちょうど俺おれたちが西にし尾おさんの張り込みをしていた頃ころか……。あれと同時にそんなことが起こっていたんだな……。

　……ん？

　待てよ？　ていうことは昨日きのう会った時点で、こいつはもう尾お崎ざき君と別れていたのか……。

　ようやく、あの時の志穂里のしおらしい態度の原因がわかった気がする。落ち込んでいたんだな。大好きな彼に振られたばかりで志穂里は凹へこんでいたのだ。もちろん百瀬のことが心配でもあったのだろうけど、それだけじゃなかった、というわけだ。

「なるほど、では、何か振られるようなきっかけ、みたいなものはありましたでしょうか？」

「それが全く思い当たらなくて……。だって本当に、直前まで仲良くしてたんだよ？　ほらこれ……」

　言って、彼女はポケットから何かを取り出す。

　プリクラだった。志穂里が満まん面めんの笑えみで尾崎君の腕に抱き着き、彼もなんだか照れたような表情でカメラを見ている、可愛かわいらしい写真。しかし尾崎君、初めて見るけどなかなか好青年っぽい印いん象しようだな。短めに刈り込まれた髪かみに整った鼻はな筋すじ。目もきりりとしていて、うん。イケメンと呼んでも差し支つかえない雰ふん囲い気きだ。一いつ瞬しゆん、小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいの表面的な好青年ぶりがフラッシュバックしてしまうが、あれは恐らく超レアケースだろう。

　雪の降る日のデートだったのか、彼らの着ているコートの肩には白く光る粒つぶがついていた。ちなみに、写真下部には「11/18札さつ幌ぽろデート！」と書かれている。十八日ってことは……振られる前日じゃないか……。

「……何でか全然わからないまま振られて、私どうすればいいかわからなくて……」

　言って、志穂里はうつむく。ついにはその目から涙がぽろぽろとこぼれ始めた。

　初めて見る彼女の落ち込んだ表情に、胸が苦しくなる。この子も、失しつ恋れんすれば涙を流すんだな……。

「失恋探たん偵てい……辞やめるつもりなのは九つ十く九も先せん輩ぱいからもモモからも聴きいたよ……。二人が決めたことなら文もん句くは言えないけど……でも、もしわがままを聞いてもらえるなら、私が振られた理由、調べてもらいたいんだ……」

　とうとうと、水をこぼしていくように彼女は言う。

「なるほど。では、今回のご依い頼らいは『尾お崎ざき真しん一いちが自分を振った理由を知りたい』ということでよろしいでしょうか？」

「うん……」

「わかりました。それでは──一度助じよ手しゆと話し合わせてもらいます。依頼受じゆ理りの可か否ひは追って連れん絡らくするので、しばらくお待ちください」




「お願いします」

　志し穂ほ里りが去った部室で、百もも瀬せはまっすぐ俺おれを見て言った。彼女にしては珍めずらしく、髪かみを搔かくことも顎あごに手を当てることもなく、きちんとした姿勢で。

「昨日きのうあんな風ふうに絶ぜつ縁えん宣せん言げんをして、こんなことを頼むのは虫が良すぎるとわかっています。それでも、最後に一度だけ力を貸してほしいのです。一人では、結局中ちゆ途うと半はん端ぱな調査になってしまいます。気き遣づかいできる人がいなくなるだけでも不安ですが、記録係もいないとなると私はまったく推すい理りに集中できません。志穂里のために、きちんと全力で事実の究きゆう明めいをしたいのです」

「……」

「お願いします」

　頭の中がショートしそうになる。確かに、志穂里のためなら俺も力を貸すべきなのかもしれない。もう二度と失恋探偵とは関わりたくなかったけれど……それでも今回ばかりは……。

　ただ……それ以前にまずは確かく認にんしておきたいことがあった。手伝う手伝わない以前に、気になりすぎることがあった。

「えっと、すまん、その話の前にちょっと、一応訊きいておきたいんだけど……」

　助手シートで頭を搔きつつ、俺は吐はきだすように彼女に言う。

「……昨日の……キ……の件……なんだけどさ」

　その単語を出すのが恥はずかしすぎて極きよく限げんまで語ご尾びをぼやかすと、百瀬の頰ほおがピクリと動いた。

「何であんな事したんだ……？　怒ってるわけではないけど、俺、本当にびっくりしたし……」

　そう、俺は昨日のあの一件について、未いまだ百瀬から何の説明も受けていない。志穂里の依頼の受理うんぬん以前に、そこについてある程てい度どの説明がないと、考えるものも考えられない。

　しかし百瀬は、

「気の迷いです」

　妙みようにあっさりそう言う。

「あの時とき私は本当に頭がいっぱいで、まともに思し考こうできる状況ではなかったのです。ですから、あれには何の意味も理由もありません」

　……本当に、そうなのだろうか。

　確かに、あの時百もも瀬せはずいぶんと憔しよう悴すいしていた。彼女の言うとおり、まともにものを考えられる状態ではなかったのだと思う。それでも、だからと言って気の迷いでキスなんてすることがあるんだろうか。それに、百瀬がそんな回答で終わらせようとすること自体にも違い和わ感かんを覚える。いつものこいつなら……不必要なまでに事実を解明しようとするこいつなら、きっと感情に客きやつ観かん的てきかつ論ろん理り的てきに自分の気持ちを把は握あくしようとしただろうに……。

　ただ、話題が話題なだけに、深く突っ込むことはできない。

「さっきも言ったとおり、不快な思いをさせたとは思います。そこに関しては本当に申し訳ありませんでした。こんな状態で先せん輩ぱいにお願いするのが間違っているかもしれませんが、大切な友達の依い頼らいなんです」

　言いながら、それまで変にそっけなかった彼女の表情に感情が宿り始める。

「希望に、応こたえてあげたいんです」

　本気で懇こん願がんするような、祈ってすらいるように見えるその顔色。

　右手でがしがしと頭を搔かいてから、

「……わかったよ」

　そう言ってため息をついた。

「最後にこの依頼だけ、手伝う……。志し穂ほ里りの件が解決するまでは、失しつ恋れん探たん偵ていの助手でいるよ」

　──結局、いつもこうなってしまう。

　百瀬のやることが心配になって、つい気をまわしてしまう。他人の苦しそうな表情が脳のう裏りに引っかかって、何とかできないかと考えてしまう。

　……いや、そうじゃない。

　それだけじゃない。

　──俺はそうやって理由をつけて、百瀬のそばにいようとしているのだ。

　──彼女から離れたくなくて、未み練れんがましく言い訳を探しているのだ。

　これまでなんだかんだで失恋探偵を続けていたのだって、きっと彼女から離れたくなかったからなのだろう。そして今回も、ずるずると言い訳して彼女のそばにいることを選んでしまう。

　百瀬は顔を上げ、

「ありがとうございます」

　はっきりとした声でそう言った。その頰ほおには、心なしか笑えみが浮かんでいるように見えた。

「それでは志穂里に依頼受じゆ理りのメールをお願いします。明日あしたからは、聞き込みに参まいりましょう」

「……おう」

　さっそく荒い人使いだな。でもまあ、こういうのに振り回されるのもこれで最後だ。

　ふと、乱れに乱れた彼女の髪かみ型がたが気にかかったが……何となくそこに手を伸ばすことができないまま、俺おれはポケットから携けい帯たいを取りだした。
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　翌よく日じつ、矜きよ持うじヶが谷やさんが登校してきた。

　もっと長く休みを取ると思っていた分かなり意い外がいではあったのだけど、その顔色は明らかにすぐれない様よう子すで、彼女が未いまだに酷ひどい精せい神しん状態にあることは明らかだ。

　そして……懸け念ねんしていた西にし尾おさんとの関係は、予想どおりの最悪なものになった。

「摩ま緒お、大だい丈じよ夫うぶ!?　どうしたの、連れん絡らくも取れないし心配したんだよ！」

　教室に入るや否いなや、そう言って駆かけ寄る彼女を矜持ヶ谷さんは無む機き質しつにあしらった。

「ごめん。ちょっと話す気になれないわ。悪いけど、しばらくは話しかけないで」

「え……話せないほど体調悪わるいの!?　だったら学校来ちゃだめだよ！」

「そうじゃないわ。あなたと、話す気になれないの」

　西尾さんは面めん喰くらったように立ち尽くす。そして一いつ瞬しゆんののち、顔色を真まっ青さおにし、その場を立ち去りそのまま彼女は早そう退たいした。きっと、矜持ヶ谷さんが全てを知ったと悟さとったのだろう。教室はその光こう景けいに騒そう然ぜんとなったが、矜持ヶ谷さんは無表情のまま席に腰かけ、授業が始まると静かにそれを受け始めた。

　心配だった。声をかけて話を聴ききたいと思った。ただ自分が彼女を傷つけたようなものである以上そうしていいものなのかもわからず、俺はちらちらと彼女の方を窺うかがう事しかできない。

　しかし、昼休み、ちょうど昼食を食べ終え片づけをしていたところで、

「……野の々の村むら君」

　彼女に背後から声をかけられる。

「……!?　げほっ！」

　思わずむせた。

「だ、大だい丈じよ夫うぶかしら……？」

「……うん、大丈夫……」

　咳せき込みつつそちらに目をやると、青白いながらも不安げにこちらを覗のぞき込んでいる矜持ヶ谷さんの顔があった。

　ドキリとして一瞬目めをそらしてしまう。この子には、死ぬほど怨うらまれていてもおかしくない。どうして話しかけてきたのだろう。

「……ごめん……ちょっとびっくりして……どうしたの……？」

　胸をたたき、緊きん張ちよう感かんを覚えつつ尋たずねると、

「いえ、ちょっと気になって、あれから失しつ恋れん探たん偵ていはどう？　今もまた、新しい調査が入っていたりするのかしら？」

　彼女は弱よわ々よわしい声をさらに潜ひそめ、そう尋たずねた。

　……なぜそんなことを訊きくんだ？

　よくわからないが噓うそをつくわけにもいかず、俺おれは答える。

「ああ、うん……一応、今日きようの放課後ごも聞き込み……」

「そう……頑がん張ばってね」

　──頑張ってね。

　今、彼女はどんな気持ちでその言葉を吐はいたのだろう。どんな思いを込めて、応おう援えんのセリフを口にしたのだろう。矜きよ持うじヶが谷やさんは続ける。

「あの、それから……今はまだ無む理りだけど、もう少し落ち着いたら話したいことがあるから……ちょっとだけ、時間を頂ちよう戴だい……」

　……話したいこと？　もしかして、恨うらみ言ごとでも言われるのだろうか……。気の重い想そう像ぞうをしてしまって少しだけ身み構がまえるのだけど、

「……わかった」

　小さく覚かく悟ごを決め、俺はうなずいた。きっと俺には、彼女の話を受け止める義ぎ務むがある。




　放課後ご、俺たちは尾お崎ざき君こと尾崎真しん一いちのクラスメイト数人に聞き込みを行った。今回はごくシンプルに、「志し穂ほ里りの友人として、別れてしまった理由が気になった」という体ていで。こういう場合は、迂う闊かつに変な噓うそをつくよりも事実に近いことを伝える方がボロが出にくいだろう。

「彼が四十八願よいなら志穂里と付き合っていたことを知っているか」

「別れたことを知っているか」

「何か彼らの間に変わったことが起きていないか」

　という三点を基本に質問を繰り返した結果、二人が付き合っていることはクラス内でも常じよう識しきになっていることが判はん明めい。そもそも尾崎君は友達が多いタイプらしく、そんな彼の恋愛情報はかなりオープンに知れ渡っている様よう子すだった。ただ、そんな中彼らが別れたことは誰だれ一人として知らず、それにつながるような兆ちよう候こうも全く見られなかったらしい。

　それから、そうやって諸もろ々もろ尋たずねる中で、尾崎君には石いし黒ぐろ君というバレー部員の親友がいるということがわかった。彼らは小学校時代からの仲でかなり親しん密みつであるらしく、しばしば恋愛トークに花を咲かせることもあったらしい。となると、ぜひその石黒君に話を訊ききたい。

　ということで、百もも瀬せと俺はバレー部の練習が終わるのを待ち、彼に聞き込みを行った。

「初めまして、あの俺、四十八願志穂里の友達の野の々の村むら九つ十く九もと言います。こいつも、あの子の友達の千ち代よ田だ百瀬です」

「どうも初めまして」

　彼を呼び止めた昇しよう降こう口ぐち付近の噴ふん水すい前。俺おれに続いてすでに髪かみが乱れた百もも瀬せが頭を下げる。

「ちょっとですね、志し穂ほ里りについて訊ききたいことがありまして……今大だい丈じよ夫うぶでしょうか？」

「あーどうも、志穂里ちゃんて、尾崎の彼女ですね。時間なら大丈夫ですよ。あの子、どうしたんすか？」

　これから帰るところだという石いし黒ぐろ君は軽い様よう子すで尋たずね返す。丁てい寧ねいに整えられた眉まゆに褐かつ色しよくの肌はだ、刈り込まれた短い髪かみに細いながらも筋きん肉にく質の体で、パッと見からも運動部ぶ員いんであることが明らかな生徒だった。なんというかこう、若じやつ干かんチャラい印いん象しようではあるが、その笑顔はどこかチャーミングで、なんとなく悪い奴やつではないのだろうなと思う。

　そんな彼に、尾お崎ざき真しん一いちが志穂里と別れたことを知っていたかと尋ねると、

「うぇ!?　マジですか!?」

　心の底から驚いた様子で彼は目を見開いた。

「ええ」

「ちょっ、マジ、どこ情報ですかそれ!?」

「志穂里本ほん人にんから訊きました」

「うわー……ちょっと信じられねー……」

　百瀬の返答に、彼は本当に驚いた様子で額ひたいに手を当てる。

「あいつら、ついこないだまで本当に仲良かったのに……」

「俺たちも驚いているんですよ……なので、どなたか事情を知ってる人はいないかなと思いまして」

「なるほど、そういうことですか……」

「二人の間にいさかいのようなものはなかった、ということでしょうか？」

　百瀬が一歩前に出る。

「別れる前ぜん兆ちようのようなものは見られませんでしたか？」

「うん。たまぁにちょっとした言い争いはあったみたいだけど別れるほどじゃなかったし、むしろかなり順じゆん調ちように行ってるようにしか見えなかったな……」

「そうですか」

「……マジで信じらんねぇよ……」

　と、そこで何か気付いた表情になると、

「あ、じゃあすいません、ちょっと今から尾崎に電話して確かく認にんしてみていいですか？」

　ポケットから携けい帯たいを取り出しつつ石黒君は尋ねる。

「俺もマジ気になるんで」

「ええ、大丈夫です。お願いします」

　百瀬はこくりとうなずいた。

「了りよう解かいです。そこで理由も聞いちゃいます」

　言って、石いし黒ぐろ君くんは人ひと好ずきのする顔で微笑ほほえんだ。これは助かるな。本ほん人にんの弁べんなら、志し穂ほ里りにも確実な情報として伝えることができる。

　携けい帯たいのボタンを何度か押し、彼はそれを耳に当てた。

「……あ、もしもし？　尾お崎ざき？　おぉ、俺おれ俺。おつかれぇ」

　通話が始まる。

「うん。うん。今いま終ったとこ。でさ……なんか、お前が志穂里ちゃんと別れたって噂うわさ聴きいたんだけど……マジなの？　え？　あ、あぁ、友達から……。うん、うん。そんな感じ。で、どうなのよ？　……うわ、マジなのか……」

　石黒君はそう言うと、残念そうに眉まゆをひそめた。

「ちなみに、何で別れちゃったん？　だってお前、ついこないだまで超ラブラブだったじゃん。……言えないってどういうことだよ？　何か後ろめたい事でもあんのか？　じゃあ、いつ教えてくれるんだよ……。まぁ俺も、無む理りに聴きだそうとは思わないけどよ、友達だろーが……。そっか、わかった。まぁなんか、話くらいならいつでも聞くから、しんどかったら相談しろよ、じゃあな」

　通話を終える石黒君。彼はこちらを向きため息をつくと、

「すんません、理由聴きだせなかったです……」

　申し訳わけなさげにそう言った。

「今は言えない。いつか説明するけど、もうちょっと待ってくれって」

「なるほど」

「でもなんか……これはほとんど勘かんなんですけど、あいつ、なんか抱えてるっていうか、色々隠かくしてる気がしました。別れた理由に関して。志穂里ちゃんともあんだけ仲良かったんだから、浮うわ気きとかそういうことではないと思うんすけど」

　浮気。

　そのフレーズにどきりとした。

　もしも尾崎君が浮気をしていたなら。そしてそれをきっかけに志穂里に別れを切り出したのなら……志穂里はどうなる？　また、矜きよ持うじヶが谷やさんの時みたいな悲ひ劇げきが繰り返されるのか？

　手にじんわりと汗あせが滲にじみだす。

「わかりました」

　百もも瀬せはいつも通り短くそう言って頭を下げた。

「電話までかけていただいて、ありがとうございました」

「いやいや、俺もマジで気になったんで。しかしほんと、なんでなんだろうなあ……全然わけがわかんねえよ……」

　と、そこまで言うと彼はポンと手を打ち、こちらを見て、

「あ、そうだ。あの、野の々の村むらさんたちは失しつ恋れん探たん偵ていって知ってます？」

　そんなことを言いだした。

「なんか、この学校に失しつ恋れん関係のことを調査してくれる探たん偵ていがいるらしいんですけど、本当にどうして別れたのか知りたかったら、その人たちに頼んでみるのも手かも知れないです」

「……そうなんですか」

　早くも何かを考えているらしく、うつむき髪かみを搔かく百もも瀬せに代わって俺おれはそう答えた。

「あんまりわかんなかったら、その人たちにもお願いするかも知れません。本当にありがとうございました」




「今回わかったのは、尾お崎ざき君は周囲の人に別れたのを全く報告していなかったってことと、振った理由を誰だれにも説明したがらないってことだな」

　部室に戻り、いつものように調査結けつ果かをまとめて確かく認にんしなおす。

「親友である石いし黒ぐろ君にもそういう態度を取ってるってことは……相当隠かくしたい理由があるってことだよな、これ」

　百瀬は探偵シートで脚あしを組み、手を顎あごに当てていた。正直、あの日ひ以来こいつといると妙みように緊きん張ちようしてしまうのだけど、必ひつ死しでそれを隠しつつ俺は尋たずねる。

「どう思うよ、百瀬は。何か摑つかめたことはあるか？」

　俺にはまだ何も見えていない。ただ、志し穂ほ里りが悲しむことになるかもしれないという不安があるだけだ。それでも、百瀬なら俺が気付いていない事実を見抜いているかもしれないし、それなりに解決の糸口も摑んでいるかもしれない。そんな期待をしての質問だったのだが、

「まだ何もわかりません」

　彼女はあっさり首を横に振る。

「情報が不足しすぎています。何かを断定するには、手がかりが足りません」

　さすがのこいつもこの段階ではまだ無む理りか……。

「だよな……」

　一度溜ため息をつくと財さい布ふを鞄かばんから取り出し、しまっておいたプリクラを手に取る。尾崎君と志穂里が写っている、十一月十八日のプリクラだ。普段だったら絶対こんなもの欲しいと思わないのだけど、一いち応おう調査に関わる資料になることもあり一枚だけもらっておいたのだ。

　写真の中、無む邪じや気きな志穂里の笑顔と尾崎君のはにかみに胸が苦しくなる。こんなに仲が良かった二人が、どうしてここからたかだか一日で別れることになってしまったのだろう……。

「先せん輩ぱい」

　百瀬の声に顔を上げる。

「それ、志穂里のプリクラですか？」

「……ああ、そうだけど」

「見せてください」

「おう」

　言って、俺おれは小さなそのシールを百もも瀬せに手渡す。一いつ瞬しゆん、指ゆび先さきが触れ合ってドキリとしたが、彼女は特になんとも思っていないようだった。
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　本当に、あの日あったことが噓うそだったみたいな、そしてこれからも永遠にこんな日々が続くとでも思っているような、そんな表情。

　複雑な気持ちでその顔を眺ながめていると。

「ありがとうございます」

　彼女はしばしプリクラを注ちゆ視うししてから、こちらにそれを戻した。

「明日あしたは校庭で色々と様よう子すを見ましょう」

「おう、張り込みだな。一応確かく認にんだけど、尾お崎ざき君は俺たちが失しつ恋れん探たん偵ていなの知らないんだよな？」

「ええ。知っているのは志し穂ほ里りだけです」

「わかった。なら大だい丈じよ夫うぶだな。俺たちの姿すがた見られても」

　うなずくと同時に、そろそろと部室の扉とびらが開いた。

「どうも……」

　志穂里がそこに立っていた。これまでのようなハイテンションではないのだけど、一応その顔には笑えみが浮かんでいた。

「帰ろう……モモ……」

「うん」

　百もも瀬せは荷物をまとめ始める。

「どう……？　調査、進んでる？」

「そうだなあ」

　言って、百瀬は顔を上げ少し悩んでから、

「順調だよ」

　志し穂ほ里りに向かってそう微笑ほほえみかけた。

　順調……ではないよな。まだ何もわかっていないし。そのセリフは、彼女に対する百瀬なりの気き遣づかいなんだろうか。
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　翌日、さっそく俺おれと百瀬は校庭に出たが、

「あれ」

　そこに陸りく上じよう部員は一人もいなかった。

　というか、陸上部員だけでなく運動部員らしき生徒の姿すがたが一人も見られなかった。

「あー、よく考えたらオフシーズンなんだな、今」

　現在すでに季節は真冬に差し掛かりつつある。雪もちらほら降り始めた昨さつ今こん、外気は運動部が活動するのに適さない気温にまで下がってきていた。

　思えば、ミス研部室から眺ながめる校庭ではこのところ何の部ぶ活かつも活動していなかった。もっと早く気付くべきだったな……。

「探すか、陸上部員。どっかで筋きんトレとかやってるだろ、多分」

　そんなことを言いながら百瀬の方を向いたが、

「いいえ、ちょっとこの校庭を見て回りましょう」

　彼女はそう言って、その場から歩きだした。冷たい風に吹かれて彼女の髪かみがさらりと揺れる。

「……？」

　何な故ぜだ？　なんでこんな、誰だれもいない校庭を見て回るんだ？

　とはいえ、止めるような理由も見当たらず、俺はその背中について歩きだした。




　校庭の隅すみにある備品倉そう庫こ、小さな部室棟とうなどを眺めながら歩く。が、俺の前を行く百瀬は明白に探しているものがあるらしく歩みが速い。

　ちょうど校庭の外周を半分ほど歩いたところで、百瀬はぱたりと立ち止った。

「……どうした？」

　彼女は答えず、じっと一点を見つめている。

　その視線の先に俺おれも目をやり──思わず息を呑のんだ。

「……探してたのは『これ』か？」

　尋たずねると、百もも瀬せは無む言ごんでこくりとうなずいた。

　なるほど、やはりそうか。尾お崎ざき君本人の観察がしたかったわけではなく、百瀬は「これ」を見に来たのだ。

　ただ、こうやってその様よう子すを確かく認にんして、それが今回の調査の解決に何の役に立つというのだろう。いまいち俺は、状況を把は握あくしきれない。

「先せん輩ぱい、この写真を撮とっておいてください」

　言うと、彼女はさっさと昇しよう降こう口ぐちに向かって戻り始める。

「え？　いいけど、どうしたんだよお前急に……」

　慌あわててスマホを取り出し、カメラを起き動どうしながら言うと、

「調査は一いつ旦たん中断です」

　声こわ色いろに一切の変化を匂におわさず、百瀬はそう言いきった。

「ちょ、ちょっと待てよ。全然わけわかんねーよ……」

　そう言って彼女を呼び止めようとするが、その足取りは一向にペースダウンしない。ぐしゃぐしゃと乱雑に髪かみを搔かきつつ、百瀬はまっすぐ昇降口へ向かっていく。

　その様さまは──どう見ても何かに怒っているようにしか見えなかった。




　部室内に気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　ここに戻ってきてから百瀬は一度も口を開いていない。その髪はぼさぼさのままだし、定期的に髪を搔くせいでさらにその乱れはひどくなっていく。

　俺もそんな彼女に何も言うことができず、小説を読むふりをしつつその様子を窺うかがい続けていた。恐らく、百瀬は志し穂ほ里りを待っているのだろう。調査を中断したのも、何かを彼女に確認する必要があるから。

　百瀬は一体何に気付いたのだろうか。志穂里に何を尋ねるのだろう。少なくとも、今の俺には彼女の行動の意い図とが全くつかめなかった。

　日が大きく傾き始めたところで、部室の扉とびらがゆっくりと開き、

「お疲れ……」

　相変わらず、さえない顔色で志穂里が入室した。

「……どうしたの？」

　室内の空気感に気付いたらしく、彼女は眉まゆをひそめる。

「何か、あったのか……？」

「確認したいことがあります」

　短く百もも瀬せがそう言うと、志し穂ほ里りは何な故ぜか目を泳がせる。

「な、なんなの……？」

「そこにおかけください」

　百瀬の口くち調ようは、極きよく端たんなまでに事務的なものだった。クライアント相手だから適切な距離を心掛けている、というのがはっきりとわかったこれまでと違い、その態度はただ「無む機き的」だった。感情を押し殺しているようにも見える。

　無む言ごんのまま、志穂里がクライアントシートに腰かける。

　間かん髪はつ入いれずに、

「伺うかがいますが」

　百瀬は尋たずねた。

「ご依頼は『尾お崎ざき真しん一いちが自分を振った理由を知りたい』とのことでしたね」

「……うん」

「本当に、尾崎真一さんと別れたのですか？」




「今回、尾崎真一の親友を含む複数名に聞き込みをしましたが、その誰だれもが彼が志穂里を振った理由はおろか、別れたことすら知りませんでした。親友である石いし黒ぐろさんがその理由を本人に確かく認にんしても、今は言えないの一点張りで説明されなかったようです」

　機き械かい的に話し始めた百瀬に、苦にが虫むしをかみつぶしたような表情で志穂里が答える。

「そ、そうなんだ……何か言えないような理由があったんじゃねーの……？」

「そうですね。もちろんその可能性もあります、助手もそのように判はん断だんした様よう子すでした。ただ、私は今はこう考えています──そもそも、志穂里と尾崎君は別れていない。ただ、突とつ然ぜん別れたことを装よそおうことになったので、事前にそういう雰ふん囲い気きを出しておくことも、理由を用意することもできず、このような状態になったと」

「……何か、そう思う根こん拠きよはあるのかよ？」

「まずは、これです」

　百瀬は自分の携けい帯たいを差しだす。

　画面に映しだされていたのは、先ほど俺たちが校庭で見つけた物の画が像ぞうだった。ただ……さっきとは別のタイミングで撮さつ影えいされたものらしい。塀へいにさす光の加か減げんがずいぶん違う。

「以前志穂里は、『尾崎君は毎日今日きようもラブラブカップルだった、ということの記録として校庭の塀に正の字を書いている』と言ってましたね？　それは、この画像で間違いないですか？」

　そう。そこに映しだされていたのは、古ぼけた校庭外周の塀と、そこに刻まれたいくつもの「正」の字たちだった。

　額ひたいに汗あせを浮かべ、志穂里はうなずく。

「これが、今け朝さ私が撮影したものです。先せん輩ぱい」

　言って百もも瀬せはこちらを向いた。

「先ほど撮とった写真をお願いします」

「お、おう……」

　俺おれもポケットからスマホを取りだし、画が像ぞうフォルダを開いて百瀬に差しだした。

「これが先ほど撮さつ影えいしたもの。線が一本増えていますね。恐らく、陸上部の活動開始前に尾お崎ざき君が書き足したのでしょう。なぜなら、志し穂ほ里りと尾崎君は別れていないから。表面上は別れたのを装よそおったけれど、実際は『ラブラブカップル』だったから」

　志穂里は、ぐっと下した唇くちびるを嚙かんでいる。

「もちろん、別れるのを装うのにあたり、二人で色々取り決めはしたのでしょう。それでも、ここに関する約束をするのを忘れていた。尾崎君は、自分たち以外にこの『正の字』のことを知っている人がいるとも知らず、別れたはずの日以降も線を書き足していたというわけです」

「……わ、私知らねーよ！　尾崎君が、勝かつ手てに書き足したのかもしれないじゃねーか！　だって、別れて以来一ひと言ことも話してないし……」

「そうですね、これだけではまだ決め手不足です。志穂里の言うとおり、別れはしたものの、何らかの理由があり尾崎君が独自で書いていた可能性も否定できません。では、先せん輩ぱい。この間の、志穂里と尾崎君が写ったプリクラを見せていただけますか？」

　鞄かばんから財さい布ふを引っ張りだし、その中に挟んであったプリクラを取りだす。

「ほら……」

「ありがとうございます」

　受け取って、百瀬はそれを志穂里の方へ向けた。

「下部に、11/18札さつ幌ぽろデート、とあります。これはつまり尾崎君に別れを切り出される十九日の一日前に撮さつ影えいされたものであるはずです。それで間違いありませんね？」

「そう……だよ……」

　相変わらず、彼女の表情には緊きん張ちようの色がありありと浮かんでいる。

「十一月十八日は土曜日でした。ので、確かに札幌までデートに行ったとしても何ら不ふ思し議ぎはありません。ただ、このプリクラにはおかしな点がいくつかあります」

　黙だまっている志穂里の方を見ることもなく、百瀬は小さなそのシールの一点を指さす。

「二人ともコートを羽は織おっていますが、この部分、下の方にのぞいているこの生き地じは、制服のブレザーですよね？」

　言われてみれば確かにそこには小さく灰はい色いろの生地が写っていた。間違いない、これは制服だ。

「休みの日に、わざわざ制服を着て札幌に行ったのですか？」

「……そういうことしたい日だってあるだろ……」

　吐はきだすように、志穂里は言った。

「この時は、尾崎君が制服デートしたいって言ったから、そうしただけだよ……」

「そうですか」

　否定することもなくうなずき、百もも瀬せは髪かみを搔かく。

「では、次にこれを見てください」

　続いて、彼女は携けい帯たいを志し穂ほ里りに差し出した。

「ニュースサイトのとある記事です。その見出しは『北ほつ海かい道どうで初雪観測』。更こう新しん日時は──十一月二十一日」

　志穂里は目を見開いたままでうつむき、黙だまり込んでいた。

「この写真、二人の肩には雪が載のっていますね？　十八日、まだ札さつ幌ぽろでは雪が降っていません。これは、どういうことでしょう？」

　志穂里は微び動どうだにしない。

「答えてくださらないようなので、私が話しましょう。恐らくこれは、私が志穂里に失しつ恋れん探たん偵ていを辞やめることを話した翌日、十一月二十一日の写真ですね。私もよく覚えています。あの日、宇う田た路ろでも今年初めて雪が降っていました」

　……ふと思い出す。そうだな、確かにあの日、百もも瀬せの家に向かう途とち中ゆうの道では雪が降っていた。衝しよう撃げき的なことが起きた日の事だから、よく覚えている。

「これの実際の撮さつ影えい場所は、おそらく宇田路築ちつ港こうのウイングベイでしょう。以前、私もあそこで撮とったことがあります。それから、この機き種しゆはちょっと古いタイプの物なのでもう置いてある店てん舗ぽも少ないはずです。志穂里はこれをどこで撮ったのですか？」

「……」

「答えられないですよね。札幌なんて行っていないのですから。それに、これが撮影されたのは二十一日であることは間違いありません。そして、なんだかんだで真ま面じ目めな志穂里が『彼かれ氏しではない』、前日に別れたはずの男の子の腕に抱き着くとは考えにくい」

　百瀬は小さく息を吸い込んだ。

「今回の依頼は、狂きよう言げんなのではないですか？」

「……」

「この状態でもまだ『それでも別れた』と主張することは可能だと思います。別れはしたのだけど、正の字も尾お崎ざき君が勝かつ手てに書いただけで、このプリクラにも事情があるのだと。ただ、私たちも噓うそに付き合うつもりはありません。調査の続行を希望されるようでしたら、先にこのプリクラがどういういきさつで撮影されたものなのか教えていただけますでしょうか？」

　志穂里はくしゃくしゃと両手で髪を搔きむしってから、

「……そりゃまあ、どっかのタイミングでぼろが出るとは思ってたけどさ……」

　苦しげにそう言う。

「はえーよ……はやすぎだよ……まだ依頼してから何日も経たってないじゃん……」

　……やはり、本当は別れていないのか。

「ねえ志し穂ほ里り」

　百もも瀬せが語りかける。口くち調ようが敬語ではなくなったことで、彼女が失しつ恋れん探たん偵ていではなく友人として話していることがはっきりとわかった。

「なんでこんなことしたの？」

「……不快な気分にさせたなら謝る」

　言って、志穂里はうつむいた。

「悪気はなかったし、理由もきちんとあるんだけど……それでも嫌いやな思いしたのなら、私は謝ることしかできないよ。ごめん」

「理由を教えて」

　その声こわ色いろには、百瀬の怒りが露あらわに浮かんでいた。本気で心配したのに、彼女のためを思ってわざわざもう会いたくもない俺おれに頭を下げ、最後の調査を始めたのに、それが狂きよう言げんだと知りやりきれない気分なのだろう。

「……ごめん、あのさ……」

　志穂里はうつむいたままで言う。

「できれば先に、九つ十く九も先せん輩ぱいと話させてくれない？」

　突とつ然ぜん自分の名が挙がりドキリとした。

　なんだ？　志穂里は俺に何の用がある？

　今回の依い頼らい、俺はほとんど何もしていないのに。

「何な故ぜ？」

　志穂里をまっすぐ見み据すえたままで百瀬は尋たずねる。

「ごめん。それは言えん……でも、絶対モモの悪いようにはならないから」

　百瀬はうつむきしばらく考えてから、

「わかった」

　体温の感じられない声でそう答えた。

「十分だけ席を外すから、その間に、必要なことは話しておいて」

　言って、彼女は一度髪かみを搔かいてから席を立ち部室を出て行った。




「十分か、短いな……」

　百瀬の出ていった部屋で、志穂里は時計を見上げてそう言った。

「九十九先輩、とりあえず今回の件の説明をするッス」

「お、おう、頼む……」

　未いまだに事態を摑つかめないままうなずくと、彼女はまっすぐ俺を見て話し始める。

「私がこんな依頼をでっち上げたのは、とりあえず失恋探偵の活動を止めさせないため。モモと九十九先輩ができる限り長くそばにいられるようにするためッス」

「……は？」

「いきなり喧けん嘩かしたとか、もう失しつ恋れん探たん偵てい辞やめるだの会わないだの二人が言いだしたから、それをできるだけ食い止めるために尾お崎ざき君と話して別れたふりをすることにしたんでス」

　言葉を失った。

　志し穂ほ里りは自分のためでも尾崎君のためでも何でもなく、他ならぬ俺おれたちのためにあんなことをしたって言うのか……？

「あんなプリクラを用意したのも、急ごしらえの狂きよう言げんとはいえ少しでも調査をかく乱しようとしたからッスね。まあ、完全に裏うら目めに出たんスけど」

「い、いや……でも、お前」

　混乱を隠かくしきれないまま、しどろもどろで俺は切り出す。

「できるだけ長くそばにいられるようにって、何でそこまでするんだよ……そりゃ人の喧嘩とか見るのは気分悪いだろうけど、ここまでやるのはちょっと理解できないっていうか……」

　志穂里は溜ため息いきをつき真まっ直すぐ俺を見ると、

「二人があまりにもアホだからッスよ」

　挑ちよう発はつするようにそう言った。

「モモも九つ十く九も先せん輩ぱいも私より断然頭いいのに、自分たちの事となると超バカだからッスよ」
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　ちょうど十分ほどで、志穂里の話は終わった。

　彼女の意い思しを、その意い図とを十分理解した俺は──彼女が去った部室で、高鳴る鼓こ動どうに必死で耐えながら百もも瀬せの帰りを待っている。

　俺は──百瀬と話さなきゃいけない。

　俺たちには、きちんと確かく認にんしなければならないことがある。

　そもそも、志穂里がこんなことをするよりも先に、俺と百瀬は「それ」を明らかにしておくべきだったのだ。

　鼓動が痛いくらいに高鳴っていた。ぎゅっと握りしめたせいで手の感覚は冷たく麻ま痺ひしていた。正直、これまでお互いスルーを決め込んできた「そのこと」をはっきりさせるのには、かなりの勇気を要する。苦しい思いをする可能性も、酷ひどく傷ついてしまう可能性もあるのだろう。

　それでも、俺はそれを知りたい。

　けじめをつけなければいけないと思うのだ。

　数分ほどすると静かに部室の扉とびらが開き、百瀬が戻ってきた。彼女は俺が探偵シートに座っていることに気付くとやや驚いた表情を見せたが、すぐにその顔に不ふ機き嫌げんそうな色を浮かべクライアントシートに腰かけた。

「で、何だったのですか」

　低い声で百もも瀬せは尋たずねる。

「何で志し穂ほ里りはあんなことをしたのですか」

　帰って早々確かく認にんに入るなんて、本当によっぽど気になっているのだろう。まあ、彼女は仲の良かった友人に騙だまされたわけで。しかも志穂里は「そういう事」をしそうにないタイプなわけで。その理由を知りたいと思うのは当然なのだけど。

　しかし俺おれは、

「……その話より先にさ」

　咳せき払ばらいして、そう切りだした。

「まず、色々はっきりさせたいことがあるんだ。百瀬に訊ききたいことがあるんだ」

　百瀬は一いつ瞬しゆんぽかんとする。が、すぐにその表情に緊きん張ちようの色を浮かべ、わずかに視線を落とした。もしかしたら、俺が何を話すのか何となく察することができたのかもしれない。

　俺はぐっとこぶしを握ってから、小さく息を吸い覚かく悟ごを決める。

「あの日から……なかったことみたいにしてこんな風ふうに接してるけど……、なんで百瀬……キスなんてしたんだ？」

　あからさまに、百瀬の頰ほおが引きつった。

「気の迷いだとか、理由はないとか言ってたけど……本当にそうなのか？　お前本当は、あの件についてちゃんと考えてないんじゃないのか？　考えないようにしてるんじゃないのか？」

　──そう、やはりどう考えても不自然なのだ。

　百瀬があの時、あんなことをしたのは。

　そしてそれを「気の迷い」なんて答えにもならない答えでお茶を濁にごしているのは。

　これまで事実の解明に執しゆう心しんしてきたこいつのことだ、何か理由があって、意い図と的に目をそらしているとしか思えない。

　百瀬はうつむき黙だまり込んでいる。その表情は前まえ髪がみに隠かくれてしまって窺うかがい知ることができない。俺は頰が高こう潮ちようするのを、鼓こ動どうがとんでもない勢いで加か速そくしていくのを感じながら言葉を続けた。

「きつい言い方になるけど、他の人にはあそこまでストイックに事実を伝えておいて、それを正しい在り方だっていうなら……自分だけ逃げるのはフェアじゃないだろ。それに、俺は知りたいんだ。何で百瀬があんなことしたのか。気の迷い、なんかで流せることじゃないし」

「志穂里は」

　吐はきだすような声で、百瀬は言った。

「そんなことを確認させるために。失しつ恋れんしたと。装よそおったのですか。先せん輩ぱいがそれを確認するチャンスをつくるために。わざわざあんなことをしたのですか」

「……まあ、そんなところだ」

　俺おれはうなずく。が、視線を落としたままの百もも瀬せにそれが見えたかどうかは定かではなかった。

「でも、こうやって百瀬に訊きいているのは自分の意い思しだよ。もしかしたら、俺たちは明日あしたからもう会うこともなくなるのかもしれない。だったら最後に、引っ掛かりは残しておきたくないんだ。お互いの気持ちを理解しておきたいんだ。それに俺も、お前に話さなきゃいけないことがある。伝えておかなきゃいけないことがある」

　だからさ、と前置きして、俺は結論を告げた。

「ちゃんと……考えようぜ。俺と、百瀬のこと」

　……部室に沈ちん黙もくが舞い降りる。

　呼吸の音すら、高鳴るこの鼓こ動どうすら相手に伝わってしまいそうな静けさ。

　──俺たちは、まだきっと、お互いのことすらきちんと知らない。

　ずっとそばにいて、あんなことまでしてしまったというのに、お互いがお互いの気持ちを知らない。

　これまでは、いつ終わるのかもわからない失しつ恋れん探たん偵ていの生活の中で全てを先延ばしにしていられた。曖あい昧まいな間あいだ柄がらでいることができた。それでも、今俺は知りたいと思う。自分と彼女の間にある全てを、はっきりさせたいと思う。

　そして最後には──俺の思うことも、全て彼女に伝えたい。

　しかし、

「……何で」

　百瀬は震える声で、つぶやくように言う。

「何でそんなこと……訊きくんですか……」

　事情を説明するクライアントにも似た、酷ひどく苦しげな声こわ色いろ。

　と、彼女は突とつ然ぜん、

「何でそんな……そんなこと……考えさせようとするんですか！」

　叫ぶようにそう言い立ち上がった。そして、その場でくるりと踵きびすを返すと──全速力で駆かけだし、部室を出て行った。

　……思わず茫ぼう然ぜんとしてしまう。部室に一人取り残され、どうすればいいのかわからなくなってしまう。

　が、状況を飲み込み始めるにつれ、焦あせりが込み上げた。

　逃げた。

　百瀬は逃げたのだ。自分たちの気持ちの事実を知ることから。

　──追いかけなくては。

　──追いかけて、捕つかまえて、きちんと話さなくては。

　少しだけ、足が震えてしまう。怖こわかった。百瀬の気持ちを知ってしまうことが。それでも俺は、理解したいと思うのだ。明らかにしたいと思うのだ──俺と百瀬の関係の全てを。

　弾はじかれるようにして椅い子すから立ち上がり、俺おれは昇しよう降こう口ぐちに向かった。

　きっとまだ、そう遠くには行っていないはず。

　百もも瀬せの下げ駄た箱ばこに彼女の靴くつはなかった。代わりに乱雑に入れられている校内ばき。学校を出たのは間違いないようだ。昇降口を抜けて校こう舎しやの前を走り抜け、正門を出たところで足を止めた。

　必死で頭を回す。

　家に帰った？　それとも、もっと別のどこかに行った？

　考えろ。彼女がこういう時に行きたがりそうな所。何かが起きた時に、あの子が向かう所。

「……」

　一つの候こう補ほが脳のう裏りに浮かんだ。

　確信は、持てない。

　必ずしも百瀬があの場所に向かったとは限らない。それでも、今の俺には他に思いつく場所もなかった。

　──行こう。

　坂道を横断すると、俺は表通りから一本中に入り、山道に続く小道を駆かけ出した。




　十分ほど山の中の道路を走ると、木々が途と切ぎれて道が二ふた手てにわかれる。右手に折れそのまままっすぐ行くと──向こうに目的の場所が見えた。

　ボロボロの東あず屋まやと、その向こうに見える街の景色けしき。




　──展てん望ぼう台だいだ。

　時とき田たさんお勧すすめの作品を鑑かん賞しようする際、百瀬が俺を連れて行ってくれた、宇う田た路ろが一望できる展望台。悲しいことがあるたびに訪れたと言っていた、秘ひ密みつの場所。今も、彼女はこの場所にいるんじゃないだろうか。

　……そうであってほしい。

　勢いよく走ってきたせいで息が苦しい。全身に汗あせが滲にじみだす。

　一度立ち止まり大きく深しん呼吸してから、俺は改めて、展望台に向かってまっすぐ歩き始めた。




　数メートル先、東屋の先せん端たん部分に百瀬はいた。手すりに手を置き、彼女はぼんやりと景色を眺ながめている。

「……百瀬」

　呼びかけると、彼女はゆっくりこちらを振り返った。

　その顔には──涙のあとがはっきりと残っていた。

「……なんで逃がしてくれないんですか」

　百瀬はその手で涙をぬぐう。表情はぐしゃぐしゃに歪ゆがみ、手はわずかに震えていた。

「矜きよ持うじヶが谷やさんのことは事実から逃がそうとしたくせに。どうして私のことは、こんなに追い詰めるんですか……」

　恨うらみ言ごとでも言うような、弱よわ音ねでも吐はくような彼女らしくもないその声。

　こんな百もも瀬せを見るのは初めてで、彼女が感情をあらわにするのなんて初めてで、俺おれは思わず後ずさりかけた。

　しかし同時に──そのセリフに、あることを気付かされる。

「……そうか」

　言葉が口をついて出た。

「こんな気持ちを抱えた人のために、失しつ恋れん探たん偵ていってあったんだな……」

　これまで受けて来た依頼を、依頼者たちの顔を思い出す。

「ちゃんと知りたいんだ……。仮に傷つくことになったとしても、悲しい思いをするんだとしても、大切な気持ちときちんと向かい合っておきたいんだ……。ようやくわかったよ……失恋探偵は、この気持ちに応こたえるためにあったんだな……」

　それは、ごくシンプルな欲求だった。

　俺は、百瀬の気持ちを知りたいと思う。彼女の行動の意味を知りたいと思う。それが例え、自分が望まないものであっても。自分にとって辛つらいものであっても。

　誠せい実じつさだとか、責任だとか義務だとか、いくらでも理り屈くつをつけることはできるのだろう。でも今はそんなことどうでもよくて、理由も意味もどうでもよくて、単純に、彼女の考えていることを、想おもいを飲み込みたいと思うのだ。そしてそれはきっと──失恋探偵を尋たずねてきた依頼者たちが抱いていた気持ちと、同じものなんじゃないだろうか。

「だから俺は、百瀬に本当のことを教えてもらいたい。百瀬にも俺の気持ちを知ってもらいたい」

　こんなタイミングで、ようやく俺は百瀬のこだわりを理解できた。彼女が失恋探偵を通じて成し遂とげたかったことを飲み込むことができた。矜持ヶ谷さんに対する態度が正しかったのかは、今でもよくわからない。それでも、百瀬が貫つらぬいてきた事実への執しゆう着ちやくの価か値ちを身に染しみて感じていた。彼女がやっていたことは──間違いなく誰だれかを救っていたのだ。

「……奇き遇ぐうですね」

　百瀬は酷ひどく苦しげに笑う。

「私もようやく、自分がやってきたことの危うさに気付きました。この世には、受け止めきれない辛い事実だってあるんですね。本当のことを受け入れるのは、辛い事なのですね。必ずしも真まし正よう面めんからそれにぶつかることだけが……正義だとか、誠実さではないのかもしれません」

　言うと、百瀬は再び涙をこぼした。

　……ここにきてようやく俺たちはわかり合うことができたのか。

　散さん々ざん言い合いをしてきた。何度も百瀬のことを理解できないと思った。それでも今俺たちは、もう終わってしまう「失しつ恋れん探たん偵てい」に関して、互いの意い図とを理解し合うことができた。

　もう少し早ければ、あと少し早くこんな気持ちに気付けていれば、俺おれたちは今でも、失恋探偵を続けることができていたのかもしれない。

「……私、わかっちゃいましたよ」

　視線を落とし、彼女は続ける。

「考えたくなかったのに、目をそらそうとしてきたのに。先せん輩ぱいがここまで追い詰めるから全てわかっちゃいました。自分の気持ちも、先輩の気持ちも──これからここで何が起きるのかも」

「……何がわかったんだ？」

　俺は尋たずねる。

「先輩だって、本当は薄うす々うす気付いてているんじゃないですか？」

「何にだよ……？」

「私が今から──失恋することに」

　百瀬のそのセリフに、俺は言葉を失った。

　全く予想も想定もしていなかった回答に、頭が真まっ白しろになる。

　寂しげに、酷ひどく苦しげに笑い、百瀬は続けた。

「これまでたくさんの失恋を見てきました。傷つく人や、悲しむ人や、泣きだす人を見てきました。でも私は……ここで生まれて初めて、自分自身の失恋を経験します」

　手すりに手をかけ街を見下ろすと、彼女は静かに息を吐はきだす。

「そのリアクションていうことは、本当に、まだわかってなかったんですね」

「……」

「それでも、知りたいって思いますか？」

「……そ、それでも……」

　自分でも、声が震えているのがはっきりとわかった。上着を着てこなかったせいで凍こごえそうに寒いのに……体中から汗あせが噴ふき出す。

「俺は知りたいって思うよ……。自分と百瀬の関係の全てを知りたい」

　──そうだ。たとえどんな結末が待っていようと、俺の気持ちは変わらない。

　だから俺は、震える声で百瀬の横顔に告げる。

「教えてくれよ……失恋探偵」

「……そうですか」

　言って、百瀬は大きく深しん呼吸した。

「いいですよ。もうこれ以上逃げるのは無む理りです。それが先輩の意い思しなら、先輩がそれを望むなら」

　彼女はまっすぐこちらを向く。

「私は──その依頼を受じゆ理りします」

　──その表情に。声こわ色いろに。俺おれは小さく高こう揚ようを覚えた。

　冷静な、事務的にも見えるほどに落ち着いた顔色。全てを見み透すかすように潤うるむ、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　目の前にいるのは、ここ半年間俺を引っ張り回してきた──失しつ恋れん探たん偵てい百もも瀬せだった。

「──説明します。失恋探偵として、私たちのつながりの終わりを、解き明かします」

　──俺は確信した。

　これできっと──俺と彼女の全ては解き明かされる。

　彼女の洞どう察さつ力りよくで、推すい理り力で──二人の気持ちは明らかになる。

　これまでの依い頼らいがそうだったように。

　これまで寄せられた依頼が、きちんと解き明かされてきたように。

「失恋探偵、最後の報告です。きちんと最後まで聞いてくださいね」

　小さく首をかしげ、そう言う彼女に、

「……もちろんだよ」

　俺ははっきりとうなずいて見せた。

　百瀬は涼しげな表情で、これまでの調査結けつ果か報告時と同じトーンで切りだした。

「考えてみれば、私は高校入学以い降こう不自然な行動を繰り返してきました。たとえば、そもそもミス研に入ったこと。ミステリに興きよ味うみのない私が、たかだか数分会話を交わした程度の、ちょっと助けてもらった程度の二年生の男の子がいるというだけの縁えんでミス研に入部したのは、明らかに不自然です」

　……確かに、そこには俺も疑問を持っていた。ちょっと前に「先せん輩ぱいが自分に似ていると勘かん違ちがいしたから」とも百瀬は言っていたけど、引っ掛かりは消えないままだった。

「次に、失恋探偵を始めたことだって不自然です。私、全然ミステリに興味を持てなくて、貸してもらった小説もさほどのめり込むことができませんでした。ただ、何な故ぜか私はそこでミス研を辞やめることを考えず、自然な形で残れる方法を考えました。結果思いついたのが──『失恋探偵』です。少女漫まん画が好きの私と、ミステリ好きの先輩が一いつ緒しよに取り組める活動として、恋をする人たちへの探偵活動をすればいいのではないかと、そう思ったんです。わざわざ依頼を『失恋に関すること』に絞しぼったのだって、優しい先輩が食いついてくれるようにです。苦しんでいる人のことは放っておけないだろうと思ったので」

　……そうだったのか。

　失恋探偵の事実を知らされて、なんだかもはやめまいみたいなものを覚えてしまう。特に、失恋に依頼を絞った理由……結果として、俺は百瀬のもくろみどおりに動いていたことになる。

「それだけではありません。高校に入って急に変に髪かみを搔かく癖くせができたのも、興味がない酒さか井いさんの個展についていこうと思ったのも、先輩にこの場所のことを教える気になったのも、それまでの私からすれば不自然です。それに先日の、矜きよ持うじヶが谷やさんの調査の件」

　言われて、あの日のことを思い出す。たった数日前の事なのに、もうずいぶん昔のことであるような気がした。

「私がイライラしていたのは先せん輩ぱいが矜きよ持うじヶが谷やさんに肩かた入いれしていたからです。ただ、そこで抱いたのは、思えば調査に対する姿勢の違い以上の不快感でした。明らかに、もっと個人的な」

　彼女はこちらを振り返る。

「それらの全てを、合理的に説明できる方法がありますね？」

　視線を上げ、俺おれの目を見る百もも瀬せ。

　そして彼女は──

「私が先せん輩ぱいに恋をしているなら全て説明がつくんです」

　──ごくあっさりと、そう言った。

　小さく風が吹いて、百瀬の髪かみが揺れる。

「ミス研に入ったのも、失しつ恋れん探たん偵ていを始めたのも好きな人のそばにいたかったから。髪を搔かいてしまうのは触ってほしかったから、個展に行ったのは一いつ緒しよにいたかったから。この場所を教えたのはもっと深い仲になりたかったから。先輩が他人に優しくするのが嫌いやなのは、私だけを大切にしてほしいから。……ほら、説明がついてしまいます」

　ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　何か言うべきなのかもしれないが、言葉が全く出てこない。

「もちろん、これだけのことでは本当にそうだとは断言できません。たまたま気まぐれでそうした可能性だって、ゼロとは言えません。それでも私は、最後にとんでもない証しよ拠うこを自分で用意してしまいました──先輩に、キスするなんていう証拠を」

　──心しん臓ぞうが一いつ拍ぱく、飛び出しそうなほどに高鳴った。

「あの時は、どうしても我が慢まんができませんでした。もう先輩と話すことも、会うこともできないのかと思うと、止められませんでした。だからもう否定もできません」

　言って、百瀬はまっすぐ俺の目を見て、告こく白はくした。

「私は、先輩が好きなんです。恋をしています」

　胸に感情が込み上げる。

　手が震え、頭が真まっ白しろになる。

　しかし「さて」と一ひと息いきつくと、百瀬は話を続けた。

「私の気持ちは以上です。でも安心してください、先輩が、その気持ちに応こたえられないのはわかっていますから」

　彼女は両手で髪を搔きむしる。

「本当は少しだけ、この人は私のことを気にしてるのかなって思ったこともありました。髪を直してくれる時、先輩はどこか嬉うれしそうでしたし、大だい事じにしてもらえてるなという実感もあったので」

　……酷ひどくドキリとした。髪を直すのが好きなの、バレていたのか……。

「しかし、先日ようやくわかったのです。髪かみを触って嬉うれしそうなのも、大だい事じにしてくれてるのもただのおせっかいで先せん輩ぱいは優しいだけなのだと」

　その顔を歪ゆがめ、百もも瀬せは続ける。

「先輩は、放っておけないから、私に優しくしているだけなんです。その証しよ拠うこに、先輩は矜きよ持うじヶが谷やさんに対して、すごく優しかったですよね。たくさん調べものして……自分から進んで調査もして……彼女の気持ちを最優先にして……。私に接する時より……ずっと優しかった……」

　百瀬の声が揺れ始める。切れ長の瞳ひとみに涙がたまり、今にもこぼれそうに震える。

「私は……欠けてるものが多いから、助けて貰もらえていただけなんです……。大切だったからではなくて……特別だったからではなくて……変なやつだから、構ってもらえていただけなんです……。だから……あんな風ふうに喧けん嘩かしただけで、あっさり見捨てられるんです……」

　──見捨てられる。

　百瀬はあの言い合いのことを、そんな風に感じていたのか。「もう部室を使わせない、失しつ恋れん探たん偵ていを辞やめる」という宣せん言げんに、見捨てられたと、見放されたのだと思ったのか。

「それに……先輩言ってましたよね……？　矜持ヶ谷さんに調査結果を話した日、『お前に好かれたって誰だれも幸せにならない』って。あのセリフはきっと……先輩自身が私に好かれても幸せになれないからこそ出た言葉なのでしょう……？」

　だから、と彼女は唇くちびるを震わせた。

「私の恋は……ここで終わりです。こんな失恋で終わりです……」

「……」

「ほらね……恋はいつか終わるんです。だからこんなこと、考えたくなかったんです」

　言うと、彼女は息を吐はきだし妙みようにすっきりした表情をこちらに向ける。

「……でもちゃんと向かい合いましたよ？　先輩、これで満足ですか？　私も、なんだかちょっと気持ちが軽くなりました。辛つらいですが、苦しいですが……考えて、よかったって……話せて、よかったって……」

　と、突とつ然ぜんそこで百瀬は言葉に詰まった。そして次の瞬しゆん間かん──その目から再びボロボロと涙がこぼれだす。大おお粒つぶのそれは百瀬の頰ほおを伝い、制服の胸元に静かにこぼれた。

「最後に……本当のことを知れて……よかったです……」

　言いきると、彼女は両手で顔を覆おおい、嗚咽おえつを漏もらし始めた。

　──変に喉のどが渇かわく。目の奥がジンと熱い。胸の鼓こ動どうはもはや痛いくらいだ。

　百瀬の気持ちは、よくわかった。なら次は──俺が話をする番だ。

「……百瀬」

　呼びかけたが、彼女は顔を隠かくしたまま声を殺して泣いていた。

　しかし、

「今回のお前のその推すい理りは──完全に外れてるよ」

　そう言うとその声を止め、彼女はゆっくりと顔を上げる。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔で、今にも崩くずれそうに震える声で、百もも瀬せは尋たずねた。

「……何を言っているのですか……？　どこに穴があったというのですか……？」

「……簡単な話だよ」

　俺おれはそう言って覚かく悟ごを決めた。

　志し穂ほ里りとの会話を思いだしながら。
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　さかのぼること十数分前。

「モモも九つ十く九も先せん輩ぱいも私より断だん然ぜん頭いいのに、自分たちの事となると超バカだからッスよ」

「……どういうことだよ」

「えーと……どうせ九十九先輩察さつしが悪いから……ぼんやり伝えるのは無む理りだろうな」

　志穂里は腕を組み、ぶつぶつ言いながらしばらく考える。そして、

「九十九先輩は、このままモモ手放していいんスか？」

　端たん的てきに、彼女はそう尋たずねた。

「確かにもめたかもしれません。一いつ緒しよにいられなくなるような考えの違いが見つかっちゃったかもしれません。会いたくないって言われたかもしれません。それでも、こんなことであっさり離れ離れになっちゃっていいんスか？」

　問い詰めるようなその口くち調ように、息を呑のんだ。

　鼓こ動どうが緩やかに加か速そくしていく。

　──離れ離れになってもいいのか。

「下へ手たしたらもう、今日きようが最後になるかもしれないッスよね？　明日あしたからもうあの子とは他人になっちゃうかもしれない。九十九先輩、それでもいいんスか？」

　……正直、このところ「俺と百瀬の問題」は一いつ旦たん棚たな上あげになっていた。志穂里の依頼や矜きよ持うじヶが谷やさんへの心配にかまけて、「今日が最後なのかもしれない」なんて大切なことも、きちんと認にん識しきしないままでいた。

　しかし、そう問われて改めて思う。

　俺は──百瀬と離れるのが嫌いやだった。

　相変わらず、彼女にそばにいてもらいたかった。

　一いつ瞬しゆん、そんな本ほん音ねを志穂里に明かすべきか躊躇ためらった。しかしここで噓うそをついてもしょうがないだろう。俺は彼女から視線をそらすと、

「嫌だ……」

　短くそう答えた。

「でしょう？」

「おう……でも、こうなった以上、もう今までどおりではいられないだろ……」

「私はそういうことを言いたいんではないッス」

　苦にが々にがしい思いで吐はきだした言葉を、志し穂ほ里りはあっさりとぶった切る。

「ああもう、仕方ない。こうなったら、ここからは簡単な質問形式にしてあげるッス」

「え、し、質問……？」

　何だそれ。何が狙ねらいで、志穂里はそんなことするんだ？

　意い図とが全くわからず困こん惑わくするが、

「ええ。ではまず一問目。九つ十く九も先せん輩ぱいは、モモにキスされて嫌いやでしたか？」

「!?」

　突とつ然ぜん飛びでた「キス」という単語に、完全に面めん喰くらった。

　こいつ、あのことを知ってるのかよ……！　きっと百瀬が話したのだろうけど、酷ひどく恥はずかしい……。うまく頭が働かず、俺おれはあっさり本ほん音ねを答えてしまう。

「……い、嫌、ではなかった……」

「はい。では二問目」

　さほど意い外がいな回答でもなかったのか、あっさり次の質問に移る志穂里。

「嫌じゃなかったなら、嬉うれしかったんスか？　それとも、特に何も思わなかったんですか？　二に択たくで答えてください。その他の答えがあるなら、それでもいいですけど」

　……完全に口ごもる。

　実はその答えは──ここまで俺が必死に考えまいとしてきたことだった。なんとかその気持ちにふたをし、気付かないふりをしてきたものだった。できる事なら、そんなこと聞いてほしくなかった。自分にその答えを自覚させてほしくなかった。

　しかし、

「……嬉しかったんでしょう？」

　渋っている俺を諭さとすように、志穂里はそう言って首をかしげる。

「あの子にキスされたの、嬉しかったんでしょう？」

　彼女の目は見み透すかすようにまっすぐ俺を見ていた。その自信に満ちた表情に、噓うそをついても無む駄だだとはっきり思い知らされる。恥ずかしさで目をそらしつつ、俺は小さくうなずいた。

　俺は百瀬にキスされたのが少しだけ嬉しかった。もちろん、自分でもそんな風ふうに思ったことが意外だったし理解もできなかったのだけど、それでもあの感かん触しよくを思いだすと自然と頰ほおが持ち上がってしまう。温かいものが胸にこみ上げてしまう。

「ではこれで、最後の質問ッス」

　恥ずかしさのあまりうつむいた俺に、毅き然ぜんとした声で志穂里は続けた。

「離れたくない。キスされると嬉しい。そういう風に思う気持ちを、シンプルな言葉で表現できますね？　さて、漢かん字じ一文字のその言葉とは、一体なんでしょう？」

「……」

「わからないとは、言わせませんよ」

　──ようやく。

　ここまで道みち筋すじを用意してもらってようやく、俺おれは志し穂ほ里りの狙ねらいを理解する。

　自作自演の意い図とを、質問の意図を。

　そして──ここまでして俺に何を気付かせたかったのかを、きちんと「理解してしまう」。

　──こいつは、俺の百もも瀬せに対する気持ちの「意味」を、解わからせたいのだ。

　──それが友情なんかではなく、もっと別の物であるということを指し摘てきしたいのだ。

　鼓こ動どうが加か速そくし始める。手が震えて頭がぼーっとする。

　もちろん、すぐに志穂里の考えを受け入れることはできない。自分があの子に対して抱いていた気持ちが「それ」であるなんて、簡単には認められない。あくまで俺たちはただの部ぶ活かつ仲間で、ご近所さんで、探たん偵ていと助手で、そして先せん輩ぱいと後こう輩はいでしかなかったのだ。適当で気楽でぼんやりした間あいだ柄がらでしかなかったのだ。それを今いま更さら覆くつがえすのには、激しい抵てい抗こうを覚えてしまう。

　それでも、全てがすとんと腑ふに落ちたような感覚を覚えているのも事実だった。こいつの考えるとおりであれば、これまでの不ふ可か解かいな自分の気持ちの動きには全て綺き麗れいに説明がつく。

　思いだしてみれば、俺は百瀬にことあるごとにドキドキしてきたのだ。彼女の私服姿すがたを初めて見た時だとか、初めて髪かみを直してやった時だとか、夏服を着てきた日だとか、探たん偵ていシートで居い眠ねむりしている時だとか、そして──彼女が夕日に照らされ漫まん画がを読んでいる時だとか、そんな些さ細さいな「彼女にまつわること」に。

　それに、どれだけ抵抗を覚えても、どれだけ認めたくなくても、自分の中でずっと同じ気持ちがループし続けているのは否定できない。

　──百瀬に会いたい。そばにいたい。声が聴ききたい。その髪に触れたい。

　──絶対に、離れたくない。

　何が本当かを断言するのは難しい。探偵助手を続けてきて、そのことは身に染しみて理解できている。それでも、この苦しさは確固たる事実で、純じゆん然ぜんたる現実で。

　はっきりと、確信してしまう。

　この気持ちは──。

「やっと認める気になりましたか」

　表情を見て察したのか、志穂里は満足げにうなずく。

「ほんと、何で自覚ないのかずっと不ふ思し議ぎなくらいでしたよ。あんだけモモに対して好きオーラ出してて、自分で気付いてないとかちょっとどうかしてますって」

「……そんなにあからさまだったのか？」

「ええ、それなのにいきなりこんなことになったんで本当に焦あせったッス。もうちょっと時間をかけて気持ちを再さい確かく認にんしてほしくて調査を依い頼らいしたんスけど、あっさりばれちゃったからもうタイムリミット間ま近ぢかッス」

　……タイムリミット。その言葉の意味は、もちろん理解できた。

「それに先せん輩ぱい、どうせあの子の気持ちとか、全然わかってないッスよね？　あの子が自分に対してどう思ってるのかとか、あんまちゃんと考えたことないッスよね？　先輩が失しつ恋れん探たん偵てい辞やめるって話をして、なんであそこまでダメージ受けたのかも」

「それは……そうかもしれない」

「て言うか大前ぜん提ていとして、キスの件もうやむやで、話もしていないんでしょう？」

「……」

「じゃあ、九つ十く九も先輩、どうしますか？　このままわからないものをわからないままにして離れ離れになりますか？　それとも──」

　言って、志し穂ほ里りはニコリと笑った。

「──全てをきちんと明らかにして。自分の気持ちを伝えてみますか？」
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「俺おれも百もも瀬せが好きなんだ」

　俺がそう言うと、目の前の百瀬はぴたりと動かなくなった。

「いつからかはわからないし……百瀬みたいに理由を重ねることはできないけど……、俺も、百瀬のことが好きだ」

　告こく白はくをするのなんて、生まれて初めてだった。

　俺は百瀬と違って、これが初恋だなんて言うことはできない。先に相手の告白を聴きいている状態でもある。

　それでも──声が震えた。頭が一気に熱くなった。

「だから……恋はまだ、終わらない。これからも、そばにいる方法を考えてほしい」

　本当は、もっと話したかった。百瀬みたいに饒じよう舌ぜつに、きちんと筋すじ道みちを立てて、自分がどういう風ふうに、どんな経いき緯さつで百瀬を好きなのかを説明したかった。でも、そんなことができない俺は、こんなつたない言葉で、たどたどしく気持ちを表現することしかできない。

　そして案あんの定じよう、

「……信じられません」

　今にも消え入りそうな声で百瀬はそう言った。

　風が強く吹いて、展てん望ぼう台だいの周りを通り過ぎていく。

「急にそんなこと言われたって……信じられません。優しい先輩が気を使ってるだけなんじゃないかって、そう思っちゃいます。せめて証しよ拠うこがないと、実感できません」

　……そう、だよな。これまで俺おれはそれらしい態度を明白に見せてはこなかったし、きちんと気持ちを伝えることもなくここまで来てしまった。

　どうすればいい？

　どうすればこの気持ちを……苦しさを彼女にもわかってもらえる？

　胸の痛みを伝えることが出来る？

　と──百もも瀬せがこちらをじっと見ているのに気が付いた。

　ただぼーっと視線をやっているのとは違う、明らかに意い思しのこもったその目の色。

「……先せん輩ぱい」

　彼女は言う。

「私の言っている意味……わかりますか……？」

　……意味？　どういうことだ？

　きょとんとしている俺に百瀬はため息をつくと、

「その気持ちが本当なら……証しよ拠うこを見せてくださいって……言ってるんです……」

　こちらから視線をそらしてそう言った。

　……証拠？

　俺が百瀬を、好きである証拠……？

　そんなもの、どうやって見せればいいというのだろう……。百瀬はどんな意い図とで……そんなことを言うんだ？

「本当に……」

　百瀬が独ひとり言ごとみたいに言う。

「……どれだけ鈍いのですか……」

　──鈍い。

　これまで散さん々ざん言われてきたその言葉。

　つまり今、百瀬は察してほしいのだろう。何か言いにくいことを、彼女が言げん外がいに匂におわせた何かを、感じ取ってほしいのだろう。

　反射的に、正面に立つ彼女の姿すがたに目をやる。

　ぼさぼさの髪かみに相変わらず低い背。メイクがボロボロになった目元に、柔らかそうな頰ほお。そして──妙みようにうるんだ唇くちびる。

　──そこでようやく。

　俺はようやく彼女の言葉を理解した。

　そうか、この流れで証拠なんて……一つしかないのだ。

　息を吐はきだし制服の裾すそで口元をぬぐう。

　告こく白はくした時以上の、百瀬の話を聴きく時以上の緊きん張ちようが込み上げる。それでも俺は、ゆっくり歩みを進め、百瀬の前に立った。

　彼女はびくりと身を震わせ、こちらを見上げる。俺おれが言葉の意味を理解したのだと悟さとったらしい。しかし、彼女は迷うようにしばし目め線せんをさまよわせてから、静かに目を閉じた。

　その表情に──俺は胸が熱くなるのを感じる。

　強い感情が込み上げるのをはっきりと自覚する。

　俺自身にとっては、この気持ちが間違いなく彼女のことを好きであるという証しよ拠うこだ。

　逃げも隠かくれもできない、何物にも代えがたい証明だ。

　だから俺はこの熱が、気持ちが一ミリでも伝わればと願いながら百もも瀬せの肩に手を置き──自分の唇くちびるを彼女のそれに重ねた。

　数秒ほどそうしてからゆっくり顔を離し、自分が「こんなことをした」事実に卒そつ倒とうしそうになっていると、

「先せん輩ぱい」

　頰ほおを真まっ赤かに染め──百瀬は小さく笑った。

「手が震えすぎです。唇まで震えてましたし。もうちょっとロマンチックにはできなかったのですか？」

　……そのセリフに、恥はずかしいと思う以前になんだか笑ってしまった。確かに、正直思いっきり手は震えていたと思う。柄がらにもないことをして、今だってなんだかひざから崩くずれてしまいそうだ。自分からこういうことするのって、こんなに緊きん張ちようするものなんだな……。

「とはいえ、先せん輩ぱいの気持ちはわかりました。証しよ拠うこはきちんと確かく認にんしました」

「……そっか」

「なので、私たちの状況はこれではっきりしましたね。私たちは──両りよう思おもいみたいです。本当に、信じがたい事ですけど」

　言うと、彼女はもう一度俺おれの顔を見て、髪かみをくしゃりと搔かいた。

「どうしましょう。こんなことになるとは思ってなかったので、どうすればいいかさっぱりわかりません」

「俺もだな……正直、こっちはこっちで振られると思ってたし……」

「そうだったのですか」

「うん……だってお前、もう俺に会いたくないとか言ってたじゃないか……ほら、家に行った日……」

「ああ。あの時は、こんなに簡単に私を捨てる人のそばにいても辛つらいだけだって思ってましたから」

「……なるほど」

「さて。とりあえず学校に行って荷物を取って、その辺りの事やこれからの事でも話しましょうか。ドーナツでも食べながら」

「そうだな……と百もも瀬せ、ちょっと待て」

　言って、歩き出した彼女を呼び止める。
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「山下りるんだったら、髪ちゃんとしとこう」

「そうですね」

　彼女の後ろに立ち、しっちゃかめっちゃかになった髪を直していく。いつものように、気持ちよさそうに大人おとなしくしている百瀬。

　……少しずつ落ち着きを取り戻し、改めて状況を振り返る。

　俺はこの子に恋をしているらしい。

　そしてこの子も、どうやら俺に恋をしている。

　こんなことは初めてで、お互い好き合っているなんて全く経験のないことで、正直なところ未いまだに実感が湧わかなかった。つい三十分前までは、こんな展開思いもよらなかったのだし。

　でもきっと間違いない。証拠は十分に揃そろっていて、まだ鼓こ動どうは痛いほど高鳴っていて、それに何せ──失しつ恋れん探たん偵ていがそう言っているのだから、俺たちは、両思いなのだろう。

　だとしたら……これからもこの役割を担になうのがずっと俺であればいいなと思う。十年後も二十年後も彼女の髪を直すのが俺であれば、この表情を見るのが俺の特とつ権けんであればいいなと思う。

　でもまずは──ゆっくり明日あしたからの事を話そう。

　俺たちは、これからたくさんの時間を一いつ緒しよに過ごすことになるのだから。今日きようくらいは、ドーナツの二、三個に飲み物を付けておごってやってもいい。

　なんて思ったのだが、

「こんなに泣かされたんで、お詫わびにお店のドーナツ全ぜん種類おごってください」

「それはさすがに無む理りだろ!?」

　ぼんやりした百もも瀬せの言葉に、反射的にそう突っ込んだ。

　彼女はうっすらと目を細めると、もう一度、ほんのわずかに微笑ほほえんだ。
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　翌よく週しゆう。

　俺おれと百もも瀬せは喫きつ茶さ店てんの窓まど際ぎわの席で隣となり同士ならんで座っていた。

　ここは地域でも評ひよう判ばんの若じやつ干かん高級な店で、普ふ段だん俺たちが軽々しく通えるようなところではない。ではなぜ、こうしてここでケーキとお茶を前にしているかというと、

「突とつ然ぜん呼び出してごめんなさいね」

　そう言って微笑ほほえむ矜きよ持うじヶが谷やさんに、話がしたいと連れてこられたのだ。

　俺も百瀬もどう言葉を返すべきかわからず黙だまり込む。しかし彼女はその顔に笑えみを湛たたえたままで続けた。

「最近失しつ恋れん探たん偵ていの活動の方はどう？　忙いそがしいのかしら？」

　酷ひどい緊きん張ちよう感を覚える。どういう意い図とがあっての質問だろう……。

「……あー、実は今……失恋探偵はもうやってなくて……」

　恐る恐るそう切り出すと、

「……え？」

　矜持ヶ谷さんは怪け訝げんな表情になった。

「その……あれから色々あって、百瀬と俺の間でも議ぎ論ろんになったりして……お互い色々思うことはあったし……もう一度、その活動について考え直した方がいいかなって思ってさ……」

　説明する俺の隣で百瀬は黙ったままだった。矜持ヶ谷さんに対して罪ざい悪あく感かんみたいなものを覚えているのかもしれない。

　俺たちはあれ以来、結局活かつ動どうを再開しないままでいた。確かに「失恋の事実を探る探偵」という存在には意義があるのだと思う。その必要性は、俺自じ身しんも肌はだ身みに染しみて感じていた。それでも、事実クライアントがそこまでの覚かく悟ごを決めずに依頼をしてくる可能性は今も消えないだろうし、意い図としない形で人を傷つけてしまう事もあるのだろう。実じつ際さい俺たちは、矜持ヶ谷さんをひどく苦しませてしまったのだ。その事が、心のどこかで大きな引っ掛かりになっていた。

「そう……だったのね……」

　矜持ヶ谷さんはお茶を一ひと口くち飲み、うなずく。

「……もしかしたら、私の依頼がその原因の一いつ端たんだったりするのかしら……」

「……」「……」

「そう」

　黙り込む俺たちの態度を「イエス」の意味と取ったらしく、矜持ヶ谷さんはちらりと窓の外に目をやった。そして、少々悩むようにうつむくと、

「……もしよかったら、二人が考えていることを教えてもらえるかしら？」

　窺うかがうような目でこちらを見た。

「どうして今も、二人は活動を再開させないの？」

「……んーと」

　少しだけ迷ってしまう。

「正直……本人の前で言うようなことじゃないと思うんだけど……」

「私は聴ききたいわ」

　言って、彼女は少しだけ身を乗り出す。

「むしろ、そこまでわかっておいて詳しよう細さいを聴きけない方がよっぽど後あと味あじが悪いわよ」

「……わかった」

　確かにそれはそのとおりだろう。説明するしかない。

　一度お茶を口にしてから、俺おれは事の顚てん末まつを彼女に説明した。百もも瀬せが全てを話したがったこと。俺がそれに反対し、事実を隠かくすべきだと主張したこと。結果として、矜きよ持うじヶが谷やさんに辛つらい思いをさせたことを、俺たちの中でどう受け止めればいいのか解わからなくなってしまっていること。

「なるほどね……」

　言って、矜持ヶ谷さんは腕を組んだ。

「じゃあ、まさにその当とう事じ者しやである私の気持ちも聞いてくれるかしら？」

「……うん」

　一度息いきを吸い込んでから俺はうなずく。同じく百もも瀬せも、身み構がまえるようにその場に座り直した。

「私は……本当のことを教えてもらえてよかったと思ってるわ」

「……」

「どんなに辛い事でも、悲しすぎる事実でも、教えてもらってよかったと思っている。だって私は、自分の恋の事実確かく認にんを『探たん偵てい』に頼んだんだもの。自分の手ではなく、人に任せることにしたんだもの。覚かく悟ごはしていたわ。辛い事実を突き付けられる可能性があるという事は。まあ、実際は、予想よりはるかに残ざん酷こくなことを告げられたのだけど……。でも私は、自分で調べるよりもよっぽど公こう平へいで確実な事実を知ることを期待して、あなたたちに調査を頼んだのよ？」

「でも」

　隣となりの百瀬が声を上げた。

「辛かったですよね？　ショックを受けましたよね？」

　これまでのように冷静な表情の彼女。しかし俺はそこに、ほんのわずかに気き遣づかいの色が滲にじんでいることに気付く。

「ええ、正直、死んでしまうかもしれないと思うほどショックだったわ」

　矜持ヶ谷さんはうなずく。

「あれからしばらく食欲もわかなくて、無む理りに食べても吐はいてしまって、怖こわくて学校にも行けなくて……やっぱり私、本気で小こ早ばや川かわ先せん輩ぱいの事好きだったし、凛りんのことも親友だと思っていたから、もう何も信じられないって思ったの……二度と恋なんてできないし、それ以前に、もうここで人生終おえちゃった方がいいんじゃないかって、何度も考えたわ」

　百瀬の手が、膝ひざの上でぎゅっと握られた。しかし、矜持ヶ谷さんはよどみなく言葉を続ける。

「それでも……ふと思い出したの。私に、調査結けつ果かを話す千ち代よ田ださんの表情を。知り合ったばかりの私に、すごく真しん摯しな態度で事実を伝えてくれた……あの時の表情を。でね、思ったのよ。あの子のことは信じられるかもしれないって。あなたに事実を教えてもらうことができたのは……残ざん酷こくに終わってしまった私の恋にとって、唯ゆい一いつの救いなのかもしれないって」

「……」

「それからね」

　矜きよ持うじヶが谷やさんはこちらを見る。

「野の々の村むら君が優しくしてくれたのも、すごくうれしかった。結果の報告中も、ずっと額ひたいに汗あせ浮かべて私のほう見てて……心配してくれてたのよね。……いろいろ、後あと片かた付づけとかもしてくれて……ごめんなさい、迷めい惑わくをかけてしまって」

　俺おれは黙だまって首を振った。

「本当にね、二人はいいコンビだと思うの。きちんと事実を告げてくれる千代田さんと、気き遣づかって、心配してくれる野々村君。どちらも必要で、どちらが欠けることもできない二人で。もちろん、今後は今までしてこなかった配はい慮りよもしなければいけないかもしれない。それでも私は」

　言って、矜持ヶ谷さんは微笑ほほえんだ。

「失しつ恋れん探たん偵ていを続けてほしいな。私も、もう一度凛りんと友達になれるよう、頑がん張ばるから」
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「今でも、恋はいつか終わる物だって思ってる？」

　放課後ごの屋上で、俺は隣となりでぼんやりしている百もも瀬せに尋たずねた。摑つかんだフェンスの先、校庭の片かた隅すみでは、尾お崎ざき君と志し穂ほ里りが壁に向かって何やらしている。もしかしたら、新たな「正」の字を刻んでいる最さい中ちゆうなのかもしれない。

「わかりません」

　百瀬は答えた

「今でもどこかでそうは思っているのですが、そうじゃないといいな、とも思いますし、そうじゃないのかもしれないとも思います。何にせよ、はっきりとはわかりません」

　百瀬越しに、帰き宅たくする矜持ヶ谷さんの颯さつ爽そうとした後ろ姿すがたが見えた。さらにその向こう、北校舎の教室では、芹せり沢ざわさんが酒さか井いさんの隣で彼の制服のボタンを縫ぬい直しているようだった。

「先せん輩ぱいはどう思うんですか？　今でも、そんなことはないと思いますか？」

「……んん……」

　一いち度ど視線を百瀬からそらし、考える。渡り廊下では、何やら漫まん画がらしきものをもった菜な奈な緒おさんが時とき田たさんと二人で歩いていた。

「……俺おれはやっぱり、永遠に続くものがあるかもしれないって、そう信じてる」

　俺はそう言って、百もも瀬せの方を向いた。

「その……正直、そこに理り屈くつはないんだ。理由はないんだ。それでも今の俺には……この気持ちがずっと続くようにしか思えなくて、どこかで終わるものだとは思えなくて……だったらそれを、永遠って呼びたいと思うんだ」

　こんなセリフでは、百瀬を納なつ得とくさせられないことはきちんと解わかっていた。俺が言っているのは精神論ろんでしかない。百瀬が組み上げた、理屈の上での絶望にきちんと向かい合う意見ではない。

　それでも俺は──本気でそう思うのだ。

　この気持ちは、百瀬に対するドキドキは、永遠に続くんじゃないかと。

　そしてそれを、彼女に伝えたいと。

　多分、それが今の俺にできる全てで、伝えられる全てなのだ。だから俺はその気持ちを信じたいし──百瀬にも信じてもらいたいと思う。

「そうですか」

　うなずくと、百瀬はもう一度ぼんやりと校庭に目をやる。

　そして──

「なら、私も信じるよ。九つ十く九ものこと」

　──静かにそんなセリフを続けた。

「……」

　……ん？

　今こいつ、俺のこと何て呼んだ？　下の名前で、しかも呼び捨てにしなかったか？

「やっぱりしっくりきませんね」

　相変わらずこちらを見ないままで、そう言って百瀬は息を吐はきだした。

「お互い両想おもいなら、こういう呼び方や話し方をするものなのだと思っていたのですが、やっぱりこれまでどおりが、一番みたいですね」

　……そうだろうか。俺は結けつ構こう、呼び捨てにされるの嫌きらいじゃなかったんだけどな。というか……正直かなりドキドキして、ぐっと来たんだけど。

「さて、そろそろ時間です」

　百瀬は携けい帯たいの画面を確かく認にんし、そう言った。

「部室にもどりましょう。先せん輩ぱい」




「──だから僕、言ったんです、絶対にそんなことはないって、僕が好きなのはエリコだけで、心配に思うようなことはないんだって」

　その顔に必死の表情を浮かべ、目の前の男だん子し生徒──失しつ恋れん探たん偵てい十二人目めのクライアントは主張した。

「なのに、エリコは『それでも信じられないの』って……『もうこんな気持ちでは付き合えない』って言って、僕の元を去って行きました」

「なるほど」

　百もも瀬せはうなずき、髪かみをぐしゃぐしゃと搔かきむしった。

　矜きよ持うじヶが谷やさんとの会合からちょうど一週間後、十二月上じよう旬じゆんの放課後の事だった。

　いつものミス研部室にいつもの助手シート。午後の日差しに、百瀬の髪が淡くきらめいている。冬の陽よう光こうはどこか儚はかない。

　俺おれたちは、失しつ恋れん探たん偵ていの活動を再開させた。調査には、私情が混じらないよう細心の注意を払う。わかった事実は、全てきちんと伝える。この二点を順じゆん守しゆする、以前とほとんど変わらないスタンスで。

　しかし、変わったところもある。

「本当に、やましい所は何もないのに……何でこんな風ふうになってしまったんだろうって、とても悲しくて……」

　言って、クライアントは眉まゆを寄せる。うん、俺の出番みたいだな。百瀬が事実の解かい明めいに集中できるよう、俺が彼を気き遣づかわなくては。

「それは辛つらかったでしょうね……。信じてもらえないのもそうですし、それをきっかけに別れなきゃいけないなんて」

「ええ……世の中にはこんなに悲しいことがあるんだって、驚いてしまうくらいでした」

　クライアントは目に涙を浮かべ、俺にうなずいて見せる。

「だからあの、知りたくて……本当にエリコは、信じられなくなったから振ったのか……どうしても知りたくて……」

　クライアントは目をこすりながら、吐はきだすようにしてそう言う。

「なるほど、わかりました」

　百瀬はうなずいた。くしゃくしゃの髪がふわりと揺れた。

「では、今回のご依い頼らいは『前まえ田だエリコが自分を振った本当の理由が知りたい』でよろしいでしょうか？」

「はい」

　クライアントはうなずく。

「それでは、最後に一点ご確かく認にんです」

「……はい」

「調査の結果、思いもよらない事実が判はん明めいすることもあります。予想以上に残ざん酷こくな事実や、受け入れるのが難しい事実に直面する可能性もあります。それでも──調査を望まれますか？」

　──今日きようもどこかで恋が始まって、どこかで恋が終わる。

　誰だれかの中で永遠が始まり、誰かの中で永遠が終わる。

　これまで人は皆そうやって生きてきたんだ思う。くっついたり離れたり、恋をしたり醒さめたりしながら。そしてそんな些さ細さいなループはこれからもずっと続いていくのだろう。百年経たっても、千年経っても、それこそ、人類が滅びてしまうまでずっと。

　なら俺おれは──

　だとしても俺は──

　きちんとその気持ちに向かい合いたいと思う。

　胸の苦しさから、高たか鳴なる鼓こ動どうから、手の震えから、額ひたいの熱から、目をそらさないでいたいと思う。

　そして、同じように願う人が救いを求めてきてくれるなら──失しつ恋れん探たん偵てい助手として、全力でその依頼に応こたえたいと思う。

「それでも……僕は、本当のことを知りたいです」

　クライアントがうなずくと、百もも瀬せは宣せん言げんするように言った。

「失恋探偵百瀬とその助手野の々の村むら、間違いなく、あなたの依い頼らいを受じゆ理りしました」





　　　あとがき




何かで一番になるというのは本当に難しいもので、これまで僕はしょぼい人生の中で一度たりとも「これに関しては自分が絶ぜつ対たい一番だぜ！」と胸を張ることが出来ずにおりました。うっかり漢字の小テストでクラスで一番の点数を取った時も、給食を誰だれよりも早く食べ終えた時も、いや、実際はもっとすごいやつがいるんじゃね？とイマイチそれを誇ることが出来ませんでした。

ただ、これだけははっきり言える、今回の電でん撃げき大たい賞しように応おう募ぼして出版されることになった作品たちの中で、あとがきを書くのが一番早かったのは間違いなく僕だ!!

というのも現在二○一二年七月二十七日午後十二時半、結果はまだ一次選せん考こうのものしか出ていないのです!!

出版されるか、というかそもそもこのあと選考で進めるかも分からないこの段階であとがきを書き始める者など他にはいるまい……！これに関しては、僕がこの星でナンバーワンだ…!!まあ、実際こうやってこの文章を皆様に読まれているということは、何らかの形で出版させていただけることになったのでしょう。ありがたい話です。ダメだったら、この文章は普通にiPhoneのメモ帳から削さく除じよします…。（以下略りやく）

　という事で皆さま初めまして。岬みさき鷺さぎの宮みやと申します。「失しつ恋れん探たん偵ていももせ」を手に取っていただきありがとございます。読み終わった方はお楽しみいただけましたでしょうか。これからの方は、お楽しみいただけることを切せつに願っています。

　さて、右う記きの文章はマジで一いち次じ選考の結果が出た後、この作品の本ほん編ぺんにも出てくる北ほつ海かい道どうの展てん望ぼう台だいで一人でぽちぽち書いたものです。実際はこの後さらにだらだらと文章が続くのですが、あまりに内容が寒かったので割かつ愛あいさせていただきました。

　文中でも述べていますが、実じつ際さい第十九回電撃小しよう説せつ大賞に応募した人の中で一番早くあとがきを書いたのは僕ということになるのではないでしょうか。まあ同時に、一番バカなのが僕だと証しよう明めいされてしまった感もありますが。というかそもそも、なぜこの時の僕は「あとがきを早く書いた」なんてどうでもいいことでこんなに得とく意いげになってるのかもよくわかりませんが。

　こんな人間ですが、今後も執しつ筆ぴつ活動に邁まい進しんできればと思うので、応おう援えんしていただければ幸いです（強ごう引いんなまとめ）。

　最後に、果てしない改かい稿こうに付き合ってくださった担当編集氏、期待をはるかに上回る美び麗れいイラストで本ほん作さくを彩いろどってくださったNardackさん。そして改めて、本作を手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございました。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。


岬　鷺宮　
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岬みさき 鷺宮さぎのみや

世紀末に青春を過ごした系ライトノベル作家。

恋愛ものの小説を読み、ときめきのあまり布団の上でのたうちまわる生活を送っていたが、一念発起して自らも創作を開始。以降、執筆の苦しみからも布団をのたうちまわることとなった。成人男性。しし座。
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Ｎａｒｄａｃｋナルダク

『東雲侑子』シリーズ（ファミ通文庫）を始め、韓国・タイなど様々なライトノベルのイラストまでを手がける気鋭のイラストレーター。








電撃文庫





失しつ恋れん探たん偵ていももせ




【電子特別版】











岬みさき 鷺宮さぎのみや








二〇十三年八月二十九日　配信









発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二─八五八四　東京都千代田区富士見一─八─十九







(C)2013 MISAKI SAGINOMIYA/ASCII MEDIA WORKS











本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。


















【電子書籍版特典】

　失恋探偵ももせ

　散開と再生（Stereophonic）




　この作品は、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．32』に収録されたものの再収録です。

　文庫版『失恋探偵ももせ』には収録されておりませんので、予めご了承ください。







　（初出）

　『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．32』（２０１３年発売）







[image: ]






「多た々た良ら新しん太た郎ろうと言います……二年二組在ざい籍せきです。よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げるクライアントに、俺は鈍にぶい緊きん張ちょうを覚えていた。

　十二月の放課後。

　宇う田た路ろ中ちゅう央おう高校南校舎四階の、ミス研部室にて。

「こちらこそよろしくお願いします。ではおかけください」

　百もも瀬せに促され、多々良君はクライアントシートに腰かける。俺たちも、彼に続いてそれぞれの席に腰を下ろした。ちらりと目をやった窓からは、雪の積もった宇田路市街を見下ろすことができた。

　──さて、業務のはじまりだ。

　目の前のノートを開きながら、俺はなんだか感かん慨がい深い気分になる。ここに来るまでいろんなことがあったな……。

　俺と隣となりに座る後輩女子──千ち代よ田だ百瀬は、このミス研を拠きょ点てんとして「失恋探偵」という一種の探偵業務を行っていた。失恋してしまった生徒から依い頼らいを受け、未練なく恋を終える手伝いをする探偵、と言えばなんとなく活動内容を想像してもらえるだろうか。

　青春真っ盛りの高校生達に、その方向性はなかなか需要があったらしい。俺たちはそれなりに調査で忙しい日々を送っていた。いくつもの依頼を解決し、たくさんの失恋を見送ってきた。

　もちろん、内容が内容なだけに平へい穏おん無事な活動はできない。クライアントの苦しむ顔を見るのは日常茶さ飯はん事じだったし、先日は重大な問題にぶち当たり、大いに揉もめた末に業務を休止する、なんて事件まで起きた。

　それでも、「色々と」あって問題は概おおむね解決。俺と百瀬もなんとか仲直りし、今日から失恋探偵の業務を再開する運びとなった。

　つまり、今回の依頼は──失恋探偵活動再開後、最初の依頼ということになる。

「彼女に……エリコに振られてしまったんです！」

　目に涙を浮かべ、クライアントである多々良君は訴えた。癖くせの強い髪と瘦やせすぎなほどに瘦せた体をプルプル震ふるわせながら。

「先週、放課後に突然呼び出されて……本当に、いきなり……」

　かけているメガネは黒縁。肌は日にあたったことがないのかと思うくらい白くて、インドア派っぽい印象だ。実際、体格を見る限りではスポーツが得意ってことはまずないだろう。

　深く息を吐はき、俺は気合を入れなおす。

　以前はあまり乗り気でなかったこの活動だけど、これからは積極的に調査に取り組みたい。きちんと失恋の事実を解き明かし、クライアントがすっきり恋を終えることができるよう頑張りたい。

　ふと見ると、百瀬もどこかこれまでとは違う表情だ。

　小柄な体に黒髪のボブヘアー、怜れい悧りだけどどこか幼さを感じる顔つきは以前のままだけど、漂ただよっていた危うげな気配や不安定な色は薄うすまった気がする。きっと一連のいざこざを経て、彼女の気持ちにも変化があったのだろう。

「なるほど、では、出会いからこれまでのいきさつをお教えいただけますか？　可能な限り詳細にお願いします」

　百瀬はぐしゃぐしゃと髪を搔かきながら尋ねた。整ったボブヘアーがあっという間に爆発した。

「はい……。彼女のことは、一年のときに知ったんです」

　拳こぶしをぎゅっと握り多々良君は説明しはじめる。

「最初は、自分のクラスに『テクノポップ』っぽい音楽を作っている女の子がいる、という噂うわさを聴きいたことがきっかけでした。僕、テクノだったりハウスだったり、ＥＤＭっぽい音楽にハマっているのですごく気になったんです」

　ふむ。「テクノ」や「ハウス」と呼ばれる音楽は聴いたことがある。なんというかこう、バンドとかじゃなくて電子音っぽい感じの音楽のことだ。多分「ＥＤＭ」っていうのも、そういう類たぐいの音楽の一種だろう。

　しかし、テクノポップをやっている女の子で曲は自作、か……。

　心当たりがあるな……。

「……あ、もしかして、助手さん知ってますかね？」

　俺の表情に気付いたらしい、多々良君は尋ねる。

「彼女は──前まえ田だエリコは、文化祭でもステージに立っていましたから。後夜祭に来ていたなら、最初に出てた小さい子がそうなんですが」

「あーやっぱり……」

　腕を組み思い出す。数か月前、文化祭最後のイベントである後夜祭で、確かにトップバッターとして小動物系の女の子がテクノポップを歌って踊っていた。彼女が前田エリコか。

　あの日のステージは百瀬と一いっ緒しょに見ていたのだけど……めちゃくちゃかっこよかった記き憶おくがある。

「で、エリコのことを知った僕は、彼女のサイトで曲を視し聴ちょうしたんですが……これが本当に最高で！」

　言って、多々良君は高揚も露あらわに続ける。

「彼女すごいんですよ！　あれ、ＤＪとの二人ユニットなんでエリコは歌ってるだけって思われがちなんですけど、実際は彼女が作詞も作曲も、デザイン関係も全部やってるんです！　しかも、ちょっと前には有名テクノミュージシャンのコンピレーションアルバムにも参加が決まったらしくて……。『井い之の上うえトウマ』って知りませんか？」

「あ、ああ、はい、知ってます……」

　勢いのいい問いに、若じゃっ干かん気け圧おされつつ俺はうなずいた。

　井之上トウマ。最近話題の音楽プロデューサーだ。自身の所属するテクノユニットやアイドルへの楽曲提供でヒットを飛ばしまくり、最近はファッションリーダーとしても注目されつつある。俺も自分のスマホの中に何曲か彼の曲を入れていた。

「彼女はそんな有名人にまで注目されはじめているのです！　さらにですね、なんだかちっちゃくてころころした感じが最高にかわいくて、真ま面じ目めでいい子で……僕はあっという間にベタ惚ぼれしてしまったのです！」

「なるほど」

　百瀬は顎あごを撫なでる。

　確かに、ここまで絶賛するということは本当に前田エリコのことが好きで好きで仕方がなかったんだろうな……。

「ですから、僕は彼女にその気持ちを惜おしまず伝えました。ネットに新曲がアップされる度たびに感想を書きました。実際に会うときも好きだと、あなたは最高だと言い続けました。向こうはその度に顔を真っ赤にして、本当に照れた様子でした……」

　何か……その様子は想像がつくな。

　多々良君、きっと今と同じようなテンションで本人にも好意を伝えまくったのだろう。前田さんが照れてしまったのも当然だ。

「で、そんなある日ですね……突然放課後彼女に呼び出されまして……何回も告白してくれてありがとう。付き合おう、と言われたのです!!」

　頰ほおを真っ赤に染め、多々良君は話を続ける。

「最初は信じられませんでした……夢かと思いました……。あんなに憧あこがれた、焦こがれ続けた彼女が自分を好きになってくれるなんて……。もちろん、そのお話に僕は二つ返事で答え、交際がはじまったのですが……ああもう、そこからは思い出すだけで幸せな、彼女漬けの日々でしたよ！」

　多々良君はその顔に恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「彼女の曲を目覚ましに起き、登校の準備をしながら彼女の昨日のブログをチェック！　その間ももちろんＢＧＭは彼女の歌声ですし、開いた携帯の壁紙は彼女のプリクラ！」

　彼はポケットから携帯を取り出しこちらに画面を向ける。

　確かに、その壁紙はこちらに微笑ほほえみかけているリスっぽい女の子──前田エリコさんのプリクラ画像だ。

「登校も彼女と一緒、授業も一緒に受け彼女と共に下校、家では再び彼女の曲を聴き彼女のことを考える……。本当に……幸せでした……」

「……ふうむ」

　陶とう酔すいしきったような多々良君の表情。俺は思わず、唸うなるような声を漏もらしてしまう。

　なるほど、本当に多々良君は前田さんにぞっこんで、メロメロで、好きで好きで仕方ないのだろう。それはよくわかった。

　でもなんだろう、俺の中で少しずつ違和感が芽生えはじめているのも事実だった。

「あの……」

　俺はおずおずと声を上げる。

「プリクラ、前田さんが一人で写ってるやつなんですね……。二人で一緒に撮ったの、とかではなく……」

「あ、そうですね」

　当然のような顔で多々良君はうなずいた。

「なんかほら、自分なんかが写ると画え的に美しくないじゃないですか。彼女のかわいらしさが削そがれます。なので、頼たのんで一人で撮ってもらったのです！」

「……なるほど」

　うなずきつつも、やはりその発想への違和感は消えない。俺だったら、好きな人と両思いになれたら一緒に写真を撮りたいと思うけどな……。

　……何となく、百瀬の方に視線をやった。彼女は何かを考えるようにその視線を机の上に落としている。

「というわけで、しばらくは順じゅん風ぷう満まん帆ぱんの毎日を送っていました。ただ……」

　言って、多々良君はテンションを急落させた。

「夏休みが終わったころからでしょうか……少しずつ、彼女の態度がよそよそしくなりはじめたんです……。最初のうちは、作業で疲れているのかなと気にしていませんでした。なのにですね、先日の夜、ファミレスに呼び出されまして……」

　多々良君は一度言葉を切り、震える唇くちびるで息をふうと吐くと、

「『君の気持ちが信じられなくなった』と……言われたんです……」

　かすれた声で、こぼすようにそう言った。

「それだけじゃありません、彼女は食い下がる僕に『他に好きな女の子がいるんじゃないか』とか『私のこと、もう大事じゃないんじゃないか』とか……。そんなことを……言い出したのです！」

　言って、多々良君はきっと俺に視線を向ける。

「助手さん！」

「は、はい！」

「今までの話を聴いていただけばわかりますよね!?　僕がどれだけエリコを大事にしているか！　エリコ以外の人間になびくなんて、いかにありえないことか！」

「それは……そうですね」

　……うん、その発言には良くも悪くも説得力がある。

「だから僕、言ったんです、絶対にそんなことはないって、僕が好きなのはエリコだけで、心配に思うようなことはないんだって。なのに、エリコは『それでも信じられないの』って……『もうこんな気持ちでは付き合えないって』言って、僕の元を去って行きました」

「なるほど」

　百瀬は髪をぐしゃぐしゃと搔きむしった。

「本当に、やましい所は何もないのに……何でこんな風になってしまったんだろうって、とても悲しくて……」

　多々良君は目に涙をためた。そろそろ限界っぽいし、フォローを入れておくか……。

「それは辛つらかったでしょうね……。信じてもらえないのもそうですし、それをきっかけに別れなきゃいけないなんて」

「ええ……世の中にはこんなに悲しいことがあるんだって、驚おどろいてしまうくらいでした」

　多々良君は目元をこすり、視線を落とす。

「だからあの、知りたくて……本当にエリコは、信じられなくなったから振ったのか……どうしても知りたくて……」

「なるほど、わかりました」

　百瀬はうなずいた。くしゃくしゃの髪がふわりと揺れた。

「では、今回のご依頼は『前田エリコが自分を振った本当の理由が知りたい』でよろしいでしょうか？」

「はい」

「それでは、最後に一点ご確認です」

「……はい」

「調査の結果、思いもよらない事実が判明することもあります。予想以上に残ざん酷こくな事実や、受け入れるのが難しい事実に直面する可能性もあります。それでも──」

　言って、百瀬は多々良君の顔を覗のぞき込むように首をかしげた。

「──調査を望まれますか？」

「それでも……」

　ほんの少しだけ言い淀よどんでから、はっきりと多々良君は答える。

「……僕は、本当のことを知りたいです」

　百瀬はその場に立ち上がると、宣言するように彼にこう言った。

「失恋探偵百瀬とその助手野の々の村むら、間違いなく、あなたの依頼を受理しました」
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　多々良君を廊下まで見送り終え、部室に戻る。

「よし！」

　言いながら、俺は自分の定位置、助手シートに腰かけた。

「失恋探偵活動再開一発目の依頼だ。あらためて、よろしくな百瀬！」

　そう言って微笑みかけると、彼女もわずかに口角を上げた。

「そうですね。こちらこそ、よろしくお願いします」

「……」

　なんだろう、自分ではじめたやりとりなのに、彼女の表情に妙にドキりとしてしまった。

　まっすぐ百瀬の顔を見ることができない。

　──実は俺たちは、つい先日両思いだということが発覚したばかりだったりする。

　例の失恋探偵に関して揉めていた時期に、ひょんなことからそんなことが判明してしまったのだ。

　自分でもその気持ちに全く自覚がなかったものだから、未いまだに俺はこの関係に慣れることができないでいる。こうやって話すだけで照れてしまうし、異常にドキドキしてしまう。

　ていうかなんだろう……なんだか百瀬が前よりも数段かわいく見えるぞ……。これは一体……どういうことだ……。

「……で！　どう思った？」

　その気持ちをごまかすように百瀬に尋ねる。

　これ以上意識していると顔が赤くなってしまいそうだ。

「何か俺は多々良君のテンションていうか……好きになり方に違和感があったんだけど」

　うん、なんというか、彼からは行き過ぎというか、ちょっとずれているような感じがしたのだ。プリクラの件も、異常なまでのあのハマり具合も。

「そうですね、そこは私も同意です」

　百瀬も首を縦に振る。

「だよな。あんな好かれ方したら不安になるのも仕方ないと思うわ。……まあ、他に好きな人云うん々ぬんってなるのはよくわかんないけど」

「なので、明日からは調査ですね」

　百瀬はノートを閉じ、体ごとこちらを向いた。

「とりあえず、私から見ても現状これはという手がかりはありません。まずは、前田さんのことを全般的に詳しく知りたいです。地道に聞き込み、張り込みをしていきましょう」

「……了解」

「ところで、先輩？」

　百瀬は俺の目を見ると、小さく頭を振って見せた。

　搔きすぎてボサボサになった髪が揺れる。

　──こいつには、ことあるごとに髪をぐしゃぐしゃに搔いてしまう癖がある。

　考えごとをしているとき、クライアントの話を聴くとき、大好きな少女漫画を読むときに、ボブヘアーをしっちゃかめっちゃかにしてしまう癖が。

　そして──

「……おう」

　──それを直してやるのは、俺の役目だった。

　俺は手を伸ばすと、絡からまったその黒い髪を丹念にほどきはじめる。

　半年以上前から繰くり返されてきたこの習慣。最初は必要に迫せまられて仕方なくだったけれど、両思いになった今は妙に緊張して手が震えてしまう。

「……」

　俺の手て櫛ぐしを、百瀬は気持ちよさそうに受け入れている。

　彼女の頰がわずかに赤いのは……気のせいだろうか？
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　翌日から、俺と百瀬は調査の第一段階である『聞き込み』をはじめた。前田さんの周囲の人
人に話を聴き、彼女に関する情報を集めていく。

　ただ、揉めごとを事前に回かい避ひするためにも、俺たちは自分らが「失恋探偵」であることを明かせない。調査対象に俺たちのことがばれてしまえば、依頼者や、最悪教師も巻き込んだ問題になる可能性があるのだ。

　というわけで、今回俺たちは音楽評論サークルの取材を装よそおって、前田さんのクラスメイトに彼女のことを教えてもらった。「今話題のアーティスト、前田エリコの特集をしたいんです！」みたいな口こう上じょうを駆使して。

　結果、わかったことがいくつか。

　まず前田さん、そのキュートでガーリーなルックスに似合わず、性格はかなりストイックらしい。特に音楽に関しては一切妥だ協きょうをせず、必要があれば不眠不休での作業も辞さないそうだ。実際、目の下にクマを作った状態で学校に来ることも何度もあったとのこと。

　そして彼女、多々良君が話していたとおり、最近各所で評価がうなぎ上りらしい。

　ネットにアップしたデモ音源は日本のみならず海外のリスナーからも好評で、噂によると例の井之上トウマの主宰するレーベルから単独デビュー、なんて話もあるそうだ。週末ごとに札さっ幌ぽろのスタジオに通い、アルバムの制作に励んでいるとの証言も聞けたし、結構マジですごいことになっている気配だ……。




　というわけで──その週の土曜日。

　彼女の実際の様子を確認するため、そしてどんな感じで音楽活動をしているのかを確認するため、俺と百瀬は札幌まで張り込みに来ていた。

　時刻は午後八時前。

　駅前広場の物陰から、俺たちは前田さんの様子をうかがう。

　前方数十メートルほどの位置で、彼女は誰だれかを待つように辺りを見回していた。相変わらずその様子は小さなリスみたいでかわいらしいのだけど、着ているパーカーや派手な彩色のスニーカーは、テクノアーティスト風の印象だ。

「……誰を待ってるんだろうな？」

「恐らく、レーベルの関係者でしょう」

　俺の問いに、百瀬はこちらを見上げて答える。

「こんな時間ですからね、女子高生を一人で歩かせるわけにもいかないでしょう。となれば、楽曲制作に携たずさわっているスタッフが迎えに来るんではないでしょうか」

「ああ、なるほど……」

　うなずいて、俺は視線を前田さんに戻した。

　実際、まさかこんな時間から作業をするものだとは思っていなかった。もうちょっと早い時間に仕事をはじめて、あまり遅くならないうちに帰宅するものだとばかり。

　そんなことを考えるうちに、一人の人影が前田さんに近づいていった。

　それに気づいた前田さんは人影の方を向き笑顔を浮かべる。どうやら、スタッフが到着したらしい。

　が、

「……うわ！」

　俺はそのスタッフの姿に、思わず声を上げてしまった。

「あれ……井之上トウマ本人じゃん……！」

　──独特のデザインでカットされた金髪。奇妙な形のサングラス。白いコートに身を包んだ小柄な男性はテレビやネットで見かける音楽プロデューサー──井之上トウマ本人だった。

　彼は前田さんと二、三言言葉を交わすと、大通り公園の方に歩き出す。

「うおおおお、すげえ！　いきなりご本人登場か……！」

「先輩、行きましょう」

　はしゃぐ俺に百瀬が言う。

「行ってしまいますよ」

「お、おう……！」

　歩き出す彼女に続き、俺も物陰から足を踏ふみ出した。

　井之上トウマと前田さんはそこそこ人通りのある街路をスムーズに歩いていく。その足取りには迷いは感じられない。どうやら目的地には通いなれているらしい。

　時折すれ違う人が井之上トウマに気付き驚いた表情を見せるが、特に話しかけられたりはしていない様子だ。

　しかし前田さん……どうも井之上トウマとはかなり親しいようだ。肩を寄せ合い通りを歩いていく様は、もうなんか普通の友達同士みたいに見える。やはりデビューの話は本当なんだろう。ある程度時間を一緒に過ごさないと、この関係性には至れない気がする。

「……」

　思う所があり、隣を歩く百瀬をちらりと盗み見た。

　前田さんたちに視線を向け、てくてく夜の街を歩く彼女。

　これ……手とか、つないだ方がいいんだろうか。

　プロデューサーとアーティストがあんなにも仲よさげに並んでいるのだ。肩を寄せ合い歩いているのだ。なら両思いである俺たちは、もっとくっついてしかるべきなんじゃないのか……？

　結局、お互いの気持ちが判明して以降も俺たちはそれまでどおりの関係であり続けていた。俺個人としてはちょっとそれが不満だったし、ちょっとくらい、百瀬に「そういうこと」をするのを許されたいとも思っていた。

「……」

　──意を決し、俺は少しずつ百瀬の方に手を伸ばしはじめる。あくまで視線は前に向け、歩みを止めないままで。

　百瀬が身持ちが固い方なのか、それとも比較的オープンな方なのかはよくわからない。性格を考えれば、どちらかと言えば真面目な方なんじゃないかという気はする。それでも、さすがに十六歳にもなって手をつなぐ程度を拒こばむことはないだろう。きっと受け入れてくれるはず……！

「……」

　ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　あと少し……。

　あと数センチで……きっと俺の手は百瀬に触ふれる。

　そうなれば、あとは何食わぬ顔で彼女の手を握るだけ……。

　額に汗がにじむのを自覚しつつ、手に柔らかい感触が伝わるのを鮮明にイメージした。

　その瞬しゅん間かんだった──

「──先輩？」

「はい！！？？」

　──突然百瀬に呼びかけられ、俺は伸ばしていた手を音速で引っ込めた。

「ど、どうしました!?」

「先輩こそ、ビクビクしてどうしたんですか？」

　俺のオーバーなアクションに驚いたのか、百瀬は目を見開く。

「あの、前田さんたちがスタジオに入っていくのですが」

「……あ、ああ……」

　視線を彼女たちの方に戻すと、うん、確かに二人は路地に面した何やらオシャレな建物に入っていくところだった。百瀬と手をつなぐことを意識するあまり、そちらに気を配れていなかったらしい。

「ご、ごめん……ちょっとぼーっとしてただけだから……」

「もう、ちゃんとしてください」

　言いながら、街路に取り残された俺と百瀬はその場に立ち止まる。

「……よし、じゃあとりあえず、また前田さんが出てくるまでその辺で待ってるか……。そこのファミレスとかで」

「そうですね」

　うなずきあい、俺と百瀬はちょうどスタジオの向かいにあったファミレスに向かって歩き出した。

　ああ、結局手はつなげなかったな……なんてちょっと残念に思いながら。




　ある程度は予想していたことだったが、スタジオに入った前田さんたちはなかなか外に出てこなかった。買い出しなのかなんなのか、一度井之上トウマと二人で出てきてコンビニに行ったくらい。それ以外の時間は、スタジオの中で何が起きているか全く把は握あくすることができなかった。

　というわけでその間、俺と百瀬はいつ現れるともわからない彼らを待ちながら、だらだら雑談せざるをえなかった。普ふ段だんの部室と変わらない空気感。わざわざ札幌まで来てこうなるなら、もっとほかの形で張り込みすべきだったかもしれない……。

　ただ、

「──でも、志し穂ほ里りはその先生に気に入られていたので、許してもらえたのです──」

　クラスでの出来事を話す百瀬は一いっ生しょう懸けん命めいで、聴いてるこっちが参ってしまいそうなくらいかわいらしかった。

　一応話にはきちんと耳を傾けつつも、俺はその表情やしぐさから目を離はなすことができない。やっぱり、前よりも数段かわいく見える気がするな……。

　そして、

「……うわ！　終電あと五分だ！」

　気付けば時刻は零れい時じちょっと前、ダッシュで駅に向かっても間に合わない時刻になっていた。不覚にも、張り込みをさておいてトークを満まん喫きつしてしまった形だ。

「本当ですね」

「や、やべ！　どうしよ！　宇田路帰れないんだけど！」

　さほど慌あわててもいない百瀬とは対照的に、俺は完全にテンパってしまう。

　恋人を連れていてこのミス……結構な失態だろう。しかも、彼女に見とれていて時間確認を怠おこたったとか……あまりにかっこ悪すぎる。

「ど、どうする!?　タクシーで帰る!?　あああダメだ手持ちがそんなにねえ……。歩いて……は帰れるわけねえな……ああどうしよ！　ていうかマジごめん！」

　言って、俺は百瀬に手を合わせた。

「困るよなこんなの……もっとちゃんと注意してればよかった。でもまさか、前田さんたちが終電までに出てこないとは思ってなくて……」

　俺一人が深夜の路頭に迷うのは構わない。それでも、女子高生がそこにいるとなると話は全く変わってくる。親だって心配になるだろうし、本人も不安に思うだろう。

　なのに、

「いえ、まあ別にいいですよ」

　慌てる俺に、コーヒーを飲み干しながら百瀬は首を振った。

「ここは札幌です。終電を逃したところでどうにでもなるでしょう。というか」

　百瀬はこちらの顔を覗き込んだ。

　──ほんのわずかに、ほほえんでいるようにも見える表情で。

「もしかして先輩──わざと終電逃しました？」

「──は？」

「なかなか帰ろうって言いださないし、意図的にそうとしてるのかと思ったんですが」

「……んなわけねえだろ！」

　意味を理解した俺は慌てて言い返す。

「わざととか、そ、そんなお前……！　不ふ埒らちな！」

「そうですか。違いましたか。ただまあ」

　言って、百瀬は頰ほお杖づえをつきこちらを向いた。

「こうなってしまえば一いっ旦たん張り込みを中断し、どこか『それなりの施設』でお泊まりする他ないと思いますけどね」

「……」

　……それなりの施設。

　……例えばそれは、どういう施設のことを言っているのだろう。

　そしてそれに続く「お泊まり」というフレーズ……。

　どうしても妙な考えが浮かんでしまって。

　変なイメージが次から次へと湧わき上がってしまって。

　俺は百瀬に気付かれないよう手のひらの汗をぬぐい、一度ごくりと唾を飲み込んだ。

「では行きましょうか」

　百瀬は席から立ち上がる。

　彼女のその姿は、今の俺にはなんだか異常に大人びて見えた。




「一度来てみたかったんですよね、こういうとこ」

　湯上がりの髪をタオルで拭ふきながら、百瀬は感かん慨がい深げに辺りを見渡した。

　メイクを落としたほっぺたはほんのり上気し、なんだか甘いにおいがする。周囲が薄暗いこともあってか、彼女のその姿に俺の心臓は激しく高鳴った。

「良いお湯でした。外は寒かったですからね、だいぶリラックスできました」

「……」

「先輩、なぜ目をそらすのですか？」

「……」

「先輩？」

　俺は大きく息を吐き出す。

　そして、視線はあくまで百瀬からそらしたままで、

「あ、あのさ……」

　揺れる声でそう切り出した。

「お、お前……こういうとこに二人でいて……平気なのかよ……？」

「どういうことですか？」

「こういうその……施設に二人だけでいて……泊る感じになってて……なんとも思わないのかよ……？」

　そうだ。

　密室。

　薄暗い空間。

　用意されたブランケット。

　順番に浴びるシャワー。

　二人きり。

　そしてお泊まり──。

　こんな状況で冷静でいられるはずがない。正直、俺は大いに動揺し、困惑し、どうすればいいかわからなくなっていた。

　しかし百瀬は。

「いえ全然。だってここ──」

　言って、あっさり首を振る。

「──ただのネットカフェですよ？」

「……」

「確かに、お泊まりはちょっとドキドキしますが、あれこれ言うほど特殊な状況でもないでしょう」

　……そう、俺たちがいるのは札幌駅からほど近い位置にあるインターネットカフェだ。

　その店内の「カップルシート」と呼ばれる席に於おいて、俺と百瀬は始発が出るのを待つことにしたのだ。

　もちろん、百瀬が最初にここに行きたいと言ったときには、肩透かしを食った気分になった。「施設ってそういうことかよ！」と口に出しそうになった。

　ただ、ビジネスホテルに泊まるお金など当然なく、むしろカプセルホテルに泊まるような余裕すらなくてここを選ばざるを得なかったのだ。

　そして今、いざ通されたカップルシートにて──結局俺は激しい緊張感に襲おそわれていた。

　部屋の広さは一・五メートル四方くらいだろうか。マットの敷しき詰められたフラットシート、というタイプの空間で、床全面がベッドっぽい弾力を持っている。そういう場所で両思いの女子と一晩過ごすとか……平静を保てと言う方が無理があるだろう。しかも百瀬、この店に入る際、思いっきり年齢偽いつわって申告してたし……。かなり適当そうな学生バイト店員だったからなんとかなったけど、ばれたら厄やっ介かいなことになるかもしれないぞ……。

　……とりあえず、気を紛まぎらわすためにも調査に関することをしよう……。

　俺はブースの奥までいざって行くと、据え付けられているパソコンを立ち上げウェブブラウザを起動した。

「何をしているのですか？」

　怪け訝げんそうな顔で百瀬が尋ねる。

「ネットでしょうか？」

「うん……前田さんのサイト、見てみようと思ってさ」

　答えつつ、俺は検けん索さくサイトに「前田エリコ」と打ち込み検索ボタンをクリックした。

　考えてみれば、俺は文化祭以降彼女の音楽活動に触れることができていない。そこに何かのヒントがある可能性はゼロじゃないだろうし、どうせ暇なのだから一通り見ておこうと思ったのだ。

　検索が完了し、該当サイトの一覧が表示される。そのトップに──「前田エリコオフィシャルサイト」が出ていた。

「ありましたね」

「おう」

　さっそくクリックし、ざっとその内容を眺めた。比較的簡素な作りのそのサイトには彼女のアーティスト写真と簡単なプロフィール。これまでの音源を視聴できるコーナーと、イベントの出演予定がざっと記載されていた。

「へー、もうイベントとか出てるんだな……。

とりあえず、曲聴いてみるか」

　ヘッドフォンを手に取り頭に装着する。百瀬ももう一つ置いてあったヘッドフォンを手に取った。なるほど、カップルシートにはちゃんと二人分用意されているのか。

　サイトを見る限りでは、公開されている曲は……全部で十数曲くらいだな。

　ここ一年ちょっとの活動の中で彼女が作った曲が、全すべてアップロードされているらしい。

　俺はその中から文化祭の日に演奏されていた曲を見つけ出し、再生ボタンを押す。まずは聞き覚えのあるものから聴いていこう。

　短く読み込み時間があって、きらびやかなシンセサイザーの音がヘッドフォンから流れだした。そこに加工された前田さんの声が乗っかり、甘いメロディが紡つむがれる。うん、間違いない。文化祭で一曲目にやっていたラブソングだ。女の子の気持ちがストレートに表現された歌詞も、あの日聴いたもののままだ。

　正直音楽には全く詳しくない俺だけど、本当に良い曲だなと思う。

　それこそ、井之上トウマの作る曲にも似て、わかりやすいのに同時に深みみたいなものも感じさせられる。たまたまテレビからこの曲が聴こえてきたら、まさかアマチュア高校生が作ったものだとは思わないだろう……。

「いい曲だな」

「そうですね」

　一曲丸々聞き終え、百瀬とそんなやり取りをする。

「多々良君が夢中になるのもわかるわ……」

　次は、つい先日公開されたばかりらしい新曲を聴いてみようか……。

　一覧にある最新の曲をクリックし、説明を読みはじめた。

　どうも、この曲は同日同時刻に二曲同時配信という形で公開されたようだ。兄弟のような関係にある二つの曲はどちらが欠けても成立せず、お互いがお互いを補完し合う形で存在している……とのこと。タイトルはそれぞれ、単純に「side-A」「side-B」となっている。

「ふむふむ。どういうことなのかあまりピンとこないけど、面おも白しろそうだな」

「そうですね。個人的にもコンセプチュアルな曲は好きなので、楽しみです」

「よし、早さっ速そく聴いてみよう」

　マウスをクリックし、その二曲を順番に聴いてみる。

　……なるほど、どちらも曲のテンポが同じくらい、雰ふん囲い気きも似ているし確かに兄弟っぽいな。

　そして、それ以上に俺がその曲に関して引っかかったのが──メロディと歌詞だった。

　これまで聴いた前田さんの曲は全てキャッチーで実にわかりやすいものだった。それなのにこの二曲、声を切り貼ばりしたみたいなブツ切れのメロディに、日本語とは思えない奇妙な歌詞が乗っているのだ。

　……なんか、気になるな。これ、実はちゃんと聴いたらまともな歌詞になっているのだろうか。

　俺はポケットからスマホを取り出し、「side-A」の歌詞を書きだしてみる。

「きー、い、たー、き、の、も、わ、い、なー。みー、さい、かー、わ、し、こ、ぜ、ぜ、み、な、た、だ」

　……一度ヘッドフォンを外し、ディスプレイをじっと眺めた。

　……日本語じゃないな、どう見ても……。あれか、曲に求められた響きの音を発音したらこうなった、的な感じだろうか……。

　リズミカルに挟はさみ込まれる声の切り貼りは確かに耳に心地いい。それでも、胸キュンメロディを予想していた身としては、ちょっともの足りない気がするのも事実だった。

「んー。期待してたのと違ったかも」

　ヘッドフォンをしたままの百瀬に言う。

「なんかマニアックな曲調だな。もしかしてあれかな……井之上トウマっていう後ろ盾だてを得て、よりハイレベルな音楽にチャレンジしはじめたとか、そういう感じかな」

　きっと、制作環境や心境の変化なんかもあったのだろう。一つのバンドでも結成時期と解散時期で曲の雰囲気が全く違うなんてことはよくある。前田さんにも、そういう時期が来ているのかもしれない。

　しかし百瀬は、

「……」

　ヘッドフォンに耳を傾けたままだった。

　どうやら「side-B」の方を聴いているらしい。しかも……何回も冒頭の辺りを繰り返し巻き戻しながら。

　気に入ったんだろうか、あの曲……。

「づー、ちゃっ、のー、み、き、ち、こ、じゃ、い……」

　歌詞を覚えはじめたのか、百瀬の唇からかすかに歌う声が漏れる。珍めずらしく周囲に迷惑にならないよう気を遣っているのか、可能な限り声を殺して。
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　……なんだろう。

　ちょこちょこ動くその唇に、目が釘くぎ付づけになった。

　小さい彼女の顔にくっついている、ミニチュアみたいにかわいい唇。

　リップクリームが塗られているのか、自然に潤うるおったそれは、店内の薄明かりに照らされてわずかに光沢を放っていた。

「きー、わ、しょ、ら、た、の、と、ん、ん、て、かー、ん、ね……」

「……」

　……触さわりたい。

　なんか、ぷるぷるしてて、柔らかそうなそれに……触ってみたい……。

　実はつい最近、何度か「そこ」に「触れる」機会はあった。それでも色々どさくさに紛れてだったし、今となってはその感触を思い出すことができない。

　……もう一度、ここであのときと同じことをしたら、百瀬はどう思うだろうか……。

　驚いたり、嫌いやがったりするだろうか……。

　──と、

「あの、先輩」

「おう!?」

　ぼんやりしているところを突然呼ばれ、俺は思わず声を上げてしまう。

「……ど、どうした？」

　気付けば、百瀬が怪訝な表情でこちらを見ていた。

「先輩こそどうしたのですか。大声を出しては周りの迷惑ですよ」

「すまん、ちょっと考えごとしてて……」

「そうですか、ならいいのですが。ところで、先輩のスマホでも、この曲ダウンロードできますか？」

　……ん？　スマホで？

「……ああ、どうだろ。雰囲気的にはできそうだけど。でもなんで？」

「ちょっと、試してみたいことがあるのです」

　……試してみたいこと、か。

　そのフレーズに、俺は何やら予感めいたものを感じ取る。百瀬がこういうことを言い出すのは、大体依頼解決につながる何かに気付いたときだ。

「やってみる」

　俺は再びスマホを手に取りブラウザを起動。前田さんのサイトにアクセスし、楽曲のダウンロードを試みる。どうやら、サイト自体にはそういう機能は無いようだけど……音楽ダウンロードアプリへのリンクが張ってあるな。ここから行けそうだ。

「……お、できたできた。しかもさすが札幌、通信が速い」

　見る見るうちにダウンロードが進行し、ものの一分ちょっとで受信完了。「side-A」「side-B」両曲のデータがライブラリに保存された。

「で、どうするの？」

　百瀬にスマホを掲げてみせる。

「貸してください」

　百瀬は俺からスマホを受け取り、メニューから音楽プレイヤーを選択した。

「再生するのはここで曲名を選んで、再生ボタンでいいんですね？」

「うん、そうだよ」

　うなずくと、百瀬はスマホを片手に──「あること」をしはじめた。

　完全に予想外の、そして目まの当たりにしても意味を理解できない──「あること」。

「……なんだそれ」

　思わずそうこぼす俺にも反応せず、百瀬はしばらく「その状態」をキープする。

　そして、

「なるほど、事情は大体わかりました」

　しばらくすると彼女はスマホをこちらに返し、こくりとうなずいた。

「え、事情って……前田さんが多々良君を振った理由ってこと？」

「はい」

「……」

　──もはやわけがわからず呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

　そもそも俺たちはまだ、前田さんの張り込みすらろくにできていないのだ。

　何となく彼女の性格と置かれている状況がわかっただけで、その内心や恋愛方面の話には全く踏み入ることができていない。

　それなのに、「あんなこと」するだけで事情がわかったなんて……一体何をどうすればそうなるんだ……。

　これまでも、こういうことは何度もあった。俺が何も見えていないうちに、百瀬が真相を解き明かしてしまうことは。しかし、何度目であってもこの驚きが色あせることはない。毎度のように俺はびっくりして、うろたえて、呆然としてしまう。

「ただ、少々決め手不足であることは否いなめません」

　そんな俺に気付いているのかいないのか、百瀬は髪を搔きそうつづけた。

「ですのでこの後──始発が出るころにもう一度スタジオを張り込みに行きましょう。そこで何か、確定的なものが見られるかもしれません」

「……おう。わかった」

　わけがわからないながらも、俺はうなずいた。

　そして、

「ですからそれまでは、仮眠しましょう」

　百瀬が続けたセリフに、再びうろたえる。




「……出て来たな」

　スタジオ前のファミレス。

　再びその窓まど際ぎわの席でスタジオ入口を見張っていた俺は、ようやく前田さんたちが中から出てきたことにほっと胸をなで下ろした。

　時刻は午前五時半。

　まだ日は出ておらず、店内にも人の姿はまばらだ。

　結局、俺はあれから一睡もしていない。

　すぐにすやすや眠りはじめた百瀬の隣で、全く寝付くことができなかったのだ。

　好きな女の子がすぐ隣で小さな寝息を立てているわけで、それも当然だろう。時折むにゃむにゃ言う彼女の無防備さに、どこかあどけなく見えるその寝顔に、俺は一晩中悶もん々もんとし続けてしまった。

　ゆえに今──超眠い。

　今にもまぶたが閉じてしまいそうなほどに眠い。よくこの時間まで居眠りせずにすんだものだと自分をほめたい気分だ。

　向かいの百瀬も未だどこか寝ぼけた様子だし、ほんと、二人が出てくるところを見逃さなくてよかった……。

「行きましょう」

　立ち上がる百瀬に続いて会計を済まし店を出る。

　凍こごえそうに寒い朝の街を小走りで数十秒ほど行くと、すぐに何やらしゃべっている前田さんと井之上トウマに追いついた。

　百瀬曰いわく、できるだけ彼女たちの会話を聴きたいとのことだった。怪しまれない程度に距離を詰めたうえで、その後ろを歩きはじめる。辺りはしんと静まり返っているし、これなら問題なく話の内容も聞き取れるだろう。

「──とりあえず」

　井之上トウマの声がこちらまで届きはじめる。

「これで全曲そろったからあとは曲順の詰めと、アートワークとかの打ち合わせだね」

　言って、彼は穏おだやかな笑みをその顔に浮かべた。どうやら、今日の作業と今後のスケジュールについて確認しているらしい。

「取材とかはそのあともあるだろうけど、デビュー関連の作業は大体一段落と見てもらっていいよ。お疲れ様」

「うわあ、ありがとうございます！　ついにそこまで来たんですね！」

　前田さんは声を弾はずませる。ぶっ通しで作業をしていたのだろう、その表情には疲れが見えたが、高揚がそれに勝まさっているらしい。

「感慨深いです……！　ミニアルバムなんて、

作るの初めてだし……」

「これからフルアルバムも作るしシングルも切るから、楽しみにしててね！」

「はい！」

　うなずく前田さんの目はキラキラ輝いていた。これから先の展望に期待が膨ふくらんでいるんだろう……。

　なんとなく、彼女のこれからの活かつ躍やくが脳裏にイメージされた。大きな会場でのイベントに、テレビや雑誌への登場……たくさんの人に音楽が聴かれる、彼女の未来……。

　きっと前田さん本人の目にも、そんな自分の未来が見えているんじゃないだろうか……。

　と、そこで井之上トウマはタイミングを探るように短く間を開け、

「……ところで、この間の曲だけどさ。あの、二曲同時配信した『side-A』と『side-B』」

　優やさしい声こわ色いろをキープしたままで、そう切り出した。

「……あ、はい」

　それまでほころんでいた前田さんの表情が、あからさまにこわばる。

「あれ、周りの人に訊きいたり評判調べたりしたけど……今のところ、意図に気付いてる人はいないみたいだね」

「……そうですか」

　ほっとした様子で前田さんは胸をなで下ろした。

「よかったです……」

　ふむ……。やっぱりあの曲には、何か彼女の意思というか、狙ねらいが隠されているらしい。百瀬はきっとそれに気が付いたのだ。

　何なのだろう。一体前田さんは、どんな方法で、何をあの曲に込めたのだろう……。

「そうだね。ただ、いつまでもみんなが気付かないでいてくれるとは思えないし、誰かに気付かれてネットにあげられたりしたら……ちょっと色々起きるかもね」

　井之上トウマは表情を曇くもらせる。

　そして彼は、

「僕らの関係を疑う人も出ると思う」

　あくまで落ち着いた声色で、そうつづけた。

　……僕らの関係？

　そのフレーズに、なんだか妙にドキりとさせられる。

　プロデュースしてるのがばれたら、ということだろうか……。いや、別にそんなの隠す必要もないだろうし、わざわざそんな言い方をするはずもない。

　だとしたら……。

「そうですよね……ごめんなさい」

　唇をかみしめる前田さん。彼女は罪つみを悔くいるような口調でぽろぽろ言葉をこぼしはじめた。

「あんな曲、勝手に配信して……。トウマさんにまで、迷惑かけちゃって……。もうちょっと、自分の状況を自覚すべきでした。もう一人でやってるわけじゃなくて、いろんな人に助けてもらって音楽やってるんだって……」

「エリコ……」

　気遣わしげに眉まゆを寄せ彼女の名を呼ぶと、井之上トウマは手を伸ばし──前田さんの頭を優しく撫でた。

「そんなに自分を責めることはないよ。僕はあの曲、本当に良い曲だと思うし、エリコが公開したくなった気持ちもわかる。ミュージシャンとしてベストの選択だったと思うよ。それに何より──」

　彼は前田さんの頭から手を離すと──彼女の手をぎゅっと握った。

「──僕はエリコと付き合っていることを誇ほこれるからさ」

　……思わず、その場に立ち止まりそうになった。

　エリコと──付き合ってる？

「だから万が一バレたとしてもかまわない。それで離れるファンがいるなら、最初からそうなる運命だったってあきらめるさ」

　……聞き間違いでも何でもないようだ。

　前田さんは……井之上トウマと付き合っている。

　彼らはミュージシャン、プロデューサーという関係であるだけでなく、彼氏彼女の関係でもあるのだ。

　いつからなのかはわからない。どのタイミングでどちらから持ちかけてそうなったのかは、今の会話からは読み取れない。それでも……多々良君に伝えた別れの理由が噓うそなのは間違いなさそうで、胸がぐっと苦しくなる。

　あれだけ好意を寄せていた彼を、自分に夢中だった彼をだますなんて……。

　本当のことを言いにくいのはわかる。それでも多々良君の気持ちを思うと、どうしても前田さんに対して憤いきどおりを覚えてしまう。

「……でも、トウマさんに迷惑をかけるのもそうですけど」

　うつむいていた前田さんが顔を上げる。

「彼もきっと……元彼も傷つくと思うんです……」

　──元彼。

　多々良君のことだ。

　俺はそれまで以上に耳をそばだて、彼女の言葉に集中する。

「私、彼に噓をついて別れたんです。他に好きな人がいるんじゃないかって。本当は、そんなこと全然思ってないのに……。なんであんなこと言っちゃったんだろう……。ちゃんと、私の気持ちを伝えるべきでした……」

　……前田さんも、ズルをしてしまった自覚はあるのか。彼をだました罪悪感が……。

「……それは僕のせいもあるんだよね、僕があんな、告白なんてしたせいで……」

「違います！」

　前田さんは首を振って見せた。

「別れることは、告白してもらう前から決めていたんです。返事させてもらったのも、彼と別れた後でしたし……」

　……なるほど。そこの手順を誤って、二ふた股また状態になったりしたわけではなかったのか……。

　その事実には少々ほっとしたのだけど──俺は彼女が続けた言葉に、首をかしげることになる。

「それに、そういう選択をしたことは間違いじゃなかったと思います。それは、私のためだけじゃなくて、彼のためにも……」

　……彼のためにも？

　意味がよくわからない……。

　何な故ぜ別れることが、あれだけ前田さんに夢中だった多々良君のためになるのだろう……。

「だからこそ、噓なんてつかなければよかった……。ここでもしニュースになったりしたら、

彼、絶対に傷ついちゃいます……。罪悪感に耐えられなくてあんな曲を作ったけど……本当に、逆効果でした……」

　言って、前田さんは井之上トウマの顔を見上げた。

「だから私、もう少し気持ちの整理がついたら……きちんと彼に話そうと思います。話して、

謝ろうと思います」

　そういう前田さんの表情はどこか覚悟を決めたようで。

　自分がしたことにまっすぐ向き合っているようにも見えて。

　俺の中で、彼女への怒いかりが薄らいでいってしまう。

「──さて、これで必要なことは全てわかりました」

　隣を歩く百瀬が、目をこすりながら小声で言った。

「明日には多々良さんに報告しましょう。部室への呼び出しをお願いします」

「……おう」

　あくびをかみ殺し、複雑な思いで空を見上げる。

　もう日の出が近いらしく、東の方角は橙だいだいと紫の混じった複雑な色合いに染まりはじめていた。
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　翌日、調査結果報告のため多々良君を呼び出した部室内にて。

「お越しいただきありがとうございます」

　向かいのクライアントシートに座る多々良君に、百瀬はまずそう切り出した。

「依頼が完了いたしましたので、結果を報告させていただきます」

「は、はい……！」

　冬休み突入直前。窓の向こうの宇田路市街地は今日も真っ白だが、多々良君の顔は緊張からか汗ばみはじめていた。

　それにつられて、俺の鼓こ動どうも加速してしまう。

　多々良君は今日、どんな事実を知らされることになるのだろう。

　今回の調査に関しては、俺も概ねことの次第を理解することができている。ただ、百瀬があの曲からどうやって事実を知ることができたのか、前田さんが何故「別れるのが多々良君のためにもなる」と考えているのかが未だにわかっていない。特に後者は多々良君にとっても重要なわけで……百瀬がそこにどんな答えを見み出いだしたのかが、酷ひどく気にかかっていた。

「今回、私と助手は聞き込みと張り込み、前田さんの楽曲視聴を通じて調査をさせていただきました──」

　百瀬が説明をはじめる。いつもどおり、ごく端的な口調で。

　前田さんが告げた別れの理由には噓が含まれていること、不安に思っていたことは事実であること、そして──現在彼女が、すでに他の男性と付き合っていることを順番に告げたところで、

「……そ、そんな」

　多々良君は、その声を酷く震わせた。

「彼女は、一体何に不安になったっていうんですか……？　本当に、そんな風に思われる機会は絶対なかったはずなのに……。そ、それに……」

　言って、彼は顔色をさらに曇らせる。

「……他の男性って……」

「残念ながら事実です」

　平静を保ったままで、百瀬は答えた。

「張り込みの結果、私たちは前田さんが『彼』とそういった会話をしているところを目撃しました」

　多々良君が絶望的な表情で俺の方を見る。

　俺は目をつぶると小さくうなずいて見せた。

　……うん。ここまで百瀬が言ったことに間違いはない。俺も二人が並んで歩くところを……話している内容を、目の前で見て聴いてしまったのだ。

「まさか、そんなことが……」

「そして一つ、証拠もあります」

　百瀬はそう言って、ブレザーのポケットから携帯音楽プレイヤーを取り出した。

「先輩も、お願いします」

「お、おう」

　言われたとおり、俺も自分の携帯プレイヤーを引っ張り出す。百瀬に頼まれて、事前に例の「双ふた子ごの二曲」を入れた携帯プレイヤー。百瀬にそれを手渡すとむんずと腕を組み、俺は彼女の説明を聴く態勢に入った。

　──ここからは、俺も何が起こるかわからない。

　百瀬がひたすら調査結果を説明する、彼女の独どく壇だん場じょうだ。

　きっと彼女は曲に隠された意図を解説する。その内容がどんなものになるかわからない以上、いつでもフォローできるよう気持ちの準備をしておかなくちゃならない。それが失恋探偵における、俺の役割なのだ。

　そしてそれ以上に……俺個人としても、百瀬がどうやってどのような結論にたどり着いたのかは、気になるところだった。

「ところで多々良さんは、前田さんの新曲はもうお聞きになりましたね？」

　携帯プレイヤーを机に並べながら、百瀬は尋ねた。

「え？　ええ……」

　突然の展開に上う手まく追いつけないのか、多々良君はぎこちなくうなずく。

「あの、ちょっとこれまでとは雰囲気が違うやつですよね、二曲で一組の……」

「はい、あれを聴いてどう思われましたか？」

「そうですね……」

　多々良君は口元に手をあて、考えはじめる。

「あいかわらず、音作りも展開もセンスに満ち溢あふれているなと思いました。ただ、ちょっとそれぞれ音数が少なめかな、とは思いましたね……。展開が全く同じことも、キーやテンポが同じこともひっかかりました。そして、なによりこれまで彼女が最大の武器としてきたメロディセンスや歌詞を完全封印しているのが……ややもったいないかなと。なんかこう、メロディが細かく切られた感じで。まあそれでも、最高であることに変わりはないのですが」

「音数が少なめ、展開、キー、テンポが同じ。メロディがブツ切れ」

　百瀬は要点を繰り返す。

「それは私と助手も気づいたことでした」

　……うん。そのとおりだ。俺はそういう部分に違和感と、少し物足りない気分を覚えたものだった。

「ただ、私はふと気づきました。それらは全て、前田さんが意図的にそうしたのではないかと。何か隠された狙いがあってそうしたのではないかと。そこで試したのが──これでした」

　言いながら、百瀬は鞄かばんから携帯スピーカーを二つ取り出した。それを俺と百瀬のプレイヤーに装着し、多々良君の方に向ける。

　何をしているのかといぶかしむうちに彼女は携帯プレイヤーを操作し──二つ同時に再生ボタンを押した。

　……両方のスピーカーから同時に曲が流れ出す。

　そうか……百瀬はネットカフェで、こんな風に同時に二曲聴いていたんだな……。片耳に俺のスマホのイヤフォン、もう片耳にパソコンにつながったヘッドフォンを当てはじめた時にはどうしたのだろうと思ったけれど。

　テンポとキーが同じだからか、その二曲は全く音がぶつかることもなく進行していく。

　そして、イントロが終わりメロディがはじまったそのとき──

「おお……」

　──俺はようやく百瀬の意図を理解した。

「これ……」

　多々良君も目を見開き、呆然と曲に聴き入っている。

「まさかそんな意味があったなんて……」

　──俺たちの耳には今、日本語として意味の通った歌詞が聴こえていた。ポップでキュートで、そしてどこかグッとくるメロディにのって。

　──この二曲は、同時に再生することでお互い不足した音を補い合い、一つの曲として機能する構成になっていたのだ。

　ブツ切れだったメロディが相互につながり、互い違いだった歌詞が順番に流れ出す。それはいつもの前田さんの曲らしい、わかりやすい旋せん律りつとガーリーな内容だった。

「というわけで、この二曲はこういう仕組みを持っていたわけです。このメロディだと、やはりいつもの前田さんの曲、といった印象ですね」

「そうですね……」

　多々良君は何度もうなずいた。

「これは完全に、彼女のメロディです。本当に良い曲だ……」

「もう一度頭から聴きましょう。この歌詞に、彼女の本心が隠されていますので」

　百瀬はプレイヤーに手を伸ばし、曲頭まで戻したうえで再度二台同時に再生ボタンを押した。

　改めて曲が流れはじめ、俺たちはその歌詞に耳を傾けた。





～






　気付いちゃったの、君の気持ちは恋じゃない

　君は最初から私のこと、全然見てなかったんだね

　言われちゃったの、君のことが好きなんだって

　私を導いて、手を引いて、連れてってくれるあの人に

　ごめんね噓をついたんだ

　怖くて悲しくて辛くてずるい私は逃げたんだ

　許してなんていえないから、私は歌うことしかできない





～






「……な、なんでですか」

　通して聴き終え百瀬が再生をストップしたところで、多々良君は唇を嚙みしめて言った。

「この『君の気持ちは恋じゃない』って、僕のことですよね……。だったら……彼女に懸かけるこの気持ちは、一体なんだっていうんですか……」

　と、彼は顔を上げ百瀬を見る。

「そ、それに、『連れてってくれるあの人』って……さっき言ってた、今付き合ってる男ですよね？」

「そうですね」

「誰なんですか、その人は……。僕の知っている人ですか？　あるいは、レーベルの関係者かなんかですか……？」

　彼のその問いに、目に涙を浮かべて吐きだされた質問に──百瀬はあっさり答える。

「井之上トウマです」

「……」

「彼女のプロデューサーである井之上トウマですね。どうも、多々良さんのことで悩む前田さんに告白をし、付き合うことになったようです」

　多々良君は目を見開き、何度か口を開け閉めした。

「……本当……ですか？」

「ええ、間違いありません。この曲の真相も遠からず世間に見抜かれるでしょうし。そうなれば何かしら本人たちから発表もあるかもしれませんね」

「……」

　多々良君は黙り込み、視線を落としうつむいた。

　部室内に舞い降りる沈黙。

　髪を搔く百瀬の横で、俺は身動きもできないまま多々良君を眺める。

　──きっとショックを受けただろう。

　自分が応援していた音楽活動で、まさかあっさり次の彼氏を見つけてしまうなんて。

　しかもその彼氏が、自分も知っているミュージシャンだなんて。

　しかし、俺は顔を上げた多々良君の表情に。

　彼の第一声に──

「……そ、それ、すごいじゃないですか!!」

　──完全に面めん喰くらった。

「もうなんか、本当にチャンスじゃないですか！」

　彼の顔には興こう奮ふんの色が宿っていた。頰は上気し、わずかに持ち上がっている。その目はわずかに見開かれ、ついさっきまでの表情が噓だったかのように輝いている。

「昔もいましたよね、自分の付き合ってる女の子を歌い手として大ヒットさせたプロデューサー！　となれば、エリコもそうなる可能性がある！　もちろん、音楽自体でどうこうなったってわけじゃないですけど、安定して活動もできるでしょうし、上手くいけば注目も集めることができます！」

　──なぜだ？

　なぜ多々良君、そんなにうれしそうなんだ……？

　あんなに好きだった彼女を、そのプロデューサーに取られてしまったのに……。

　確かに、チャンスなのは間違いないだろう。前田さんにとっては、今の状況は限りなくおいしいものであるはず。でも今……なぜ多々良君がそんなことを気にする？

「……う、うれしいんですか？」

　気になるあまり、それまで黙っていた俺は思わず尋ねてしまう。

「前田さんの……元カノの活躍ですけど……複雑じゃないんですか？　失恋したばかりで、しかも、その次の彼氏のおかげでこうなっているのに……」

　その問いに、多々良君はようやく不自然さを自覚した様子だ。

「……ほ、本当……ですね」

　彼はその顔から高揚の色を消し、困惑しはじめる。

「なぜ僕は……喜んでいるのでしょう……今いま更さら、彼女の音楽のことで、こんな……」

　フラフラと目を泳がせる多々良君。どうやら本気で、自分の気持ちの意味が理解できないらしい。

　そしてそんな彼を見ていて──俺はふとあることに気付く。

「なんだかそれって……恋っていうより……」

　俺が切り出すと、多々良君がこちらを向いた。

「……ファンと、ミュージシャンの関係に似てませんか？」

「……『ファンとミュージシャン』……ですか？」

「ええ」

　俺はうなずく。

　そうだ。

　恋をしていれば、多々良君のリアクションがこんな風になるとは思えない。もっと苦しんで、悲しんで、傷つくんじゃないかと思う。

　それでも──彼が前田さんに対して抱いていた気持ちが、ミュージシャンに対するファンの憧れみたいなものだったら、全て説明がつく気がするのだ。

　彼の前田さんへの異常なメロメロ具合も、そのくせ一緒にプリクラを撮りたがらないことにも。そして──彼女が井之上トウマと付き合っているという事実を喜んだことも。

「もちろん、ファンが恋心に近い感情をミュージシャンに抱くこともあると思いますけど……多々良君の場合はそうじゃないんじゃないかって……。純粋に、音楽にほれ込んでいるというか……」

「私も助手と同意見です」

　言って、百瀬はうなずいた。

「あくまで多々良さんは、ミュージシャンとしての彼女に憧れたのではないかと。そして──前田さんもそれに気が付いたのではないかと」

　数秒ほど、考えるように間をおいてから、

「……確かに」

　多々良君は探るような声色でそう言った。

「確かに……そうかもしれません。僕は……あくまで彼女のファンで……恋人ではなかった……。実は、彼女に対して手をつなぎたいだとか、抱きしめたいだとか思わないことを自分でも不思議に思ったりもしたのですが……それなら、説明がつきますよね」

「そうですね」

「なるほど……。で、でも！　だとしたら……僕は彼女に、エリコになんてことをしてしまったのでしょう！」

　言って、多々良君はあたふたと慌てはじめる。

「もちろん、指一本触れなかったのですが、言ってみれば彼女の気持ちを弄もてあそんでしまったようなものではないですか！」

　……確かに、そういう風に見ることも出来るかもしれない。

　多々良君にとって前田さんが憧れのミュージシャンだったとしても、前田さん本人は、少なからず多々良君に恋心を抱いていたのだ。

「ああああ……どうすればいいのでしょう……。僕は一体どうすれば……あんなことへの償つぐないが……」

「そう思われるのでしたら」

　百瀬はぐしゃぐしゃと髪を搔いた。

「一度前田さんとお話ししてみてはどうでしょう。もしかしたら向こうも──多々良さんと話したいことがあるかもしれませんよ」

「……」

　考えるように視線を落とす多々良君。

　そして彼は、

「……そうしてみます」

　まっすぐ百瀬を見て、そう答えた。

「彼女に会って、きちんと全て話して、謝ろうと思います……」

　……うん。きっとそうするのがいいのだろうと俺も思う。

　今の二人ならきっと──もう一度、あるべき関係を。正しい関係を築きなおすことができるんじゃないだろうか。

「では、以上で、調査結果の報告を終わります」

　言って、百瀬は手元に開いていたノートをぱたりと閉じた。

「いつかまたあなたに恋の終わりが訪れたら、そしてそれにどこか引っかかりを感じていたら、もう一度ここにいらしてください。私たち失恋探偵が、あなたの恋の終わりをお手伝いします」




　　　　[image: ]




「ファン……かあ……」

　多々良君の去った部室にて。俺は帰りの支し度たくをしながら思わずそうこぼしてしまう。

「確かに、勘違いしやすいところではあるかもしれないよな……恋愛としての好きと、ファンとしての好きって……。境界自体があいまいなのかもしれないし……」

　言いながら、俺はこれまで好きになってきた女性芸能人のことを思い出した。

　高校生アイドルにバンドのボーカルに女子アナに女優……多々良君程ではないけれど、俺は彼女たちのかわいさに夢中になったものだった。そんな彼女たちが当時俺の目の前に現れていたら……多々良君のように自分の気持ちを勘違いしてしまうことはあったんじゃないかと思う。そしてそのまま、本気で好きになってしまうこともあるんじゃないかなんて。

　と、百瀬は肩に鞄をかけながらこちらを見て、

「ところで先輩は」

「ん？」

「例えば私が大ファンである漫画家と付き合い始めたら、うれしいですか？」

　そう言って、こちらの顔を覗き込んだ。

「応援してくれますか？」

　その場面を想像し、胸が痛むのをきちんと確認してから、

「……うれしくないし応援しないな」

　俺はそう答える。

　うん。絶対に俺はそれを祝福できない。

　その漫画家の漫画は一生読めなくなりそうだし、上手くいってほしいなんて思うこともできそうにない。

「そうですか」

　百瀬は部室の出口に向かって歩き出す。

　その表情はどこかわずかにうれしそうに見えた。

　──さて、来週からは冬休みだ。

　百瀬と両思いになってから、初めて迎える長期の休み。

　たくさんの時間を一緒に過ごすことになるのだろう。色々なことをふたりでするのだろう。

　彼女といる毎日を想像すると、俺の胸は酷くドキドキした。

「……そうだ、百瀬」

　ふと俺は思い立ち、部室の扉に手をかけていた百瀬に呼びかける。

「どうしました？」

「あのー、写真、撮らない？」

「二人でですか？」

「もちろん」

　言って、俺はスマホを取り出し百瀬に近づく。

「わかりました。あんまり写真得意じゃないので、一回だけですよ」

「おう」

　俺は百瀬の隣に立ち、ちょっと迷ってから肩を寄せ合うと、手を伸ばしカメラをこちらに向けた。

「じゃ、じゃあ、撮るよ……」

「ええ」

「いきまーす……せーの」

　言って、俺はスマホのディスプレイに表示されたシャッターボタンを押した──。
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